
災害発生等緊急事態に役立つ土木技術に関する 

調査研究報告書 

2024年 3月 

一般社団法人日本建設業連合会 

土木工事技術委員会 土木技術開発部会 



 



はじめに  

 

2024 年 1月 1 日の元日、16 時 10 分ごろに石川県能登地方にてマグニチュード 7.6、最大震度 7 の極め

て甚大な「令和 6 年能登半島地震」が発生した。その結果、日本海沿岸の広域に対して大津波警報等が発

令され、実際に観測されるとともに、広域にわたる法面崩壊・地滑り、液状化や地盤沈下・隆起等による

道路の地割れ・陥没、建物・電柱の傾斜・倒壊が発生し、多くの安否不明者、死亡者、重軽傷者、ならび

に孤立集落の発生が日を追うごとに確認され、11 日には激甚災害に指定されるに至った。 

 

あらためて、この大震災で亡くなられた方々に対し、お悔やみを申し上げるとともに、被災されたみな

さまに、心よりお見舞いを申し上げます。 

 

政府においては、直ちに非常災害対策本部を設置し、自衛隊や警察、消防などの緊急援助部隊による救

命・救助等の活動を開始するとともに、緊急車両が通行するために最低限必要な道路の啓開等に向け、国

土交通省の TEC-FORCE が派遣された。同様に、日建連本部および北陸支部においても、地震直後に緊急災

害対策本部を立ち上げ、2 日午後に北陸地方整備局から日建連北陸支部に災害協定に基づく緊急対応の要

請があり、直ちに複数社の日建連会員企業が道路啓開、河道閉塞対応、物資の提供・輸送等の災害応急復

旧に向けた取組みを開始し、現在も活動を継続中である。 

 

土木技術開発部会にて、このような災害対策をテーマとした調査研究を開始したのは東日本大震災の

発生後 10 年目となる節目の年であった。将来も起こりうる大規模自然災害に備え、「緊急時の災害復旧

工事に日建連会員企業がどのように関わり、貢献することができるか？」、特に当部会の役割として「応

急対策工を対象とした、工法、資材、機械、ソフトほか、広義に役立つ技術とは？ 今後、開発・導入が

必要な技術とは？」等の情報を収集し、過去の災害事例から被災状況に対する緊急対策、復興対策を学

び、参考事例として活かすことを目的として、部会メンバー全員でこの『災害発生等緊急事態に役立つ土

木技術の調査研究』に取り組んだ。本報告書の発行は、残念ながら上記大震災には間に合わなかったが、

本報告書にも記載の通り、緊急事態における地方整備局や自衛隊ほか国の各機関、地方自治体、日建連、

日建連会員企業の迅速な協力・連携体制は十分に機能し、日建連会員企業の「技術力」と「機動力」が災

害復旧工事に活かされ、能登を中心とした被災地のみなさまの災害復旧・復興に貢献ができていると期待

している。そして、将来も起こりうる大規模自然災害への備えにこの報告書が活用されることを願ってい

る。 

 

2024 年 3 月                        

       

一般社団法人日本建設業連合会       

土木工事技術委員会 土木技術開発部会 

部会長 石山 宏二 
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大 規 模 自 然 災 害 への日 建 連 会 員 企 業 の 

対 応 に関 するアンケート調 査  
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１ .  災 害 対 策 テ ー マ の 選 定  

一 般 社 団 法 人 日 本 建 設 業 連 合 会（ 以 下 、日 建 連 と 称 す ）	土 木 工 事 技 術 委 員 会 の

各 部 会 で は 、日 々 変 化 す る 建 設 業 界 を 取 り 巻 く 環 境 、国 際 及 び 社 会 情 勢 を 反 映 し 、

社 会 の ニ ー ズ に 適 応 し た 課 題 の 抽 出 ・ 解 決 に 資 す る 調 査 研 究 テ ー マ を 選 定 し 、 取

り 組 ん で き た 。 当 該 土 木 技 術 開 発 部 会 に お い て も こ れ ま で 同 様 に 、 安 全 ・ 安 心 に

資 す る 土 木 技 術 開 発 、あ る い は 人 工 知 能（ AI）の 土 木 施 工 技 術 へ の 適 用 と い っ た 、

そ の 時 代 の 要 請 に 適 し た 調 査 研 究 テ ー マ を 選 定 し 、 成 果 を 調 査 報 告 書 に 取 り ま と

め て き た 。 	

今 回 、部 会 メ ン バ ー 全 員 に 対 し て 新 た な 調 査 研 究 テ ー マ を 公 募 し 、計 24 件 提 案

を い た だ い た 。そ の 結 果 、① 激 甚 災 害 対 応 技 術 、② DX、③ DX 推 進 に よ る 新 し い 働

き 方 、 ④ 働 き 方 改 革 、 ⑤ そ の 他 、 と 内 容 は 大 き く 5 つ に 分 類 ・ 集 約 さ れ 、 あ ら た

め て 各 々 の 企 画 書 を 作 成 し 意 見 交 換 し た の ち 、 最 終 的 に 多 数 決 に よ り 以 下 の テ ー

マ を 選 定 し た 。 	

	

 〇 調 査 研 究 テ ー マ ：  

 

「 災 害 発 生 等 緊 急 事 態 に 役 立 つ 土 木 技 術 に 関 す る 調 査 研 究 」 

 

1 . 1 .  テ ー マ 提 案 の 背 景  

東 日 本 大 震 災 か ら 10 年 が 経 と う と し て い る が 、 熊 本 や 北 海 道 胆 振 東 部 な ど 予

知 で き な い 震 災 に 遭 遇 し 、 大 き な 被 害 を 受 け て い る 。 南 海 ト ラ フ 地 震 も 発 生 時 期

の 予 知 は 現 状 で は 難 し い 。 	

東 日 本 大 震 災 に 伴 う 原 発 事 故 も 国 家 的 規 模 の 社 会 問 題 と な り 、 全 国 の 発 電 事 業

に 多 大 な 影 響 を 及 ぼ し て い る 。 ま た 、 地 球 温 暖 化 の 影 響 に よ る 台 風 の 巨 大 化 や 線

状 降 水 帯 に よ る ゲ リ ラ 豪 雨 な ど に よ る 河 川 氾 濫 や 土 砂 崩 壊 な ど の 大 災 害 が 全 国 各

地 で 頻 発 し て い る 。 	

土 木 技 術 は 、 こ う し た 災 害 に 対 し 、 緊 急 的 な 応 急 対 応 や 恒 久 対 策 な ど の 担 い 手

と し て 重 要 な 役 割 を 果 た し て き た 。 一 方 で 、 建 設 業 の 担 い 手 不 足 や 高 齢 化 な ど で

技 術 の 伝 承 や 効 率 化 な ど 、ハ ー ド・ソ フ ト 両 面 か ら の 技 術 革 新 が 求 め ら れ て い る 。 	

行 政 機 関 と の 災 害 協 定 な ど も 整 備 さ れ 、 官 民 が 一 体 と な り 緊 急 時 に 円 滑 な 活 動

を 確 保 す る た め 、 日 頃 よ り 機 能 の 強 化 や 拡 充 を 図 っ て き て い る が 、 こ う し た 情 報

が 全 国 展 開 さ れ て い な い の で は な い か と い う 懸 念 が あ る 。 特 に 、 役 立 っ た 技 術 や

望 ま れ る 技 術 な ど の 情 報 が 伝 わ っ て い な い の で は な い か と い う 問 題 が 考 え ら れ る 。	

日 建 連 も 災 害 対 応 の 強 化 を 図 っ て お り 、 早 期 の 復 旧 ・ 復 興 活 動 の 支 援 を 目 的 と

し て 「 災 害 復 旧 ・ 復 興 に 資 す る 技 術 情 報 の 検 索 」 を 整 備 し て 、 関 係 者 に 関 連 技 術

の 情 報 提 供 を 行 っ て い る 。 	

	

1 . 2 .  調 査 研 究 の 取 組 方 針  

・ 過 去 の 災 害 に つ い て 、 被 災 状 況 と 緊 急 対 策 、 そ の 後 の 恒 久 対 策 の 内 容 に つ い て
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広 く 調 査 し 、 ど の よ う な 技 術 が 有 効 だ っ た か ？ ど の よ う な 技 術 が あ れ ば 役 に 立

っ た か ？ ま た 事 前 に こ ん な こ と を や っ て お け ば 被 害 が 防 止 、 低 減 で き た 等 の 情

報 を 収 集 し 、 今 後 に 向 け て 展 開 し て い く 。 	

	

・ 災 害 対 応 に 非 定 常 的 な 技 術 が あ る の か ？ ま た 土 木 技 術 者 は ど の よ う な 状 況 で 、

ど ん な こ と を し た の か を 知 る こ と は 意 義 が あ る 。 	

	

・ 土 木 施 設 の 災 害 応 急 ・ 復 旧 対 策 用 資 機 材 の 地 域 性 な ど か ら 生 ま れ た 技 術 や 災 害

を 教 訓 と し た 平 時 か ら の 取 組 を 紹 介 す る 。 	

	

・ 集 め た 情 報 を 整 理 し 、 ゼ ネ コ ン と し て 日 頃 か ら 備 え て お く べ き ハ ー ド 、 ソ フ ト

今 後 、 開 発 が 望 ま れ る 技 術 を 展 開 す る 。 	

	

・ ゼ ネ コ ン と し て 対 応 可 能 な 事 前 の 減 災 対 策 に つ い て も 検 討 す る 。 	

	

・ 活 動 成 果 に 加 え て 、 以 下 の 2 点 に つ い て も 検 討 を 加 え る 。 	

◆ 日 建 連 の 災 害 対 応 体 制 、 活 動 実 績 に つ い て 把 握 し 、 会 員 企 業 に あ ら た め て 周 知

す る と と も に 、 行 政 機 関 等 に Ｐ Ｒ す る 。 	

◆ 機 会 が あ れ ば 、 国 の 機 関 (国 総 研 、 土 研 )と 意 見 交 換 、 情 報 交 換 を 行 い 、 今 後 の

方 向 性 等 の 指 標 と す る 。 	
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２ .  ア ン ケ ー ト 調 査 の 実 施  

	

前 節 の 背 景 、 取 組 み 方 針 を 踏 ま え て 、 過 去 10	 年 間 に 発 生 し た 大 規 模 自 然 災 害

を 対 象 と し て 、日 建 連 加 盟 の 会 員 企 業 142	社 に 対 し 対 応 実 績 等 に 関 す る ア ン ケ ー

ト 調 査 を 実 施 す る こ と と し た 。 	

過 去 10	 年 間 の 大 き な 災 害 に つ い て は 、 7off i c e 	 株 式 会 社 の 「 日 本 で 起 き た 災

害 一 覧 」 を 参 考 に し て 、 東 日 本 大 震 災 以 降 の 25	イ ベ ン ト を 抽 出 し た (表 2 - 1 )。 	

	

表 2 - 1  東 日 本 大 震 災 以 降 の 主 な 自 然 災 害  

	

実 施 し た ア ン ケ ー ト 内 容 を 図 2 - 1 （ 1 ） 〜 （ 6 ）に 示 す 。 	
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図 2 - 1 ( 1 )  ア ン ケ ー ト (1 )  
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図 2 - 1 ( 2 )  ア ン ケ ー ト (2 )  
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図 2 - 1 ( 3 )  ア ン ケ ー ト (3 )  
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図 2 - 1 ( 4 )  ア ン ケ ー ト (4 )別 紙 - 1  

	

	

※ ア ン ケ ー ト は 、 PD F 	 と エ ク セ ル フ ァ イ ル を 会 員 各 社 の 担 当 者 へ メ ー ル の 送 受 信 に よ り 行

っ た 。 	
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図 2 - 1 ( 5 )  ア ン ケ ー ト (5 )別 紙 - 2   
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図 2 - 1 ( 6 )  ア ン ケ ー ト (6 )別 紙 - 2  
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３ .  ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 と 分 析  

	

実 施 し た ア ン ケ ー ト 調 査 に つ い て は 、 91	社 (64 % )か ら 回 答 を い た だ い た 。 こ れ

ら を 災 害 イ ベ ン ト 、災 害 種 別 、災 害 原 因 な ど に つ い て 、整 理 し た の で 以 下 に 示 す 。 	

な お 、 回 答 の 詳 細 は 、 巻 末 資 料 と し た 。 	

	

・ 災 害 別 対 応 件 数 	

ア ン ケ ー ト の 回 答 で は 、東 日 本 大 震 災 関 連 の 対 応 が 最 も 多 く 59 件 (図 3 - 1 )。そ

の 次 は 、 令 和 元 年 東 日 本 台 風 (19 号 )が 48	件 で 2	位 に つ け た 。 3 位 以 降 は 、 熊 本

地 震 が 23 件 、平 成 30 年 7 月 豪 雨 が 20 件 、平 成 30 年 北 海 道 胆 振 東 部 地 震 が 17 件

と 続 い た 。 	

	

	

図 3 - 1  災 害 別 対 応 件 数  

	

・ 災 害 種 別 対 応 件 数 	

災 害 の 種 別 で 比 較 す る と 、 イ ン フ ラ 損 傷 に 関 す る も の が 最 も 多 く 55%を 占 め た

(図 3 - 2 )。 	

そ の 次 は 、 斜 面 崩 壊 が 26%。 3 位 以 降 は 、 河 川 障 害 対 応 が 6%、 建 物 倒 壊 対 応 が

5%、 海 洋 港 湾 障 害 対 応 と 農 地 被 害 対 応 は そ れ ぞ れ 2%で あ っ た 。 	

・ 災 害 原 因 別 対 応 件 数 	

災 害 の 原 因 別 で 比 較 す る と 、 豪 雨 に よ る も の が 51%で 約 半 数 を 占 め た (図 3 - 3 )。	

そ の 次 は 、 地 震 が 40%。 3 位 は 強 風 8%と な っ て い る 。 	 	
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図 3 - 2  災 害 種 別 対 応 件 数  

 

	

図 3 - 3  災 害 原 因 別 対 応 件 数  
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災 害 の 傾 向 を 把 握 す る た め 、 発 災 年 別 、 都 道 府 県 別 、 地 方 別 に つ い て 整 理 し た

の で 、 以 下 に 示 す 。 	

・ 災 害 対 応 年 別 件 数 (図 3 - 4 ) 	

・ 都 道 府 県 別 対 応 件 数 (図 3 - 5 ) 	

・ 地 方 別 対 応 件 数 (図 3 - 6 ) 	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 3 - 4  災 害 対 応 年 別 件 数  

 

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 3 - 5  都 道 府 県 別 対 応 件 数  
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図 3 - 6  地 方 別 対 応 件 数  

	

対 策 工 と し て 、実 施 し た 具 体 的 な 対 応 内 容 を 多 い 順 に 並 べ て 整 理 し た (図 3 - 7 )。	

ま た 、 役 立 っ た 技 術 に つ い て 、 多 い 順 に 並 べ て 整 理 し た (図 3 - 8 )。 	

た だ し 、 こ れ ら の 技 術 に つ い て は 、 単 一 工 種 の 技 術 で は な く 、 ICT 技 術 や 無 人

化 施 工 な ど 、 包 括 的 な 技 術 も 含 ま れ て い る た め 、 留 意 が 必 要 で あ る 。 	

	

今 後 の 対 策 工 に 役 立 つ と 思 わ れ る 技 術 を 多 い 順 に 並 べ て 整 理 し た (図 3 - 9 )。 さ

ら に 、 今 後 の 対 策 工 を 進 め る た め に 官 側 に 期 待 す る こ と を 多 い 順 に 並 べ て 整 理 し

た (図 3 - 1 0 )。 	
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図 3 - 7  具 体 的 対 応 内 容  

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 3 - 8  役 立 っ た 技 術 内 容  
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図 3 - 9  今 後 の 対 策 工 に 役 立 つ と 思 わ れ る 技 術  

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 3 - 1 0  今 後 の 対 策 工 に 役 立 つ 準 備 を 進 め る た め に 官 側 へ 期 待 す る こ と  
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４ .  災 害 イ ベ ン ト の 抽 出 と 調 査 班 の 構 成  

	

今 回 の 災 害 対 策 調 査 で は 、 応 急 復 旧 工 事 を タ ー ゲ ッ ト に し て い る こ と か ら 、 災

害 イ ベ ン ト は 、 以 下 の よ う に 抽 出 し た 。 	

災 害 別 対 応 件 数 の う ち 、「 応 急 ／ 応 急・恒 久 ／ 恒 久 」の 内 訳 を 確 認 す る (図 4 - 1 )。 	

対 策 工 の 区 分 の う ち 「 応 急 ／ 応 急 ・ 恒 久 」 を 含 む も の を 抽 出 し て 、 件 数 の 多 い

順 に 並 べ て 整 理 す る (図 4 - 2 )。 	

調 査 班 の 数 も 考 慮 し て 、上 位 5	位 を 調 査 対 象 の 災 害 イ ベ ン ト と す る こ と と し た

(図 4 - 3 、 表 4 - 1 )。 	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 4 - 1  災 害 別 対 応 件 数 の う ち 「 応 急 ／ 応 急 ・ 恒 久 ／ 恒 久 」 対 策 の 内 訳  

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 4 - 2  対 策 工 の う ち 「 応 急 ／ 応 急 ・ 恒 久 」 対 策 の 抽 出  

	

	 	

上 位 5 イ ベ ン ト  
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図 4 - 3  抽 出 さ れ た 「 応 急 ／ 応 急 ・ 恒 久 」 対 策 の 上 位 5 イ ベ ン ト  

	

	

	

調 査 班 の 編 成 	

土 木 技 術 開 発 部 会 の 部 会 長 ・ 副 部 会 長 を 含 め た 委 員 は 、 全 員 で 20 余 名 で あ る 。

そ こ で 、各 災 害 イ ベ ン ト に 対 し て 、そ れ ぞ れ 4 名 程 度 の 5 つ の 調 査 班 を 設 置 し た 。 	

調 査 班 の 人 選 は 、 土 木 技 術 開 発 部 会 の 委 員 名 簿 の 順 に 振 り 分 け て 、 5 班 を 構 成

し 、 各 班 の 中 で リ ー ダ ー を 決 め た 。 	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

表 4-1  調 査 対 象 の 災 害 イベ ン ト  
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５ .  ヒ ア リ ン グ 先 の 検 討  

今 回 の 調 査 の ヒ ア リ ン グ 先 は 、 当 初 、 ア ン ケ ー ト を 回 答 し た 会 社 に 対 し て 、 技

術 的 な 内 容 を さ ら に 深 掘 り す る た め に 実 施 す る 計 画 で あ っ た が 、 ヒ ア リ ン グ 先 を

調 整 し て い く 中 で 、災 害 対 策 の 趣 旨 か ら 、発 注 者 の 意 向 も 反 映 す べ き で は な い か 、

と の 意 見 が 出 さ れ た 。 こ の た め サ ブ ワ ー キ ン グ で の 協 議 の 結 果 、 災 害 対 策 に 関 わ

る 発 注 者 、 日 建 連 各 支 部 、 各 会 員 企 業 な ど 、 す べ て の 立 場 の 人 の 意 見 に つ い て 、

ヒ ア リ ン グ 調 査 を 行 い 、 こ れ ら を 反 映 し た 報 告 書 を と り ま と め る こ と と し た 。 	

調 整 の 結 果 、 各 調 査 班 と ヒ ア リ ン グ 先 を 以 下 に 示 す (表 5 - 1 )。 	

	

	

参考文献 	

・7offic 株 式 会 社 、日 本 で起きた災害一覧 (https://www.7mate.jp/saigai/)	

	 	

表 5-1  調 査 班 と ヒ ア リ ン グ 先 一 覧  

https://www.7mate.jp/saigai/
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大 規 模 自 然 災 害 への官 ・民 ・関 連 企 業 の 

対 応 事 例 に関 するヒアリング調 査  
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Ⅱ-１ 令 和 元 年 東 日 本 台 風  （台 風 19 号 ） 

	
１ .  令 和 元 年 東 日 本 台 風 （台 風 19 号 ）災 害 の 概 要  

1 . 1 .  気 象 の 状 況  

2 0 1 9 年 10 月 6 日 に 南 鳥 島 近 海 で 発 生 し た 台 風 19 号 は 、大 型 で 強 い 勢 力 を 保 っ

た ま ま 12 日 に 伊 豆 半 島 に 上 陸 し 、 そ の 後 関 東 地 方 を 通 過 し た （ 図 1 - 1）。 台 風 の

接 近 ・ 通 過 に 伴 い 、 広 い 範 囲 で 大 雨 、 暴 風 、 高 波 、 高 潮 と な っ た 。 な か で も 、 静

岡 県 や 新 潟 県 、関 東 甲 信 地 方 、東 北 地 方 の 多 く の 地 点 で 3、6、12、24 時 間 降 水 量

が 観 測 史 上 1 位 と な る な ど 記 録 的 な 大 雨 と な っ た （ 図 1 - 2）。 静 岡 県 、 神 奈 川 県 、

東 京 都 、 埼 玉 県 、 群 馬 県 、 山 梨 県 、 長 野 県 、 茨 城 県 、 栃 木 県 、 新 潟 県 、 福 島 県 、

宮 城 県 、 岩 手 県 の 1 都 12 県 に 大 雨 特 別 警 報 が 発 表 さ れ た 。 	

	

	

図 1 - 1  令 和 元 年 東 日 本 台 風 （ 台 風 1 9 号 ） 経 路 図  

（ 出 典 ： 気 象 庁 ）  
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図 1 - 2  期 間 降 水 量 分 布 図 （ 1 0 月 1 0 日 0 時 ～ 1 0 月 1 3 日 2 4 時 ）  

（ 出 典 ： 気 象 庁 ）  

	

1 . 2 .  被 害 の 状 況  

1 . 2 . 1 .  全 国 規 模 の 被 害  

台 風 19 号 の 影 響 で 、 河 川 氾 濫 、 土 砂 災 害 、 浸 水 被 害 が 相 次 ぎ 、 死 者 91 名 、 行

方 不 明 者 3 名 と な り 、 9 万 棟 を 超 え る 住 家 被 害 、 電 気 ・ 水 道 ・ 道 路 ・ 鉄 道 施 設 な

ど の ラ イ フ ラ イ ン へ の 被 害 が 発 生 し た （ 表 1 - 1 )。 	

	

表 1 - 1  台 風 1 9 号 に よ る 人 的 ・ 住 家 被 害 （ 令 和 2 年 4 月 1 0 日 現 在 ）

	

（ 出 典 ： 内 閣 府 ）  
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河 川 氾 濫 に つ い て は 、 国 管 理 河 川 で は 6 水 系 7 河 川 14 箇 所 、 都 道 府 県 管 理 河

川 で は 20 水 系 67 河 川 128 箇 所 で 決 壊 が 発 生 し て お り 、 濁 流 に よ る 浸 水 域 は 広 範

囲 に わ た っ た 。 ま た 、 土 砂 災 害 に つ い て は 、 東 日 本 を 中 心 に 20 都 県 に わ た っ て

952 件 発 生 し て お り 、 統 計 開 始 後 、 過 去 最 大 の 発 生 件 数 と な っ た （ 令 和 2 年 4 月

10 日 現 在 、 図 1 - 3、 図 1 - 4）。 	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 1-3  令 和 元 年 台 風 第 19 号 に よ る 浸 水 被 害 状 況  

（出 典 ：国 土 交 通 省 ） 

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 1-4  令 和 元 年 台 風 第 19 号 に よ る 土 砂 災 害 発 生 状 況  

（出 典 ：国 土 交 通 省 ） 	 	
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1 . 2 . 2 .  信 濃 川 水 系 千 曲 川 で の 被 害  

千 曲 川 は 、 急 流 （ 上 流 域 ）、 緩 流 （ 下 流 域 ）、 狭 窄 部 、 盆 地 な ど の 地 形 の 特 徴 を

持 つ 、延 長 が 長 く 流 域 面 積 が 大 き い 河 川 で あ る 。台 風 19 号 に 伴 う 記 録 的 な 豪 雨 に

よ り 、 千 曲 川 左 岸 の 長 野 市 穂 保 地 区 で 堤 防 決 壊 が 発 生 す る な ど 、 多 く の 被 害 が 発

生 し た （ 図 1 - 5）。 	

図 1 - 5  令 和 元 年 台 風 第 1 9 号 に よ る 千 曲 川 の 被 害 状 況  

（ 出 典 ： 北 陸 地 方 整 備 局 ）  

	

長 野 市 穂 保 地 区 で は 、 堤 防 を 越 え る 流 水 の た め 堤 防 法 面 が 徐 々 に 侵 食 さ れ た こ

と に よ り 延 長 約 70	m の 堤 防 決 壊 が 発 生 し 、下 流 処 理 区 終 末 処 理 場（ ク リ ー ン ピ ア

千 曲 ）	の 水 没 、北 陸 新 幹 線 の 車 両 基 地 に あ っ た 新 幹 線 車 両 10 編 成 が 浸 水 し た（ 図

1 - 6 ～ 図 1 - 9）。 	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 1 - 6  堤 防 決 壊 箇 所 （ 長 野 市 穂 保 地 区 ）  

（ 出 典 ： 北 陸 地 方 整 備 局 ）  

※ 図 中 の 「 北 陸 新 幹 線 車 両 セ ン タ ー 」 は 、「 長 野 新 幹 線 車 両 セ ン タ ー 」 が 正 し い 。 	

ま た 、 同 車 両 セ ン タ ー は 、 黒 囲 み で は な く 線 路 を 挟 ん だ 反 対 側 に 位 置 す る 。 	
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図 1 - 7  堤 防 決 壊 に よ る 浸 水 （ 長 野 市 穂 保 地 区 ）  

（ 出 典 ： 北 陸 地 方 整 備 局 ）  

 

	

図 1 - 8  堤 防 決 壊 地 点 （ 千 曲 川 左 岸 5 7 . 5 K 付 近 ） の 状 況  

（ 出 典 ： 北 陸 地 方 整 備 局 ） 	 	
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図 1 - 9  長 野 新 幹 線 車 両 セ ン タ ー の 被 害 状 況  

（ 出 典 ： 国 土 交 通 省 ）  

 

上 田 市 諏 訪 形 地 区 は 急 流 河 川 の 水 衝 部 で あ り 、 激 し い 流 れ に よ る 洗 掘 が 生 じ 、

延 長 約 300ｍ 	に わ た る 河 岸 及 び 堤 防 の 欠 損 が 発 生 し た 。堤 防 欠 損 に よ り 、上 田 電

鉄 別 所 線 千 曲 川 橋 梁 の 左 岸 側 橋 台 が 倒 壊 、 落 橋 に 至 っ た （ 図 1 - 1 0）。 こ の 復 旧 に

は 、 地 元 業 者 が 対 応 し た 。 	

	

図 1 - 1 0  堤 防 欠 損 箇 所 （ 上 田 市 諏 訪 形 地 区 ）  

（ 出 典 ： 北 陸 地 方 整 備 局 ）  
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２ .  千 曲 川 の 被 災 と 復 旧  

2 . 1 .  調 査 の 背 景 と 目 的  

令 和 元 年 台 風 19 号 は 、 上 述 の 通 り 、 記 録 的 な 豪 雨 に よ り 東 日 本 の 広 い 範 囲

で 河 川 の 氾 濫 が 相 次 い だ ほ か 、浸 水 害 、土 砂 災 害 等 が 発 生 し 、全 国 規 模 で 甚 大

な 自 然 災 害 を も た ら し た 。 	

長 野 県 で は 10 月 12 日 か ら 13 日 に か け て 非 常 に 激 し い 雨 が 降 り 、 13 日 未 明

に 長 野 市 内 で 千 曲 川 の 堤 防 が 決 壊 、周 辺 地 域 は 緊 急 を 要 す る 事 態 と な っ た（ 図

1-6）。そ の 時 撮 影 さ れ た 被 災 状 況 の 報 道 シ ー ン の １ つ に 、長 野 新 幹 線 車 両 セ ン

タ ー 構 内 で 停 め ら れ た 北 陸 新 幹 線 の 10 編 成 が 浸 水 し て い る 様 子（ 図 1-9）は 、

い ま だ 多 く の 方 の 記 憶 に 残 っ て い る と 思 わ れ る 。 	

発 生 し た 千 曲 川 の 破 堤 氾 濫 に 対 し 、国 土 交 通 省 北 陸 地 方 整 備 局 は 、事 前 に 災

害 協 定 を 結 ん で い た 日 本 建 設 業 連 合 会（ 以 下 、日 建 連 と 称 す ）北 陸 支 部 に 対 し 、

決 壊 箇 所 を 含 め た 危 険 箇 所 の 緊 急 対 応 を 要 請 し た 。要 請 を 受 け 、日 建 連 北 陸 支

部 に 加 盟 す る 建 設 会 社 に よ り 直 ち に 対 応 が な さ れ 、決 壊 箇 所 に お い て は 緊 急 復

旧 工 事 と し て 約 2 週 間 の 短 期 間 で 鋼 矢 板 仮 締 切 堤 防 を 完 成 さ せ た 。ま た 、長 野

県 か ら の 権 限 代 行 区 間（ 権 限 代 行 制 度：工 事 実 施 体 制 や 技 術 上 の 制 約 等 に よ り

都 道 府 県 等 管 理 河 川 で 迅 速 な 災 害 復 旧 工 事 な ど を 的 確 に 実 施 で き な い 場 合 に 、

国 土 交 通 大 臣 又 は 水 資 源 機 構 が 代 わ っ て 実 施 で き る 制 度 ）で は 本 復 旧 工 事 も 対

応 が な さ れ 、 地 域 の 復 旧 ・ 復 興 に 大 き く 貢 献 し た 。 	

本 報 告 で は 、こ の 千 曲 川 の 破 堤 氾 濫 に 対 し 、日 建 連 北 陸 支 部 会 員 企 業 が 対 応

し た 表 2-1 に 示 す 5 件 の 緊 急 復 旧 工 事 を 好 事 例 の １ つ と 捉 え 、「 緊 急 時 の 災 害

復 旧 工 事 に ど の よ う に 関 わ り 、地 域 に 貢 献 す る こ と が で き る か ？ 」、「 応 急 対 策

を 対 象 と し て 、 役 立 つ 技 術 と は ？ 	今 後 必 要 な 技 術 と は ？ 」 等 に つ い て 実 績 ・

情 報 を 収 集 、取 り ま と め 、将 来 も 起 こ り う る 大 規 模 自 然 災 害 に 備 え る べ く 、建

設 会 社 の 今 後 の 活 動 に 役 立 て る 目 的 で 調 査 を 行 っ た 。 	

	

2 . 1 . 1 .  調 査 対 象 と 事 例  

調 査 は 、千 曲 川 の 破 堤 氾 濫 と い う 緊 急 事 態 に 際 し て の 国 土 交 通 省 北 陸 地 方 整

備 局 に よ る 応 急 復 旧・本 復 旧 に 向 け て の 対 応 プ ロ セ ス 、北 陸 地 方 整 備 局 と の 災

害 協 定 に 基 づ く 日 建 連 北 陸 支 部 お よ び 会 員 企 業 に よ る 下 記 5 件 の 災 害 復 旧 工

事 の 対 応 プ ロ セ ス を 対 象 に 、そ れ ぞ れ 実 際 に 対 応 さ れ た 方 々 へ ヒ ア リ ン グ 調 査

を 行 い 、 工 事 実 績 の 概 要 や 課 題 、 エ ピ ソ ー ド 等 を 中 心 に 取 り ま と め る 。 	

ま た 参 考 と し て 、北 陸 新 幹 線 施 設 に お け る 災 害 復 旧 工 事 に つ い て も 東 日 本 旅

客 鉄 道 株 式 会 社（ JR 東 日 本 ）長 野 土 木 設 備 技 術 セ ン タ ー の 方 々 に 対 し ヒ ア リ ン

グ 調 査 を 行 っ た の で 、 応 急 復 旧 対 応 事 例 に つ い て 取 り ま と め る 。 	
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表 2 - 1  千曲川破堤氾濫に伴う日建連北陸支部を介し会員企業が対応した緊急復旧工事 

	

	 工 事 名 	 工 事 体 制 	
工 期 	

（ 応 急 復 旧 工 事 ※ ） 	
施 工 会 社 	

1 	
令 和 元 年 台 風 19 号 長 野 市 穂 保

（ 上 流 工 区 ） 緊 急 復 旧 工 事 	
直 轄 区 間 	

（ 令 和 元 年 10 月 1 6

日 ～ 30 日 ） 	
大 成 建 設 	

2 	
令 和 元 年 台 風 19 号 長 野 市 穂 保

（ 下 流 工 区 ） 緊 急 復 旧 工 事 	
直 轄 区 間 	

（ 令 和 元 年 10 月 1 6

日 ～ 27 日 ） 	
鹿 島 建 設 	

3 	

令 和 元 年 台 風 19 号 千 曲 川 権 限

代 行 区 間 (佐 久 市 原 地 先 )緊 急

復 旧 工 事 (そ の 1) 	

権 限 代 行 区 間 	

（ 長 野 県 ） 	

令 和 元 年 10 月 2 3 日

～ 令 和 3 年 3 月 3 1 日 	
清 水 建 設 	

4 	

令 和 元 年 台 風 19 号 千 曲 川 権 限

代 行 区 間 (佐 久 市 原 地 先 )緊 急

復 旧 工 事 (そ の 2) 	

権 限 代 行 区 間 	

（ 長 野 県 ） 	

令 和 元 年 10 月 2 3 日

～ 令 和 2 年 8 月 3 1 日 	
前 田 建 設 工 業 	

5 	

令 和 元 年 台 風 19 号 千 曲 川 権 限

代 行 区 間 (東 御 市 海 野 地 先 )緊

急 復 旧 工 事 (そ の 1) 	

権 限 代 行 区 間 	

（ 長 野 県 ） 	

令 和 元 年 10 月 2 3 日

～ 令 和 3 年 7 月 1 0 日 	
大 林 組 	

※ 緊 急 復 旧 の 場 合 、 24 時 間 体 制 で 概 ね 2 週 間 で 完 了 す る こ と を 目 標 と し て 要 請 	
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2 . 2 .  応 急 復 旧 ・本 復 旧 ま で の 概 要 と 対 応 プ ロ セ ス  

2 . 2 . 1 .  北 陸 地 方 整 備 局 ほ か と の 災 害 協 定  

日 建 連 北 陸 支 部 と 北 陸 地 方 整 備 局 と の 災 害 協 定 は 、 平 成 15 年 に 日 建 連 の 前 身

で あ る 日 本 土 木 工 業 協 会 と し て 最 初 に 締 結 さ れ 、 平 成 16 年 10 月 に 発 生 し た 中 越

地 震 、 平 成 19 年 7 月 に 発 生 し た 中 越 沖 地 震 と い っ た 大 震 災 の 災 害 対 応 が 行 わ れ

た 。 平 成 23 年 に は 、 日 建 連 と し て あ ら た め て 災 害 協 定 を 締 結 し 、 平 成 25 年 4 月

に 協 定 内 容 を 見 直 し 、 現 在 の 「 災 害 時 に お け る 北 陸 地 方 整 備 局 所 管 施 設 の 災 害 応

急 対 策 業 務 に 関 す る 協 定 書 」【 参 考 資 料 1】 を 締 結 し て い る 。 	

そ の 後 、 平 成 25 年 5 月 に 東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社 新 潟 支 社 と 、 平 成 26 年 7 月

に 中 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社 金 沢 支 社 と 、平 成 28 年 5 月 に 東 北 電 力 株 式 会 社 と 、令

和 2 年 4 月 に 東 北 電 力 ネ ッ ト ワ ー ク 株 式 会 社 と 災 害 時 に お け る 応 急 対 策 業 務 に 関

す る 協 定 書 を 締 結 し て い る 。た だ し 、台 風 19 号 に 伴 う 千 曲 川 の 破 堤 氾 濫 災 害 に 関

し て 、 北 陸 地 方 整 備 局 以 外 か ら 日 建 連 北 陸 支 部 へ の 緊 急 災 害 対 応 の 支 援 要 請 は 無

か っ た 。 	

北 陸 地 方 整 備 局 と の 災 害 協 定 に 基 づ き 、 日 建 連 北 陸 支 部 で は 年 度 当 初 に 災 害 復

旧 連 絡 体 制 を 北 陸 地 方 整 備 局 に 報 告 し 、 北 陸 地 方 整 備 局 か ら も 防 災 担 当 者 連 絡 先

が い た だ け る 。そ の 他 、日 建 連 北 陸 支 部 は 、会 員 企 業 か ら 、毎 年 、「 技 術 支 援 動 員

可 能 人 材 数 」や「 資 機 材 台 数（ 地 区 別 ）」を 取 り ま と め 、年 度 当 初 に 北 陸 地 方 整 備

局 に 報 告 し 、 迅 速 な 災 害 復 旧 対 応 に 向 け て 情 報 共 有 を 図 っ て い る 。 ま た 、 北 陸 地

方 整 備 局 の 防 災 訓 練 、 北 陸 防 災 連 絡 会 議 の ほ か 、 堤 防 決 壊 時 の 緊 急 対 策 検 討 会 等

に も 参 加 し 、 有 事 の 際 の 連 携 強 化 に 努 め て い る 。 	

	

2 . 2 . 2 .  日 建 連 北 陸 支 部 の 災 害 対 応  

令 和 元 年 10 月 に 発 生 し た 台 風 19 号 に 伴 う 長 野 県 を 流 れ る 千 曲 川 の 堤 防 決 壊

（ 10 月 13 日 5 時 半 頃 確 認 ） に お い て 、 上 記 災 害 協 定 に 基 づ き 日 建 連 北 陸 支 部 は

北 陸 地 方 整 備 局 か ら の 要 請 を 受 け 、「 災 害 時 に お け る 北 陸 地 方 整 備 局 所 管 施 設 の

災 害 応 急 対 策 業 務 に 関 す る 確 認 書 」（ 平 成 25 年 4 月 ）【 参 考 資 料 2】に あ る「 要 請

の 手 順 」、お よ び「 災 害 時 対 応 マ ニ ュ ア ル 」（ 令 和 4 年 8 月 ）【 参 考 資 料 3】に 沿 っ

た 以 下 の 手 順 で 緊 急 災 害 対 応 が 行 わ れ た 。 	

	

① 10月 13日 8時 12分 に 北 陸 地 方 整 備 局 長 名 で 日 建 連 北 陸 支 部 長 に 対 し て 緊 急 復

旧 工 事 を 要 請 。 本 局 か ら 被 災 概 要 と 緊 急 の 復 旧 工 法 （ 鋼 矢 板 二 重 締 切 工 ） を

提 示 す る と と も に 、 対 応 は 24時 間 体 制 で 概 ね 2週 間 を 目 標 に 完 了 す る よ う 依

頼 。 	

② 日 建 連 北 陸 支 部 緊 急 災 害 対 策 本 部（ 本 部 長（ 支 部 長 ）、副 本 部 長（ 副 支 部 長 ）、

本 部 委 員 （ 支 部 総 務 委 員 、 事 務 局 長 ）） 会 議 を 直 ち に 開 催 。 	

③ 迅 速 に 対 応 で き る こ と を 考 慮 の 上 、 全 員 一 致 で 対 応 可 能 会 員 会 社 を 選 定 し 、
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日 建 連 北 陸 支 部 長 か ら 北 陸 地 方 整 備 局 長 に 災 害 応 急 対 策 業 務 の 対 応 可 能 会

員 会 社 複 数 を 報 告 。 	

④ 北 陸 地 方 整 備 局 の 判 断 と し て 、 北 陸 地 方 整 備 局 長 か ら 日 建 連 北 陸 支 部 長 に 災

害 応 急 対 策 業 務 の 実 施 企 業 選 定 結 果 を 通 知 。 千 曲 川 破 堤 現 場 の 緊 急 復 旧 工 事

（ 長 野 市 穂 保 地 先 ）で は 、鹿 島 建 設 、大 成 建 設 の 2社 が 対 応 可 能 会 員 会 社 と し

て 選 定 さ れ 、 10月 16日 に は 緊 急 復 旧 工 事 に 着 手 、 10月 30日 に 鋼 矢 板 仮 締 切 堤

防 の 完 成 に 至 っ た 。 	

	

ま た 、 10 月 20 日 に 長 野 県 知 事 か ら 北 陸 地 方 整 備 局 へ の 要 請 が あ り 、 長 野 県 管

理 区 間 の 権 限 代 行 に よ り 千 曲 川 破 堤 箇 所 以 外 で 特 に 被 害 の 大 き か っ た 3 箇 所 （ 佐

久 市 原 地 先 お よ び 東 御 市 本 海 野 地 先 ） に 関 し て も 、 10 月 21 日 に 北 陸 地 方 整 備 局

か ら 日 建 連 北 陸 支 部 に 緊 急 復 旧 工 事 の 要 請 が あ り 、 日 建 連 会 員 企 業 3 社 （ 清 水 建

設 、 前 田 建 設 工 業 、 大 林 組 ） が 選 定 さ れ 、 10 月 23 日 に は 緊 急 復 旧 工 事 （ そ の 後

の 本 復 旧 工 事 を 含 む ） の 着 手 に 至 っ た 。 	
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2 . 3 .  北 陸 地 方 整 備 局 に よ る 応 急 復 旧 対 応  

2 . 3 . 1 .  発 災 か ら 初 動 の 動 き  

北 陸 地 方 整 備 局 は 、台 風 19 号 接 近 前 の 10 月 11 日 13 時 に 災 害 対 策 本 部 を 設 置 。

同 日 16 時 に 第 1 回 本 部 会 議 を 開 催 し 、 全 事 務 所 と の Web 会 議 で 台 風 の 事 前 対 策

を 確 認 し た 。 翌 12 日 9 時 30 分 に 警 戒 体 制 を 発 令 、 同 日 17 時 40 分 に 非 常 体 制 を

発 令 、 発 災 前 か ら 災 害 対 策 車 を プ ッ シ ュ 型 派 遣 す る な ど 、 災 害 体 制 を 整 え た 。 あ

わ せ て 、 事 前 に 管 内 市 町 村 の 首 長 と ホ ッ ト ラ イ ン を 構 築 す る と と も に 、 長 野 県 を

は じ め と す る 3 県 18 市 町 村 に 対 し て リ エ ゾ ン を 派 遣 し 、 災 害 発 生 時 の 支 援 要 請

に 直 ち に 対 応 で き る 体 制 を 確 保 し た 。 災 害 対 応 時 系 列 （ 図 2 - 1） と 初 動 か ら の 軌

跡 （ 図 2 - 2） を 以 下 に 示 す 。 	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 2 - 1  災 害 対 応 時 系 列  

（ 提 供 ： 北 陸 地 方 整 備 局 ）  
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図 2 - 2 東 日 本 台 風 に 対 す る 初 動 か ら の 軌 跡  

（ 提 供 ： 北 陸 地 方 整 備 局 ） 	 	
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2 . 3 . 2 .  千 曲 川 河 川 事 務 所 へ の 支 援  

北 陸 地 方 整 備 局 は 、 発 災 前 の 10 月 12 日 よ り 排 水 ポ ン プ 車 を 千 曲 川 河 川 事 務 所

へ 派 遣 し た 。 発 災 直 後 よ り 現 地 司 令 班 を 千 曲 川 河 川 事 務 所 に 設 置 し 、 緊 急 排 水 を

実 施 。 浸 水 状 況 把 握 な ど の 現 地 調 査 や 、 堤 防 の 緊 急 復 旧 、 情 報 通 信 網 の 復 旧 な ど

の 支 援 班 を 派 遣 し 、 災 害 対 応 に 当 た っ た 。 	

千 曲 川 河 川 事 務 所 へ の 支 援 は 、 10 月 12 日 よ り 12 月 4 日 ま で の 間 に 、 の べ 550

人・日 を 超 え る 人 員 が 派 遣 さ れ 、の べ 約 900 台・日 の 災 害 対 策 用 機 械 が 稼 働 し た 。

災 害 対 策 用 機 械 は 、 北 陸 地 方 整 備 局 並 び に 近 畿 ・ 四 国 ・ 九 州 地 方 整 備 局 よ り 派 遣

さ れ 、 主 に 排 水 活 動 が 行 わ れ た 。 	

	

2 . 3 . 3 .  千 曲 川 （ 長 野 市 穂 保 地 区 ） の 緊 急 排 水  

台 風 の 接 近 前 か ら 北 陸 ・ 近 畿 ・ 四 国 ・ 九 州 地 方 整 備 局 の TEC- F O R C E が 長 野 市 に

派 遣 さ れ 、発 災 後 か ら 直 ち に 24 時 間 体 制 で 緊 急 排 水 に 着 手 。こ れ に よ り 、発 災 か

ら 2 日 後 に は 国 道 18 号 や 新 幹 線 車 両 セ ン タ ー の 浸 水 が 解 消 、 発 災 か ら 3 日 後 に

は 、 長 野 市 穂 保 地 区 の 浸 水 が 概 ね 解 消 さ れ た （ 図 2 - 3）。 	

ま た 、 大 規 模 氾 濫 に よ り 長 野 県 及 び 長 野 市 の 各 排 水 機 場 が 水 没 し て 故 障 し た た

め 、 次 の 降 雨 に 備 え て 、 11 月 15 日 ま で 排 水 ポ ン プ 車 の 待 機 を 継 続 し た 。 	

	

	

図 2 - 3  長 野 市 穂 保 地 区 の 緊 急 排 水  

（ 提 供 ： 北 陸 地 方 整 備 局 ）  
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2 . 3 . 4 .  千 曲 川 （長 野 市 穂 保 地 区 ）の 堤 防 緊 急 復 旧 の 動 き  

千 曲 川（ 長 野 市 穂 保 地 区 ）で は 、設 置 済 み の 高 感 度 な 河 川 監 視 カ メ ラ（ CCTV カ

メ ラ ）に よ り 、10 月 13 日 0:5 5 頃 に 越 水 が 始 ま っ た こ と を 職 員 が 確 認 し た 。同 日

2:15 以 降 、 CCTV カ メ ラ が 倒 壊 し 監 視 不 能 と な っ た （ 図 2 - 4）。 こ の 時 点 で 被 害 が

大 規 模 か つ 広 範 囲 に 及 ぶ こ と が 想 定 さ れ た 。災 害 協 定 を 結 ん で い る 地 元 業 者 と は 、

「 夜 明 け と と も に 活 動 開 始 す る 」 こ と を 事 前 に 調 整 し た 。 	

	

	
図 2 - 4 堤 防 決 壊 前 後 の 時 系 列 変 化  

（ 提 供 ： 北 陸 地 方 整 備 局 ）  

 

同 日 4:00 頃 か ら 地 元 業 者 と 活 動 準 備 を 始 め た 。 同 日 5:30 に 、 堤 防 の 決 壊 （ 約

70m） を 現 地 で 確 認 。 同 日 7:10 よ り 、 千 曲 川 の 災 害 協 定 会 社 （ 地 元 業 者 ） に よ っ

て 、24 時 間 体 制 で 決 壊 箇 所 を 一 次 締 切 す る た め の 応 急 仮 堤 防 工 事 に 着 手 し 、発 災

後 5 日 間 で 完 成 さ せ た 。 そ の 後 、 日 建 連 と の 災 害 協 定 に よ っ て 選 出 さ れ た 大 成 建

設（ 上 流 側 ）と 鹿 島 建 設（ 下 流 側 ）に よ っ て 、 24 時 間 体 制 で 二 次 締 切 の 鋼 矢 板 仮

締 切 堤 防 工 事 を 開 始 し 、 10 月 30 日 に 完 成 さ せ た 。 千 曲 川 （ 長 野 市 穂 保 地 区 ） の

堤 防 緊 急 復 旧 の ス テ ッ プ を 図 2 - 5 に 示 す 。 	

	

	

図 2 - 5 長 野 市 穂 保 地 区 の 堤 防 緊 急 復 旧 の ス テ ッ プ  

（ 提 供 ： 北 陸 地 方 整 備 局 ） 	 	
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堤 防 緊 急 復 旧 工 事 の 流 れ を 図 2 - 6 に 示 す 。 堤 防 緊 急 復 旧 工 事 は 、 管 内 河 川 を 対

象 に 実 施 し た「 堤 防 決 壊 時 の 緊 急 対 策 検 討 」で 想 定 し た 工 法 で 実 施 し た 。こ れ は 、

平 成 19 年 か ら 国 交 省 が 毎 年 実 施 し て い る も の で 、 そ れ ぞ れ の 川 ご と に 決 壊 箇 所

を 想 定 し て 、 浸 水 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン や 復 旧 手 順 を 検 討 す る も の で あ る 。 最 近 の 復

旧 手 順 で は 、平 成 27 年 の 鬼 怒 川 決 壊 時 の 復 旧 工 事 を 参 考 に 、応 急 仮 堤 防 ＋ 鋼 矢 板

仮 締 切 堤 防 を 標 準 的 な 工 法 と し て い る 。 こ の 検 討 の 中 で 、 鋼 矢 板 仮 締 切 堤 防 は 、

大 量 の 資 機 材 調 達 が 必 要 で あ り 、 地 元 企 業 だ け で は 対 応 で き な い こ と が 想 定 さ れ

た 。 そ こ で 、 鋼 矢 板 仮 締 切 堤 防 は 、 技 術 力 と 機 動 力 を 期 待 し て 日 建 連 に 依 頼 す る

こ と を 想 定 し て お く こ と に し た 。 な お 、 こ の 検 討 の 中 で は 、 堤 防 が 決 壊 し た 場 合

に は 24 時 間 体 制 で 、1 週 間 で 応 急 仮 堤 防（ 図 2 - 7）、2 週 間 を 目 途 に 鋼 矢 板 仮 締 切

堤 防 （ 図 2 - 8） を 完 了 さ せ る 計 画 を 立 て て い る 。 	

な お 、 堤 防 が 決 壊 し て か ら 鋼 矢 板 仮 締 切 堤 防 が 完 成 す る ま で の 間 は 、 洪 水 予 報

の 基 準 水 位 を 暫 定 的 に 低 く 設 定 し て 運 用 し た 。 	

	

	

図 2 - 6 堤 防 緊 急 復 旧 工 事 の 流 れ （ 応 急 仮 堤 防 ＋ 鋼 矢 板 仮 締 切 堤 防 ）  

（ 提 供 ： 北 陸 地 方 整 備 局 ）  
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図 2 - 7 応 急 仮 堤 防 の 進 捗 状 況  

（ 提 供 ： 北 陸 地 方 整 備 局 ）  

 

	

図 2 - 8 鋼 矢 板 仮 締 切 堤 防 の 進 捗 状 況  

（ 提 供 ： 北 陸 地 方 整 備 局 ）  

 

堤 防 緊 急 復 旧 工 事 の 後 は 、 堤 防 の 本 復 旧 が 地 元 業 者 に よ っ て 実 施 さ れ 、 令 和 2

年 6 月 10 日 に 復 旧 を 完 了 し た （ 図 2 - 9）。 	 	



-59- 

 

	

図 2 - 9  千 曲 川 （ 長 野 市 穂 保 地 区 ） の 堤 防 復 旧 ま で の 流 れ  

（ 提 供 ： 北 陸 地 方 整 備 局 ）  

	

2 . 3 . 5 .  鋼 矢 板 仮 締 切 堤 防 に 関 す る 日 建 連 へ の 依 頼  

1 0 月 13 日 8:1 2 に 、 本 局 よ り 日 建 連 に 災 害 協 定 に 基 づ く 支 援 要 請 を 実 施 し た 。

対 応 で き そ う な 会 社 を 複 数 紹 介 し て い た だ き 、 整 備 局 で 打 合 せ を 実 施 し た 。 被 災

概 要 と「 堤 防 決 壊 時 の 緊 急 対 策 検 討 」の 成 果 に よ る 緊 急 復 旧 工 法 を 示 し た 。24 時

間 体 制 で 概 ね 2 週 間 を 目 標 に 完 了 す る よ う 依 頼 し た と こ ろ 、 上 下 流 の 2 方 向 か ら

の 施 工 を 提 案 い た だ い た 。 そ こ で 、 整 備 局 の 判 断 で 2 社 （ 鹿 島 建 設 ・ 大 成 建 設 ）

に 対 応 い た だ く こ と を 決 定 し た 。 	

10 月 14 日 に 、 鹿 島 建 設 ・ 大 成 建 設 と 監 督 職 員 、 防 災 エ キ ス パ ー ト を 交 え て 、

現 地 で 打 合 せ を 実 施 し た 。 内 容 は 、 鋼 矢 板 の 確 保 状 況 の 確 認 、 鋼 矢 板 の 設 計 、 施

工 計 画 立 案 等 の 役 割 分 担 で あ る 。 こ の 打 合 せ で 、 タ イ ロ ッ ド の 製 作 ・ 搬 入 が 間 に

合 わ な い た め 、 代 替 品 と し て 丸 鋼 で 対 応 す る な ど の 詳 細 条 件 も 確 認 し た 。 河 川 管

理 者 と し て は 鋼 矢 板 締 切 堤 防 用 の 資 材 （ 鋼 矢 板 、 タ イ ロ ッ ド ） 備 蓄 の 必 要 性 を 実

感 し た 。 日 建 連 企 業 か ら は 、 特 殊 車 両 通 行 許 可 申 請 が ネ ッ ク に な る 可 能 性 が あ る

た め 、 ス ム ー ズ に 行 く よ う に 調 整 で き な い か 相 談 も あ っ た 。 そ の 他 、 地 質 、 平 面

図 ・ 断 面 図 な ど は 事 務 所 か ら 配 付 す る こ と 、 鋼 矢 板 の 長 さ は 「 堤 防 決 壊 時 の 緊 急

対 策 検 討 」 を ベ ー ス に 検 討 す る こ と を 確 認 し た 。 リ ー ス 、 買 取 り に か か わ ら ず 入

手 で き る 方 法 で 資 機 材 の 調 達 を 行 う よ う 指 示 し 、 翌 日 に は 資 材 の 確 保 が で き た 連

絡 が あ っ た 。 	
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2 . 3 . 6 .  千 曲 川 （長 野 県 管 理 区 間 ）の 権 限 代 行 の 動 き  

長 野 県 管 理 区 間 の 信 濃 川 水 系 千 曲 川 及 び 夜 間 瀬 川 で は 、 東 日 本 台 風 の 記 録 的 な

大 雨 に よ り 広 範 囲 で 河 川 管 理 施 設 が 被 災 し た （ 図 2 - 1 0）。 こ の う ち 、 被 災 箇 所 が

長 大 に わ た る な ど 、 大 規 模 な 被 災 が 発 生 し た 5 箇 所 （ 表 2 - 2） に お い て 、 令 和 元

年 10 月 20 日 に 長 野 県 知 事 か ら の 要 請 を 受 け 、 国 が 権 限 代 行 に よ り 24 時 間 体 制

で 緊 急 復 旧 工 事 な ど に 着 手 し 、 令 和 2 年 5 月 末 ま で に 重 点 復 旧 箇 所 の 対 策 は 完 了

し た 。 	

	

	
図 2 - 1 0  千 曲 川 （ 長 野 県 管 理 区 間 ） の 権 限 代 行 に よ る 復 旧 工 事 箇 所 及 び 被 災 状 況  

（ 提 供 ： 北 陸 地 方 整 備 局 ）  

 

直 轄 区 間 で の 堤 防 決 壊 、 欠 損 な ど の 被 災 個 所 の 緊 急 対 応 を 地 元 協 定 業 者 に お 願

い し て い た た め 、 権 限 代 行 区 間 へ の 追 加 対 応 を 長 野 県 建 設 協 会 に 打 診 し た 。 し か

し 、 県 内 複 数 個 所 の 被 災 対 応 の た め 困 難 と の 回 答 で あ っ た た め 、 新 潟 ・ 富 山 ・ 石

川 各 県 建 設 業 協 会 か ら も 支 援 を い た だ い た 。 権 限 代 行 区 間 の う ち 、 特 に 被 害 の 大

き か っ た 3 箇 所 （ 佐 久 市 原 地 区 右 岸 ・ 左 岸 、 東 御 市 本 海 野 地 区 ） で 日 建 連 企 業 3

社 に 緊 急 復 旧 を 要 請 し た （ 図 2 - 1 1、 図 2 - 1 2）。 佐 久 市 原 地 区 を 清 水 建 設 と 前 田 建

設 工 業 が 、 東 御 市 本 海 野 地 区 を 大 林 組 が 施 工 を 担 当 し た 。 	
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表 2 - 2  権 限 代 行 区 間 に よ る 復 旧 工 事 箇 所 一 覧  

（ 提 供 ： 北 陸 地 方 整 備 局 ）  

 

図 2 - 1 1  佐 久 市 原 地 区 の 応 急 復 旧 状 況  

（ 提 供 ： 北 陸 地 方 整 備 局 ）  

 

	

図 2 - 1 2  東 御 市 本 海 野 地 区 の 応 急 復 旧 状 況  

（ 提 供 ： 北 陸 地 方 整 備 局 ）  

	

権 限 代 行 区 間 は 、 整 備 局 と し て も 土 地 勘 が な か っ た 。 そ こ で 、 日 建 連 企 業 が 現

地 確 認 し 、 そ の 対 応 策 を 検 討 し た 。 そ の 後 、 整 備 局 か ら の 派 遣 職 員 と 日 建 連 企 業

と 相 談 し な が ら 、 整 備 局 の 了 解 を 得 て 工 法 を 決 定 し た 。 	
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土 地 勘 の な い 現 場 の た め 、地 元 対 応 な ど が 難 し か っ た 場 所 も あ っ た よ う で あ る 。

そ の 一 方 で 、 国 交 省 が 乗 り 込 む 前 に 県 の 協 定 業 者 が 住 宅 地 の 脇 で 24 時 間 施 工 す

る 旨 を 住 民 説 明 さ れ て い る 現 場 で は 、 国 交 省 が 住 民 対 応 で 苦 労 し た と い う 話 は な

か っ た 。ま た 、協 定 業 者 を そ の ま ま 下 請 け に 入 れ ら れ て 対 応 さ れ た と 思 う 。ま た 、

決 壊 に よ り 全 員 避 難 し た 場 所 は 、 当 然 の こ と な が ら 24 時 間 施 工 に 関 す る 苦 情 は

な か っ た 。 	

ほ か に は 、 ボ ラ ン テ ィ ア な ど の 様 々 な 方 か ら 、 工 事 用 道 路 を 通 行 さ せ て ほ し い

と 要 望 が あ り 、 工 事 区 間 の 一 部 を 開 放 し な け れ ば な ら な い と い う 気 遣 い が あ っ た

と 聞 い て い る 。 	

日 建 連 企 業 の 担 当 さ れ た 工 事 の 後 も 、 地 元 業 者 に よ る 別 の 工 事 が 多 く 残 さ れ た

が 、 地 元 業 者 の 資 機 材 に 限 り が あ り 困 っ て い た 。 日 建 連 企 業 か ら 地 元 企 業 へ 資 機

材 を 都 合 い た だ い た こ と は た い へ ん あ り が た か っ た 。 	

令 和 4 年 3 月 末 を も っ て す べ て の 工 事 が 完 成 し 、 令 和 4 年 4 月 25 日 に 北 陸 地

方 整 備 局 長 か ら 長 野 県 知 事 へ 完 了 通 知 が 手 交 さ れ 、 県 へ の 引 継 ぎ が 行 わ れ た 。 	

	

表 2 - 3  長 野 県 内 で の 権 限 代 行 区 間 の 引 継 日  

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

（ 提 供 ： 北 陸 地 方 整 備 局 ）  

 

2 . 3 . 7 .  災 害 廃 棄 物 の 扱 い  

堤 防 の 決 壊 に 伴 い 発 生 し た 災 害 廃 棄 物 の 管 轄 は 、 国 交 省 が 土 砂 で 、 環 境 省 が そ

れ 以 外 の す べ て と い う 区 分 と な る 。 千 曲 川 で は 、 も と も と 高 水 敷 に 土 砂 を 堆 積 さ

せ て い た が 、 決 壊 が あ っ て 水 と 一 緒 に 土 砂 が 宅 地 の 方 に 流 れ て い っ た 。 長 野 市 が

土 砂 の 仮 置 場 を 作 っ て い た 。 た だ し 、 軟 弱 土 の ま ま で は 受 け 入 れ で き な い た め 、

改 良 後 に 仮 置 き 場 に 運 搬 し た 。 	

LP デ ー タ（ 河 川 航 空 レ ー ザ ー 測 量 成 果 ）は 、権 限 代 行 の 被 災 箇 所 の 河 川 災 害 申

請 、 工 事 設 計 に 活 用 し た ほ か 、 河 川 内 農 地 の 災 害 申 請 支 援 （ 堆 積 土 砂 除 去 ） や 復

旧 工 事 の 土 砂 仮 置 き 場 所 の 選 定 に 活 用 し た 。 	
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そ の 他 の 廃 棄 物 に つ い て は 、 環 境 省 の 「 災 害 廃 棄 物 対 策 情 報 サ イ ト 」 に 指 針 や

ガ イ ド ラ イ ン が 掲 載 さ れ て い る の で 、 参 考 に し て ほ し い 。 	

人 災 が あ っ た 場 合 の 対 応 は 未 経 験 で あ る が 、 土 砂 の 中 に 人 が 埋 ま っ て い る 可 能

性 が あ る 場 合 は 、 警 察 ・ 消 防 な ど が 立 ち 会 う た め 、 国 交 省 の 指 示 に よ る 土 砂 除 去

作 業 に は な ら な い と 考 え ら れ る 。 お そ ら く 専 門 家 で あ る 警 察 ・ 消 防 の 指 示 に 従 い

な が ら 作 業 す る と 想 定 さ れ る 。 	

道 路 「 啓 開 」 の 際 、（ 災 害 対 策 法 上 ） 支 障 物 の 撤 去 は で き る が 処 分 は で き な い 。

細 か い 対 応 は 、 地 区 ご と に 異 な る の が 実 情 で あ る 。 	 	
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2 . 4 .  日 建 連 会 員 企 業 に よ る 復 旧 工 事  

2 . 4 . 1 .  【直 轄 】長 野 市 穂 保 （上 流 工 区 ）の 緊 急 復 旧 工 事 （大 成 建 設 ） 

( 1 ) 	工 事 名 	

	 		令 和 元 年 台 風 19 号 長 野 市 穂 保 緊 急 復 旧 工 事 上 流 工 区 	

(2) 	工 事 場 所 	

	 		長 野 県 長 野 市 穂 保 	

(3) 	発 注 者 	

	 		国 土 交 通 省 北 陸 地 方 整 備 局 	

(4) 	請 負 者 	

	 		大 成 建 設 株 式 会 社 	

(5) 	工 期 	

	 		令 和 元 年 10 月 16 日 ～ 令 和 2 年 1 月 31 日 	

（ ※ 	10 月 30 日 （ 二 重 締 切 施 工 完 了 ）） 	

	

	

図 2 - 1 3  実 施 工 程  

（ 提 供 ： 大 成 建 設 ）  

( 6 ) 	工 種 （ 応 急 復 旧 ） 	

	 		施 工 延 長 	L=約 200 m 	

【 河 川 土 工 】 	

・ 路 体 （ 築 堤 ） 	盛 土 2,23 1 m 3 	砕 石 （ C-40） 	

・ 法 面 整 形 （ 盛 土 部 ） 680m 2 	

【 法 面 護 岸 工 】 	

・ 連 接 ブ ロ ッ ク 張 工 	837 m 2 	 土 木 シ ー ト ・ 遮 水 シ ー ト 含 む 	

・ 吸 出 し 防 止 材 設 置 	149 m 2 	

【 仮 設 工 】 	
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・ 鋼 矢 板 817 枚 	SP -Ⅳ 	型 （ SY29 5）、 L=16 . 0 m 	

・ タ イ ロ ッ ド ・ 腹 起 こ し 	103 本 	丸 鋼 φ 36、 ね じ 切 り 、 HT69 0 	

・ 中 詰 盛 工 4,86 8 	 m 3 	砕 石 （ C-40） 	

・ 仮 設 ヤ ー ド 設 置 ・ 撤 去 一 式 	

	

	

図 2 - 1 4  二 重 締 切 全 体 図 （ 上 流 側 が 大 成 建 設 ）  

（ 提 供 ： 大 成 建 設 ）  

	

図 2 - 1 5  標 準 断 面 図  

（ 提 供 ： 大 成 建 設 ） 	 	



-66- 

 

( 7 ) 	工 種 （ 本 復 旧 ） 	

	 		な し 	

(8) 	着 工 前 ・ 着 工 後 の 写 真 	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 2 - 1 6  工 事 着 手 前 の 状 況  

（ 提 供 ： 大 成 建 設 ）  

 

 

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 2 - 1 7  応 急 復 旧 完 了  

（ 提 供 ： 大 成 建 設 ）  
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( 9 ) 	工 事 特 有 の 情 報 	

■ 	応 急 復 旧 	

・ 乗 り 込 み 当 初 、 設 計 図 書 が な い こ と が 一 番 の 課 題 で あ っ た 。 	

・ 整 備 局 管 内 の そ れ ぞ れ の 河 川 ご と に 決 壊 箇 所 を 想 定 し た 「 浸 水 シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン （ 国 交 省 が 平 成 19 年 よ り 毎 年 実 施 ）」 で 示 さ れ た ボ ー リ ン グ デ ー タ を 最 大 限

に 活 用 し 、 設 計 を 固 め る こ と か ら 着 手 し た 。 	

・ ボ ー リ ン グ デ ー タ が な け れ ば 、 こ れ ほ ど 迅 速 に 設 計 お よ び 施 工 計 画 を 固 め る こ

と は で き な か っ た と 思 う 。 	

・ 鬼 怒 川 （ 関 東 地 整 ） 	と 本 件 （ 千 曲 川 （ 北 陸 地 整 ）） の 設 計 は 、 仮 締 切 端 部 の 処

理 が 異 な っ て い た 。 本 件 は 、 仮 設 物 （ 仮 締 切 ） を 堤 体 本 体 の 手 前 で 止 め る 設 計

と な っ て い た 。 	

・ 資 材 調 達 は 、 鋼 矢 板 （ SP-Ⅳ 型 ） の 計 画 長 が 一 般 的 な 16	m だ っ た の で 迅 速 に 対

応 で き た 。 こ れ 以 上 長 け れ ば 、 調 達 に 苦 労 し た 可 能 性 が 高 い 。 	

・ 中 詰 砂 は 、 地 元 企 業 か ら 調 達 す る た め 、 ス ト ッ ク 可 能 な 数 量 が 限 ら れ て い た

が 、 地 元 企 業 と 交 渉 し て 24 時 間 体 制 で 出 荷 で き る 体 制 を 構 築 し 、 工 程 を 確 保

し た 。 	

・ 労 務 宿 舎 は 、 長 野 市 内 だ け で は 確 保 で き ず 、 20	k m 程 度 離 れ た 信 濃 町 ま で 範 囲

を 拡 大 し 、 民 宿 等 を 確 保 し た 。 	

・ ダ ン プ は 、 長 野 県 だ け で は 必 要 な 台 数 を 確 保 す る こ と が で き ず 、 他 県 か ら も 調

達 し た 。 そ の 際 、 一 番 問 題 に な っ た の が 、 ド ラ イ バ ー の 通 勤 車 両 用 の 駐 車 場 の

確 保 で あ っ た 。 20	k m も 離 れ た 信 濃 町 な ど の 宿 舎 か ら 毎 日 ダ ン プ で 通 勤 し て も

ら う わ け に は い か な い こ と に よ る 。 	

・ 重 機 は 、 故 障 す る リ ス ク が あ る た め 、 予 備 機 の 手 配 と 、 建 機 レ ン タ ル ・ リ ー ス

会 社 に 、 昼 夜 対 応 で き る 体 制 確 保 を あ ら か じ め 要 請 し た 。 	

・ 資 材 調 達 に お い て は 、 上 記 の よ う な 細 か い ロ ジ ス テ ィ ク ス （ 駐 車 場 の 確 保 、 メ

ン テ ナ ン ス 体 制 の 確 保 な ど ） が 重 要 と な る 。 	

・ 資 機 材 運 搬 は 、 特 殊 車 両 (大 型 車 両 )の 通 行 申 請 が 必 要 に な る が 、 関 係 機 関 の 末

端 部 署 ま で 話 が 伝 わ っ て お ら ず 、 調 整 に 時 間 を 要 し た 。 	

・ 一 方 、 施 工 中 の 新 設 道 路 を 工 事 用 道 路 と し て 長 野 市 よ り 提 供 し て い た だ け た 。

そ の 結 果 、 工 事 エ リ ア に 入 場 す る 際 、 大 型 車 両 と 一 般 車 両 の 動 線 を 分 け る こ と

が で き た 。 こ の 道 路 が な か っ た ら 、 大 型 車 両 が 工 事 エ リ ア へ 容 易 に 進 入 で き な

か っ た の で 、 工 事 へ の 影 響 は 大 き か っ た と 思 う 。 	

・ 河 川 堤 防 内 の リ ン ゴ 園 に つ い て は 、 国 交 省 主 導 で JA と 協 議 し た 上 で 、 工 事 着

手 前 に 立 木 調 査 を 実 施 し た 。 	

・（ 被 災 に 伴 う 保 障 項 目 を 決 め る た め の ） 被 災 状 況 調 査 に か か る 、 立 木 の 伐 採 、

流 木 等 の 移 動 は 、 発 注 者 の 許 可 の も と 実 施 し た 。 	

・ 	ス プ リ ン ク ラ ー は 、 緊 急 工 事 に 伴 い 破 損 す る リ ス ク が あ る こ と を 地 権 者 に 事

前 通 知 し た 。 	

・ 上 記 対 応 等 が 、 緊 急 工 事 の 進 捗 の 妨 げ に な る こ と は ほ ぼ な か っ た 。 	

・ 堤 防 道 路 の 脇 （ 余 盛 し て 桜 が 植 樹 さ れ て い た 場 所 ） が 、 被 災 ご み 置 場 に な っ て
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い た の で 、 そ の 工 事 用 車 両 等 と の 取 り 合 い の 調 整 、 第 三 者 車 両 へ の 配 慮 で あ

る 。 	

・ 工 事 の 施 工 体 制 は 、 鬼 怒 川 の 緊 急 工 事 を 経 験 し た 職 員 2 名 が 先 行 し て 乗 り 込 ん

で 大 ま か な 流 れ を つ く っ た あ と 、 今 回 工 事 の 担 当 職 員 に 引 き 継 い だ 。 	

・ 設 計 は 、 本 店 で は な く 、 支 店 の 設 計 ･技 術 部 で 対 応 し た 。 配 置 職 員 は 、 全 国 か

ら 若 い 職 員 を 中 心 に 、 40 名 程 度 を 確 保 し た 。 非 常 に 厳 し い 施 工 条 件 で あ っ た

が 、「 イ ン フ ラ 整 備 に 力 を 発 揮 す る の が 、 我 々 ゼ ネ コ ン の 努 め 、 エ ン ジ ニ ア の

矜 持 を も っ て 取 り 組 も う 」 と 日 々 若 手 職 員 を 叱 咤 激 励 し て 乗 り 切 っ た 。 	

・ 施 工 方 法 で の 大 き な 変 更 事 項 は 、 仮 締 切 の 工 法 で あ る 。 当 初 、 ボ ー リ ン グ デ ー

タ か ら 、 調 達 が 容 易 で 施 工 が 早 い 油 圧 圧 入 工 法 で の 施 工 を 選 定 し 工 事 を 開 始 し

た が 、 中 間 層 の 玉 石 混 じ り の 砂 礫 層 に 当 た り 圧 入 不 能 と な っ た た め 、 バ イ ブ ロ

工 法 に 変 更 す る こ と に な っ た 。 	

・ 施 工 数 量 は 、 工 事 着 手 後 、 数 日 で 概 算 計 画 数 量 を 算 出 し 、 工 事 完 了 後 、 最 終 出

来 高 数 量 を 算 出 し た 。 	

・ 通 常 単 価 で の 施 工 は 難 し い た め 、 項 目 ご と に 根 拠 を 提 示 し 、 新 単 価 を 設 定 し

た 。 具 体 的 な 新 単 価 設 定 項 目 は 以 下 の と お り 。 	

	 ◇ 施 工 ロ ス 率 の ア ッ プ 	

	 ◇ 労 務 費 ・ 交 通 費 ・ 宿 泊 費 等 は 、 実 費 で 積 上 げ 。 	

	 ◇ 資 材 費 は 、 地 元 組 合 等 の 見 積 も り を 採 用 。 	

	 ◇ 機 材 は 、 使 用 重 機 の 変 更 、 予 備 機 を 別 途 計 上 。 	

	 ◇ 仮 設 費 は 、 任 意 仮 設 （ 仮 設 道 路 な ど ） も 含 め て 積 上 げ 計 上 。 	

	 ◇ そ の 他 、 共 通 仮 設 費 と し て 、 仮 設 ハ ウ ス ・ ト イ レ 等 を 積 上 げ 計 上 。 	

・ 設 計 変 更 協 議 で は 、 隣 接 す る 鹿 島 建 設 工 区 と す べ て を 整 合 さ せ る こ と は な く 、

各 社 の 施 工 方 法 、 調 達 方 法 を 尊 重 し た 上 で 、 設 計 変 更 協 議 に 応 じ て い た だ け

た 。 	

・ 労 務 、 資 機 材 の 調 達 ・ 確 保 に 多 大 な 労 力 を 要 し た 。 	

・ 災 害 復 旧 の 緊 急 工 事 で あ り 、 早 期 の 工 事 完 了 を 求 め ら れ て い た た め 、 労 務 ・ 機

械 の 効 率 的 な 運 用 ま で は 至 ら な か っ た 。 	
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2 . 4 . 2 .  【直 轄 】長 野 市 穂 保 （下 流 工 区 ）の 緊 急 復 旧 工 事 （鹿 島 建 設 ） 

( 1 ) 	工 事 名 	

	 		令 和 元 年 台 風 19 号 長 野 市 穂 保 （ 下 流 工 区 ） 	緊 急 復 旧 工 事 	

(2) 	工 事 場 所 	

	 		長 野 県 長 野 市 穂 保 	

(3) 	発 注 者 	

	 		国 土 交 通 省 北 陸 地 方 整 備 局 	

(4) 	請 負 者 	

	 		鹿 島 建 設 株 式 会 社 	

(5) 	工 期 	

	 	 実 施 工 期 ： 令 和 元 年 10 月 16 日 ～ 令 和 元 年 10 月 27 日 	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 2 - 1 8 実 施 工 程 （ 提 供 ： 鹿 島 建 設 ）	

	

( 6 ) 	工 種 （ 応 急 復 旧 ） 	

	 		令 和 元 年 12 月 末 ま で （ 検 査 ： 令 和 2 年 3 月 24 日 ） 	

a)  二 重 締 切 工 ＝ 延 長 約 157	 m（ 鋼 矢 板 ： 約 800 枚 ） 	

b)	中 詰 め 工 ＝ 約 4,40 0 	 m 	

c ) 	既 設 堤 取 付 ： 築 堤 盛 土 ＝ 約 3,15 0 	 m 3、 連 節 ブ ロ ッ ク 工 ＝ 約 920	 m 2 	

	

	 	 	 	 	 	

図 2 - 1 9  鋼 矢 板 二 重 締 切 工 平 面 図  

（ 提 供 ： 鹿 島 建 設 ）  
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図 2 - 2 0  鋼 矢 板 二 重 締 切 工 の 標 準 断 面  

（ 提 供 ： 鹿 島 建 設 ）  

	

( 7 ) 	工 種 （ 本 復 旧 ） 	

	 		な し 	

(8) 	着 工 前 、 着 工 後 の 写 真 	

	

図 2 - 2 1  工 事 着 手 前 の 状 況 ［ 1 0 月 1 4 日 撮 影 ］  

（ 提 供 ： 鹿 島 建 設 ）  

	 	



-71- 

 

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 2 - 2 2  応 急 復 旧 完 了 時  

（ 提 供 ： 鹿 島 建 設 ）  

 

( 9 ) 	工 事 特 有 の 情 報 	

■ 	応 急 復 旧 	

・ 本 工 事 は 、 地 元 建 設 会 社 に よ る 応 急 仮 堤 防 工 事 が 完 了 し た 後 、 従 来 の 堤 防 と 同

等 の 機 能 を 有 す る 仮 締 切 を 鋼 矢 板 二 重 締 切 工 に よ り 施 工 す る （ 鋼 矢 板 ： 	Ⅳ 	型

×L16m） も の で あ る 。 鹿 島 建 設 は 、 図 2 - 1 9 の 堤 防 中 央 部 か ら 右 側 （ 下 流 工 区 ）

を 担 当 。 二 重 締 切 工 に よ る 鋼 矢 板 仮 締 切 工 事 と 既 設 堤 防 と の 取 付 け 部 に 盛 土 を

行 い 、 川 表 側 に 連 節 ブ ロ ッ ク を 施 工 し た 。 	

・応 急 復 旧 は 、災 害 発 生（ 10 月 13 日（ 日 ））か ら 約 2 週 間 で 行 う（ 応 急 仮 堤 防（ 地

元 業 者 ）： 	1 週 間 、 鋼 矢 板 仮 締 切 堤 防 （ 日 建 連 企 業 ）： 1 週 間 ） も の で あ っ た 。

避 難 さ れ て い る 近 隣 住 民 の 感 情 を 考 え る と 、 発 災 か ら 2 週 間 で 復 旧 工 事 を 完 了

さ せ る こ と に は 、 一 定 の 妥 当 性 を 感 じ る 。 	

・ 10 月 13 日 （ 日 ） 08:1 2 に 北 陸 地 方 整 備 局 か ら 日 建 連 北 陸 支 部 に 支 援 要 請 が 来

た 。日 建 連 北 陸 支 部 は 8:20 の 段 階 で 、「 災 害 復 旧 工 法（ 案 ）」を 受 領 し た 。14:0 0

の 段 階 で 、 日 建 連 北 陸 支 部 緊 急 災 害 対 策 本 部 会 議 を 開 催 し 、 対 応 業 者 （ 鹿 島 建

設 、大 成 建 設 ）を 北 陸 地 方 整 備 局 へ 推 薦 す る こ と が 決 め ら れ た 。15:3 0、整 備 局

災 害 対 策 本 部 に て 対 応 方 針 の 打 合 せ を 実 施 し た 。 	

・ 10 月 13 日 に 北 陸 地 方 整 備 局 か ら 受 領 し た「 災 害 復 旧 工 法（ 案 ）」の 手 書 き 断 面

図 （ 図 2 - 2 3） を 基 に 検 討 に 着 手 し た 。 	
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図 2 - 2 3  受 領 し た 「 災 害 復 旧 工 法 （ 案 ）  」 の 手 書 き 断 面 図  

（ 提 供 ： 鹿 島 建 設 ）  

 

・ 鋼 矢 板 の 根 入 れ は 、 被 災 地 区 の 2 ㎞ 位 上 流 側 の 二 重 締 切 で 樋 門 工 事 が 行 わ れ て

お り 、 そ の 根 入 れ 長 を 流 用 し た 。 	

・ 発 災 翌 日 の 14 日 に 先 行 し て 現 地 入 り し た 職 員 に 続 き 、 15 日 か ら 現 地 派 遣 の 命

を 受 け た 職 員 が 続 々 と 現 地 入 り し て き た 。 長 野 営 業 所 に は も と も と 寮 が 併 設 さ

れ て お り 、 派 遣 さ れ た 職 員 の 受 け 入 れ 先 と な っ た 。 長 野 営 業 所 員 は 、 工 事 の 間

の 2 週 間 、 必 要 物 資 の 調 達 や 運 搬 を は じ め 、 食 事 な ど の 後 方 支 援 を す べ て 引 き

受 け て く れ た 。 	

・ ま ず 取 り 掛 か っ た の が 使 用 材 料 で あ る 鋼 矢 板 （ Ⅳ 型 ×L16m） の 調 達 と 、 そ れ に

伴 う 鋼 矢 板 工 お よ び 重 機 土 工 な ど の 協 力 会 社 の 確 保 で あ る 。 	

・ 鋼 矢 板 の 調 達 に は 苦 労 し た 。 鋼 矢 板 の リ ー ス 会 社 に ア プ ロ ー チ し よ う に も 3 連

休 中（ 10 月 12〜 14 日 ）で な か な か 連 絡 が つ か ず 、枚 数 の 確 約 が 取 れ な か っ た 。

支 店 と 営 業 所 と が 連 携 し 、 14 日 中 に な ん と か 調 達 の め ど を つ け た 。 と こ ろ が 、

14 日 に 現 地 踏 査 し た 結 果 、想 定 よ り 50％ 増 の 約 800 枚 が 必 要 と な り 、最 終 的 に

全 数 量 確 保 の 見 通 し が つ い た の は 翌 15 日 に な っ て か ら だ っ た 。 	

・ 復 旧 対 象 範 囲 が な か な か 決 め ら れ な か っ た が 、 最 終 的 に は 発 注 者 が 決 め た 。 最

初 の 要 復 旧 区 間 は 218	 m だ っ た が 、 最 終 的 に は 320	 m に 増 え た た め 、 矢 板 は 追

加 で 注 文 し た 。 割 付 図 に つ い て は 、 一 度 書 き 直 し し て い る 。 		

・ 鋼 矢 板 は 3 社 の リ ー ス 会 社 か ら 調 達 し 、 各 社 工 場 の あ る 千 葉 県 千 葉 市 、 新 潟 県

新 潟 市 か ら 搬 入 し た 。 特 殊 車 両 申 請 が 必 要 で あ っ た が 、 発 注 者 の 迅 速 な 対 応 に

よ り 、 申 請 翌 日 に は 鋼 矢 板 の 運 搬 が 可 能 に な っ た 。 た だ し 、 特 殊 車 両 に よ る 現

場 搬 入 時 間 帯 が 規 制 さ れ る こ と と 、 現 場 内 に 十 分 な 仮 置 き ヤ ー ド が 確 保 で き な

い こ と か ら 、 長 野 営 業 所 の 紹 介 で 地 元 の ト レ ー ラ ー 会 社 の モ ー タ ー プ ー ル （ 重

機 置 場 ） を 鋼 矢 板 の 仮 置 き 場 お よ び 中 継 基 地 と し て 使 用 で き た こ と も 大 き か っ

た 。 	

・ 鋼 矢 板 打 設 工 は 、 県 内 業 者 で 見 つ か ら ず 、 3 社 の 県 外 業 者 に 依 頼 し た 。 鋼 矢 板

打 設 業 者 の 増 員 含 め 、 職 員 ・ 労 務 者 は 比 較 的 滞 り な く 確 保 で き た 。 	

・ 重 機 土 工 の 施 工 会 社 は 、 長 野 県 内 に お け る 別 の 災 害 復 旧 工 事 の 影 響 で 、 県 内 業

者 を 手 配 す る こ と が 困 難 だ っ た た め 、 県 外 の い た る と こ ろ に 声 を 掛 け た 。 ダ ン

プ は 県 内 で ほ ぼ 調 達 で き た 。 県 外 業 者 所 有 の ダ ン プ も 一 部 使 用 し た 。 	
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・既 設 堤 防 取 付 け 部 築 堤 に お け る 法 面 保 護 工（ 連 節 ブ ロ ッ ク 工 ）は 、二 次 製 品（ 連

節 ブ ロ ッ ク ） の 供 給 よ り も 、 ブ ロ ッ ク 業 者 の 手 配 に 窮 し た 。 地 元 業 者 に 複 数 打

診 し て い る 中 で 、 本 工 事 の 下 流 側 で 同 工 種 を 担 当 し て い た 地 元 業 者 （ 被 災 に よ

り 工 事 中 止 の 状 態 ） 1 社 に 対 応 い た だ け る こ と と な っ た 。 こ の お か げ で 、 工 期

内 に 終 了 で き た と 言 え る 。 た だ し 、 作 業 員 の 問 題 か ら 昼 間 し か 施 工 が で き な か

っ た 。 19 日 に よ う や く す べ て の 協 力 会 社 の 手 配 に め ど が つ い た 。 	

・ 県 外 か ら の 協 力 業 者 の 宿 舎 は 、 被 災 箇 所 が 長 野 市 に 近 い こ と も あ り 、 民 宿 、 旅

館 が 手 配 で き た 。 		

・最 盛 期 で 職 員 を 含 め 約 60 名 、元 請 職 員 は 最 盛 期 で 事 務 も 含 め 25 名 位 で あ っ た 。

職 員 、 協 力 会 社 の 増 員 要 請 は 、 関 東 、 横 浜 エ リ ア ま で 拡 大 し て 実 施 し た 。 	

・ 鬼 怒 川 と は 担 当 す る 支 店 が 異 な る こ と か ら 、 鬼 怒 川 の 災 害 復 旧 経 験 者 を 現 場 に

呼 ぶ こ と は な か っ た 。 た だ し 、 ア イ デ ア 出 し や 業 者 紹 介 に つ い て は 、 電 話 で 協

力 を 仰 い だ 。 	

・ 応 急 復 旧 工 事 の 施 工 フ ロ ー は 、 進 入 路 盛 土 ⇒ ヤ ー ド 造 成 ・ 工 事 用 道 路 工 ⇒ 鋼 矢

板 打 設 ⇒ 中 詰 め 工 （ 一 次 ） ⇒ タ イ ロ ッ ド 工 ⇒ 中 詰 め 工 （ 二 次 ） ⇒ 取 付 け 部 築 堤

工 ⇒ 取 付 け 部 法 面 保 護 工 ⇒ ヤ ー ド 撤 去 工 の 順 に 実 施 し た 。 	

・先 行 し て 実 施 さ れ て い る 仮 堤 防 工 事 に 支 障 が 出 な い よ う 配 慮 し な が ら 、16 日 の

夜 勤 か ら 担 当 工 区 の 仮 設 工 と し て 、 工 事 用 道 路 や 施 工 ヤ ー ド の 造 成 準 備 に 入 っ

た 。ま た 、同 時 に 現 場 詰 所 も 設 営 し 、情 報 イ ン フ ラ の た め の 通 信 環 境 も 整 え た 。 	

・ 最 初 に 、 工 事 用 道 路 や 施 工 ヤ ー ド 造 成 を 行 っ た が 、 ヘ ド ロ の よ う に 土 砂 が 膿 ん

だ 状 態 で あ っ た た め 土 木 シ ー ト を 敷 い た 上 に 大 き な 栗 石 を 敷 き 詰 め 、 表 面 に 砕

石 で 被 覆 し た 。 そ の 上 に 敷 鉄 板 を 敷 き 詰 め 、 車 両 を 通 行 さ せ た 。 ヘ ド ロ 化 し た

土 砂 の 処 分 で 困 る こ と は な か っ た 。 	

・ 工 事 地 点 ま で の ア ク セ ス 道 路 が 幅 員 約 3	m の 堤 防 道 路 1 本 だ け で あ っ た た め 、

工 事 用 道 路 の 確 保 が 最 も 苦 労 し た 。 市 街 地 に 貯 ま っ た 残 留 水 の 排 水 用 ホ ー ス が

堤 防 道 路 上 へ 横 断 し た り 、 廃 棄 物 集 積 場 所 が 堤 防 の 法 裏 側 だ っ た た め 災 害 廃 棄

物 搬 入 車 両 が 往 来 し た り 、 復 旧 工 事 に 使 用 す る 材 料 （ 特 に 中 詰 め 工 や 取 付 部 築

堤 に 使 用 す る 盛 土 材 ） を 搬 入 し 、 い ろ い ろ 錯 綜 し た 。 こ の 調 整 に 苦 慮 し た 。 被

災 さ れ た 地 域 の 方 々 の 生 活 復 旧 に つ な が る こ と で あ り 、 復 旧 工 事 側 が 譲 歩 せ ざ

る を 得 な い も の と 認 識 し 、 そ の 方 針 で 対 処 し た 。 	

・ 幅 3	m の 道 路 で 離 合 す る 場 所 が な く 、 向 か い 合 わ せ に な る と ど う し よ う も な く

な る 状 態 で あ り 車 両 の 出 入 り が 大 変 だ っ た 。 そ こ で 、 車 両 が 出 入 り す る 場 所 に

WEB カ メ ラ を 設 置 し て 、 ハ ウ ス の 中 の モ ニ タ ー に カ メ ラ の 映 像 を 流 し 、 車 両 の

出 入 り を 確 保 し た 。 	

・地 元 建 設 会 社 に よ る 仮 堤 防 が 20 日 に 完 成 し 、そ の 夜 か ら い よ い よ 鋼 矢 板 仮 締 切

堤 防 の 工 事 が 始 ま っ た 。 	

・ 鋼 矢 板 仮 締 切 堤 防 は 、 鋼 矢 板 を 2 列 に 打 設 （ 二 重 式 ） し 、 両 側 の 鋼 矢 板 を タ イ

ロ ッ ド で 固 定 、そ の 間 を 砕 石 で 中 詰 め す る 。20 日 朝 か ら 鋼 矢 板 専 門 の 協 力 会 社

2 社 （ 23 日 か ら 3 社 ） と の 打 設 工 事 が 始 ま っ た 。 普 段 は 競 合 関 係 に あ り 、 同 じ

工 事 で 協 同 作 業 を す る こ と は な い と い う 3 社 だ っ た 。 	
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・ 当 初 、 ボ ー リ ン グ デ ー タ か ら 油 圧 圧 入 工 法 の ほ う が 早 い と 判 断 し 施 工 を 始 め た

が 、 実 際 に は 地 中 3m ほ ど で 玉 混 じ り の 砂 礫 層 に 当 た り 施 工 が 困 難 と な っ た た

め 、 急 遽 バ イ ブ ロ ハ ン マ 工 法 に 切 り 替 え た 。 地 盤 条 件 の 不 確 実 さ に 対 応 す る た

め に 複 数 の 機 種 ・ 規 格 の 打 設 機 械 を 搬 入 し て い た こ と に よ っ て 、 迅 速 に 工 法 変

更 が 可 能 で あ っ た 。 途 中 で バ イ ブ ロ 打 設 に 変 更 し た が 、 杭 打 ち 業 者 か ら い ろ い

ろ と ア ド バ イ ス を さ れ 、 油 圧 圧 入 機 に よ る 圧 入 で は 打 設 で き な い 可 能 性 が あ っ

た こ と か ら 、 当 初 よ り バ イ ブ ロ ハ ン マ 2 機 種 を 段 取 り し て い た 。 	

・中 詰 め 盛 土 、築 堤 盛 土 の 材 料 は 、現 場 か ら 30 分 程 度 の と こ ろ か ら 調 達 し た 。砕

石 工 場 は 、 今 回 の 復 旧 工 事 に あ わ せ 、 昼 夜 で 稼 働 し て い た だ い た 。 現 状 の 工 事

で は RC 材 が 基 本 で あ る が 、 河 川 内 工 事 で も あ り バ ー ジ ン 材 を 使 用 し た か っ た 。

ス ペ ッ ク 上 は RC 材 “ 若 し く は ” バ ー ジ ン 材 と な っ て い た 。 最 終 の 契 約 精 算 は 、

RC 材 、 バ ー ジ ン 材 を そ れ ぞ れ の 伝 票 で 行 っ た 。 	

・鋼 矢 板 仮 締 切 堤 防 と 既 設 堤 防 と の 取 付 け 部 に は 、約 3,15 0 	m 3 の 築 堤 盛 土 を 行 い 、

川 表 側 の 法 面 は 遮 水 シ ー ト を 展 張 し た う え で 大 型 連 節 ブ ロ ッ ク を 設 置 し た 。 連

節 ブ ロ ッ ク 工 の 協 力 会 社 は 、 豊 富 な 経 験 を 有 し て お り 、 短 期 間 の 工 期 に 間 に 合

わ せ て く れ た 。 	

・ 10 月 27 日 に 完 成 検 査 を 実 施 し 、 元 請 職 員 は そ の 場 で 解 散 し た 。 	

・ 最 後 の 締 切 り は 、 上 流 工 区 （ 大 成 建 設 ） が 行 っ た 。 仮 締 切 堤 防 の た め 、 バ チ 矢

板 は 用 い ず 、 最 後 の 1 枚 を ラ ッ プ さ せ て 締 め 切 っ て い る 。 下 流 工 区 の コ ー ナ ー

部 も ラ ッ プ で 対 応 し た 。 	

・ 工 事 完 了 後 に 数 量 計 算 ・ 契 約 を 行 っ た 。 そ の た め 、 契 約 上 の 工 期 は 令 和 2 年 2

月 14 日 と な っ た 。 	

・ 国 交 省 の 河 川 情 報 は 、 オ ン タ イ ム の 情 報 は ネ ッ ト に 公 開 す る が 、 6 時 間 後 の 河

川 水 位 予 測 値 は 公 開 し て い な い 。 	

・発 災 後 10 日 目 に 行 っ た 次 の 台 風 接 近 に 伴 う 緊 急 退 避 は 、国 交 省 の 河 川 水 位 予 測

デ ー タ を 基 に 、 当 日 の 朝 に 決 断 し た 。 2 次 災 害 を 起 こ さ な い よ う 退 避 す る た め

の 時 間 を 確 保 す る た め に は 、 退 避 開 始 基 準 を 定 め て お く 必 要 が あ る 。 河 川 水 位

は 、 結 果 的 に 我 々 の 施 工 基 面 ま で 上 昇 す る こ と は 無 か っ た が 、 退 避 行 動 を 実 施

し て 敷 鉄 板 以 外 の 資 機 材 を す べ て 堤 防 上 に 退 避 さ せ る こ と が で き た 。 	

・ リ ー ス 材 を 用 い た 鋼 矢 板 の ミ ル シ ー ト は 求 め ら れ な か っ た が 、 タ イ ロ ッ ド の ミ

ル シ ー ト は 提 出 し た 。タ イ ロ ッ ド は 、Φ 50 ㎜ の 丸 棒 を 代 用 す る こ と で 承 諾 さ れ

た 。 		

・ リ ー ス 材 を 用 い た た め 、 鋼 矢 板 の 長 さ が 16m を 超 え る も の も あ っ た が 、 天 端 を

そ ろ え る 形 で 、 根 入 れ 長 を 深 く 打 設 を 行 っ た 。 		

・ 現 在 、 特 車 許 可 は ネ ッ ト で 申 請 で き る よ う に な っ て い る 。 鬼 怒 川 の 教 訓 か ら 、

最 優 先 で 許 可 を 出 す よ う に 国 交 省 に 働 き か け て い た だ き 、 申 請 の 翌 日 に は 許 可

が 下 り た 。 		

・ 鋼 矢 板 が 関 東 か ら の 運 搬 で あ り 、 車 両 も 限 ら れ た 。 ま た 、 走 行 で き る 時 間 に 規

制 が か か る 場 所 も あ り 、 オ ン タ イ ム で の 搬 入 は で き な か っ た 。 そ の た め 、 鹿 島

建 設 で 手 配 し た 長 野 市 内 の 仮 置 き 場 に 荷 下 ろ し し 、 二 次 運 搬 を 行 っ た 。 	 	
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2 . 4 . 3 .  【権 限 代 行 】佐 久 市 原 地 先 の 緊 急 復 旧 工 事 (清 水 建 設 )  

( 1 )工 事 名 	

	 	令 和 元 年 	台 風 19 号 千 曲 川 権 限 代 行 区 間 （ 佐 久 市 原 地 先 ） 緊 急 復 旧 工 事

（ そ の 1） 	

(2)工 事 場 所 	

	 	長 野 県 佐 久 市 原 地 先 （ 千 曲 川 右 岸 ） 	

(3)発 注 者 	

	 	国 土 交 通 省 北 陸 地 方 整 備 局 	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 2 - 2 4  現 場 位 置 図  

（ 提 供 ： 清 水 建 設 ）  

( 4 )請 負 者 	

	 	清 水 建 設 株 式 会 社 	

(5)工 期 	

	 	令 和 元 年 10 月 23 日 ～ 令 和 2 年 3 月 31 日 （ 当 初 、 応 急 復 旧 ） 	

	 	令 和 2 年 8 月 31 日 （ 第 1 回 変 更 ） 	

	 	令 和 3 年 3 月 31 日 （ 第 2 回 変 更 ）・（ 第 3 回 変 更 ） 	

(6)工 種 （ 応 急 復 旧 ） 	

	 	a )提 防 崩 落 箇 所 の 仮 復 旧 	L=8 0 m 	

	 	 b )低 水 敷 盛 土 	L=2 6 0 m 	

( 7 )工 種 （ 本 復 旧 ） 	

	 	a )河 川 土 工 	

	 		 	掘 削 工 	V=3 5 , 7 3 0 	 m 3 	
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	 	 	 	盛 土 工 	V=2 0 , 0 0 0 	 m 3 	

	 	 	 	整 地 工 	V=1 8 , 0 0 0 	 m 3 	

	 	 b )法 覆 護 岸 工 	

	 		 	基 礎 工 （ 基 -P-6 -無 ） 	L=2 6 0 m 	

	 	 	（ 基 -P-1 -無 ） 	L=7 9 m 	

	 	 	 	コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 	A=3 , 1 3 3 m 2 	

	 	 	 	護 岸 付 属 物 	一 式 	

	 	c )根 固 め 工 	

	 	 	三 連 ブ ロ ッ ク （ 5t） 	N=2 , 3 2 1 基 	

	 	 	半 ブ ロ ッ ク （ 2.25 t） 	N= 8 6 基 	

	 	 	掘 削 、 据 付 	一 式 	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 2 - 2 5  標 準 断 面 図 （ 本 復 旧 工 事 ） （ 提 供 ： 清 水 建 設 ）  
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( 8 )着 工 前 ・ 着 工 後 の 写 真 	

	

	

	

図 2 - 2 6  施 工 ご と の 状 況  （ 提 供 ： 清 水 建 設 ）  
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( 9 )工 事 特 有 の 情 報 	

・ 応 急 復 旧 は 、 河 川 中 央 部 分 に 堆 積 し た 土 砂 を 護 岸 に 貼 り 付 け 、 低 水 小 段 盛 土 ・

仮 堤 防 を 作 り 、 足 元 の 施 工 基 面 を 固 め な が ら 進 め た 。 当 初 の 契 約 工 期 は 令 和 元

年 10 月 29 日 か ら 令 和 2 年 3 月 31 日 で あ っ た が 、 実 施 工 は 令 和 元 年 12 月 6 日

に 終 了 し た 。 照 明 が な く 住 居 も 近 か っ た た め 、 24 時 間 施 工 は 実 施 し て い な い 。	

・ 本 復 旧 の 一 期 工 事 を 令 和 2 年 8 月 31 日 ま で の 工 期 で 実 施 し た 。 大 型 ブ ロ ッ ク

を 護 岸 の 下 段 に 設 置 後 、 根 固 め ブ ロ ッ ク を 設 置 、 埋 め 戻 し を 行 っ た 。 根 固 め ブ

ロ ッ ク の 製 作 は 、 河 川 内 の 狭 小 な ヤ ー ド で 行 っ た 。 	

・本 復 旧 の 二 期 工 事 で は 、根 固 め ブ ロ ッ ク を 2,30 0 個 も 製 作 す る 必 要 が あ っ た が 、

国 交 省 か ら 与 え ら れ た ブ ロ ッ ク 製 作 ヤ ー ド が 500 平 米 と あ ま り に も 狭 す ぎ た た

め 、 自 社 で 空 地 を 探 し 1 万 平 米 （ 3,00 0 坪 ） 程 度 の ブ ロ ッ ク 製 作 ヤ ー ド を 確 保

し た 。当 初 予 定 か ら か な り 離 れ た と こ ろ で の 製 作 に な り ト レ ー ラ ー で 運 搬 し た 。

た だ し 、 車 両 の 確 保 は 難 し く 、 遠 方 の 松 本 市 や 長 野 市 か ら 来 て も ら っ た 。 	

・根 固 め ブ ロ ッ ク は 、1 日 当 た り 25 基 打 設 、養 生 含 め て 4 日 サ イ ク ル の 製 作 工 程

を 組 み 、 型 枠 は 100 基 確 保 し た 。 こ の 型 枠 の 確 保 が か な り 大 変 で あ っ た 。 	

・河 川 内 工 事 の た め 、渇 水 期 の 施 工 が 求 め ら れ た 。根 固 め ブ ロ ッ ク を 令 和 2 年 10

月 中 に は あ る 程 度 ス ト ッ ク し て お き 、11 月 か ら 掘 削 し た と こ ろ に 据 え 付 け る と

い う サ イ ク ル と し た 。 根 固 め ブ ロ ッ ク を 製 作 、 養 生 、 検 査 し 、 合 格 し た の ち 、

床 掘 し た エ リ ア に 設 置 と い う 施 工 サ イ ク ル が 非 常 に 重 要 だ っ た 。 	

・ 生 コ ン の 調 達 は 、 プ ラ ン ト を 3 社 押 さ え て い た た め 、 ミ キ サ ー 車 の 手 配 と と も

に 問 題 は な か っ た 。 	

・ 一 番 苦 労 し た の は 、 大 型 ブ ロ ッ ク の 調 達 で あ っ た 。 こ の ブ ロ ッ ク は 、 新 潟 県 で

製 作 さ れ て い る が 、 こ の 年 は 非 常 に 雪 が 多 か っ た た め 、 運 搬 で き な い ト ラ ブ ル

が 発 生 し た 。 と に か く 材 料 手 配 に は 苦 労 し た 。 	

・床 掘 の 掘 削 土 は 、瀬 替 え 盛 土 や 仮 堤 防 に 用 い た が 、大 量 の 土 量 が 発 生 す る た め 、

仮 堤 防 の 高 さ を 3m 程 度 と 高 く し た 。 	

・ 大 型 ブ ロ ッ ク が 終 わ っ た と こ ろ か ら 、 根 固 め ブ ロ ッ ク を 設 置 し て い く と い う 施

工 の サ イ ク ル 調 整 が 非 常 に 難 し か っ た 。 	

・ 基 本 測 量 は 当 社 で 実 施 し 、 国 交 省 が コ ン サ ル に 設 計 業 務 を 委 託 し た 。 標 準 断 面

図 は も ら っ て い た が 、ド ロ ー ン を 飛 ば し て 地 形 を 把 握 し 、当 社 で 基 本 断 面 図 (案 ）

を 提 出 し て 承 認 し て も ら っ た 。 	

・ 長 野 県 は こ の 権 限 代 行 区 間 の 測 量 デ ー タ を 保 管 し て い な か っ た た め 、 流 さ れ ず

に 残 っ て い た 対 岸 側 の 堤 防 道 路 の 舗 装 や 既 設 橋 梁 か ら 河 川 境 界 測 量 な ど を 当 社

で 実 施 し 、 河 川 境 界 な ど に 問 題 な い と い う こ と を 確 認 し た う え で 工 事 を 開 始 し

た 。 	

・ 掘 削 工 で は 、 河 川 内 掘 削 の た め 水 替 え 処 理 が 課 題 と な り 、 本 復 旧 の 一 期 工 事 は

時 間 が な く 、 発 電 機 で 大 型 ポ ン プ を 回 し た 。 一 方 、 二 期 工 事 で は 工 程 的 に 余 裕

が あ っ た た め 、 受 電 設 備 を 整 え て か ら 大 型 ポ ン プ を 回 し た 。 	

・ 地 元 業 者 が す で に 他 の 災 害 復 旧 工 事 に 従 事 し て い た た め 、 遠 方 か ら 応 援 を 呼 ば

ざ る を 得 な か っ た 。 重 機 土 工 は 仙 台 の 業 者 に 、 車 両 系 は 松 本 や 長 野 か ら 応 援 し
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て も ら い 、 宿 舎 は ホ テ ル 住 ま い と し た 。 	

・ 権 限 代 行 区 間 が 長 い た め 、 応 急 復 旧 の 最 初 の 頃 は 、 立 会 に 来 て く れ ず 、 待 ち が

発 生 し た が 、 河 川 事 務 所 の 課 長 に 、 待 ち が な い よ う に 権 限 代 行 区 間 の 各 社 を 輪

番 す る よ う な ス ケ ジ ュ ー ル 調 整 を し て も ら い 助 か っ た 。 	

・ 当 初 設 計 が な い と こ ろ か ら の ス タ ー ト な の で 、 測 量 、 設 計 、 施 工 が 並 行 し て 進

む よ う な 状 況 で あ り 、 手 戻 り 作 業 が 懸 念 さ れ た 。 	
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2 . 4 . 4 .  【権 限 代 行 】佐 久 市 原 地 先 の 緊 急 復 旧 工 事 （前 田 建 設 工 業 ） 

( 1 ) 	工 事 名 	

	 		令 和 元 年 台 風 19 号 千 曲 川 権 限 代 行 区 間 (佐 久 市 原 地 先 )緊 急 復 旧 工 事 	

	 		 (そ の ２ )	

(2 ) 	工 事 場 所 	

	 		長 野 県 佐 久 市 原 地 先 （ 千 曲 川 左 岸 ） 	

(3) 	発 注 者 	

	 		国 土 交 通 省 北 陸 地 方 整 備 局 	

(4) 	請 負 者 	

	 	 前 田 建 設 工 業 株 式 会 社 	

(5) 	工 期 	

	 	 令 和 元 年 10 月 23 日 ～ 	令 和 2 年 8 月 31 日 	

	 	（ ※ 12 月 2 0 日 （ 応 急 復 旧 工 事 完 了 ）） 	

図 2 - 2 7  全 体 工 程 （ 応 急 復 旧 工 事 ）  

（ 提 供 ： 前 田 建 設 工 業 ）  

 

( 6 ) 	工 種 （ 応 急 復 旧 ） 	

	 		施 工 延 長 ： L=21 2 m（ 盛 土 区 間 ） 	

	 		・ 水 中 盛 土 ： 約 7,90 0 	 m 3 	

	 	 	・ 応 急 盛 土 (改 良 土 )： 約 7,70 0 	 m 3 	

	 	 	・ 応 急 盛 土 (発 生 土 )： 約 700	 m 3 	

	 	 	・ 排 水 工 、 法 面 保 護 工 、 安 全 対 策 工 、 他 	

(7) 	工 	種 （ 本 復 旧 ） 	

	 		施 工 延 長 ： L=22 0 m（ 盛 土 区 間 ） 	

	 		・ 掘 削 ： 10,0 0 0 	 m 3 	

	 	 	・ 盛 土 ： 6,80 0 	 m 3 	

	 	 	・ コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 張 ： 2,85 0 m 3 	

	 	 	・ 法 留 工 下 段 ： 220m 	

	 	 	・ 法 留 工 上 段 ： 220m 	

	 	 	・ 根 固 工 ブ ロ ッ ク 製 作 ： 2,05 8 個 	

	 	 ・ ブ ロ ッ ク 設 置 ： 2,05 8 個 	

	 	 	・ 背 負 い 部 掘 削 ： 40,0 0 0 	 m 3 	

	 	 	・ 仮 設 工 ： 一 式 	



-81- 

 

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 2 - 2 8  盛 土 平 面 図  

（ 提 供 ： 前 田 建 設 工 業 ）  

	

	

図 2 - 2 9  応 急 復 旧 工 事 の 標 準 断 面 図  

（ 提 供 ： 前 田 建 設 工 業 ）  

 

	

図 2 - 3 0  本 復 旧 工 事 の 標 準 断 面 図  

（ 提 供 ： 前 田 建 設 工 業 ）  
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(8)	着 工 前 ・ 着 工 後 の 写 真 	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 2 - 3 1  着 手 前 (撮 影 日 2 0 1 9 . 1 0 . 2 8 )   

（ 提 供 ： 前 田 建 設 工 業 ）  

	

	

図 2 - 3 2  応 急 復 旧 完 了  (撮 影 日 2 0 1 9 . 1 2 . 0 6 )  

（ 提 供 ： 前 田 建 設 工 業 ）  
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図 2 - 3 3  本 復 旧 完 了  (撮 影 日 2 0 2 0 . 0 8 . 2 1 )  

（ 提 供 ： 前 田 建 設 工 業 ）  

	

( 9 ) 	工 事 特 有 の 情 報 	

・権 限 代 行 区 間 の 施 工 業 者 選 定 に つ い て 、10 月 22 日 に 打 合 せ 、10 月 23 日 に 現 地

視 察 が あ り 、 そ の 場 で 請 負 う こ と を 承 諾 し た 。 	

・ 応 急 復 旧 に あ た り 国 交 省 か ら は 、 ま ず 家 の 倒 壊 を 防 い で ほ し い と 要 請 さ れ た 。

そ の 際 、24 時 間 体 制 で の 施 工 を 要 請 さ れ た が 、近 隣 ア パ ー ト の 住 人 等 に 配 慮 し 、

朝 6 時 か ら 24 時 ま で の 2 交 代 制 と し た 。 	

・ 本 復 旧 へ の 対 応 は 、 応 急 復 旧 完 了 後 に 打 診 さ れ 受 諾 し た 。 な お 、 本 復 旧 の 設 計

検 討 は 、 応 急 復 旧 完 了 後 の 12 月 か ら 2 月 に か け て 前 田 建 設 工 業 の 協 力 の も と 、

建 設 コ ン サ ル タ ン ト に よ り 実 施 さ れ た 。 	

・ 家 屋 倒 壊 な ど の 二 次 災 害 が 懸 念 さ れ る こ と か ら 、 工 事 着 手 前 に 国 交 省 が 家 屋 調

査 を 実 施 し 、 現 場 は 、 周 辺 環 境 の モ ニ タ リ ン グ と し て 、 地 滑 り 計 を 設 置 し た 。 	

・ 根 固 め ブ ロ ッ ク は 現 地 で 製 作 し た 。 製 作 に あ た っ て 、 生 コ ン 工 場 を 5 社 確 保 す

る と と も に 、工 事 現 場 の 上 流 側 に ブ ロ ッ ク 運 搬 用 の 工 事 用 道 路 を 別 途 敷 設 し た 。	

・ 被 覆 ブ ロ ッ ク は 国 交 省 か ら の 要 請 に よ り 二 次 製 品 を 使 用 し た 。 	

・ ボ ト ル ネ ッ ク に な っ た 工 種 は 、 二 次 製 品 で あ る コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク の 製 作 で

あ る 。 災 害 復 旧 現 場 す べ て が 同 一 製 品 を 使 用 す る こ と に な り 、 コ ン ク リ ー ト 二

次 製 品 工 場 の 生 産 が 追 い 付 か な い 状 況 が 生 じ た 。 	

・ そ の 他 、 ボ ト ル ネ ッ ク に な り そ う な 工 種 （ 掘 削 工 、 基 礎 工 、 埋 戻 し 、 砕 石 敷 き

均 し 等 )に つ い て は 、発 注 者 に 施 工 方 法 の 改 善 を 提 案 し 、承 諾 を 得 た う え で 施 工

し た 。 	

・ 復 旧 工 事 を 進 め る 中 で 苦 労 し た こ と は 、 労 務 宿 舎 と ブ ロ ッ ク 工 の 確 保 で あ る 。 	

・ 労 務 宿 舎 は 旅 館 と ア パ ー ト を 確 保 し た が 、 双 方 一 長 一 短 で 、 作 業 員 に よ っ て 好

み が 分 か れ た 。 旅 館 は 、 夕 食 が 付 く が 個 室 で は な い 。 一 方 、 ア パ ー ト は 夕 食 を
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各 自 で 用 意 す る 必 要 が あ る が 個 室 で あ る 。い ず れ も 高 速 通 信 環 境（ Wi-F i）の 確

保 が 重 要 で あ る 。 	

・ ブ ロ ッ ク 工 は 、 全 国 規 模 で 手 配 を か け て 確 保 し た 。 	

・ 工 期 設 定 は 、 近 隣 住 民 の 早 期 安 全 確 保 の 観 点 か ら 猶 予 の あ る も の で は な か っ た

が 、 災 害 復 旧 工 事 は 腹 を 括 っ て 対 応 す る し か な い と の 認 識 だ っ た 。 	

・ 緊 急 復 旧 工 事 は 、 年 内 完 工 が 必 須 条 件 で あ っ た た め 、 昼 夜 施 工 で 対 応 し た 。 	

・ 本 復 旧 工 事 は 、 渇 水 期 施 工 の 縛 り が あ っ た め 、 土 日 な し の 急 速 施 工 に て 対 応 し

た 。 特 に 、 本 復 旧 工 事 に お い て は 、 二 次 製 品 で あ る コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク の 搬

入 遅 延 に 伴 い 、 工 事 着 手 が 遅 れ た た め 、 資 材 置 場 を HWL 以 上 と な る よ う 盛 土 し

た う え で 、 増 水 期 も 施 工 し た 。 	

・大 型 重 機 を 含 む 調 達 、職 員 ･労 務 者 の 確 保 は 、全 社 的 な ネ ッ ト ワ ー ク を 活 用 す る

こ と で 対 応 す る こ と が で き た 。 	
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2 . 4 . 5 .  【権 限 代 行 】東 御 市 海 野 地 先 の 緊 急 復 旧 工 事 （大 林 組 ） 

( 1 ) 	工 事 名 	

	 		令 和 元 年 台 風 19 号 千 曲 川 権 限 代 行 区 間 (東 御 市 海 野 地 先 )緊 急 復 旧 工 事 	

	 		 (そ の 1)	

( 2 ) 	工 事 場 所 	

	 		長 野 県 東 御 市 海 野 地 先 	

(3) 	発 注 者 	

	 		国 土 交 通 省 北 陸 地 方 整 備 局 	

(4) 	請 負 者 	

	 		株 式 会 社 大 林 組 	

(5) 	工 期 	

	 		令 和 元 年 10 月 23 日 ～ 	令 和 3 年 7 月 10 日 	

(6 ) 	工 種 （ 応 急 復 旧 ） 	

	 		 a ) 	路 体 （ 築 堤 ） 	盛 土 	13, 3 0 0 	 m 3 	

	 	 	 b ) 	法 覆 護 岸 工 （ 大 型 土 の う 積 ） 	5,4 2 0 	個 	

	 	 	 c ) 	構 造 物 撤 去 工 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 取 壊 し （ 有 筋 ） 	142 	 m 3 	

( 7 ) 	工 種 （ 本 復 旧 ） 	

	 		 a ) 	河 川 土 工 	掘 削 工 	66, 2 0 0 	 m 3 	

	 	 	 b ) 	路 体 （ 築 堤 ） 	盛 土 	40, 0 0 0 	 m 3 	

	 	 	 c ) 	護 岸 基 礎 工 	1	型 法 留 基 礎 	842 m、 6	型 法 留 基 礎 	484 m 	

	 	 	 d ) 	法 覆 護 岸 工 	コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 工 	10, 8 5 8 m 2、 護 岸 付 属 物 工 	一 式 	

	 		 e ) 	根 固 め 工 現 場 打 根 固 め 工 （ コ ン ク リ ー ト ） 	3,4 6 9 	 m 3 	

	 	 	 f ) 	水 制 工 	根 固 め ブ ロ ッ ク （ 5t） 	製 作 ・ 運 搬 ・ 据 付 	1,3 8 7 	個 、 	

	 		 	根 固 め ブ ロ ッ ク （ 3t） 	運 搬 ・ 据 付 	1,0 1 5 	個 	

	 	 	 g ) 	付 帯 水 路 工 函 渠 工 、 流 末 工 	一 式 	

	 		 h)		構造物撤去工	大型土のう撤去工	4,765	個、有筋・無筋構造物	5,920	m3	

	 	 	 i） 仮 設 工 土 留 ・ 仮 締 切 工 な ど 	1	式 	
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図 2 - 3 4  施 工 状 況 図  

（ 提 供 ： 大 林 組 ）  
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(8)	着 工 前 ・ 着 工 後 の 写 真 	

	

	

図 2 - 3 5  着 工 前 全 景 （ 東 御 市 海 野 地 先 ）  

（ 提 供 ： 大 林 組 ）  

	

	

図 2 - 3 6  応 急 復 旧 完 了 時 （ 東 御 市 海 野 地 先 ）  

（ 提 供 ： 大 林 組 ） 	
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図 2 - 3 7  本 復 旧 完 了 時 （ 東 御 市 海 野 地 先 ）  

（ 提 供 ： 大 林 組 ）  

	

( 9 ) 	工 事 特 有 の 情 報 	

■ 	応 急 復 旧 	

・ 応 急 復 旧 で は 、 法 覆 護 岸 （ 大 型 土 の う 設 置 ） と 盛 土 、 構 造 物 撤 去 と 仮 堤 防 の 構

築 を 実 施 。 24 時 間 施 工 で 対 応 し 、令 和 元 年 12 月 末 に 終 了（ 約 2 か 月 ）。大 型 土

の う 工 は 人 海 戦 術 に な っ た が 、 土 の う 作 製 治 具 「 瞬 作 」 や 、 自 動 玉 掛 け 外 し 装

置 を 利 用 し 、 省 力 化 と ス ピ ー ド ア ッ プ を 図 っ た 。 中 詰 土 は 、 河 川 の 土 砂 を 使 用

し た 。 	

■ 	本 復 旧 	

・ 設 計 は 受 注 者 で 実 施 し た 。 湾 曲 し た 地 形 で の 構 造 物 の 取 り 合 い を 考 慮 で き る よ

う に 3D	C A D に よ る モ デ ル を 採 用 し た 。 	

・ 本 復 旧 は 、 通 常 工 事 の 扱 い に な り 、 日 中 の み の 施 工 と な っ た 。 	

・ 本 復 旧 で は 、 河 川 土 工 、 盛 土 、 護 岸 基 礎 、 法 覆 護 岸 を コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 、

根 固 め 工 、 水 制 工 で 根 固 め ブ ロ ッ ク の 製 作 ・ 運 搬 ・ 据 付 、 そ の 他 、 管 渠 流 末 、

構 造 物 撤 去 等 を 実 施 。 	

・ 護 岸 の 盛 土 は 、 下 流 側 の 土 を 運 ん で 、 ブ ル ド ー ザ ー で 転 圧 し た 。 	

・法 覆 護 岸 工 に は 、1m 角 の 大 型 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク を 使 用 し た 。ブ ロ ッ ク 工 場

は 、2～ 3 箇 所 に 分 け て 製 作 し 、安 定 し た 納 入 と 品 質 確 保 に 苦 心 し た 。ブ ロ ッ ク

設 置 時 の ズ レ 防 止 と 裏 込 め コ ン ク リ ー ト の 厚 さ 確 保 の た め 、建 築 材 料 の「 床 束 」

を 使 用 し て ブ ロ ッ ク を 設 置 し 、 隣 接 ブ ロ ッ ク に 線 （ ア イ マ ー ク ） を つ け た 。 ブ

ロ ッ ク 同 士 の 僅 か な ズ レ を 発 見 し た 場 合 、 再 設 置 し た 。 施 工 速 度 の 最 大 化 を 図
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る た め 、 配 置 で き る 限 り の 最 大 作 業 員 を 投 入 し て 施 工 し た 。 ラ フ タ ー ク レ ー ン

は 最 大 16 台 配 置 し た 。 	

・ 根 固 め 工 で は 、 現 場 打 ち コ ン ク リ ー ト 同 士 の 隙 間 が 少 な く 、 通 常 の 型 枠 組 立 解

体 が 不 可 能 で あ っ た た め 、 PCa の 残 存 型 枠 を 採 用 し た 。 	

・水 制 工 の 5t ブ ロ ッ ク は 、複 雑 な 形 状 の ブ ロ ッ ク を 現 場 で 製 作 す る に あ た り 、コ

ン ク リ ー ト の 性 状 管 理 と 打 設 管 理 、 十 分 な 養 生 に 留 意 し て 品 質 を 確 保 し た 。 	

・ 工 程 を 確 保 す る た め 、 根 固 め 工 や 法 覆 護 岸 工 、 水 制 工 の 進 捗 管 理 に 苦 心 し た 。 	

・ 協 力 会 社 と な っ た 地 元 業 者 か ら 、 じ ゃ か ご 、 玉 石 の 設 置 方 法 や 既 設 護 岸 へ の 擦

付 け 方 法 な ど 、 き め 細 や か な 施 工 に 対 す る 熟 練 技 術 を 当 社 職 員 と 共 有 で き 、 大

変 助 か っ た 。 	

・ 梅 雨 が 本 格 化 す る ま で に 工 事 を 終 え る こ と が 必 達 目 標 で あ っ た 。 	

・ 同 時 期 に 被 災 を 受 け て い る 護 岸 や 堤 防 が 様 々 な 場 所 で あ っ た た め 、 労 務 者 の 確

保 に 苦 労 し た 。 一 方 で 、 県 内 全 体 で 見 る と 、 千 曲 川 の 被 災 は 限 定 的 で あ っ た た

め 、県 の 通 常 工 事 や 、民 間 の 建 築 工 事 も 普 通 に 動 い て い た と い う 問 題 も あ っ た 。 	

・ 工 事 規 模 が そ れ ほ ど 大 き く な い エ リ ア の た め 、 地 元 の 生 コ ン 工 場 は す ぐ 近 く に

1 社 し か な か っ た 。 生 コ ン 工 場 や 地 元 企 業 か ら 、 地 元 工 事 を 優 先 し て ほ し い と

い う 要 請 が あ っ た 。幸 い に も 、コ ン ク リ ー ト の 製 造 能 力 は 問 題 が な か っ た の で 、

ア ジ テ ー タ ー 車 を 別 途 手 配 し て 対 応 し た 。 	

・通 常 の 護 岸 工 事 は 、地 元 業 者 で 小 規 模 に 少 し ず つ や る の が 基 本 で あ る 。し か し 、

今 回 の 災 害 復 旧 で は 、 国 交 省 の 河 川 工 事 で 大 型 ブ ロ ッ ク を 施 工 し た こ と の あ る

会 社 を 全 国 規 模 で 集 め た 。 職 員 は 、 応 急 復 旧 が 終 了 し た 時 点 で 1 回 解 散 し 、 本

復 旧 の と き に 再 招 集 し た 。本 復 旧 は 国 交 省 の 河 川 工 事 経 験 者 を 増 員 し 対 応 し た 。	

・ 大 型 重 機 は 、 全 国 規 模 で 調 達 し た 。 近 隣 の 道 路 が 非 常 に 細 か っ た り 、 学 校 が あ

っ た り し た た め 、 通 行 時 間 帯 な ど を 配 慮 す る 必 要 が あ っ た 。 	

・近 隣 住 民 を 対 象 に し た 工 事 説 明 会 、現 場 見 学 会 を 複 数 回 実 施 し た 。3D モ デ ル を

採 用 し て い た た め VR 体 験 も 実 施 し 、重 機 試 乗 、マ イ 定 礎 等 実 施 。参 加 者 か ら の

意 見 を 施 工 に 反 映 し た 。 	

・ 被 災 で 埋 ま っ た 既 設 護 岸 ブ ロ ッ ク や も と も と 地 中 に 埋 ま っ て い る 根 固 め 工 や 水

制 工 は 、 荷 姿 や 撤 去 量 が 不 明 で あ り 、 次 工 程 に 大 き く 響 い た 。 	

・ 雨 が 降 る と す ぐ 増 水 す る 非 常 に 川 幅 の 狭 い 場 所 だ っ た た め 、 増 水 時 の 対 策 を し

っ か り や る よ う に 特 に 指 示 を 受 け た 。 水 位 予 測 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で 水 位 の 変 化

を 大 ま か に 予 測 で き る よ う に な っ た の で 、 い つ 退 避 を 始 め る か な ど の 計 画 や 実

行 が で き た 。 そ れ に よ っ て 、 川 の 水 位 が 下 が っ た 時 の 復 帰 が 早 く 行 え る 利 点 が

あ っ た 。 	

・ 今 回 、 地 元 か ら の い ろ い ろ な 苦 情 や 要 望 が あ り 、 そ れ に 細 か く 対 応 す る た め に

は 、 最 後 は 見 学 会 な ど で 実 際 に 見 せ な が ら 施 工 す る の が よ か っ た 。 	
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2 . 5 .  災 害 復 旧 で 役 立 つ 技 術  

2 . 5 . 1 .  応 急 復 旧 工 事 で 役 立 っ た 技 術  

・ 	現 場 の 全 体 状 況 把 握 の た め に 、 ド ロ ー ン を 導 入 し て 毎 日 朝 夕 ２ 度 撮 影 し 、 発 注

者 と 工 事 の 全 体 進 捗 状 況 を 共 有 し た 。 	

・ 現 場 の 施 工 状 況 を リ ア ル タ イ ム で 把 握 す る た め に 、 現 場 に ク ラ ウ ド カ メ ラ を 設

置 し 、 人 や 重 機 の 動 き を 把 握 し 、 本 支 店 で 情 報 共 有 し た 。 	

・ Wi-F i 環 境 の 現 場 内 構 築 。 	

・ 測 量 を し て い る 時 間 が な か っ た の で 、 進 入 路 な ど の 土 量 を 計 測 す る た め に 、 ド

ロ ー ン を 飛 ば し 、 レ ー ザ ー プ ロ フ ァ イ ラ に よ り 点 群 デ ー タ を 取 得 し た 。 工 事 用

の 基 準 点 は 、 堤 防 上 に 残 っ た 3 点 ほ ど を 利 用 し た 。 た だ し 、 契 約 数 量 に つ い て

は 、 3D の 形 状 の ま ま で は NG で 、 平 均 断 面 法 で 数 量 計 算 す る 必 要 が あ っ た 。 断

面 作 成 は 、 点 群 デ ー タ を 基 に し た 。 	

・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ツ ー ル （ Team s） が 重 要 だ っ た 。 昼 夜 作 業 で あ る こ と も あ

り 、 職 員 間 だ け で な く 協 力 業 者 の 職 長 の 方 々 と の 連 絡 に 役 立 っ た 。 発 注 者 と の

打 合 せ で も モ バ イ ル 機 器 を 持 ち 込 み 、 WEB カ メ ラ の 映 像 を 用 い て 現 場 の 状 況 の

説 明 を 行 っ た 。 社 内 対 応 に も 用 い た 。 	

・ 今 回 の 災 害 で は 、 緊 急 対 応 で も 段 取 り で き た の が WEB カ メ ラ だ っ た が 、 夜 も 材

料 を 搬 入 し て い た の で 、 安 全 管 理 も 行 う こ と が で き た 。 た だ し 、 WEB カ メ ラ 用

の 電 源 が な く 、 電 池 を 日 々 な い し 一 日 お き に 交 換 す る 必 要 が あ っ た 。 	

・ ド ロ ー ン は 、 進 捗 管 理 と 材 料 管 理 の 合 理 化 を 目 的 に 毎 日 飛 ば し た 。 映 像 な ど は

国 交 省 と 共 有 し た 。 ド ロ ー ン は 、 請 負 者 所 有 の も の で 、 操 縦 は 職 員 が 行 っ た 。

最 も 役 に 立 っ た の は 、 施 工 延 長 は 長 い も の の 狭 隘 な 現 場 に お け る 長 尺 鋼 矢 板 の

荷 下 ろ し 場 所 の 指 示 で あ る 。 現 場 の 職 長 と ド ロ ー ン の 画 像 を 見 な が ら 、 次 の 段

取 り を 把 握 ・ 合 意 し な が ら 打 合 せ で き た 。 	

・ 立 ち 上 げ 時 に 現 状 把 握 に ド ロ ー ン を 使 っ た （ 測 量 ま で 実 施 し た か は 不 明 ）。 	

・ 本 復 旧 工 事 の み 測 量 機 器 に 「 杭 ナ ビ 」 を 使 用 し た 。 測 量 機 器 に 追 尾 シ ス テ ム が

搭 載 さ れ て お り 、 図 面 と リ ン ク し て い る た め 、 測 量 の 簡 素 化 が 図 れ た 。 手 元 作

業 員 も 限 ら れ た 人 数 で あ っ た た め 、 法 丁 張 、 水 準 測 量 な ど の 測 量 が 職 員 一 人 で

で き 、 離 れ の 確 認 と か も で き る の で 、 立 会 に は と て も 重 宝 し た 。 	

・ 現 地 地 形 を 正 確 か つ 迅 速 に 把 握 し 、 施 工 計 画 に 反 映 す る た め に 、 ド ロ ー ン に よ

る ３ Ｄ 測 量 を 実 施 し た 。 	

・ AI 機 能 付 き 大 型 ク レ ー ン 用 吊 り 荷 監 視 カ メ ラ 		

・ AI 搭 載 重 機 接 触 防 止 装 置 「 ク ア ト ロ ア イ ズ 」 		

・ 	ク レ ー ン 接 近 警 報 シ ス テ ム 「 レ ー ザ ー シ ー ル ド 」 		

・ 工 事 騒 音 モ ニ タ リ ン グ シ ス テ ム 「 音 ジ ャ ッ ジ 」 		

・ 	UAV 	 	

・ デ ジ タ ル サ イ ネ ー ジ （ 対 	現 場 用 ） 		

・ デ ジ タ ル サ イ ネ ー ジ （ 対 	地 元 用 ） 		

・「 e-YA C H O」 を 使 っ た 現 場 管 理 		

・「 Team s」 を 使 っ た 昼 ・ 夕 方 の 打 合 せ 		
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・「 Dire c t」 を 使 っ た 関 係 者 へ の 情 報 共 有 		

・ ウ ェ ア ラ ブ ル カ メ ラ 「 Safi e」 を 使 っ た 現 場 管 理 		

・「 ス マ ホ で サ ー ベ イ 」 を 活 用 し た 測 量 		

・ コ ン ク リ ー ト ボ リ ュ ー ム 計 測 ア プ リ 「 ピ タ コ ン 」 		

・「 Site B o x」 ス マ ー ト フ ォ ン を 使 っ た 写 真 撮 影 ・ 管 理 		

・「 携 帯 	BCP」 安 否 確 認 ア プ リ 		

・「 Civi l 	 3 D」 に よ る 設 計 図 の 	3	次 元 モ デ ル 化 		

・ 3D	モ デ ル 及 び ド ロ ー ン 	3D	点 群 を 	VR	化 		

・「 テ レ サ 」 体 温 記 録 活 用 ア プ リ 		

・「 暑 さ 指 数 ウ ォ ッ チ ャ ー 」 に よ る 熱 中 症 防 止 対 策 		

・ ピ ン ポ イ ン ト 気 象 観 測 装 置 「 ZERO S A I」 		

・「 杭 ナ ビ 」 		

・ GNSS 	を 活 用 し た 測 量 		

・ PIP- M a k e r 	 	

・ UAV 	写 真 測 量 「 Ever y D a y D r o n e」 		

・ 顔 認 証 シ ス テ ム を 利 用 し た 建 設 キ ャ リ ア ア ッ プ 		

・ 非 接 触 型 体 温 計 		

・「 Safi e 	 p o c k e t 	 2」 と い う ウ ェ ア ラ ブ ル カ メ ラ は 、 現 場 で の 自 社 確 認 や 遠 隔 立

会 に 有 効 で あ る 。 		

・ 最 近 メ ジ ャ ー な 「 eYAC H O」 は 同 時 編 集 で き る メ モ で 、 チ ェ ッ ク リ ス ト を 作 っ

た 。 現 場 で は 、 チ ェ ッ ク マ ー ク を 入 れ た り 、 寸 法 値 を 入 れ た り 、 写 真 を 埋 め 込

ん だ り で き る 。 社 内 の 確 認 や 発 注 者 の 確 認 も 同 時 に で き る 。 	

	

2 . 5 . 2 .  今 後 の 災 害 対 応 で あ る と よ い 技 術  

・ 	（ ス マ ー ト フ ォ ン の LiDA R 機 能 等 を 活 用 し て ） 堆 積 汚 泥 や 仮 設 道 路 な ど の 体 積

算 出 が 容 易 に で き る ア プ リ ケ ー シ ョ ン や サ ー ビ ス 	

・ 河 川 上 流 の 水 位 か ら 現 地 水 位 を 予 測 し 、 そ の 情 報 を 手 軽 に リ ア ル タ イ ム に 共 有

で き る ア プ リ ケ ー シ ョ ン や サ ー ビ ス 	

・ 当 時 は デ ー タ 通 信 等 の 設 備 も 整 わ ず ICT 重 機 も な か っ た が 、 今 後 活 用 で き る と

よ い 。 	

・ 当 時 は な か っ た が 、 雨 量 予 測 、 河 川 の 流 量 予 測 の 技 術 が 出 て き た 。 雨 の 状 況 か

ら 数 時 間 後 の 河 川 水 位 が 予 測 で き れ ば 、 災 害 防 止 は も ち ろ ん 緊 急 復 旧 工 事 の 稼

働 時 間 確 保 に も つ な が る 。 	

・ 道 路 の 使 い 方 で WEB カ メ ラ を 何 台 も 使 用 し た が 、 車 両 を 個 別 に 管 理 で き る 技 術

が あ れ ば 使 用 し た い 。 		

・ リ ー ス 重 機 に 後 付 け で き る ICT 技 術 マ シ ン ガ イ ダ ン ス （ レ ト ロ フ ィ ッ ト ） を 使

用 し て み た か っ た 。 こ れ に よ り 、 高 さ 管 理 や 、 法 面 の 法 切 り を オ ペ が 画 面 を 見

な が ら 施 工 で き る 。 特 に 、 河 川 工 事 で は 、 丁 張 り が か け づ ら い 場 所 や 、 床 付 け

が 確 認 し づ ら い 場 所 に 、 と て も 重 宝 す る と 思 う 。 た だ し 、 三 次 元 の 図 面 や 測 量

デ ー タ を 予 め 準 備 し て お く 必 要 が あ る 。 	
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・ 	緊 急 復 旧 対 応 工 事 は 、 昼 夜 施 工 に な る こ と が 多 く 、 夜 間 作 業 の 危 険 度 は 特 に 高

い 。 ま た 、 今 後 担 い 手 不 足 も 深 刻 に な る こ と が 予 測 さ れ て い る た め 、 重 機 等 の

無 人 化 施 工 技 術 が 進 展 し て ほ し い 。 	

・ 	技 術 に よ る 省 力 化 の 取 り 組 み の 標 準 化 。 働 き 方 改 革 の 規 制 も あ り 、 全 部 人 で 行

う 時 代 で は な く な っ て い る 。 機 械 化 が 更 に 推 進 で き る よ う な 仕 組 み が （ 未 来 に

向 け て ） ほ し い 。 機 械 が 自 動 で や る こ と を 目 標 に 、 よ り シ ス テ マ チ ッ ク な 仕 組

み を 作 っ て ほ し い 。そ の た め に は 、 3D	C A D に 関 す る 発 注 者 と 職 員 の ス キ ル 向 上

と 、 点 群 デ ー タ か ら 早 く 図 面 に す る 技 術 も 必 要 。 	
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2 . 6 .今 後 の 災 害 対 応 に 対 し て 日 建 連 企 業 に 求 め ら れ る 事 項  

北 陸 地 方 整 備 局 で は 、 千 曲 川 の 堤 防 決 壊 時 の 緊 急 対 策 検 討 を 平 時 に 予 め 実 施 し

て い た 。 そ の 中 で 、 緊 急 対 策 工 法 の １ つ に 鬼 怒 川 決 壊 時 に 実 績 の あ る 「 応 急 仮 堤

防 +鋼 矢 板 仮 締 切 堤 防 」を 想 定 し た シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 っ て お り 、日 建 連 同 様 に

災 害 協 定 を 締 結 し て い る 地 元 企 業 に も 被 災 直 後 か ら 出 動 要 請 し 、 決 壊 箇 所 に お い

て 堤 内 地 側 に 流 入 し て い る 状 況 か ら 荒 締 切 に 着 手 し て い た 。 	

た だ し 、鋼 矢 板 仮 締 切 堤 防 に は 大 量 の 資 機 材 の 迅 速 な 手 配・調 達 が 必 要 で あ り 、

24 時 間 体 制 で 2 週 間 を 目 途 に 締 切 を 終 了 さ せ る に は 地 元 企 業 だ け で は 対 応 で き

な い と の 判 断 か ら 、 役 割 分 担 と し て 、 日 建 連 会 員 企 業 の 「 技 術 力 」 と 「 機 動 力 」

に 期 待 し た 支 援 要 請 が 行 わ れ た 。特 に 、矢 板 を 含 め た 大 量 の 資 機 材 の 緊 急 調 達（ 特

車 申 請 の 要 請 等 含 む ）、鋼 矢 板 設 計・施 工 計 画 の 立 案 等 に 要 す る ス ピ ー ド 感 、矢 板

が 入 ら な い と い っ た ト ラ ブ ル 時 の 臨 機 応 変 な 対 応 、 WEB カ メ ラ や UAV を 使 っ た 現

地 進 捗 状 況 の リ ア ル タ イ ム 、 あ る い は 定 期 的 な 監 視 ・ 報 告 等 の 対 応 に 満 足 い た だ

い て い た 。 	

今 回 の 緊 急 復 旧 工 事 は 、 事 前 の 「 堤 防 決 壊 時 の 緊 急 対 策 検 討 」 を 策 定 し て い く

な か で 、 防 災 エ キ ス パ ー ト や 事 務 所 で 締 結 し て い る 災 害 協 定 業 者 が 一 緒 に 意 見 交

換 し た 成 果 を 効 果 的 に 活 用 で き た 。 日 建 連 会 員 企 業 を 含 む 災 害 協 定 業 者 に と っ て

も 緊 急 復 旧 工 事 に お け る ス ピ ー ド 感 や 24 時 間 体 制 な ど 、 平 時 か ら の 事 前 の 心 構

え や 連 携 ・ 協 力 体 制 に 関 す る 理 解 が 重 要 と 考 え ら れ る 。 	
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2 . 7 .  地 方 整 備 局 や 自 治 体 へ の 要 望  

・ 緊 急 復 旧 対 応 工 事 で 、 受 注 者 は 昼 夜 問 わ ず 対 応 し て い る に も か か わ ら ず 、 発 注

者 の 監 督 員 が 3 日 ぐ ら い で 交 代 し て し ま う 。 監 督 官 も 業 務 多 忙 で あ る こ と は 理

解 し て い る が 、 復 旧 工 事 を 効 率 的 に す す め る た め に も 、 監 督 官 を 頻 繁 に 交 代 さ

せ る の で は な く 、 常 駐 さ せ て ほ し い 。 	

・ 緊 急 復 旧 対 応 で は 、 現 場 内 の Wi-F i 環 境 の 早 期 構 築 が 必 須 で あ る が 、 光 回 線 開

設 手 続 き に 時 間 が か か る 。 ま た 、 災 害 が 起 き る と こ ろ は 、 光 回 線 の 通 信 環 境 が

整 っ て い な い 場 所 が 多 い 。 そ の 場 合 、 SIM に よ る 無 線 通 信 で 対 応 す る 必 要 が あ

る が 、 容 量 を 超 え る と 通 信 が 切 れ る 問 題 が あ る 。 発 注 者 サ イ ド で 、 災 害 時 に 災

害 復 旧 業 者 が 使 え る よ う な 光 回 線 を 常 設 い た だ き た い 。 民 間 企 業 が 各 社 個 別 に

対 応 す る こ と は 、 あ ま り 経 済 的 で な い 。 	

・ 災 害 は い つ 起 こ る か 分 か ら な い が 、 3 連 休 の 中 日 に は 商 社 の 連 絡 が つ か ず 、 材

料 調 達 が ネ ッ ク と な る 。 議 論 の 余 地 は あ る も の の 、 労 務 だ け で な く 、 資 機 材 の

調 達 先 （ メ ー カ ー 、 商 社 な ど ） 	と の 災 害 協 定 締 結 に つ い て 検 討 し て ほ し い 。 	

・ 緊 急 復 旧 工 事 の 標 準 工 法 に 、 機 械 施 工 が で き な い 工 種 （ 法 面 保 護 工 ： 連 節 ブ ロ

ッ ク は 石 工 が 1 個 ず つ 貼 り 付 け る ） が あ る 。 災 害 復 旧 の 特 別 ル ー ル と し て 、 機

械 施 工 が 可 能 な 代 替 工 法 が あ れ ば よ い 。 	

・ 堤 防 上 の 道 路 を 約 3km を 1 車 線 で 通 行 し な け れ ば な ら な か っ た 。 災 害 の 発 生 箇

所 で 状 況 は 異 な る か も し れ な い が 、 調 整 可 能 で あ れ ば 何 か 所 か 2 車 線 化 で き れ

ば よ い 。 特 に 、 進 入 路 の 計 画 は 、 工 事 の 肝 と な る の で は な い か 。 	

・ 流 域 治 水 の 考 え 方 の 中 で 、 下 流 側 の 水 害 を 防 止 す る た め に 上 流 側 で 越 流 さ せ ざ

る を 得 な い エ リ ア が あ る 。 こ の エ リ ア に つ い て は 、 堤 防 道 路 の 対 策 を し て お く

必 要 が あ る 。 	

・ 働 き 方 改 革 の 中 で 、 会 社 的 に 緊 急 復 旧 の 時 は 適 用 除 外 と す る で あ ろ う が 、 労 働

組 合 と の 協 定 は ま だ や っ て い な い 。 	

・ 日 建 連 と し て 国 交 省 に 提 出 し て い る 災 害 時 に 対 応 可 能 な 資 機 材 の リ ス ト は 、 一

般 的 な 機 械 や ブ ル ー シ ー ト 、 土 の う 袋 等 だ け で あ る 。 鋼 材 な ど の 重 厚 長 大 な 資

材 は ゼ ネ コ ン 各 社 が 個 別 に 調 達 す る の は 合 理 的 で は な い た め 、 官 側 で 調 達 や 備

蓄 す る 仕 組 み が あ る と よ い 。 	

・ 災 害 は 予 期 で き な い た め 、 積 極 的 に ダ ム ・ 調 整 池 の 整 備 を し て 事 前 対 策 を 行 う

べ き と 考 え る 。 ま た 、 災 害 後 の 処 置 と し て は 地 方 整 備 局 ・ 自 治 体 も 官 民 一 体 化

で 迅 速 に 対 応 す る 必 要 が あ る と 思 う 。 	

・ 応 急 復 旧 と い う こ と で 、 県 や 国 交 省 の 方 が 、 い ろ い ろ な 地 方 か ら 来 て 、 地 場 の

状 況 も 分 か ら な い 中 で 復 旧 工 事 を 監 督 し て い る 。 様 々 な 協 議 を 進 め て い く な か

で 、 あ る 程 度 時 期 が 来 る と 入 れ 替 わ り が あ り 、 後 任 と の 引 継 ぎ が う ま く い っ て

な く て 苦 労 し た 。 こ の 点 の 改 善 が 必 要 で あ る 。 	

・ 重 機 土 工 の 歩 掛 が あ ま り に も 実 際 と 違 い す ぎ る 点 は 改 善 し て も ら い た い 。 	

・ ま た 、 官 積 上 は 25tR / C や 50t C / C で 積 算 さ れ て い る が 、 実 際 は 、 ス ピ ー ド 感 を

も っ て 動 け る よ う に 220t C / C を 使 用 し た 。 こ の 単 価 乖 離 も 非 常 に 大 き か っ た 。 	

・ 応 急 復 旧 の 時 は 、 あ る 程 度 費 用 を 見 て も ら え た よ う だ が 、 本 復 旧 に な る と 急 に
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厳 し く な っ た （ 根 固 め ブ ロ ッ ク の 運 搬 費 は 見 積 も り を 全 部 出 し た が 、 見 て も ら

え な か っ た ）。 	

・ 今 後 、 こ う い う 大 規 模 災 害 復 旧 工 事 が 出 件 に な る と き 、 河 川 工 事 経 験 者 と い う

条 件 を 付 与 さ れ る と 対 応 が 難 し い 。 計 画 段 階 に ア ド バ イ ザ ー と し て 経 験 者 を 配

置 す れ ば よ い と い う よ う な 条 件 で あ れ ば よ い と 思 う 。 	

・ 現 状 の 河 川 工 事 は 、 工 事 費 を 概 ね 3 億 円 未 満 に 抑 え て 、 地 元 の 業 者 が 施 工 す る

ケ ー ス が ほ と ん ど で あ る 。 そ の た め 、 大 手 及 び 準 大 手 ゼ ネ コ ン で は 、 河 川 工 事

の 経 験 者 が 少 な く 、 河 川 工 事 の 常 識 を 理 解 し 、 施 工 管 理 で き る 人 材 が 相 対 的 に

少 な い 。 	

・ 災 害 発 生 時 、 ゼ ネ コ ン の 機 動 力 を 活 用 し て 迅 速 に 災 害 復 旧 す る た め に は 、 発 注

者 は 平 時 か ら ゼ ネ コ ン 向 け に 比 較 的 大 ロ ッ ト の 河 川 工 事 を 発 注 し 、 ゼ ネ コ ン は

河 川 工 事 に 明 る い 職 員 を 育 成 す べ き で あ る 。 	

・ ま た 、 昔 の 自 治 体 発 注 の 護 岸 工 事 で は 正 確 な 完 工 図 面 が 存 在 し な い ケ ー ス が

多 々 あ り 、 原 形 復 旧 の た め の 施 工 計 画 へ 時 間 を 要 す る の で 、 完 工 図 面 等 の 確 実

な 管 理 を お 願 い し た い 。 	

・ 応 急 復 旧 後 の 本 復 旧 は 、 日 中 の み の 通 常 工 事 に な る 。 住 民 か ら の 早 期 復 旧 の 要

望 や 心 情 も 踏 ま え て 、 応 急 復 旧 扱 い と な る よ う 改 善 い た だ き た い 。 	

・ 労 基 法 の 改 正 後 に つ い て 、 仮 復 旧 か ら 本 復 旧 に 変 わ っ た 場 合 に も 災 害 時 適 用 除

外 が 受 け ら れ る よ う 、 お 願 い し た い 。 	
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３ .北 陸 新 幹 線 施 設 等 に お け る 応 急 復 旧 対 応 事 例 （JR 東 日 本 ） 

こ こ で は 、 東 日 本 旅 客 鉄 道 株 式 会 社 	 長 野 新 幹 線 車 両 セ ン タ ー で の 浸 水 被 害 と

対 応 に つ い て 記 載 す る 。 	

	

3 . 1 .被 害 の 概 要  

2 0 1 9 年 10 月 13 日 未 明 に 千 曲 川 の 堤 防 が 決 壊 し た 。決 壊 位 置 か ら 約 2km 北 側 に

あ る 長 野 新 幹 線 車 両 セ ン タ ー（ 以 下 、車 両 セ ン タ ー ）に 大 量 の 水 が 流 れ 込 ん だ (図

3 - 1、図 3 - 2 )。当 時 、車 両 セ ン タ ー に は 、新 幹 線 車 両 の 検 査・修 繕 な ど に 従 事 す る

36 名 の 関 係 者 が い た が 、深 夜 の 避 難 は 困 難 と 判 断 し て 、運 転 事 務 所 屋 上 な ど に 避

難 し た 。 な お 、 新 幹 線 の 検 査 ・ 修 繕 は 、 運 行 し な い 深 夜 ・ 早 朝 帯 が 主 で あ り 、 車

両 セ ン タ ー に は 多 く の 新 幹 線 が 入 庫 し て い た 。避 難 者 は 、13 日 の 夜 ま で に 自 衛 隊

に よ っ て 全 員 が 無 事 に 救 助 さ れ た 。車 両 セ ン タ ー 近 隣 や 内 部 の 水 の 排 出 は 、15 日

ま で か か っ た 。 	

	

	 	 	

図 3 - 1  浸 水 の 状 況 （ 全 景 ）          図 3 - 2  浸 水 の 状 況 （ 構 内 ）  

（ 出 典 ： 運 転 協 会 誌 ）               （ 出 典 ： 運 転 協 会 誌 ）  

 

浸 水 の 規 模 は 、 周 辺 地 盤 か ら 4～ 5m ほ ど の 高 さ で あ っ た 。 車 両 セ ン タ ー の 敷 地

内 は 周 辺 地 盤 よ り 2m ほ ど 高 く 盛 ら れ て い る た め 、 車 両 セ ン タ ー 内 の 建 物 は 、 2～

3m の 高 さ の 浸 水 被 害 を 受 け た 。 ま た 、 車 両 セ ン タ ー 脇 の 本 線 に お い て は 延 長 約

690m の 範 囲 が 浸 水 し た ほ か 、 車 両 セ ン タ ー 構 内 で は 北 陸 新 幹 線 車 両 10 編 成 が 水

没 し た 。 水 が 引 い た 後 、 新 幹 線 車 両 の 2 編 成 が 脱 線 し て い た （ 浮 力 に よ る も の と

考 え ら れ る ） た め 、 ジ ャ ッ キ に て 復 旧 を 行 っ た 。 新 幹 線 車 両 は 、 内 部 浸 水 し て い

た た め 廃 車 さ れ た 。 電 力 ・ 信 号 設 備 も 浸 水 し て 使 用 不 能 と な っ た ほ か 、 保 守 用 基

地 の 確 認 車 ・ 保 守 用 車 も 浸 水 被 害 を 受 け た 。 こ れ ら の 被 害 に よ っ て 、 長 野 新 幹 線

車 両 セ ン タ ー で は 、北 陸 新 幹 線 E7 系 の 車 両 の 検 査・清 掃・車 輪 研 削 作 業 等 が 実 施

で き な く な っ た 。 	

水 が 引 い た 後 の 調 査 に よ る と 、 構 造 物 基 礎 な ど の 土 木 構 造 物 の 大 き な 被 害 は 特

に み ら れ な か っ た 。 漂 流 物 （ 流 木 、 農 家 の リ ン ゴ 、 農 業 資 材 ） に よ っ て 、 車 両 セ

ン タ ー 周 囲 の 敷 地 境 界 に 設 置 さ れ て い る 支 柱 や フ ェ ン ス が 倒 れ る な ど の 被 害 が あ

っ た 。ま た 、車 両 セ ン タ ー 敷 地 内 は 、数 cm 程 の 厚 さ の 土 砂（ 泥 ）が 広 範 囲 に 堆 積

し て い た 。 泥 は 、 線 路 下 の バ ラ ス ト 内 に も 入 り 込 ん だ た め 、 状 態 の 悪 い 箇 所 は バ
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ラ ス ト の 交 換 を 行 っ た 。 	

	

3 . 2 .  応 急 復 旧 ・本 復 旧 ま で の 概 要 	

被 災 後 直 ち に 復 旧 工 事 を 長 野 新 幹 線 車 両 セ ン タ ー に 常 駐 し て い る パ ー ト ナ ー 会

社 に 発 注 し 、 土 砂 ・ 漂 流 物 の 撤 去 か ら 開 始 し た 。 堆 積 し た 土 砂 に よ っ て な か な か

敷 地 の 奥 に 入 る こ と は で き な か っ た た め 、 人 海 戦 術 で 対 応 し た 。 こ の 復 旧 作 業 が

長 期 戦 に な る こ と を 覚 悟 し 、 24 時 間 体 制 と せ ず 昼 間 だ け の 作 業 と し た 。 	

次 に 、 線 路 上 の 浸 水 車 両 の 撤 去 を 行 い 、 車 両 留 置 の な か っ た 着 発 10 番 ・ 11 番

線 (図 3 - 3 )か ら 順 番 に 復 旧 ・ 使 用 開 始 し て い っ た 。 被 災 前 と ほ ぼ 同 じ 状 態 ま で に

復 旧 し た の は 2021 年 4 月 25 日 で あ っ た 。 	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 3 - 3  長 野 新 幹 線 車 両 セ ン タ ー 構 内 の 復 旧 計 画  

（ 出 典 ： 運 転 協 会 誌 ）  

 

3 . 3 .  応 急 復 旧 時 に 役 に 立 っ た 土 木 技 術 ・対 策 等  

長 野 新 幹 線 車 両 セ ン タ ー の 土 木 構 造 物 に は 大 き な 損 傷 は な か っ た た め 、 応 急 復

旧 時 に 役 に 立 っ た ハ ー ド 対 策 は 特 に な か っ た 。 	

一 方 で 、JR 東 日 本 で は 、車 両 や 設 備 に よ り 所 管 す る 技 術 部 門 が 分 か れ て お り（ 車

両 、保 線 、土 木 、建 築 、機 械 、信 号 通 信 、電 力 ）、そ れ ぞ れ の 部 署 で 復 旧 工 事 を 行

う た め 、 工 程 等 の 部 門 間 調 整 に 苦 労 し た 。 そ こ で 、 復 旧 途 中 か ら コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン ツ ー ル と し て Team s を 使 用 し 始 め 、JR 東 日 本 の 各 技 術 部 門 間 で の 情 報 共 有 を

図 り 課 題 解 決 を 行 っ た 。 た だ し 、 社 内 セ キ ュ リ テ ィ ル ー ル の 関 係 上 、 協 力 会 社 等

に は Team s を 利 用 す る こ と が で き ず 、 電 話 等 で の 直 接 的 な 作 業 指 示 を 行 う 必 要 が

あ っ た 。 	

	

3 . 4 .  応 急 復 旧 時 に 困 難 だ っ た も の  

・広 範 囲 に 堆 積 し た 土 砂 (軟 弱 な 泥 )の 影 響 で 、敷 地 内 の 道 路 啓 開 に 時 間 を 要 し た 。
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舗 装 洗 浄 車 の よ う な 機 械 化 に よ る 工 期 短 縮 が 求 め ら れ る 。 ま た 、 人 員 ・ 物 資 の

輸 送 の た め 、 土 砂 (軟 弱 な 泥 )が あ っ て も 走 行 可 能 な 水 陸 両 用 車 の よ う な 機 械 、

あ る い は ア ク セ ス 用 ヘ リ ポ ー ト （ 高 台 ） 	も あ る と よ い 。 	

・留 置 線 が 11 本 あ り 、こ れ を 段 階 的 に 利 用 で き る よ う 作 業 を 進 め た 。た だ し 、留

置 線 の 使 用 再 開 （ 復 旧 ） 時 に は 架 線 に 高 圧 の 電 気 （ 交 流 25kV） が 流 れ る た め 、

作 業 員 の 感 電 防 止 対 策 と し て 加 圧 区 間 の 明 示 （ A 型 バ リ ケ ー ド 使 用 ） が 不 可 欠

で 、 新 幹 線 車 両 （ 25m/両 ×12 両 編 成 ） 分 の 延 長 に 相 当 す る 長 さ に わ た っ て バ ラ

ス ト 上 で バ リ ケ ー ド が 倒 れ な い よ う 確 実 に 設 置・取 り 囲 む 作 業 が 必 要 で あ っ た 。	

・ 車 両 セ ン タ ー 構 内 の 庁 舎 に 入 居 す る パ ー ト ナ ー 会 社 の 事 務 所 も 水 没 し た た め 、

使 用 機 材 に 不 具 合 が 生 じ た 。 そ の よ う な 中 で 、 パ ー ト ナ ー 会 社 は 復 旧 作 業 に 加

え て 通 常 の 維 持 管 理 業 務 も 行 う 必 要 が あ っ た 。 	

・ 構 内 の 下 水 道 が 利 用 で き ず 、 仮 設 ト イ レ を 準 備 す る 必 要 が あ っ た が 、 必 要 数 の

確 保 が で き な か っ た （ 各 地 で 同 時 に 必 要 と し た た め ）。 	

・ 敷 地 内 に あ る 給 湯 管 を 巻 く グ ラ ス ウ ー ル が 浸 水 ・ 泥 付 着 に よ り す べ て 交 換 と な

っ た 。 グ ラ ス ウ ー ル に 代 わ る よ う な 保 温 材 が 開 発 さ れ る と よ い 。 	

	

3 . 5 .  被 災 後 の 浸 水 対 策  

・ 	新 幹 線 車 両 お よ び 保 守 用 車 の 疎 開 	

大 雨 等 で 浸 水 す る 可 能 性 が あ る 場 合 に 備 え 、 予 測 水 位 に よ り ア ラ ー ト を 派 出 す

る 「 車 両 疎 開 判 断 支 援 シ ス テ ム 」 を 新 た に 導 入 し 、 対 策 本 部 の 判 断 に よ り 新 幹

線 車 両 や 保 守 用 車 の 退 避 （ 疎 開 ） 等 の 対 応 を 速 や か に 実 施 で き る 体 制 と し た 。 	

・ 恒 久 的 な 浸 水 対 策 	

今 後 の 水 害 対 策 と し て 、 運 行 へ の 影 響 が 大 き い と 考 え ら れ る 電 気 設 備 に 対 す る

か さ 上 げ 、 車 両 の 検 査 を 行 う 建 屋 の 開 口 部 等 に 対 し て 止 水 板 の 設 置 な ど が 想 定

さ れ る が 、 具 体 的 な 対 策 は 整 備 新 幹 線 区 間 の 財 産 を 所 有 し て い る 独 立 行 政 法 人

鉄 道 建 設 ・ 運 輸 施 設 整 備 支 援 機 構 （ JRTT） と の 協 議 が 必 要 と な る 。 	
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~ 1 ~ 
 

１. 目的 

本マニュアルは、一般社団法人日本建設業連合会(以下「日建連」という。)

の災害対応基準を補完するために、北陸支部の災害発生時における体制、

具体的な活動項目及び手順を定めるものである。 

 

２. 災害発生時の対応 

（１）緊急災害対策本部の設置 

以下の場合に緊急災害支部対策本部（以下「対策本部」という。）を北陸

支部に設置する。   

① 北陸地域（原則として、新潟県、富山県、石川県内とする。）におい

て震度６強以上の大規模地震が発生した場合 

② 地震以外の災害で広域に渡り大被害が生じ、関係行政機関からの要

請があるなど、総務委員会で必要と判断した場合 

 

 （２）北陸支部対策本部の体制 

① 組  織 

 本部長   支部長 

・対策本部の総括 

 副本部長  副支部長 

       ・対策本部の副総括 

本部委員  支部総務委員、事務局長 

・関係行政機関等からの要請への対応の検討等 

 連絡委員  支部契約積算・技術委員 

       ・緊急災害時の連絡対応 

② 本部会議 

 本部会議の構成員は、本部長、副本部長、本部委員とし、本部長が必

要に応じ開催する。 

 

  （３）緊急災害対応活動 

   関係行政機関等からの要請への対応 

   ①応急復旧工事等 

応急復旧工事等に関する業務は、締結している災害協定に定める範囲

を原則とし、具体的な対応は対策本部が主体となって行うものとする。 

なお、対策本部において特に必要と判断した場合には、災害協定外の

要請であっても可能な範囲で対応することとする。 
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~ 2 ~ 
 

また、対応に当たっては、支部会員会社と連携して対応するとともに、

支部会員会社への呼びかけはなるべく広く行うものとする。 

 

② 資機材の調達・運搬 

応急復旧工事等に関連しない仮設トイレや生活支援物資等の資機材の

調達・運搬は、締結している災害協定の趣旨に基づくものを原則とし、

具体的な対応は対策本部が主体となって行うものとする。 

なお、対策本部において特に必要と判断した場合には、上記以外の要

請であっても可能な範囲で対応することとする。 

また、資機材の調達・運搬要請を受けた際は、支部長、副支部長会社

を中心に支部会員会社と連携して対応するとともに、支部会員会社への

呼びかけはなるべく広く行うものとする。 

③ その他の役務・情報提供 

対策本部は、関係行政機関等から要請のあったその他の役務・情報提

供についても、可能な範囲で対応するものとする。 

   ④ 対応会社の決定 

    基本的には、対応会社の決定は災害協定締結先が行うものとする。 

 

 （４）対策本部の縮小及び終了 

   対策本部は、活動状況を確認のうえ、対策本部会議に諮って活動を縮小

又は終了することができる。 

 

  付則 

本要領は２０１２年５月２１日から実施する。 

 

  付則 

    ２０２２年８月３０日 一部改正 
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Ⅱ-２ 平 成  30  年  7  月 豪 雨 （西 日 本 豪 雨 ） 

	
１ .平 成  30  年  7  月 豪 雨 に よ り 発 生 し た 大 規 模 災 害 の 概 要  

1 . 1 .気 象 の 状 況  

平 成 30 年 6 月 29 日 に 日 本 の 南 で 発 生 し た 台 風 7 号 は ゆ っ く り と し た 速 度 で 北

上 し 、7 月 3 日 に 九 州 北 部 に 接 近 し た 後 、対 馬 海 峡 を 通 過 し て 7 月 4 日 の 15 時 に

日 本 海 で 温 帯 低 気 圧 に 変 わ っ た 。 こ の 台 風 7 号 の 通 過 に 伴 い 日 本 列 島 を 覆 っ て い

た 太 平 洋 高 気 圧 が 南 東 に 後 退 し 、北 海 道 付 近 に 停 滞 し て い た 梅 雨 前 線 が 	7 月 5 日

に は 西 日 本 ま で 南 下 し 、 そ の 後 停 滞 し た 。 そ こ へ 台 風 か ら 変 わ っ た 温 帯 低 気 圧 か

ら 暖 か く 非 常 に 湿 っ た 空 気 が 日 本 付 近 に 流 れ 込 み 、 梅 雨 前 線 が 活 発 と な っ た 。 そ

の た め 、 9 日 に 梅 雨 前 線 が 北 上 し て 活 動 を 弱 め る ま で の 長 期 に わ た り 西 日 本 の 広

い 範 囲 で 強 い 雨 が 続 き 、 今 回 の 記 録 的 な 豪 雨 と な っ た (図 1 - 1 )。 	

	

	

図 1 - 1  台風第 7 号経路図と地上天気図（7 月 7 日 9 時時点） 

（ 出 典 ： 国 土 交 通 省 ）  
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図 1 - 2  7 月 5 日 か ら 8 日 の 記 録 的 な 大 雨 の 気 象 要 因 の イ メ ー ジ 図  

(出 典 ： 気 象 庁 ）  

	

7 月 5 日 か ら 8 日 に か け て の 西 日 本 を 中 心 と し た 記 録 的 な 大 雨 の 気 象 要 因 を 気

象 庁 が 解 析 し た 結 果 、 次 の 3 つ と 考 え ら れ て い る (図 1 - 2 )。 	

①  多 量 の 水 蒸 気 の 2 つ の 流 れ 込 み が 西 日 本 付 近 で 合 流 し 持 続 	

②  梅 雨 前 線 の 停 滞 ・ 強 化 な ど に よ る 持 続 的 な 上 昇 気 流 の 形 成 	

③  局 地 的 な 線 状 降 水 帯 の 形 成 	

特 に 、 ① と ② が 主 な 要 因 で あ り 、 こ れ ま で の 梅 雨 期 と し て は 、 こ れ ま で に な い

量 の 水 蒸 気 が 集 中 し て い た よ う で あ る 。 	

	

気 象 庁 に よ り 暫 定 公 表 さ れ た 観 測 デ ー タ に よ れ ば 、6 月 28 日 0 時 か ら 7 月 8 日

9 時 ま で の 総 降 水 量 は 、 と こ ろ に よ り 四 国 地 方 で 1,80 0 m m、 東 海 地 方 で 1,20 0 m m、

九 州 地 方 で 900m m、 近 畿 地 方 で 600m m、 中 国 地 方 で 500m m 	 を 超 え る と こ ろ が あ る

な ど 、 7 月 の 月 降 水 量 平 年 値 の 2～ 4 倍 と な る 大 雨 と な っ た と こ ろ が あ っ た (図 1 -

3 )。 	

西 日 本 か ら 東 海 地 方 に か け て の 地 域 を 中 心 に 、多 く の 地 点 で 24 時 間 、48 時 間 、

72 時 間 降 水 量 の 観 測 史 上 最 大 値 を 更 新 し た 。 	
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図 1 - 3  期 間 降 水 量 分 布 図 (6 月 2 8 日 0 時 ～ 7 月 8 日 2 4 時 )  

(出 典 ： 気 象 庁 ） 

	

中 国 、 四 国 地 方 の 天 気 図 ・ 衛 星 画 像 ・ 日 降 水 量 (解 析 雨 量 )を 図 1 - 4 ( 1 ) ～ ( 3 )に 、

48	時 間 降 水 量 (解 析 雨 量 )・大 雨 警 報 (浸 水 害 )の 危 険 度 分 布・土 砂 災 害 判 定 メ ッ シ

ュ 情 報・洪 水 警 報 の 危 険 度 分 布 (広 島 県 、岡 山 県 、鳥 取 県 に 大 雨 特 別 警 報 を 発 表 し

た 直 後 )を 図 1 - 5 ( 1 )に 示 す 。 ま た 、 同 (愛 媛 県 、 高 知 県 )を 図 1 - 5 ( 2 )に 示 す 。 	
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図 1 - 4 ( 1 )  天 気 図 ・ 衛 星 画 像 ・ 解 析 雨 量  

（ 出 典 ： 気 象 庁 ）  
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図 1 - 4 ( 2 )  天 気 図 ・ 衛 星 画 像 ・ 解 析 雨 量  

（ 出 典 ： 気 象 庁 ）  
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図 1 - 4 ( 3 )  天 気 図 ・ 衛 星 画 像 ・ 解 析 雨 量  

（ 出 典 ： 気 象 庁 ）  
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＜ 中 国 地 方 の 状 況 ＞  

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 1 - 5 ( 1 )  4 8 時 間 降 水 量 (解 析 雨 量 )・ 大 雨 警 報 (浸 水 害 )の 危 険 度 分 布  

・ 土 砂 災 害 判 定 メ ッ シ ュ 情 報 ・ 洪 水 警 報 の 危 険 度 分 布  

(広 島 県 、 岡 山 県 、 鳥 取 県 に 大 雨 特 別 警 報 を 発 表 し た 直 後 )  

（ 出 典 ： 気 象 庁 ） 	
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＜ 四 国 地 方 の 状 況 ＞  

図 1 - 5 ( 2 )  4 8  時 間 降 水 量 (解 析 雨 量 )・ 大 雨 警 報 (浸 水 害 )の 危 険 度 分 布  

・ 土 砂 災 害 判 定 メ ッ シ ュ 情 報 ・ 洪 水 警 報 の 危 険 度 分 布  

(愛 媛 県 、 高 知 県 に 大 雨 特 別 警 報 を 発 表 し た 直 後 )  

（ 出 典 ： 気 象 庁 ） 	 	
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1 . 2 .被 害 の 状 況  

1 . 2 . 1 .概 況  

平 成 30 年 6 月 28 日 以 降 の 台 風 第 7 号 や 梅 雨 前 線 の 影 響 に よ っ て 、 西 日 本 を 中

心 に 全 国 的 に 広 い 範 囲 で 記 録 的 な 大 雨 と な り 、 全 国 各 地 で 甚 大 な 被 害 が 発 生 し た

こ と を 踏 ま え 、今 般 の 豪 雨 に つ い て 、気 象 庁 に よ り 7 月 9 日 に「 平 成 30 年 7 月 豪

雨 」 と 定 め ら れ た 。 	

	

1 . 2 . 2 .中 国 地 方  

【一 般 被 害 の 概 要 】 

1 )人 的 被 害 	

岡 山 県 内 で 死 者 61 人 、 行 方 不 明 者 3 人 、 負 傷 者 161 人 、 広 島 県 内 で 死 者 109

人 、行 方 不 明 者 5 人 、負 傷 者 138 人 、山 口 県 内 で 死 者 3 人 、負 傷 者 13 人 の 人 的 被

害 が 発 生 し た 。（ 全 国 に お け る 死 者 224 人 、 行 方 不 明 者 8 人 、 負 傷 者 427 人 ）（ 災

害 関 連 死 除 く ）（ 平 成 30 年 10 月 9 日 時 点 （ 消 防 庁 ）。） 	

2)建 物 被 害 	

住 宅 被 害 は 全 国 で 51,3 3 7 棟 と 大 規 模 に 及 ん だ が 、 中 国 地 方 で 34,8 0 4 棟 （ 約 7

割 ） と 被 害 が 集 中 し て い る 。 	

	

表 1 - 1  人 的 ・ 物 的 被 害 の 状 況  

	

（ 出 典 ：  国 土 交 通 省 ）  

	

【ラ イ フ ラ イ ン 被 害 の 概 要 】 

1 )電 力 	

7 日 5 時 時 点 で 中 国 地 方 に お け る 停 電 は 約 30,0 0 0 戸 。こ の う ち 、広 島 県 内 で 最

大 7,60 0 戸 に 影 響 を 与 え た 沼 田 西 変 電 所 は 、 県 管 理 河 川 の 沼 田 川 の 決 壊 に よ り 水

没 。 そ の 後 、 19 日 に 完 全 復 旧 し た 。 	

2)ガ ス 	

土 砂 崩 れ に よ る 供 給 管 や 灯 外 内 管 の 破 損 等 の た め 、広 島 県 、岡 山 県 で 約 40 戸 の

ガ ス 供 給 支 障 が 発 生 し た 。 	
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3 )水 道 	

広 島 県 、岡 山 県 で は 、約 22 万 戸 の 断 水 が 発 生 し 、応 急 復 旧 を 含 め て 給 水 を 再 開

す る ま で に 最 長 で 1 か 月 か か っ た （ 広 島 市 の 水 道 管 破 裂 復 旧 は 8 月 9 日 ま で ）。

広 島 県 企 業 局 の 宮 原 浄 水 場 導 水 ト ン ネ ル 閉 塞 、 本 郷 取 水 場 の 水 没 に よ り 被 害 を 受

け た 、 呉 市 、 尾 道 市 、 三 原 市 、 江 田 島 市 は 約 18.6 	 万 戸 と 被 害 総 数 の 約 8 割 を 占

め る ほ ど 、 深 刻 な 断 水 被 害 と な っ た 。 	

	

【河 川 被 害 の 概 要 】 

1 )出 水 概 況 	

7 月 5 日 か ら 本 州 付 近 に 停 滞 す る 梅 雨 前 線 の 活 動 が 活 発 に な り 、 中 国 地 方 で は

多 い と こ ろ で 降 り 始 め か ら の 総 雨 量 が 450m m を 超 え 、 昭 和 47 年 7 月 豪 雨 以 来 の

記 録 的 な 豪 雨 と な っ た 。 	

こ の 記 録 的 な 豪 雨 に よ り 、 国 管 理 河 川 に お い て は 6 水 系 13 河 川 23 観 測 所 で

「 氾 濫 危 険 水 位 」 を 超 過 し 、 こ の う ち 高 梁 川 、 芦 田 川 、 江 の 川 な ど 、 5 水 系 9 河

川 13 観 測 所 で 観 測 史 上 最 高 水 位 を 記 録 し た 。 	

こ の 出 水 に よ り 、 国 管 理 河 川 で は 、 8 水 系 13 河 川 50 箇 所 で 施 設 被 害 が 発 生 し

た 。 特 に 、 高 梁 川 水 系 小 田 川 で は 堤 防 が 決 壊 し 、 岡 山 県 倉 敷 市 真 備 町 に お い て 大

規 模 な 浸 水 被 害 が 発 生 し た ほ か 、 太 田 川 水 系 三 篠 川 や 江 の 川 水 系 江 の 川 等 で 溢 水

※ 1 等 に よ る 浸 水 被 害 が 発 生 し た 。ま た 、芦 田 川 水 系 芦 田 川 等 、管 内 各 地 で 内 水 等

に よ る 浸 水 被 害 ※ 2 も 発 生 し た 。 	

県 管 理 河 川 に お い て も 、 鳥 取 県 の 3 水 系 4 河 川 、 島 根 県 の 1 水 系 1 河 川 、 岡 山

県 の 6 水 系 12 河 川 、 広 島 県 の 13 水 系 32 河 川 、 山 口 県 の 19 水 系 25 河 川 、 あ わ

せ て 42 水 系 74 河 川 で 「 氾 濫 危 険 水 位 」 を 超 過 し た 。 	

岡 山 県 の 旭 川 水 系 砂 川 や 広 島 県 の 沼 田 川 水 系 梨 和 川 な ど で 堤 防 が 決 壊 し て 大 規

模 な 浸 水 被 害 が 発 生 し た ほ か 、 各 所 で 溢 水 や 内 水 等 に よ る 浸 水 被 害 が 発 生 し た 。 	

	

※ 1 :溢 水 :堤 防 の な い 区 間 に お い て 、 河 川 等 の 水 が 溢 れ 出 る こ と 。 	

※ 2:内 水 氾 濫 、 内 水 被 害 :河 川 が 増 水 し た こ と に よ る 水 位 上 昇 に よ り 、 堤 内 地 	(宅 地 )	に

降 っ た 雨 が 自 然 に 河 川 へ 排 水 が で き な く な り 、 堤 内 地 の 水 路 が 溢 れ で る こ と 。 内 水 氾

濫 に よ る 被 害 を 内 水 被 害 と い う 。 	

	

こ れ ら の 国 管 理 河 川 の 出 水 概 況 を 図 1 - 6 に 、 被 災 状 況 を 図 1 - 7 に 示 す 。 ま た 、

倉 敷 市 真 備 町 周 辺 の 氾 濫 状 況 を 図 1 - 8 に 示 す 。 	
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図 1 - 6  国 管 理 河 川 の 出 水 概 況  

（ 出 典 ： 国 土 交 通 省 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 - 7  国 管 理 河 川 の 被 災 状 況  

（ 出 典 ： 国 土 交 通 省 ）  
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図 1 - 8  氾 濫 状 況 (倉 敷 市 真 備 町 周 辺 )  

（ 出 典 ： 国 土 交 通 省 ）  

 

1 . 2 . 3 .四 国 地 方  

今 回 の 大 雨 に よ り 、 愛 媛 県 の 東 予 西 部 か ら 南 予 地 域 、 及 び 高 知 県 の 幡 多 地 域 に

か け 、 人 的 被 害 や 建 物 の 損 壊 、 浸 水 に よ る 被 害 が 集 中 し た 。 	

愛 媛 県 で は 、 西 予 市 野 村 町 で 7 日 朝 、 肱 川 が 氾 濫 し 、 逃 げ 遅 れ た 5 人 が 死 亡 し

た 。宇 和 島 市 吉 田 町 で は 7 日 、多 数 の 土 砂 崩 れ が 発 生 し 11 人 が 死 亡 し た 。松 山 市

の 怒 和 島 で は 7 日 0 時 50 分 頃 、住 宅 の 裏 山 が 崩 れ て 1 棟 が 倒 壊 し 、3 人 が 死 亡 し

た 。 	

高 知 県 で は 、 香 南 市 で 6 日 朝 、 1 人 が 香 宗 川 で 流 さ れ 死 亡 し た 。 大 月 町 で は 2

人 が 亡 く な り 、 県 内 で 計 3 人 が 死 亡 し た 。 安 芸 市 で は 、 6 日 未 明 に 市 内 を 流 れ る

安 芸 川 が 栃 ノ 木 地 区 で 氾 濫 し 、 川 沿 い の 東 地 の 集 落 で は 約 10 棟 が 浸 水 被 害 に 遭

い 、21 人 が 一 時 孤 立 し た 。	 	 	 (出 典 :ウ ィ キ ペ デ ィ ア「 平 成 30	年 7	月 豪 雨 」)	

四 国 4 県 に お け る 一 般 被 害 の 発 生 状 況 を 図 1 - 9 に 、 四 国 で 発 生 し た 主 な 被 害 を

図 1 - 1 0 に 示 す 。補 助 国 道 及 び 県 道 の 通 行 止 め 状 況 を 図 1 - 1 1 に 、	孤 立 集 落 の 発 生

情 報 を 図 1 - 1 2 に 示 す 。 	
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図 1 - 9  四 国 4 県 に お け る 一 般 被 害 の 発 生 状 況  

（ 出 典 ： 国 土 交 通 省 ）  

	

土 砂 災 害 は 、 愛 媛 県 西 部 か ら 愛 媛 県 中 部 に 線 状 に 集 中 し て い る が 、 高 知 県 、 香

川 県 、 徳 島 県 に も 広 く 発 生 し た 。 ま た 、 こ の 豪 雨 に よ り 、 高 速 道 路 や 直 轄 国 道 の

主 要 幹 線 道 路 で 、 土 砂 流 入 や 法 面 崩 壊 等 が 多 発 し た 。 通 行 規 制 実 施 区 間 (延 べ 延

長 )の 総 延 長 に 占 め る 割 合 は 、高 速 道 路 で は 約 57%、一 般 国 道 (直 轄 管 理 区 間 )で は

約 11%と な り 、 直 轄 国 道 の 事 前 通 行 規 制 区 間 は 、 12 箇 所 の う ち 9 箇 所 で 規 制 を 実

施 し た 。 	
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図 1 - 1 0  四 国 で 発 生 し た 主 な 被 害  

（ 出 典 ： 国 土 交 通 省 ）  
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図 1 - 1 1  補 助 国 道 及 び 県 道 の 通 行 止 め 状 況  

（ 出 典 ： 国 土 交 通 省 ）  

 

	

図 1 - 1 2  孤 立 集 落 の 発 生 状 況  

（ 出 典 ： 国 土 交 通 省 ）	  
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２ .  岡 山 県 倉 敷 市 真 備 町 の 被 災 と 復 旧  

2 . 1 .調 査 の 背 景 と 目 的  

西 日 本 豪 雨 は 西 日 本 の 広 い 範 囲 に 大 雨 に 伴 う 浸 水 災 害 、 堤 防 損 傷 、 土 砂 災 害 な

ど 、 大 き な 被 害 を も た ら し た 。 そ の 中 で も 岡 山 県 倉 敷 市 真 備 町 で は 、 高 梁 川 水 系

小 田 川 お よ び そ の 派 川 の 決 壊 に よ り 約 1,20 0 h a が 浸 水 し 、死 者 51 人 、全 半 壊 住 宅

約 5,50 0 戸 と い う 大 惨 事 と な っ た 。 浸 水 区 域 の 緊 急 排 水 、 決 壊 箇 所 の 応 急 復 旧 、

浸 水 区 域 内 の 道 路 の 啓 開 、 堆 積 土 砂 の 撤 去 、 塵 芥 対 策 （ 散 水 他 ） 等 、 多 く の 課 題

に 対 し て 、 関 係 者 が 迅 速 に 取 り 組 ん だ 例 と し て 、 取 り 上 げ る こ と と し た 。 	

な お 、 こ の 応 急 対 策 工 事 に 引 き 続 き 、 国 土 交 通 省 は 、 氾 濫 を 防 ぐ た め 、 小 田 川

が 高 梁 川 に 合 流 す る 地 点 を 4km 余 り 下 流 に 付 け 替 え る 大 掛 か り な 改 修 工 事 を 継 続

し て い る 。本 稿 執 筆 時 の 令 和 5 年 10 月 29 日 に は 、新 た な 水 路 の 通 水 が 始 ま っ た 。

今 後 は 、 い ま の 合 流 点 を 堤 防 で 閉 め 切 り 、 水 の 流 れ を 完 全 に 切 り 変 え る た め の 工

事 が 行 わ れ て お り 、 こ の 一 連 の 工 事 は 、 令 和 6 年 3 月 に 完 成 す る 見 込 み で あ る 。 	

今 回 の 災 害 に 対 し て 、 関 係 各 所 が ど の よ う に 対 処 し た か 等 に つ い て 、 中 国 地 方

整 備 局 と 日 建 連 中 国 支 部 お よ び 復 旧 に 携 わ っ た 日 建 連 加 盟 建 設 会 社 へ ヒ ア リ ン グ

を 行 い 取 り ま と め る こ と と し た 。 	

2 . 1 . 1 .調 査 対 象 と 事 例  

梅 雨 末 期 の 雨 の 続 い た 7 月 6 日 の 夜 、 岡 山 県 倉 敷 市 真 備 町 を 流 れ る 高 梁 川 の 水

位 が 上 昇 し 、 こ れ に 合 流 す る 小 田 川 で も 流 れ が せ き 止 め ら れ て 水 位 が 上 が っ て い

っ た 。 増 水 し た 本 流 に 支 流 の 水 が 流 れ に く く な り 、 水 位 が 上 が る 「 バ ッ ク ウ ォ ー

タ ー 」と 呼 ば れ る 現 象 が 発 生 し た 。高 梁

川 と 小 田 川 の 合 流 部 で 起 き た バ ッ ク ウ

ォ ー タ ー が 、 今 度 は 小 田 川 と 支 流 の 合

流 部 で も 発 生 し た 。 支 流 の 水 位 も 急 上

昇 し 、堤 防 が 次 々 と 決 壊 し て い っ た 。こ

の 間 、 上 流 で 降 っ た 雨 は ど ん ど ん 真 備

町 に 押 し 寄 せ 、 水 深 が 最 大 5m に 達 し

た 。す る と 今 度 は 、水 圧 に 耐 え き れ ず 、

そ れ ま で に 決 壊 し て い た 場 所 の 対 岸 の

堤 防 が 新 た に 決 壊 し た こ と に よ り 、 時

間 差 で 東 側 の 地 域 も 飲 み 込 ま れ て い っ

た 。こ れ に よ り 、住 宅 や 病 院 、飲 食 店 な

ど が 建 ち 並 ぶ 町 の 中 心 部 が 広 範 囲 に わ

た っ て 浸 水 し た 。 バ ッ ク ウ ォ ー タ ー に

よ る 小 田 川 と そ の 支 流 の 堤 防 決 壊 以 外

に 同 様 の 事 例 で 旭 川 、砂 川 、岩 倉 川 、尾

坂 川 、高 屋 川 、18	箇 所 で も 堤 防 が 決 壊

し た 。 	

	 	

図2-1 倉敷市真備町の浸水エリアとバックウォー
ター現象 

（出典：産経新聞 産経WEST 西日本豪雨 甚大
被害の原因、「バックウォーター現象」
か･･･専門家指摘） 
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2 . 2 .応 急 復 旧 ・本 復 旧 ま で の 概 要 と 対 応 プ ロ セ ス  

2 . 2 . 1 .中 国 地 方 整 備 局 と の 災 害 協 定  

2 0 1 1（ 平 成 23）年 4 月 1 日 付 で 、中 国 地 方 整 備 局 と 日 建 連・中 国 支 部 と の 間 で 、

「 災 害 時 に お け る 中 国 地 方 整 備 局 所 管 施 設 の 災 害 応 急 対 策 業 務 に 関 す る 協 定 」 が

結 ば れ た 。 そ の 後 、 日 建 連 が 「 指 定 公 共 機 関 」 に 指 定 さ れ た こ と を 背 景 に 、 南 海

ト ラ フ 巨 大 地 震 な ど 各 県 に ま た が る 大 規 模 な 広 域 災 害 が 発 生 し た 事 態 を 想 定 し 、

そ の 復 旧 、 復 興 に あ た り 、 全 国 的 な 技 術 力 、 資 機 材 の 調 達 な ど 大 手 民 間 建 設 業 の

支 援 が 可 能 と な る 包 括 協 定 を 2016（ 平 成 28） 年 3 月 29 日 に 締 結 し た 。 こ の 協 定

で は 、複 数 の 県 お よ び 政 令 市 へ の 支 援 に あ た り 、東 日 本 大 震 災 で の 経 験 を 踏 ま え 、

円 滑 に 災 害 対 応 が 行 え る よ う に 中 国 地 方 整 備 局 が 支 援 要 請 を 取 り ま と め る こ と と

な っ て い る 。 	

岡 山 県 倉 敷 市 真 備 町 の 被 災 と 復 旧 に お い て は 、 岡 山 河 川 事 務 所 と 「 災 害 応 急 対

策 活 動 等 （ 写 真 撮 影 ） に 関 す る 基 本 協 定 」 を 締 結 し て い る 2 社 （ 西 部 技 術 コ ン サ

ル タ ン ト ㈱ 、 ㈱ 秋 山 測 量 設 計 ） に 要 請 し 、 堤 防 決 壊 等 の 被 災 状 況 調 査 、 排 水 作 業

状 況 撮 影 等 を 実 施 し た 。 応 急 復 旧 工 事 は 、 岡 山 河 川 事 務 所 と 「 河 川 等 災 害 応 急 対

策 活 動 等 に 関 す る 基 本 協 定 」 を 締 結 し て い る 会 社 の 内 、 高 梁 川 出 張 所 管 内 を 担 当

す る ７ 社 （ ㈱ 大 森 工 務 店 、 ㈱ 小 田 組 、 ㈱ カ ザ ケ ン 、 ㈱ ナ イ カ イ ア ー キ ッ ト 、 ㈱ ニ

シ テ ク ノ 、 ㈱ 藤 原 組 、 三 宅 建 設 ㈱ ） に 決 壊 箇 所 等 の 緊 急 復 旧 を 依 頼 し 、 緊 急 復 旧

工 事 が 必 要 と な っ た 3 箇 所 を 分 担 し て 工 事 に あ た っ た 。 	

	

2 . 2 . 2  日 建 連 中 国 支 部 の 災 害 対 応  

西 日 本 豪 雨 の 際 の 緊 急 復 旧 工 事 に つ い て 、 日 建 連 で は 、 国 道 2 号 の 被 災 地 で の

現 地 確 認 お よ び 土 の う 袋 （ 917, 5 5 0 袋 ）・ ス コ ッ プ （ 2,35 2 丁 ） の 納 入 を 行 っ て い

る 。 そ の 他 、 散 水 車 の 要 請 が あ っ た た め 、 散 水 車 を 確 保 し て 対 応 可 能 な 体 制 を 準

備 し た 。 	

日 建 連 中 国 支 部 の 対 策 本 部 で は 、 災 害 時 に 対 応 可 能 な 会 員 を 調 査 し て 対 応 可 能

業 者 リ ス ト を 作 成 し 、 発 注 者 に 提 出 し て い る 。 ま た 、 提 供 可 能 な 人 員 、 資 機 材 に

つ い て も 毎 年 報 告 を し て い る が 、 岡 山 県 倉 敷 市 真 備 町 の 被 災 と 復 旧 に お い て は 、

発 注 者 か ら の 問 い 合 わ せ は な か っ た 。 	
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2 . 3  中 国 地 方 整 備 局 に よ る 応 急 復 旧 対 応  

大 規 模 な 浸 水 被 害 が 確 認 さ れ た 小 田 川 で は 、 7 日 早 朝 か ら 河 川 巡 視 等 よ り 堤 防

決 壊 な ど が 確 認 さ れ 、 岡 山 河 川 事 務 所 か ら 河 川 室 へ 報 告 さ れ た 。 7 日 昼 す ぎ ま で

に 確 認 さ れ た 堤 防 の 大 規 模 な 被 災 箇 所 は 、 堤 防 決 壊 が 2 箇 所 （ 写 真 2 - 1 、 写 真 2 -

2）、 法 崩 れ が 1 箇 所 で あ っ た 。 小 田 川 の 応 急 復 旧 工 事 位 置 図 を 図 2 - 2 に 示 す 。 	

	

	 	

写 真 2 - 1  堤 防 決 壊 箇 所 （ 左 岸 3 k 4 0 0 ）  写 真 2 - 2  堤 防 決 壊 箇 所 （ 左 岸 6 k 4 0 0 ）  

（ 提 供 ： 中 国 地 方 整 備 局 ）  

 

	

図 2 - 2  小 田 川 応 急 復 旧 工 事 位 置 図  

（ 提 供 ：  中 国 地 方 整 備 局 ）  

 

河 川 室 は 堤 防 決 壊 等 の 被 害 の 連 絡 を 受 け 、 災 害 復 旧 事 業 を 担 当 す る 水 管 理 ･国

土 保 全 局 治 水 課 へ 報 告 し 、緊 急 復 旧 事 業 と し て 手 続 を 進 め る こ と と し た 。そ の 後 、

岡 山 河 川 事 務 所 と 協 議 し 応 急 復 旧 の 計 画 案 を 作 成 、 治 水 課 よ り 緊 急 復 旧 事 業 と し

て の 了 解 を 得 て 、 応 急 復 旧 工 事 に 着 手 し た 。 	

応 急 復 旧 工 事 の 計 画 図 を 図 2 - 3 に 示 す 。 応 急 復 旧 は 、 荒 締 切 盛 土 を 2 週 間 、 鋼

矢 板 締 切 を 2 週 間 で 施 工 す る 計 画 と し た 。 	
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小 田 川 応 急 復 旧 計 画 図 （ 左 岸 3 ｋ  4 0 0 ）  

	

	

小 田 川 応 急 復 旧 計 画 図 （ 左 岸 6 ｋ  4 0 0 ）  

	

	

小 田 川 応 急 復 旧 計 画 図 （ 右 岸 0 ｋ  6 0 0 ）  

 

図 2 - 3  小 田 川 応 急 復 旧 計 画 図  

（ 提 供 ： 中 国 地 方 整 備 局 ）	

	

岡 山 河 川 事 務 所 で は 7 月 4 日 ま で に は タ イ ム ラ イ ン に 基 づ い て 、 災 害 協 定 締 結

会 社 に 決 壊 箇 所 等 の 応 急 復 旧 を 依 頼 し 、 緊 急 復 旧 工 事 が 必 要 と な っ た 3 箇 所 を 分

担 し て 工 事 に あ た っ た 。 応 急 復 旧 工 事 の 状 況 を 表 2 - 1、 写 真 2 - 3 ～ 6 に 示 す 。 	
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表 2 - 1  小 田 川 応 急 復 旧 状 況  

	

（ 提 供 ： 中 国 地 方 整 備 局 ）  

	

		 	

写 真 2 - 3 荒 締 切 施 工 状 況        写 真 2 - 4  荒 締 切 盛 土 夜 間 施 工 状 況  

（ 提 供 ： 中 国 地 方 整 備 局 ）  

	

	 	

写 真 2 - 5  鋼 矢 板 二 重 締 切 堤 施 工 状 況      写 真 2 - 6  応 急 復 旧 堤 防 完 成 状 況  

（ 提 供 ： 中 国 地 方 整 備 局 ）  

	

岡 山 河 川 事 務 所 は 、 小 田 川 の 堤 防 決 壊 の 情 報 を 確 認 の 後 、 高 梁 川 出 張 所 を 支 援

す る 職 員 と し て 、7 日 か ら 建 設 監 督 官 を 、8 日 か ら は 副 所 長（ 技 術 ）を 現 地 へ 派 遣

し 対 応 に あ た っ た 。 	
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応 急 復 旧 全 般 に 対 応 す る た め 、 本 局 か ら 河 川 情 報 管 理 官 、 流 域 ・ 水 防 調 整 官 を

7 月 10 日 か ら 23 日 ま で 、 さ ら に 工 事 の 実 施 面 に 対 応 す る た め 河 川 工 事 課 長 補 佐

お よ び 河 川 部 職 員 1 名 を 7 月 11 日 か ら 22 日 ま で 高 梁 川 出 張 所 へ 派 遣 し た 。 	

ま た 、 災 害 対 策 本 部 か ら （ 一 社 ） 中 国 建 設 弘 済 会 へ 防 災 エ キ ス パ ー ト の 派 遣 要

請 が あ り 、 高 梁 川 出 張 所 へ は 10 日 か ら 15 日 ま で の 間 、 の べ 12 人 の 防 災 エ キ ス

パ ー ト が 派 遣 さ れ 、応 急 工 事 の 実 施 に あ た り 技 術 的 な 助 言 を 行 っ た 。	緊 急 復 旧 工

事 の 現 場 対 応 に 係 る 監 督 等 の 応 援 に つ い て も 、 本 局 お よ び 管 内 事 務 所 等 よ り 工 事

監 督 が 可 能 な 職 員 が 派 遣 さ れ 、 日 々 の 工 事 進 捗 状 況 の 確 認 、 現 場 で の 立 会 、 関 係

者 間 の 調 整 な ど に 従 事 し た 。 工 事 は 3 箇 所 に お い て 24 時 間 体 制 で 行 わ れ て い た

た め 、 2 交 替 で 現 場 に 常 駐 し て 現 地 を 担 当 し た 。 	

	

2 . 4 .日 建 連 会 員 企 業 に よ る 復 旧 工 事 （鹿 島 建 設 ） 

平 成 30 年（ 2018 年 ）7	月 豪 雨 で は 中 国 地 方 に お い て 甚 大 な 被 害 を も た ら し た 。

特 に 、 高 梁 川 水 系 小 田 川 で は 堤 防 が 決 壊 し 、 岡 山 県 倉 敷 市 真 備 町 に お い て 大 規 模

な 浸 水 被 害 が 発 生 し た 。 	

本 項 で は 、 真 備 町 の 水 害 を 受 け て 多 く の

復 旧 工 事 が 施 工 さ れ た 中 で 、 最 も 大 規 模 な

復 旧 工 事 と い え る 「 小 田 川 付 替 え 南 山 掘 削

他 工 事 」 を 施 工 し た 建 設 会 社 の う ち 鹿 島 建

設 に 災 害 復 旧 技 術 に つ い て ヒ ア リ ン グ を 実

施 し 、 そ の 結 果 を 取 り ま と め て 報 告 す る 。 	

	

	 「 小 田 川 付 替 え 南 山 掘 削 他 工 事 」は 高 梁 川

と 小 田 川 の 合 流 地 点 を 現 在 地 か ら 約 4.6 キ

ロ 下 流 に 移 し 、 柳 井 原 貯 水 池 (同 市 船 穂 町 )

を 小 田 川 の バ イ パ ス (長 さ 約 3.4 キ ロ )と し

て 利 用 す る 。 	

	本 流 の 高 梁 川 の 水 位 が 上 昇 し た 際 、支 流 の

小 田 川 か ら 水 が 流 れ 込 み に く く な る 「 バ ッ

ク ウ ォ ー タ ー 現 象 」の 影 響 を 抑 え 、氾 濫 を 防

ぐ の が 目 的 で あ る 。 以 前 に も 同 様 の 災 害 が

発 生 し て お り 、平 成 30 年 の 西 日 本 豪 雨 で の

被 災 の 前 か ら 10 年 の 事 業 工 期 で 川 の 付 替

え が 計 画 さ れ て い た 。 西 日 本 豪 雨 の 被 害 を 	

受 け て 、 緊 急 治 水 対 策 工 事 と し て 事 業 工 期 を 5 年 に 短 縮 し て 事 業 が 進 め ら れ た 経

緯 が あ る 。 	

	

復 旧 工 事 へ の 取 り 組 み に お い て 特 徴 的 な も の と し て 、 緊 急 を 要 す る 事 業 で あ る

こ と か ら 、 様 々 な 技 術 で 工 程 短 縮 、 作 業 の 効 率 化 を 図 っ て い る 点 が 挙 げ ら れ る 。 	

	

図 2-4  小 田 川 の 緊 急 治 水 対 策 計 画  

（ 出 典 ： 国 土 交 通 省 ）  
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1 )施 工 機 械 の 大 型 化 	

工 程 の ク リ テ ィ カ ル と な る 約 92 万 m 3 の 掘 削 に は 、 6m 3 積 バ ッ ク ホ ウ 、 40t 級 ダ

ン プ ト ラ ッ ク 、 72t 級 ブ ル ド ー ザ ー を 採 用 し 、 工 程 短 縮 を 図 っ た 。 ま た 、 施 工 場

所 周 辺 の 環 境 条 件 等 に 応 じ て 、大 型 ブ レ ー カ 等 の 機 械 掘 削 や 発 破 掘 削 を 採 用 し た 。	

	

2)ド ロ ー ン の 活 用 	

ド ロ ー ン に よ る 撮 影 は 、 工 事 範 囲 の 把 握 、 各 段 階 に お け る 施 工 状 況 の 把 握 に 大

き な 効 果 が あ っ た 。 ま た 、 土 量 計 算 ソ フ ト の 採 用 に よ っ て 、 施 工 計 画 立 案 へ の 活

用 、 タ イ ム リ ー な 工 事 進 捗 把 握 も 可 能 で あ っ た 。 小 田 川 の 新 河 道 と な る 貯 水 池 で

23 は 、 湖 底 形 状 の 把 握 に 音 響 測 深 機 を 活 用 し た 。 	

	

3) 3 次 元 デ ー タ 活 用 	

発 注 者 よ り 貸 与 い た だ い た 掘 削 対 象 箇 所 の 3 次 元 設 計 デ ー タ を 施 工 計 画 に 利 用

し 、 ス テ ッ プ 図 作 成 に よ り 作 業 の 見 え る 化 を 図 っ た 。 施 工 内 容 を 記 録 す る こ と で

施 工 後 の 状 況 確 認 に も 有 効 で あ っ た 。 	

	

4)情 報 の デ ジ タ ル 化 	

河 川 水 位 、気 象 情 報 、南 山 挙 動 監 視 シ ス テ ム（ 傾 斜 計・ア ン カ ー 荷 重 計 ）	等 を

デ ジ タ ル 化 し 、集 中 豪 雨 や 地 山 変 動 等 の 自 然 災 害 発 生 リ ス ク を 管 理 し 、施 工 管 理 、

安 全 管 理 に 活 用 し た 。 そ の ほ か 、 web カ メ ラ を 4 箇 所 配 置 し 、 事 務 所 や 会 議 室 で

の 直 接 指 導 、 安 全 教 育 等 に 活 用 し た 。 	

	

ま た 、 今 後 の 災 害 復 旧 等 の 対 応 技 術 と し て 、 開 発 ・ 改 良 が 必 要 な も の と し て 、

次 の も の が 挙 げ ら れ る 。 	

1)ド ロ ー ン に つ い て 	

ド ロ ー ン を 使 用 す る に は 事 前 に 申 請 や 講 習 が 必 要 で あ る 。 申 請 は 1 年 に 1 回 、

認 可 ま で 1 か 月 を 要 す る 。 ま た 、 新 幹 線 等 の 施 設 が あ る 範 囲 は 飛 ば せ な い 等 の 規

制 も あ る 。 応 急 復 旧 で 急 遽 ド ロ ー ン の 使 用 が 必 要 と な る 場 合 を 想 定 し て 、 事 前 に

機 械・オ ペ レ ー タ ー・申 請 の 準 備 を 実 施 す る 等 の 対 策 が で き て い れ ば 有 効 で あ る 。 	

現 在 は 、 目 視 で 確 認 で き る 範 囲 で の 操 作 が 求 め ら れ る が 、 応 急 復 旧 で 活 用 す る

に は 遠 隔 地 か ら の 操 作 が 可 能 と な れ ば 有 効 で あ る 。 例 え ば 、 被 災 地 に 入 れ な い 場

合 に で も 簡 易 に 状 況 把 握 が 可 能 と な る 。 	

	

2)無 人 化 施 工 	

被 災 地 へ の 立 ち 入 り が で き な い 場 合 を 想 定 し て 、 無 人 機 械 施 工 の 開 発 が 必 要 で

あ る 。 無 人 化 に は 、 掘 削 機 械 の ほ か 、 資 機 材 運 搬 の た め の キ ャ リ ア ダ ン プ の 無 人

化 、 ド ロ ー ン で の 運 搬 等 も 考 え ら れ る 。 現 在 の 自 動 化 、 無 人 化 技 術 は 、 決 め ら れ

た 手 順 、 プ ロ グ ラ ム に よ る も の で あ る た め 、 現 地 状 況 を 把 握 し て 臨 機 応 変 に 機 械

が 動 く シ ス テ ム へ の 発 展 が 必 要 と 思 わ れ る 。 	
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3 )施 工 記 録 、 実 績 の デ ー タ 化 	

現 状 で は 応 急 復 旧 は 地 元 建 設 会 社 で 、 本 復 旧 は 大 手 建 設 会 社 で 施 工 さ れ る こ と

が 多 い 。 し か し な が ら 、 も し 可 能 で あ れ ば 、 応 急 復 旧 と 本 復 旧 は 同 じ 会 社 で の 施

工 が 望 ま し い と い え る 。 応 急 復 旧 の 状 況 が 不 明 な ま ま 本 復 旧 を 行 っ た 結 果 、 想 定

し て い な い 事 象 が 起 こ り え る か ら で あ る 。 同 じ 会 社 で 継 続 し て 応 急 復 旧 、 本 復 旧

を 施 工 す る の で あ れ ば 、 本 復 旧 を 見 越 し な が ら 、 応 急 復 旧 の 施 工 を す る こ と も 可

能 と な り 、 準 備 ・ 計 画 等 も 効 率 的 に な る 。 現 状 の よ う に 別 の 会 社 で 復 旧 工 事 に 携

わ る の で あ れ ば 、 応 急 復 旧 の 内 容 を 記 録 す る シ ス テ ム ・ 技 術 を 開 発 す る こ と で 、

本 復 旧 時 に 効 率 的 に 施 工 可 能 と な る と 思 わ れ る 。 	

	

2 . 5 .災 害 復 旧 で 役 立 つ 技 術  

2 . 5 . 1 .応 急 復 旧 工 事 で 役 立 っ た 技 術 	

( 1 )被 害 の 現 況 調 査 の た め の 技 術 ・ 対 策 	

1)防 災 ヘ リ コ プ タ ー 	

被 害 が 広 域 に わ た っ て 発 生 し て い る こ と が 想 定 さ れ た た め 、 防 災 ヘ リ コ プ タ ー

に よ る 上 空 か ら の 広 域 調 査 が 特 に 求 め ら れ た 。 防 災 ヘ リ コ プ タ ー に よ る 被 災 調 査

状 況 を 写 真 2 - 7、 2 - 8 に 示 す 。 	

	

写 真 2 - 7  被 災 調 査 状 況             写 真 2 - 8  防 災 ヘ リ コ プ タ ー  

（ 出 典 ： 国 土 交 通 省 ）  

	

2)ド ロ ー ン 	

局 所 的 な 詳 細 調 査 に 関 し て 有 効 な ド ロ ー ン は 、本 災 害 に お い て 、発 災 直 後 の

ヘ リ 調 査 に 時 間 を 要 し た こ と も あ り 活 躍 す る こ と と な る 。 	

ド ロ ー ン は 、大 規 模 な 機 材 を 必 要 と し な い（ 最 悪 徒 歩 で 目 的 地 へ た ど り 着 け

る ）た め 、土 砂 崩 れ 等 で 車 両 が 進 入 で き な い 場 所 に お い て も 迅 速 な 立 ち 入 り 調

査 が 可 能 で あ っ た 。日 々 の 工 事 の 進 捗 状 況 の 把 握 に つ い て も ド ロ ー ン を 活 用 し 、

進 捗 状 況 を 写 真 で 報 告 し た 。さ ら に 、ド ロ ー ン に よ り 撮 影 さ れ た 写 真・映 像 は

広 報 活 動 で も 大 い に 役 立 っ た 。 	
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降 雨 状 況 等 に よ り 7 日 9 時 よ り 撮 影 が 開 始 さ れ 、同 日 午 前 中 に 小 田 川 の 堤 防

決 壊 等 の 施 設 被 災 状 況 や 浸 水 状 況 を 把 握 し た 。そ の 後 も ド ロ ー ン を 活 用 し 、小

田 川 周 辺 の 河 川 管 理 施 設 被 害 の 状 況 や 浸 水 箇 所 の 対 応 状 況 、復 旧 の 進 捗 状 況 の

把 握 等 を 実 施 し 、 延 べ 30 機 ・ 日 が 活 動 し た 。 ド ロ ー ン に よ る 被 災 調 査 状 況 を

写 真 2-9、 2-10 に 示 す 。 	

	

	 	

写 真 2 - 9  被 災 調 査 状 況           写 真 2 - 1 0  被 災 地 域 状 況  

（ 出 典 ： 国 土 交 通 省 ）  

	

(2)応 急 復 旧 の た め の 仮 設 材 	

1)大 型 土 の う 、 土 砂 	

緊 急 復 旧 工 事 の 荒 締 切 盛 土 や 大 型 土 の う な ど に 大 量 の 土 砂 が 必 要 と な っ た 。

多 く の 土 砂 を 24 時 間 体 制 で 緊 急 に 採 取 し 、 輸 送 す る た め 、 運 搬 の ダ ン プ ト ラ

ッ ク の 待 機 や 積 込 機 械 が 複 数 作 業 で き る 場 所 が 必 要 で あ り 、小 田 川 合 流 点 部 の

高 梁 川 右 岸 高 水 敷 の 土 砂 を 採 取 し て 使 用 し た 。土 砂 運 搬 の ダ ン プ ト ラ ッ ク に は 、

10	 日 か ら 岡 山 国 道 事 務 所 の 応 援 に よ る ダ ン プ ト ラ ッ ク 5 台 も 加 わ っ た 。 工 事

現 場 近 く で 土 砂 採 取 す る こ と に よ り 工 期 短 縮 が 可 能 と な っ た 。 	

復 旧 工 事 に 必 要 と な る 大 量 の 大 型 土 の う は 、 現 地 で の 製 造 に 加 え 、 7 月 8 日

に 岡 山 河 川 事 務 所 長 か ら 近 隣 の 事 務 所 長 に 資 材 の 応 援 要 請 を 行 い 、鳥 取 河 川 国

道 事 務 所 、倉 吉 河 川 国 道 事 務 所 、日 野 川 河 川 事 務 所 、福 山 河 川 国 道 事 務 所 、三

次 河 川 国 道 事 務 所 の 災 害 協 定 会 社 の 応 援 に よ り 約 3,000 袋 の 大 型 土 の う が 現

地 に 搬 入 さ れ た 。ま た 、鳥 取 河 川 国 道 事 務 所 の 災 害 協 定 会 社 は 、輸 送 に よ る 道

路 渋 滞 が 懸 念 さ れ た た め 、 重 機 、 ダ ン プ 等 の 作 業 班 を 派 遣 し 、 浅 口 市 の 玉 島 ･

笠 岡 道 路 用 地 内 に お い て 、 大 型 土 の う 製 作 作 業 を 13 日 か ら 14 日 に か け て 行

い 、約 1,000 袋 を 復 旧 工 事 等 に 供 給 し た 。高 梁 川 高 水 敷 土 砂 採 取 状 況 を 写 真 2-

11 に 、 大 型 土 の う 製 作 支 援 状 況 を 写 真 2-12 に 示 す 。 	
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写 真 2 - 1 1  高 梁 川 高 水 敷 土 砂 採 取 状 況    写 真 2 - 1 2  大 型 土 の う 製 作 支 援 状 況  

（ 出 典 ： 国 土 交 通 省 ）  

 

2)鋼 矢 板 	

二 重 締 切 に 使 用 し た 鋼 矢 板 は JFE	に 緊 急 発 注 し 、ロ ー ル か ら 作 成 し た 。タ イ

ロ ッ ド も 在 庫 が 無 い た め 、鉄 筋 に ネ ジ 加 工 し て 作 成 し た 。ま た 、ブ ル ー シ ー ト

も 事 務 所 の 在 庫 で は 足 り ず 、 地 場 業 者 に 依 頼 し て 必 要 数 を 確 保 し た 。 	

	

3)ブ ロ ッ ク マ ッ ト 	

強 く 耐 久 性 の あ る 高 強 度 の 合 成 繊 維 で 作 ら れ た シ ー ト 上 に 、多 数 の ブ ロ ッ ク

が 接 着 剤 に よ り 固 定 さ れ た も の で 、法 面 の 土 壌 保 護 、浸 食 防 止 用 と し て 用 い ら

れ る 。 	

多 く の ブ ロ ッ ク を 一 度 に 施 工 で き る た め 、 工 期 短 縮 に 有 利 （ 写 真 2-13）。 	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

写 真 2 - 1 3  ブ ロ ッ ク マ ッ ト 施 工 状 況  

（ 出 典 ： 国 土 交 通 省 ）  

	

4)コ ン ク リ ー ト キ ャ ン バ ス 	

末 政 川 の 堤 防 決 壊 箇 所（ 岡 山 県 施 工 ）で は 、大 型 土 の う 設 置 前 に コ ン ク リ ー

ト キ ャ ン バ ス を 敷 設 し て 施 工 し た 。コ ン ク リ ー ト キ ャ ン バ ス は 水 を 撒 く だ け で

固 ま る の で 、河 床 に 敷 く と 洗 掘 し な く な る の で 有 効 な 製 品 で あ っ た 。施 工 状 況

を 写 真 2-14	に 、 製 品 概 要 を 図 2-5	に 示 す 。 	
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写 真 2 - 1 4  コ ン ク リ ー ト キ ャ ン バ ス 施 工 状 況      図 2 - 5  コ ン ク リ ー ト キ ャ ン バ ス 概 要  

（ 出 典 ：  太 陽 工 業 株 式 会 社 ）  

 

( 3 )そ の 他 	

1)大 型 ク レ ー ン 	

施工エリアが狭いため、大型クレーン 4 台を使用して大型土のうを横取りして設置した。	

	

2)防 災 エ キ ス パ ー ト 	

小 田 川 が 決 壊 し た の は 約 50 年 振 り で あ り 、 そ の 当 時 係 員 と し て 応 急 復 旧 を 経

験 さ れ た 方 が 防 災 エ キ ス パ ー ト と し て 派 遣 さ れ た 。 防 災 エ キ ス パ ー ト の 技 術 的 な

助 言 が 役 立 っ た 。 	

	

3) S N S 	

S N S は 情 報 収 集 手 段 だ け で は な く 、情 報 発 信 媒 体 と し て 有 効 で あ る 。SNS の 情 報

収 集 で は 、 フ ェ イ ク ニ ュ ー ス を 除 外 す る サ ー ビ ス を 利 用 し て い る 。 	

	

2 . 5 . 2 .今 後 の 災 害 対 応 で あ る と よ い 技 術  

1 )二 重 矢 板 締 切 を 必 要 と し な い 荒 締 切 工 法 	

破 堤 箇 所 の 応 急 復 旧 工 事 は 、 荒 締 切 と 二 重 矢 板 締 切 を 併 用 す る こ と が 標 準 と な

っ て い る 。 施 工 期 間 短 縮 の た め 、 荒 締 切 だ け で 応 急 復 旧 で き る よ う に 信 頼 性 の 高

い 復 旧 工 法 が 確 立 さ れ る と よ い 。 	

	

2)ド ロ ー ン 申 請 ・ 許 可 シ ス テ ム 	

災 害 時 に は 、 現 地 調 査 が 肝 要 で あ る 。 ド ロ ー ン 等 で の 調 査 も 申 請 ・ 許 可 が 必 要

と な る 場 合 が あ る の で 、 災 害 時 等 で の 調 査 飛 行 で あ れ ば 、 発 注 者 等 へ の 申 請 ・ 届

出 な ど で 他 の 飛 行 計 画 と の 干 渉 ・ 支 障 を 確 認 で き る シ ス テ ム が あ る と よ い 。 	

	

3)被 災 地 調 査 ・ 計 画 ・ 積 算 シ ス テ ム 	

現地調査から断面図作成、復旧計画図、工程表、概算工事費まで一連で作成できるシステム

があれば、災害復旧が格段に早くなると考えられる。このシステムがあれば、地元のゼネコン

と無人機械を使用して大手ゼネコンが施工する範囲の棲み分けが可能となると考えられる。	
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2 . 6  今 後 の 災 害 対 応 に 対 し て 日 建 連 企 業 に 求 め ら れ る 事 項 	

1 )工 事 全 体 の マ ネ ジ メ ン ト 	

荒 締 切 を 行 う た め に 大 量 の 土 砂 を 運 搬 す る 必 要 が あ っ た が 、 ダ ン プ ト ラ ッ ク と

交 通 誘 導 員 が 不 足 し 、 盛 土 の 進 捗 が 進 ま な か っ た 。 複 数 の 施 工 業 者 が 工 事 を 担 当

し て お り 、 工 事 全 体 の マ ネ ジ メ ン ト は 、 国 交 省 の 監 督 員 が 直 接 マ ネ ジ メ ン ト を 行

っ て い た 。 施 工 業 者 の 人 手 が 少 な い こ と か ら 日 々 の 現 場 管 理 と 内 業 が で き な い こ

と か ら 、 進 捗 管 理 と 資 料 作 成 は 国 交 省 の 職 員 が 自 ら 実 施 し た 。 規 模 の 大 き な 工 事

の マ ネ ジ メ ン ト の 経 験 が 豊 富 な ゼ ネ コ ン 職 員 が 工 事 全 体 の マ ネ ジ メ ン ト を 実 施 し

て い れ ば 、 監 督 員 は 他 の 業 務 を 行 う こ と が で き 、 速 や か に 施 工 体 制 を 整 え る こ と

が で き た と 思 わ れ る 。 	

	

2)資 材 調 達 	

応 急 復 旧 時 に は 、 大 量 の 資 材 が 必 要 と な る た め 、 大 型 土 の う 、 ブ ル ー シ ー ト な

ど の 資 材 を す ぐ に 調 達 で き る 体 制 ・ 仕 組 み が あ る と よ い 。 	

	

3)人 材 の 育 成 、 確 保 	

大 規 模 災 害 時 に 工 事 の マ ネ ジ メ ン ト が で き る 人 材 、 機 転 が き く 人 材 の 確 保 が 求

め ら れ る 。 ま た 、 地 元 で の ネ ッ ト ワ ー ク が 広 い 企 業 の 確 保 が 求 め ら れ る 。 上 記 の

人 材 を 育 て る た め に は 、 経 験 が 必 要 で あ る こ と か ら 、 若 年 技 術 者 が で き る だ け 多

く の 災 害 現 場 を 経 験 す る よ う な 人 材 配 置 が 良 い と 思 わ れ る 。 	

	

4)氾 濫 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン へ の 参 加 	

河 川 事 務 所 で は 、 氾 濫 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 年 に 2 回 （ 決 壊 、 地 震 ） 実 施 し て い

る 。 日 建 連 会 員 企 業 も 参 加 し て 工 程 や 手 順 等 の 議 論 に 参 加 す る と よ い 。 	

	

2 . 7  地 方 整 備 局 や 自 治 体 へ の 要 望  

現 在 の 協 定 で は 、 契 約 し て か ら 工 事 着 手 す る こ と に な っ て い る 。 緊 急 時 に は 契

約 行 為 を 後 回 し と し て 災 害 復 旧 工 事 に 着 手 で き る よ う に な れ ば よ い 。 ま た 、 応 急

復 旧 工 事 時 の 日 建 連 企 業 と 地 元 の 建 設 業 者 の 棲 み 分 け が で き る よ う な 契 約 の 仕 組

み が で き る と よ い 。 	

	

３ .高 知 自 動 車 道 の 被 災 と 復 旧  

3 . 1 .調 査 の 背 景 と 目 的  

平 成 30 年 7 月 豪 雨 は 西 日 本 の 広 い 範 囲 に 大 雨 に 伴 う 浸 水 災 害 、堤 防 損 傷 、土 砂

災 害 な ど 、 大 き な 被 害 を も た ら し た 。 四 国 管 内 の 広 い エ リ ア で 降 雨 に よ る 通 行 止

め 基 準 を 超 過 し た た め 、 NEXC O 	西 日 本 が 長 距 離 に わ た る 通 行 止 め を 実 施 し た こ と

に よ り 、 利 用 者 へ の 直 接 の 被 災 は 無 か っ た も の の 、 高 知 自 動 車 道 の 被 災 は 、 道 路

橋 梁 流 出 を 伴 う 大 き な 法 面 崩 壊 で あ っ た 。 	

四 国 の 動 脈 と も い う べ き 高 速 道 路 の 一 刻 も 早 い 復 旧 に 向 け て 、 関 係 者 が さ ま ざ
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ま 工 夫 し て 取 り 組 ん だ 結 果 、 被 災 し な か っ た 下 り 線 を 対 面 通 行 と し な が ら 、 比 較

的 速 や か に 復 旧 で き た 好 例 と し て 、 取 り 上 げ る こ と と し た 。 	

今 回 の 災 害 に 対 し て 、 関 係 各 所 が ど の よ う に 対 処 し た か 等 に つ い て 、 四 国 地 方

整 備 局 、 NEXC O 	西 日 本 、 日 建 連 四 国 支 部 お よ び 復 旧 に 携 わ っ た 日 建 連 加 盟 建 設 会

社 へ ヒ ア リ ン グ を 行 い 取 り ま と め る こ と と し た 。 	

	

3 . 1 . 1 .調 査 対 象 と 事 例 	

N E X C O 西 日 本 は 、 被 災 し た 箇 所 の 高 速 道 路 の 早 期 復 旧 を 実 施 し な が ら 、 こ れ が

復 旧 す る ま で の 間 、 近 く を 走 る 国 道 等 を 迂 回 路 と し て 活 用 す る ダ ブ ル ネ ッ ト ワ ー

ク 化 に よ り 、 高 速 道 路 の 通 行 止 め の 影 響 を 緩 和 し 、 都 市 間 を 繋 ぐ 公 共 交 通 を 確 保

す る 方 法 を 推 進 し て い る 。 こ の た び の E32 高 知 自 動 車 道 の 被 災 で は 、 近 く を 走 る

国 道 32 号 が 代 替 路 と し て 機 能 し た 。 ま た 、 四 国 南 西 部 の 国 道 56 号 の 被 災 で は 、

す ぐ に E56 松 山 自 動 車 道 が 復 旧 し た の で 、 救 急 車 両 や 自 衛 隊 車 両 等 が 通 行 可 能 な

命 の 道 と し て 機 能 し た 。 今 後 、 ダ ブ ル ネ ッ ト ワ ー ク 化 が で き て い な い 地 域 の 整 備

が 急 が れ る と こ ろ で あ る 。 	

	

3 . 2 .応 急 復 旧 ・本 復 旧 ま で の 概 要 と プ ロ セ ス  

3 . 2 . 1 .四 国 地 方 整 備 局 と の 災 害 協 定  

日 建 連 四 国 支 部 は 、 平 成 18 年 3 月 22 日 に 、「 災 害 時 に お け る 応 急 対 策 業 務 に

関 す る 協 定 書 」 を 四 国 地 方 整 備 局 と の 2 社 で 締 結 し て い る 。 こ の 協 定 書 は 、 そ の

後 、 現 在 に 至 る ま で 毎 年 度 ご と に 更 新 継 続 し て い る 。 	

し か し な が ら 、 今 回 の 対 象 と し た 西 日 本 豪 雨 に よ る 災 害 に 際 し て 、 何 度 か 調 達

可 能 な 資 機 材 等 の 問 合 せ は あ っ た も の の 、 四 国 地 方 整 備 局 か ら 日 建 連 四 国 支 部 へ

の 具 体 的 な 支 援 要 請 は な か っ た 。 	

	

3 . 2 . 2 . NEXC O 西 日 本 と の 災 害 協 定  

日 建 連 四 国 支 部 は 、 平 成 18 年 12 月 26 日 に 、「 災 害 時 に お け る 西 日 本 高 速 株 式

会 社 四 国 支 社 所 管 施 設 の 災 害 応 急 復 旧 業 務 に 関 す る 協 定 書 」 を 2 社 で 締 結 し て い

る 。平 成 19 年 1 月 4 日 か ら 施 行 し て お り 、そ の 後 、現 在 に 至 る ま で 毎 年 度 ご と に

更 新 継 続 し て い る 。 	

し か し な が ら 、 今 回 対 象 と し た 西 日 本 豪 雨 に よ る 災 害 に 関 し て 、 NEXC O 西 日 本

か ら 日 建 連 四 国 支 部 へ の 支 援 要 請 は な か っ た 。 	

	

3 . 2 . 3  日 建 連 四 国 支 部 に よ る 災 害 対 応  

日 建 連 四 国 支 部 は 、災 害 協 定 締 結 機 関 か ら の 支 援 要 請 は な か っ た が 、7 月 15 日

(日 )頃 、 日 建 連 中 国 支 部 を 通 し て 、 給 水 車 の 支 援 等 の 問 合 せ が あ っ た こ と と 、 愛

媛 県 宇 和 島 市 に お け る 長 期 間 に わ た る 断 水 が 懸 念 さ れ て お り 、 四 国 地 方 整 備 局 災

害 対 策 本 部 等 か ら の 支 援 要 請 に 対 応 す る 必 要 か ら 、 7 月 17 日 (火 )9 時 、 支 部 災 害

対 応 基 準 に 基 づ き 四 国 支 部 災 害 対 策 本 部 を 設 置 し た 。 そ の 後 、 四 国 地 方 整 備 局 か
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ら 給 水 車 や バ ッ ク ホ ウ 、 ダ ン プ 、 ト レ ー ラ ー 等 の 重 機 の 調 達 の 可 否 、 数 量 、 調 達

場 所 な ど の 打 診 ・ 調 整 確 認 は あ っ た も の の 、 結 果 と し て 、 正 式 な 支 援 要 請 は な か

っ た 。 7 月 29 日 (日 )頃 に は 、 瀬 戸 内 海 を 西 進 し た 台 風 12	号 の 影 響 に よ り 更 な る

支 援 要 請 依 頼 へ の 対 応 の た め の 待 機 状 態 が 続 い た が 、 こ れ に 伴 う 新 た な 災 害 発 生

は 無 か っ た 。 8 月 8 日 (水 )に 四 国 地 整 テ ッ ク フ ォ ー ス ・ 砂 防 班 が 帰 還 し 、 機 械 班

（ 機 械 清 掃 班 ） は 残 っ て 活 動 を 継 続 す る も の の 、 現 状 で 日 建 連 へ の 支 援 要 請 等 の

な い こ と を 確 認 し た の で 、関 係 者 へ 周 知 連 絡 し 、8 月 10 日 (金 )12 時 、四 国 支 部 災

害 対 策 本 部 を 解 散 し た 。 災 害 本 部 設 置 か ら 24 日 間 3 時 間 の 非 常 態 勢 を 終 了 し た 。	

な お 、 四 国 支 部 の 対 策 本 部 組 織 図 を 図 3 - 1 に 示 す 。 四 国 で は 、 4 県 を 4 ブ ロ ッ

ク に 分 け て 、 そ れ ぞ れ 責 任 会 社 と 副 責 任 会 社 を 設 置 し て お り 、 い つ で も 対 応 で き

る 体 制 と し て い る 。 	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 3 - 1  四 国 支 部 対 策 本 部 組 織 図 (※ 提 供 資 料 に 一 部 加 筆 )  

（ 提 供 ： 日 建 連 四 国 支 部 ）  
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3 . 3 .四 国 地 方 整 備 局 に お け る 応 急 復 旧 対 策  

平 成 30 年（ 2018 年 ）7 月 豪 雨 で は 四 国 地 方 に お い て 、広 範 囲 に 多 く の 土 砂 災 害

が 発 生 し て い る 。 土 砂 災 害 は 、 愛 媛 県 西 部 か ら 愛 媛 県 中 部 に 線 状 に 集 中 し て い る

が 、 高 知 県 、 香 川 県 、 徳 島 県 に も 広 く 発 生 し た 。 ま た 、 こ の 豪 雨 に よ り 、 高 速 道

路 や 直 轄 国 道 の 主 要 幹 線 道 路 で 、 土 砂 流 入 や 法 面 崩 壊 等 が 多 発 し た 。 通 行 規 制 実

施 区 間 (延 べ 延 長 )の 総 延 長 に 占 め る 割 合 は 、 高 速 道 路 で は 約 57％ 、 一 般 国 道 (直

轄 管 理 区 間 )で は 約 11％ と な り 、 直 轄 国 道 の 事 前 通 行 規 制 区 間 は 、 12 箇 所 の う ち

9 箇 所 で 規 制 を 実 施 し た 。 	

本 項 で は 、 高 知 自 動 車 道 立 川 橋 付 近 の 法 面 崩 壊 災 害 に 限 ら ず 、 激 甚 な 自 然 災 害

に お け る 四 国 地 方 整 備 局 の 対 応 ・ 取 り 組 み に つ い て 、 ヒ ア リ ン グ を 実 施 し 、 そ の

結 果 に つ い て 報 告 す る 。 	

	

3 . 3 . 1  応 急 復 旧 時 に 役 に 立 っ た 技 術 ・対 策  

大 規 模 な 自 然 災 害 に お い て 、 応 急 復 旧 お よ び 本 復 旧 時 に 役 に 立 っ た 技 術 に つ い

て 、 地 整 の 担 当 者 か ら は 以 下 の 技 術 が 挙 げ ら れ た 。 	

	

1)遠 隔 操 作 の バ ッ ク ホ ウ 	

急 峻 で 有 人 で の 操 作 で は 登 坂 が 危 険 を 伴 う こ と も あ り 得 る た め 、 ラ ジ コ ン 等 に

よ る 遠 隔 か ら の 操 作 が 必 要 と な る 場 合 に 備 え 、 四 国 地 整 で は 技 術 事 務 所 に 2 台 、

簡 易 遠 隔 操 縦 装 置 １ 台 を 保 有 し て い る 。 遠 隔 操 縦 タ イ プ は 各 地 整 で 1 台 以 上 保 有

す る こ と に な っ て お り 、 複 数 台 必 要 な 場 合 は 近 接 し て い る 地 整 か ら 貸 し 出 し を 受

け る こ と も あ る 。 	

立 川 橋 に お け る 応 急 復 旧 に お い て は NEXC O へ の 貸 し 出 し を 行 っ た 。 遠 隔 操 作 の

バ ッ ク ホ ウ の 操 縦 に つ い て は 、 協 定 を 結 ん で い る 業 者 が 行 っ た 。 遠 隔 操 作 に つ い

て は 、 四 国 内 で 毎 年 講 習 会 を 実 施 し て い る 。 無 線 の 機 種 に よ っ て 異 な る が 、 お お

よ そ 300m 程 度 の 範 囲 で は 有 効 で あ り 、カ メ ラ の 搭 載 も さ れ て い る た め 、画 像 を 見

な が ら 操 縦 す る こ と も で き た 。 	

た だ 、 災 害 時 は 地 中 に な に が 埋 ま っ て い る か 不 明 で あ り 、 場 合 に よ っ て は 人 が

埋 ま っ て い る こ と も あ り 得 る た め 、 無 人 で の 作 業 が 必 要 と な っ た 場 合 に は 状 況 に

あ っ た 安 全 対 策 が 必 要 と な る 。 	

	

2)ド ロ ー ン に よ る 状 況 確 認 	

ド ロ ー ン に よ る 上 空 か ら の 撮 影 で 災 害 状 況 の 把 握 、 記 録 を 実 施 し て い る 。 測 量

に つ い て は 、バ ッ テ リ ー の 性 能 面 か ら 緊 急 性 の 高 い 測 量 に は 不 向 き で あ っ た た め 、

現 状 で は 活 用 で き な か っ た 。 	

	

3)小 型 バ ッ ク ホ ウ 	

い た る と こ ろ で 土 砂 災 害 が 発 生 し た た め 、 直 轄 道 路 だ け で な く 県 道 、 市 道 も 土
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砂 等 の 撤 去 の 必 要 が 生 じ た 。 路 面 清 掃 車 は ほ と ん ど 役 に 立 た ず 、 と り あ え ず 側 溝

に 泥 を 流 し 込 む こ と に な る 。 崩 れ た 土 砂 は 水 路 に 入 り 、 側 溝 が 閉 塞 す る 。 側 溝 清

掃 車 で 土 砂 の 吸 出 し を 行 う が 、 土 砂 が 硬 化 し て お り 時 間 が か か っ た 。 今 回 は 側 溝

を ま た い で 作 業 で き る 小 型 バ ッ ク ホ ウ に よ る 土 砂 撤 去 が も っ と も 確 実 で あ っ た 。 	

側 溝 の 復 旧 は 、 生 活 排 水 に 支 障 が 出 る こ と か ら 、 地 域 支 援 の た め に ス ピ ー ド が

要 求 さ れ る 。 小 型 バ ッ ク ホ ウ を 可 能 な 限 り 集 め て 復 旧 作 業 に あ た っ た 。 	

	

4)路 面 清 掃 機 お よ び ハ イ ウ ォ ッ シ ャ ー 	

土 が 乾 い て 固 ま っ て く る と グ レ ー ダ ー 、 路 面 清 掃 車 で は 清 掃 が 困 難 と な る 。 し

か し 、 路 面 清 掃 が 不 十 分 で は 粉 塵 が 発 生 し 、 生 活 に 支 障 を き た す た め 、 路 面 清 掃

の 仕 上 げ に は 、 ハ イ ウ ォ ッ シ ャ ー に よ る 清 掃 を 行 っ た 。 ハ イ ウ ォ ッ シ ャ ー の 台 数

が 足 り な い の で ガ ソ リ ン ス タ ン ド に 頼 ん だ 業 者 も い る 。 排 水 性 舗 装 の 清 掃 に お い

て 、 高 圧 水 を 出 し て バ キ ュ ー ム で 吸 う 機 械 を 使 用 し て い る 業 者 も あ り 、 効 率 的 で

清 掃 が 速 い た め 、 小 回 り の 利 く 機 械 が あ れ ば よ り よ い と 思 わ れ る 。 	

	

5)そ の 他 	

宇 和 島 で は 吉 田 町 の 浄 水 場 が 被 災 し た が 、 東 京 都 か ら 仮 設 の 浄 化 設 備 の 貸 与 を

受 け て 、 応 急 復 旧 を 行 っ た 。 	
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3 . 3 . 2 .応 急 復 旧 時 に あ れ ば よ か っ た 技 術 ・対 策  

大 規 模 な 自 然 災 害 に お い て 、応 急 復 旧 お よ び 本 復 旧 時 に あ れ ば よ か っ た 技 術・対

策 に つ い て 、 地 整 の 担 当 者 か ら は 以 下 の 技 術 ・ 対 策 が 挙 げ ら れ た 。 	

	

1)ド ロ ー ン の 改 良 	

測 量 用 の 大 型 ド ロ ー ン は 、 充 電 し た ま ま で の 保 管 が で き な い た め 、 使 用 に あ た

っ て 1 日 充 電 時 間 を 設 け る 必 要 が あ る 。 そ の 結 果 、 緊 急 を 要 す る 測 量 に は 使 え な

い ケ ー ス が 発 生 し た 。 短 時 間 で の 充 電 が 可 能 に な る 等 、 今 後 の バ ッ テ リ ー 性 能 の

改 良 が 望 ま れ る 。 	

	

2)崩 落 土 砂 の 撤 去 技 術 	

豪 雨 で 被 災 し た 土 砂 は 飽 和 状 態 な の で 、 曝 気 し な い と ダ ン プ ト ラ ッ ク へ の 積 み

込 み が 困 難 で あ る 。 ダ ン プ 1 台 で 運 搬 で き る 量 も 少 な く な る と と も に 時 間 も か か

り 、 ダ ン プ 台 数 も 不 足 す る 。 	

汚 泥 が 瞬 時 に 固 ま る よ う な 改 良 材 が あ れ ば 有 効 か と 思 わ れ る 。 逆 に 、 液 体 状 に

流 動 化 さ せ て 大 型 バ キ ュ ー ム で 収 集 す る こ と も 考 え ら れ る 。 	

	

3)資 機 材 の 運 用 ・ 活 用 	

四 国 は 資 機 材 の 備 蓄 が 少 な い 。 資 機 材 が 足 り な い 状 態 を 克 服 す る よ う な 技 術 開

発 、 活 用 方 法 が あ れ ば よ い と 思 わ れ る 。 	

	

3 . 4 . NEXC O 西 日 本 に よ る 応 急 復 旧 ・本 復 旧 対 策  

平 成 30 年 （ 2018 	年 ） 	7 月 豪 雨 で は 西 	

日 本 を 中 心 に 全 国 的 に 広 い 範 囲 で 記 録 的 	

な 大 雨 に な っ た 。 	

11 府県に大雨特別警報が発令され、NEXCO	

西日本管轄でも降雨による通行止め基準を超	

過したため 7 月 7 日 5 時の時点では 28 路線、	

延長にして管理する高速道路の約 65％が通行	

止めとなった。高知自動車道の災害発生箇所	

における降雨量の推移と通行止めについて図  

3-2 に示す。 	

災 害 発 生 箇 所 で あ る 立 川 橋 付 近 に お い て 	

も 7 月 6 日 18 時 30 分 か ら 通 行 止 め を 実 施

し て い た 。土 砂 崩 壊 が 発 生 し た と 思 わ れ る

7 月 7 日 3 時 ご ろ に 立 川 ト ン ネ ル 付 近 に 設

置 し て い る 非 常 電 話 に 異 常 が 感 知 さ れ た た め 、 職 員 が 現 地 に 行 っ た と こ ろ 本 線 に

流 出 し た 土 砂 を 確 認 し た 。 夜 間 で あ り 危 険 な た め 翌 朝 再 度 確 認 し た と こ ろ 区 域 外

か ら の 土 砂 崩 落 に よ り 、 高 知 自 動 車 道 の 立 川 橋 の 橋 梁 上 部 工 が 流 出 す る 災 害 が 確

図 3-2  降 雨 量 の 推 移 と 通 行 止 め  

（ 提 供 ： N EX C O 西 日 本 ）  
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認 さ れ た 。 災 害 発 生 直 後 の 状 況 を 写 真 3 - 1 に 、 災 害 発 生 翌 日 の 崩 落 状 況 を 図 3 - 3 	

に 、 立 川 橋 上 部 工 流 出 状 況 を 図 3 - 4 	に 示 す 。 	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

 

図 3 - 4 立 川 橋 上 部 工 流 出 状 況  

（ 提 供 ： N E X C O 西 日 本 ）  

写 真 3- 1 災 害 発 生 直 後 の 状 況  

（ 提 供 ： N EX C O 西 日 本 ）  

図 3-3 災 害 発 生 翌 日 の 崩 落 状 況  

（ 提 供 ： N EX C O 西 日 本 ）  
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3 . 4 . 1 .応 急 復 旧 お よ び 本 復 旧 時 に 役 に 立 っ た 技 術 ・対 策  

応 急 復 旧 に 向 け 、 下 記 の 調 査 を 実 施 し た 。 	

1)土 砂 崩 落 に よ り 流 出 し た 上 部 工 の 確 認 	

2)ド ロ ー ン に よ る 災 害 状 況 調 査 	

3)走 行 に 影 響 を 与 え る 損 害 有 無 の 確 認 （ 下 り 線 対 面 通 行 に 向 け て の 調 査 ） 	

・ 橋 梁 下 部 工 の 近 傍 目 視 点 検 	

・ 上 部 構 造 の 近 傍 目 視 点 検 	

・ 散 水 車 を 用 い た 載 荷 試 験 	

	

本 復 旧 に 向 け て は 下 記 の 調 査 を 実 施 し た 。 	

1)残 存 橋 台 ・ 橋 脚 の 健 全 度 調 査 	

2)崩 落 箇 所 及 び 周 辺 の 地 質 調 査 	

3)崩 落 箇 所 で の 動 態 観 測 に よ る モ ニ タ リ ン グ 等 	

	

こ れ ら の 調 査 に お い て は 、 災 害 発 生 の 全 貌 を つ か む の に は ド ロ ー ン と 防 災 ヘ リ

を 飛 ば し て 初 め て 実 際 の 被 害 範 囲 を 把 握 す る こ と が で き た 。 こ の よ う な 災 害 発 生

後 に 近 寄 れ な い 場 合 に は 有 効 で あ る と 思 わ れ る 。 ま た ド ロ ー ン に よ る 測 量 に て 崩

落 土 砂 お よ び 堆 積 土 砂 を 概 算 で 算 出 し て い る 。 ド ロ ー ン に よ る 土 砂 崩 落 現 地 調 査

状 況 に つ い て 図 3 - 5  に 示 す 。 	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 3 - 5  ド ロ ー ン に よ る 土 砂 崩 落 現 地 調 査 状 況  

（ 提 供 ： N E X C O 西 日 本 ）  
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法 面 工 事 に お い て は 、 現 地 乗 り 込 み 時 に は 土 砂 の 状 況 も 不 明 で 危 険 性 も 高 い た

め 国 よ り 貸 与 さ れ た 遠 隔 操 縦 タ イ プ の バ ッ ク ホ ウ （ 写真 3-2） は 有 効 で あ っ た 。  

ま た 急 傾 斜 地 で の 「 セ イ フ テ ィ ー ク ラ イ マ ー 工 法 」 に よ る 遠 隔 操 縦 タ イ プ の バ

ッ ク ホ ウ （写真 3-3） も 有 効 に 機 能 し た 。  

 

 

 

（ 提 供 ： NEXCO 西日本 ）  

 

ま た 、 工 事 の 安 全 性 を 確 保 す る た め に 法 面 状 態 の モ ニ タ リ ン グ 機 器 を 設 置 し 、

そ の 情 報 が リ ア ル タ イ ム で 確 認 で き 、 異 常 時 に ア ラ ー ト が 通 知 さ れ る 仕 組 み に つ

い て も 有 用 で あ っ た 。 動 態 観 測 に よ る 安 全 監 視 （ モ ニ タ リ ン グ 計 画 ） に つ い て 図

3-6 に 示 す 。  

 

 
図 3-6  動態観測による安全監視 （ モニタリング計画 ）  

（ 提 供 ： NEXCO 西日本 ）   

写真 3-2 遠隔操縦式バックホウ  写真 3-3 セイフティークライマー工法  
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3 . 4 . 2 .応急復旧および本復旧時 にあればよかった技術 ・ 対策  

今 後 の 技 術 ・ 対 策 と し て は 以 下 が 挙 げ ら れ る 。  

1)ド ロ ー ン に よ る 測 量 に お い て は 飛 行 時 間 が 短 く 、 風 雨 に 弱 い と こ ろ が 難 点 で あ

る 。 も っ と 長 時 間 で 風 雨 の 影 響 を 受 け に く い 機 器 が 開 発 さ れ れ ば 災 害 発 生 時 点

で も 状 況 を 確 認 す る こ と が で き る の で よ り 有 効 と 考 え る 。  

2)不 安 定 な 法 面 で の モ ニ タ リ ン グ に つ い て は 、 計 測 機 器 の 設 置 に 際 し 危 険 が 伴 い

時 間 も か か る こ と と な る 。 簡 易 に 設 置 で き る も の が 開 発 さ れ る と よ い 。 例 え ば

ド ロ ー ン 等 で 現 地 に 落 下 さ せ た ら そ れ だ け で 設 置 完 了 と な り 、 計 測 を 開 始 で き

る よ う な 機 器 が あ る と 今 回 の ケ ー ス の よ う な 場 合 は 非 常 に 有 効 と な る 。  

 

3 . 4 . 3 .将来の大規模災害に対する日建連会員 企業に求める応急復旧対応  

今 回 の 応 急 復 旧 に お け る 対 面 通 行 化 に 伴 い 約 8km 分 の ポ ス ト コ ー ン が 必 要 と な

っ た 。 接 着 式 の タ イ プ が 必 要 で あ っ た が 、 時 間 的 制 約 が あ っ た の で 、 そ の 収 集 に

苦 労 し た 。 そ の よ う な 場 合 の 対 応 を 支 援 し て も ら え る と よ い 。  

ま た 、 大 規 模 法 面 崩 壊 で は 多 く の 計 測 機 器 が 必 要 と な る た め 指 定 の 業 者 だ け で

は 必 要 数 が 揃 え ら れ な い 。 こ れ ら の 早 期 調 達 を 行 っ て も ら え る と 早 期 復 旧 に 繋 が

る 。  

技 術 開 発 と し て は 、 不 安 定 土 砂 の 撤 去 技 術 を 開 発 し 確 立 し て も ら え る と 同 様 の

災 害 時 に は 有 効 で あ る 。  

 

3 . 5 .日建連四国支部会員企業による応 急復旧工事 （ 鹿島建設 ）  

法 面 崩 壊 発 生 当 時 に 災 害 発 生 箇 所 同 一 路 線 内 で の 施 工 業 者 で あ る こ と で 、 発 注

者 か ら 応 援 要 請 が あ り 、 応 急 復 旧 工 事 に 対 応 す る こ と と な っ た 。  

発 生 翌 朝 に 現 地 を NEXCO 職 員 と 共 に 確 認 し 、 対 面 通 行 へ の 応 急 復 旧 の た め の 下

り 線 側 で の 土 砂 崩 壊 部 復 旧 が 最 初 の 工 事 と な っ た 。 下 り 線 土 砂 流 出 範 囲 お よ び 復

旧 状 況 を図 3-7 に 示 す 。  

 

図 3-7  下 り線土砂流出範 囲および復旧状 況  

（ 提 供 ： NEXCO 西日本 ）  
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そ の 後 に 、 流 出 し た 上 部 工 の 発 掘 、 搬 出 、 崩 落 し た 土 砂 撤 去 、 法 面 補 強 、 上 部

工 復 旧 と 施 工 す る こ と と な っ た 。  

 

1)崩 落 土 砂 の 撤 去 、 搬 出  

崩 落 し た 土 砂 は ド ロ ー ン 測 量 と 平 成 2 1 年 に 撮 影 し た 航 空 レ ー ザ ー 測 量 デ ー タ

に よ り 算 出 し た 結 果 、 約 5 万 m 3 が 流 出 し 、 そ の う ち 約 2 万 m 3 が 法 面 に 堆 積 し て

い た 。  

ド ロ ー ン に よ る 測 量 結 果 に つ い て は 工 程 を 立 て る た め に は 必 要 で あ っ た が 、 実

情 の と こ ろ 流 木 交 じ り の 土 砂 で あ っ た た め 、 実 際 の 土 量 と 測 量 結 果 が 整 合 し て い

る か に つ い て は 不 明 と な っ た 。  

 

2)法 面 災 害 復 旧  

当 初 、 崩 落 箇 所 に 繋 が る 町 道 の 沢 に か か っ て い た 橋 が 流 出 し て お り 被 災 場 所 に

ア ク セ ス で き な い 状 況 で あ っ た の で 高 速 道 路 上 り 線 の 壁 高 欄 を 撤 去 し 仮 橋 を 設 置

し て ア ク セ ス し た 。仮 橋 の 状 況 を写真 3-4、3-5 に 、仮 橋 設 置 箇 所 の 現 況 を写真 3-

6 に 示 す 。  

 

 

 

 

法 面 災 害 復 旧 時 に は 遠 隔 操 縦 タ イ プ の バ

ッ ク ホ ウ が 四 国 地 整 か ら 貸 与 さ れ た 。遠 隔 操

縦 タ イ プ の バ ッ ク ホ ウ は 0.45m 3 積 で 今 回 の

復 旧 に は 大 き す ぎ る 機 械 で あ っ た こ と は 否

め な い 。機 械 が 入 る た め の 足 場 造 成 に 小 型 有

人 バ ッ ク ホ ウ を 必 要 と す る 場 面 も あ り 、

0.25m 3 積 ク ラ ス の 遠 隔 操 縦 タ イ プ の バ ッ ク

ホ ウ で あ れ ば 利 便 性 が 高 い と 思 わ れ る 。  

ま た 、遠 隔 操 縦 タ イ プ の バ ッ ク ホ ウ 掘 削 に

つ い て は 一 定 速 度 で 掘 削 し て 許 容 を 超 え る

と 停 止 す る 仕 組 み で あ る の で 、オ ペ レ ー タ ー

写真 3-4 仮橋 （ 当 初 ）  

 

写真 3-5 仮橋 （ 再 設置 ）  

（ 提 供 ： NEXCO 西日本 ）  

 

写真 3-6 仮橋設置箇所 （ 現 況 ）  
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が そ の 土 砂 の 状 態 を 把 握 す る の に は 苦 労 し た 。  

土 砂 の 性 状 が 不 確 定 で あ り 、 運 搬 用 の モ ノ レ ー ル 設 置 や 計 測 器 の 設 置 を 行 う 際

に も 危 険 性 を 排 除 で き ず 、 非 常 に 苦 慮 し 、 時 間 も か か る こ と に な っ た 。  

 

本 復 旧 に 関 す る 計 画 は 第 三 者 委 員 会 等 で 検 討 し て い く 中 、 仮 設 計 画 に つ い て 検

討 を 行 う 際 に も 現 地 に 入 ら な い と 決 め ら れ な い こ と が 多 く 発 生 し た 。  

 

今 回 の よ う な 災 害 復 旧 工 事 を 行 う に 際 し て は 、 本 復 旧 計 画 、 仮 設 計 画 を 行 う 上

で も 事 前 に（ 今 回 で 言 え ば 、国 、県 、NE XCO 各 々 の ）統 合 的 な 3D デ ー タ が あ れ ば 、

搬 出 土 砂 量 や 仮 設 道 路 計 画 、 法 面 補 強 工 検 討 等 に 有 効 に 利 用 で き た と 考 え る 。  

新 技 術 と し て は 、 危 険 性 の 残 る 法 面 作 業 等 で 利 用 で き る 4 足 歩 行 の 無 人 ロ ボ ッ

ト 技 術 開 発 で 計 測 器 の 設 置 や 現 地 3D デ ー タ の 採 取 等 が 行 え る と 有 効 で あ る 。  

 

日 建 連 関 連 企 業 へ の 要 望 と し て は 、 今 回 の よ う な ケ ー ス で は 災 害 発 生 時 か ら 喫

緊 の 課 題 で あ っ た 土 砂 処 分 地 や 倒 木 処 分 地 等 を 日 建 連 に て 探 し て も ら え る と あ り

が た い 。 ま た 、 復 旧 の タ ス ク フ ォ ー ス チ ー ム が 立 ち 上 が る 中 、 施 工 サ イ ド の 有 識

者 と し て 施 工 の 見 地 や 仮 設 計 画 の 策 定 に 参 画 し て も ら い た い 。  

 

 

写真 3-7  災害発生箇所 （ 現 況 ）   
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3 . 6 .災害復旧で役立つ技術  

3 . 6 . 1 .応急復旧工事で役立 った技術  

今 回 の 応 急 復 旧 工 事 に て 役 立 っ た 技 術 に つ い て は 以 下 の と お り で あ る 。  

1)防 災 ヘ リ コ プ タ ー  

災 害 発 生 当 初 に お け る 被 災 状 況 の 把 握 に 有 効 (図 3-8) 

 

図 3-8  防災ヘリコプター活動状況  

（ 出 典 ： 高 知県 ）  

 

2)ド ロ ー ン 技 術 ・ 測 量  

災 害 発 生 当 初 に お け る 被 災 状 況 の 把 握 に 有 効 、 崩 落 土 砂 、 堆 積 土 砂 の 概 算 数 量

算 出 に 利 用  

 

図 3-9  ドローン技術   
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3)遠 隔 操 縦 式 バ ッ ク ホ ウ  

・ 土 砂 の 堆 積 状 況 が 不 明 で 危 険 性 の 高 い 状 況 下 で 有 効  

・ 倒 木 撤 去 に も 有 用  

 

写真 3-8  遠隔操縦式バックホウ (国土交通省 )  

（ 提 供 ： NEXCO 西日本 ）  

 

4)セ イ フ テ ィ ー ク ラ イ マ ー 工 法  

急 傾 斜 地 で の 無 人 化 施 工 時 に 有 効  

 

写真 3-9  セイフティークライマー工 法  

（ 提 供 ： NEXCO 西日本 ）  

 

5)動 態 観 測  

・ 地 中 変 位 、 地 表 面 変 位 、 地 下 水 位 を 常 時 モ ニ タ リ ン グ  

・ WEB カ メ ラ 監 視 お よ び 異 常 時 ア ラ ー ト 通 知 に よ り 管 理  
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3 . 6 . 2 .今後の災害対応であるとよい技術  

今 後 、同 様 の 災 害 発 生 時 に あ る と よ い と 考 え ら れ る 技 術 は 以 下 の と お り で あ る 。 

 

1)ド ロ ー ン 技 術 の 発 展   

災 害 発 生 時 の 調 査 が 十 分 行 え る た め 、 長 時 間 飛 行 が 可 能 で あ り 、 風 雨 の 影 響 を

受 け に く い 機 器 の 開 発 。  

 

2)簡 易 設 置 型 モ ニ タ リ ン グ 機 器  

災 害 発 生 箇 所 に お い て は 計 測 機 器 の 設 置 に 危 険 が 伴 う た め 、 ド ロ ー ン 等 で 落 下

さ せ た ら 設 置 完 了 と な り 計 測 開 始 で き る 簡 易 設 置 型 の 機 器 の 開 発 。  

  

3)小 型 遠 隔 操 縦 式 バ ッ ク ホ ウ  

今 回 の よ う な 土 砂 災 害 で は 重 機 足 場 の 設 置 に 苦 慮 す る た め 、 小 型 遠 隔 操 縦 タ イ

プ の バ ッ ク ホ ウ が あ る と 有 効 。  

  

4)4 足 歩 行 無 人 ロ ボ ッ ト 技 術  

危 険 箇 所 へ の 計 測 器 の 設 置 や 運 搬 用 モ ノ レ ー ル の 設 置 、 現 地 3 D デ ー タ の 採 取

等 を 無 人 で 行 え る 技 術 開 発 。  

 

3 . 7 .今後の災害対応 に対 して日建連企業に求める事項  

3 . 7 . 1 .四国地方整備局  

大 規 模 災 害 に 対 す る 日 建 連 会 員 企 業 に 求 め る 事 項 に つ い て 、 地 整 の 担 当 者 か ら

は 以 下 の 対 応 が 挙 げ ら れ た 。  

 

1)復 旧 工 事 の マ ネ ジ メ ン ト  

破 堤 な ど の 大 規 模 災 害 で は 日 建 連 会 員 企 業 ゼ ネ コ ン の 力 が 必 要 に な る と 思 わ れ

る 。今 回 の 西 日 本 豪 雨 に お い て も 、宇 和 島 市 で 4、5 箇 所 の 法 面 崩 壊 が 発 生 し 、復

旧 に 多 く の 時 間 を 有 し た こ と か ら 、 本 当 に 大 規 模 な 災 害 で は ゼ ネ コ ン に お 願 い す

る こ と に な る と 思 わ れ る 。 た だ 、 四 国 で は ゼ ネ コ ン の 仕 事 が 少 な く 、 地 元 業 者 と

の ネ ッ ト ワ ー ク が な い た め 、 燃 料 や 宿 泊 施 設 等 の 確 保 が 懸 念 さ れ る 。  

  

2)非 被 災 地 域 か ら の 応 援 派 遣  

南 海 ト ラ フ 地 震 の 発 生 確 率 は 80%を 超 え て い る 。 大 地 震 が 発 生 す れ ば 高 知 市 等

は 長 期 浸 水 の 可 能 性 が あ る 。 こ の よ う な 大 災 害 が 発 生 し た 場 合 、 被 害 が な い 地 域

の 現 場 を 中 断 し て 、 被 災 地 の 復 旧 支 援 に 対 応 す る と い っ た 体 制 は 、 多 く の 地 域 で

施 工 し て い る ゼ ネ コ ン に 求 め ら れ る の で は な い か と 思 う 。  
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3 . 7 . 2 .NEXCO 西日本  

今 回 の 災 害 を 踏 ま え 、今 後 日 建 連 に 求 め る 事 項 に つ い て は 以 下 の と お り で あ る 。 

1)対 面 交 通 化 に 必 要 と な る 約 8km 分 の ポ ス ト コ ー ン の 収 集 に 苦 慮  

→ 応 急 復 旧 時 に 多 量 に 必 要 と な る 資 材 に 対 し て そ の 収 集 業 務 の 対 応 。  

  

2)不 安 定 土 砂 等 の 撤 去 技 術 の 革 新 へ の 開 発 推 進 と そ の 確 立  

→ 新 た な 土 砂 撤 去 方 法 と し て 、 現 状 の も の で は な く 、 現 地 に 立 ち 入 ら ず と も 行   

え る よ う な 革 新 的 な 撤 去 技 術 の 開 発 推 進 。  

 

3 . 8 .日建連への要望 【 応急 復旧工事を担当 した日建連会員企業 】  

今 回 応 急 復 旧 工 事 を 行 っ た 結 果 を 踏 ま え 、 よ り ス ム ー ズ な 復 旧 を 行 う た め 日 建

連 へ の 今 後 の 要 望 は 以 下 の と お り で あ る 。  

 

1)統 合 的 な 3D デ ー タ の 事 前 作 成  

→ 国 、県 、NEXCO 各 々 の 3 D デ ー タ の 統 合 版 が 事 前 に 作 成 さ れ て い る こ と に よ り 、   

搬 出 土 量 算 定 や 仮 設 計 画 、 法 面 補 強 工 検 討 等 に 有 効 活 用 が 可 能 。  

  

2)処 分 地 選 定  

→ 応 急 復 旧 時 に 喫 緊 の 課 題 と な る 土 砂 処 分 、 倒 木 処 分 場 所 の 早 期 選 定 。  

  

3)タ ス ク フ ォ ー ス チ ー ム の 参 加  

→ 復 旧 タ ス ク フ ォ ー ス チ ー ム が 有 識 者 で 立 ち 上 が る 中 、 仮 設 計 画 に つ い て 十 分  

な 討 議 を 行 う た め に も 施 工 サ イ ド の 見 地 や 仮 設 計 画 の 策 定 に 日 建 連 が 有 識 者 と  

し て 参 画 。  
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Ⅱ-3  平成 28 年 8 月台風  

 
１ .平成 28  年 8  月台風による豪雨災害の概要  

1 . 1 .気象の状況  

1 . 1 . 1 .大雨の概要   

平 成 28 年 8 月 は 台 風 が 相 次 い で 北 海 道 に 上 陸 ・ 接 近 し 、 大 き な 影 響 を 及 ぼ し

た 。 8 月 17 日 の 第 7 号 上 陸 に 続 き 、 21 日 に 第 11 号 、 23 日 に 第 9 号 と わ ず か 1 週

間 の 間 に 3 つ の 台 風 が 北 海 道 に 上 陸 し た 。 1 年 で 3 つ の 台 風 が 北 海 道 に 上 陸 し た

の は 、 1951 年 の 統 計 開 始 以 来 初 め て の こ と で あ っ た 。 更 に 8 月 末 に は 台 風 第 10  

号 が 接 近 し 、 北 海 道 で は 再 び 十 勝 地 方 を 中 心 に 大 雨 と な っ た （ 図 1-1）。  

 

 

図 1-1  次々と北上する台風  

（ 提 供 ： 北 海道開発局 ）  
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こ の よ う な 台 風 に よ る 影 響 に 加 え 、 北 海 道 付 近 に 停 滞 し て い た 前 線 の 活 動 も 活

発 と な っ た た め 、オ ホ ー ツ ク 海 側 と 太 平 洋 側 を 中 心 に 各 地 で 記 録 的 な 大 雨 と な り 、

道 内 の ア メ ダ ス 225 地 点 中 、89 地 点 に お い て 月 の 降 水 量 の 記 録 を 更 新 し た（ 図 1-

2）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2  北海道内降水量分布図  

（ 提 供 ： 北 海道開発局 ）  

 

1 . 1 . 2  台風が相次いで発生 した背景 （ 8  日間に 5  個の台風発生 ）  

平 成 28 年 8 月 は 、7 個 の 台 風 が 発 生 し た 。

こ の う ち 、台 風 第 7～ 11 号 の 5 つ の 台 風 は 、

8 月 14～  21 日 の 8 日 間 に 発 生 し て い る

（図 1-3）。 こ の よ う に 、 台 風 が 短 期 間 に 相

次 い で 発 生 し た 主 な 要 因 と し て は 、 次 の こ

と が 挙 げ ら れ る 。  

・ 上 空 の 気 圧 の 谷 が 太 平 洋 中 部 か ら 日 本 の

南 東 海 上 に 移 動 し て き た こ と  

・ 積 乱 雲 が 多 く 発 生 す る 領 域 が 、 フ ィ リ ピ

ン 付 近 か ら 日 付 変 更 線 付 近 に 移 動 し て き

た こ と  

 

1 . 1 . 3  台風が相次いで北上 した背景 （ 2  週間に 4  

個の台風が上陸 ・ 接近 ）  

平 成 28 年 8 月 は 、 太 平 洋 高 気 圧 の 日 本 付 近

へ の 張 り 出 し が 弱 く な っ て い た 。 平 成 28 年 と

平 年 の 8 月 の 地 上 天 気 図 に お け る 気 圧 の 差 に

お い て 、カ ム チ ャ ツ カ 半 島 か ら 千 島 の 東 に か け

て 暖 色 と な っ て お り 、日 本 付 近 は 寒 色 と な っ て

い ま し た（図 1-4 暖 色 は 平 年 よ り 気 圧 が 高 く 、

寒 色 は 平 年 よ り 気 圧 が 低 い こ と を 示 す ）。 つ ま

り 、 平 成 28 年 8 月 は 太 平 洋 高 気 圧 が 日 本 の は る か 東 で 強 か っ た も の の 、 日 本 付

近 へ の 張 り 出 し は 弱 か っ た と い う こ と が わ か る（図 1-4）。こ の た め 、太 平 洋 高 気

図 1-3  発生 した台風 とその発生日  

（ 提 供 ： 北 海道開発局 ）  

 

図 1-4 地上天気図における気圧差  

（提供：北海道開発局）  
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圧 の 縁 に 沿 っ て 台 風 が 北 海 道 へ と 北 上 し や す い 状 況 と な り 、 南 か ら 暖 か く 湿 っ た

空 気 が 北 海 道 に 入 り や す く な っ た た め 、 前 線 の 活 動 も 活 発 と な っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 . 2  被害の概要  

平 成 28 年 8 月 の 台 風 は 、広 範 囲 に 避 難 指 示 、避 難 勧 告 が 発 令 さ れ 、多 数 の 避 難

者 が 発 生 し 、死 者 4 名 、不 明 者 2 名 、住 家 被 害 は 1,277 棟 、浸 水 被 害 は 1,476 棟 、

河 川 、道 路 に 加 え 、農 地 、農 作 物 な ど 被 害 は 甚 大 か つ 広 範 囲 に 亘 る も の と な っ た 。  

 

表 1-1  平成 28 年 8 月台風による被害状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 提 供 ： 北 海道開発局 ）  

図 1-5  平成 28 年 8 月の地上天気図 （ 左 ） 、平 年の 8 月の地上天気図 （ 右 ）  

（ 提 供 ： 北 海道開発局 ）  
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２ .国道 274  号 (日勝峠付近 )の落橋 、道 路 欠損に関する被 災 と復旧対策 ・ 復旧 技術  

2 . 1 .調査の背景 と目的  

前 述 の よ う に 、平 成 28 年 8 月 台 風 に よ る 被 害 は 、甚 大 か つ 広 範 囲 に わ た る も の

で あ っ た 。 そ の 中 で も 、 国 道 27 4 号 日 勝 峠 は 、 被 災 区 間 43k m、 被 災 箇 所 は 66 箇

所 に も 及 び 、 被 災 範 囲 及 び 被 災 内 容 と も に 甚 大 で あ っ た 。 国 道 274 号 日 勝 峠 の 復

旧 は 、 被 災 箇 所 の 復 旧 対 策 、 復 旧 技 術 の 視 点 か ら 見 る と 、 多 く の 知 見 や 技 術 が 集

結 し た 事 例 と 考 え ら れ た た め 、 今 回 の 調 査 対 象 と し た 。  

 

2 . 2 .国道 274  号線日勝峠の被災 と復旧工事  

2 . 2 . 1 .台風 10  号に伴 う大雨の概要 と気象状況  

国 道 274 号 日 勝 峠 で は 、台 風 7 号 、 11 号 、 9 号 に て 、連 続 雨 量 100～ 150mm に 3 

度 到 達 し 、 更 に 台 風 10 号 の 接 近 に 伴 い 、 連 続 雨 量 488mm、 時 間 雨 量 55mm /h を 記

録 し た （図 2-1）。  

 

図 2-1  台風 10 号 （ 8 月 28 日～ 8 月 31 日 ）気 象 データ  

（ 提 供 ： 北 海道開発局 ）  
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特 に 、台 風 10 号（ 8 月 28 日 ～ 8 月 31 日 ）の 降 雨 は 、台 風 本 体 に 伴 う 降 雨 で

は な く 、長 時 間 に わ た り 東 寄 り の 暖 湿 気 が 日 高 山 脈 に ぶ つ か り 発 達 し た 雨 雲 に

起 因 す る 地 形 性 降 雨 で 、日 勝 峠 を 源 流 と す る 河 川 が 増 水 し 、土 石 流 伴 い 道 路 及

び 橋 梁 が 被 災 し た 。  

 

 

図 2-2  台風 10 号 に伴 う大雨  

（ 提 供 ： 北海道開発局 ）   
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2 . 2 . 2  大雨による被災状況  

被 災 区 間 は 日 高 町 千 栄 ～ 清 水 町 清 水 間 の 延 長 43km で 、 落 橋 等 に よ る 橋 梁 損 傷

10 箇 所 、 覆 道 損 傷 3 箇 所 、 道 路 本 体 が 大 き く 欠 損 6 箇 所 、 そ の 他 4 7 箇 所 の 合 計

66 箇 所 が 主 な 被 災 箇 所 で あ り 、日 勝 峠 の 全 線 に わ た り 甚 大 な 被 災 を 受 け た（図 2-

3、図 2-4）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 . 2 . 3 .  被災原因 と発生 メカニズム  

被 災 の 要 因 は 、大 き く は「 河 川 氾 濫 」

と「 土 石 流 ・ 表 面 水 」の 区 間 に 分 け る

こ と が で き 、そ れ ぞ れ 被 災 の 形 態 が 異

な る 。 河 川 氾 濫 に よ る 被 災 と し て は 、

短 時 間 か つ 多 量 の 降 雨 に よ る 影 響 で 、

河 川 水 位 が 急 激 に 上 昇 し 、千 呂 露 橋 は

A1 橋 台 背 面 側 の 盛 土 洗 堀 、崩 壊 に よ り

橋 台 が 転 倒 し 、そ れ に 伴 い 主 桁 の 落 橋

と 変 形 、P1 橋 脚 の 変 形・回 転 が 発 生 し

落 橋 し た （写真 2-1）。  

図 2-3  被災箇所位置図 （ 提 供 ： 北 海道開発 局 ）  

図 2-4  被災箇所縦断図 （ 提 供 ： 北 海道開発 局 ）  

写真 2-1  千呂露橋落橋  

（ 出 展 ： 北 海道開発局 ）  
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土 石 流 ・ 表 面 水 に よ る 被 災

と し て は 、 沢 か ら の 土 石 流 に

よ り 横 断 管 が 閉 塞 し 土 石 や

地 表 面 の 水 が 道 路 面 に 流 出

し 、 越 流 し た こ と に よ り 盛 土

が 大 規 模 に 崩 壊 し た 。 そ の 他

に も 国 道 274 号 日 勝 峠 の 多 く

の 箇 所 で 被 災 が 発 生 し た （写

真 2-2）。  

主 な 被 災 箇 所 の 被 災 要 因

と メ カ ニ ズ ム に つ い て 、表 2-

1 に 示 す 。  

 

 

 

 

表 2-1  被災要因 と発生のメカニズム  

（ 提 供 ： 北 海道開発局 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2-2  清水側 7 合目盛土崩壊  

（ 出 展 ： 北 海道開発局 ）  
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2 . 2 . 4 .災害復旧の歩みと復旧の概要  

１ ） 日 高 側 の 復 旧 作 業  

日 高 側 で は 、 千 呂 露 橋 の 落 橋 に よ り 、 地 域 住 民 が 大 き な 迂 回 を 強 い ら れ た こ と

か ら 、復 旧 作 業 用 の 仮 橋 を 約 10 日 間 で 架 設 し 、地 域 住 民 や 緊 急 車 両 、調 査・工 事

用 車 両 の 通 行 を 可 能 と し た （写真 2-3）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2-3  迂回路等の早期解消 （ 千 呂露橋作 業用仮橋 ）  

（ 提 供 ： 北 海道開発局 ）  

 

２ ） 清 水 側 の 復 旧 作 業  

一 方 、 清 水 側 は 盛 土 工 事 が 多 く 、 冬 季 間 の 工 事 は ほ ぼ で き な い た め 、 雪 解 け と

同 時 に 工 事 に 着 手 で き る よ う 、3 月 初 旬 頃 か ら 除 雪 作 業 を 、4 月 か ら は 盛 土 用 の 土

砂 の 搬 入 を 行 い 、 5 月 か ら 本 格 的 な 工 事 を 開 始 し た 。  

復 旧 作 業 の 早 期 着 手 の た め 、 現 地 の 測 量 や 地 質 調 査 完 了 後 、 復 旧 作 業 用 道 路 を

順 次 整 備 し 、 工 事 車 両 の 進 入 路 を 確 保 し た （写真 2-4）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2-4  作業用道路の設置 （ 清 水側 ）  

（ 提 供 ： 北 海道開発局 ）  
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３ ） 復 旧 作 業 の 工 事 体 制 お よ び 情 報 連 絡 体 制  

工 事 32 件 全 体 に 関 係 す る 問 題 点 や 各 工 事 の 問 題 点 に 対 応 す る た め に は 、 情 報

収 集 、 情 報 共 有 、 進 捗 管 理 、 調 整 、 工 事 管 理 、 情 報 伝 達 等 を 行 う 受 発 注 者 と の 協

議 体 制 が 必 要 で あ っ た 。 そ の た め の 方 策 と し て 、 現 場 で の 問 題 点 を 早 期 に 解 消 す

る た め の フ ロ ー や 発 注 者 の 早 期 判 断 ・ 遂 行 の た め の 『 復 旧 事 業 ppp』 と い う 新 た

な 試 み に よ っ て 体 制 の 強 化 を 図 っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ） 復 旧 作 業 の 調 整  

一 本 し か な い 工 事 用 道 路 を 使 っ て 多 数 の 工 事 を 同 時 並 行 で 行 う に は 、 工 事 用 車

両 の 幅 員 の 問 題 が あ る た め 、工 事 業 者 間 の 連 携 、調 整 が 不 可 欠 で あ る 。こ の た め 、

日 高 側 、清 水 側 そ れ ぞ れ に 、工 事 の 受 注 者 で 構 成 さ れ る 工 事 連 絡 協 議 会 を 設 置 し 、

作 業 工 程 ・ 車 両 運 行 等 の 調 整 を 綿 密 に 図 り な が ら 施 工 を 行 っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5 現場での問題点を早期解消するフロー 

（出典：北海道開発局）  

 

図 2-6 『復旧事業 ppp』工事体制図  

（出典：北海道開発局）  

 

写真 2-5  復旧工事の最盛状況  

（出展：北海道開発局）  
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５ ） 再 開 通 [全 線 通 行 止 め 解 除 ]  

復 旧 作 業 に は 、 延 べ 現 場 入 場 者 数 95,708 人 、 延 べ 工 事 車 両 台 数 45,384 台 が 投

入 さ れ 、 2017 年 （ 平 成 29 年 ） 10 月 28 日 （ 土 ） 13 時 に 1 年 2 か 月 に わ た っ た 通

行 止 め を 解 除 す る に 至 っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真 2-6  復旧に携わった土木技術者達  

（ 提 供 ： 北 海道開発局 ）  

写真 2-7  全線通行止め解除状 況 （ 平 成 29 年 10 月 28 日 （ 土 ） 13 時 ）  

（出典：北海道開発局）  
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2 . 2 . 5 .本災害復旧における対応プロセス  

１ ） 災 害 協 定 に 基 づ く 出 動 要 請 と 初 期 出 動 時 の 要 請 内 容  

北 海 道 開 発 局 と 日 本 建 設 業 連 合 会 北 海 道 支 部 で は 、「 北 海 道 開 発 局 所 管 施 設 等

の 災 害 応 急 対 策 業 務 に 関 す る 協 定 」 を 平 成 25 年 4 月 に 締 結 し て い る 。  

本 災 害 協 定 に お け る （ 出 動 等 の 要 請 ）、（ 業 務 の 実 施 ） の 項 目 は 、 以 下 の よ う な

協 定 内 容 と な っ て い る （ 災 害 協 定 に お け る 該 当 部 を 抜 粋 す る 。 災 害 協 定 中 の

「 甲 」 は 北 海 道 開 発 局 長 、「 乙 」 は 一 般 社 団 法 人 日 本 建 設 業 連 合 会 北 海 道 支 部 長

を 示 す 。）。  

 

（ 出 動 等 の 要 請 ）  

第 4 条  甲 又 は 部 長 等（ 甲 が 所 掌 す る 開 発 建 設 部 長 及 び 事 務 所 、事 業 所 若 し く   

    は 管 理 所 の 長 を い う 。以 下 同 じ ）は 、所 管 施 設 等 に 災 害 が 発 生 し 、又 は 発  

    生 す る お そ れ が あ る 場 合 に お い て 、当 該 災 害 に 係 る 応 急 措 置 を 実 施 す る た   

    め 必 要 が あ る と 認 め ら れ た と き は 、口 頭 又 は 書 面 に よ り 、乙 の 会 員 に 出 動  

    を 要 請 す る こ と が で き る も の と す る 。た だ し 、口 頭 に よ る 場 合 は 要 請 後 速  

    や か に 書 面 に よ る 要 請 手 続 き を 行 う も の と す る 。  

２  乙 の 会 員 は 、前 項 の 規 定 に よ り 甲 又 は 部 長 等 か ら 出 動 の 要 請 が あ っ た と き  

  は 、 特 別 な 理 由 が な い 限 り 、 こ れ に 応 じ る も の と す る 。  

３  甲 又 は 部 長 等 は 、 出 動 を 要 請 す る に 当 た っ て は 、 口 頭 又 は 書 面 に よ り 、  

    次 の 事 項 を 明 ら か に し て 行 う も の と す る 。  

 (1) 被 災 等 の 状 況  

 (2) 業 務 の 内 容  

 (3) 出 動 の 場 所  

 (4) 資 機 材 の 種 類 ・ 数 量  

 (5) 甲 又 は 部 長 等 の 指 名 に よ り 所 管 施 設 等 の 応 急 措 置 に 係 る 業 務 の 実 施  

     に つ い て 指 示 す る も の  

 (6) そ の 他 必 要 な 事 項  

（ 業 務 の 実 施 ）  

第 5 条  乙 の 会 員 は 、前 条 第 1 項 の 出 動 の 要 請 が あ っ た と き は 、速 や か に 出 動  

    し 、 甲 又 は 部 長 等 （ 前 項 第 3 項 第 5 号 に 規 定 す る 者 を 含 む 。） の 指 示 に よ  

    り 所 管 施 設 等 の 応 急 措 置 に 係 る 業 務 を 実 施 す る も の と す る 。   
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北 海 道 開 発 局 に よ る と 、 国 道 に お い て は 各 区 間 で 年 間 維 持 除 雪 工 事 を 請 け 負 っ

て い る 企 業 が 災 害 時 の 初 動 及 び 応 急 対 応 を 担 っ て い る が 、 災 害 規 模 に 応 じ た 必 要

な 資 機 材 の 調 達 、 必 要 と な る 技 術 力 等 を 考 慮 し て 、 災 害 協 定 を 締 結 し て い る 団 体

等 の 構 成 （ 会 員 ） 企 業 の 施 工 実 績 等 を 踏 ま え て 北 海 道 開 発 局 （ 開 発 建 設 部 ） が 建

設 会 社 を 別 途 選 定 し 、 緊 急 随 意 契 約 に よ る 応 急 対 応 を 行 っ て い る 。  

今 回 の 災 害 に つ い て も 、 被 災 区 間 の 維 持 管 理 を 担 当 し て い る 建 設 会 社 に 片 側 １

車 線 程 度 の 道 路 啓 開 や 、 被 害 の 拡 大 を 防 止 す る 必 要 最 低 限 の 応 急 対 応 を 既 契 約 工

事 の 設 計 変 更 や 緊 急 随 意 契 約 で 実 施 し た 。 そ の 後 の 復 旧 工 事 に お い て は 一 般 競 争

に よ り 別 途 発 注 し た 。 な お 、 孤 立 集 落 の 解 消 及 び 対 岸 の 道 路 啓 開 等 に 早 期 着 手 す

る た め の 復 旧 作 業 用 仮 橋 を 早 急 に 設 置 す る 必 要 が あ っ た 日 高 側 の 千 呂 露 橋 の 落 橋

対 応 等 で は 、 清 水 建 設 や 道 内 大 手 企 業 等 と 緊 急 随 意 契 約 に よ り 対 応 を 要 請 し た と

い う も の も あ っ た 。  

 

２ ） 現 地 調 査 と 災 害 対 応 及 び 災 害 復 旧 工 事 の 軌 跡  

災 害 対 応 及 び 災 害 復 旧 工 事 に 先 行 し て 、 現 地 の 災 害 状 況 と 作 業 用 進 入 路 の 確 保

の た め の 調 査 は 早 期 復 旧 に 重 要 な 要 素 と な る 。  

現 地 調 査 に 当 た っ て は 、 移 動 は 徒 歩 を は じ め 、 自 転 車 ・ ゴ ム ボ ー ト ・ ヘ リ コ プ

タ ー を 使 用 し 、 調 査 は UAV に よ る 撮 影 や I CT 技 術 の 活 用 な ど 、 様 々 な 手 段 を 駆 使

し 、 迅 速 に 現 地 の 被 災 状 況 を 把 握 し た 。 そ し て 、 そ の 調 査 結 果 を 基 に 復 旧 対 応 及

び 復 旧 工 事 を 行 っ た 。図 2-7 に 現 地 調 査 及 び 復 旧 作 業 、 復 旧 工 事 の 軌 跡 を 示 す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-7  現地調査のプロセス及び復旧 作業 、復 旧工事の軌跡  

（ 提 供 ： 北 海道開発局 ）  
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３ .災害復旧で役立つ技術  

3 . 1 .復旧工事で取 り組んだ技術 ・ 対策  

 

＜ 国 土 交 通 省  北 海 道 開 発 局 ＞  ＜ 日 本 建 設 業 連 合 会  北 海 道 支 部 ＞  

 

 ・ 千 呂 露 橋 の 復 旧 作 業 用 仮 橋 及 び 設 置 技 術  

 ・ 仮 橋 設 置 に 使 用 し た 1200ｔ 級 大 型 ク レ ー ン  

 ・ ヘ リ コ プ タ ー （ 開 発 局 も 1 機 保 有 ）  

 ・ 根 固 め ブ ロ ッ ク  

 ・ i-Construction 技 術  

  UAV（ 調 査 ・ 測 量 に よ る 被 害 箇 所 と 被 害 規 模 の 把 握 ）  

  CIM（ 地 形 の 3DCAD 化 ）  

  ICT 施 工 （ 3DCAD デ ー タ を 元 と し た M G 施 工 ）  

 ・ そ の 他  

  高 速 道 路 の 無 料 開 放  

 

 ＜ 清 水 建 設 ㈱  北 海 道 支 店 ＞  ＜ 宮 坂 建 設 工 業 ㈱ ＞  

 

 ・ 千 呂 露 橋 の 復 旧 作 業 用 仮 橋 及 び 設 置 技 術  

  （ 正 三 角 形 の 部 材 で 組 み 立 て た ワ ー レ ン ト ラ ス 桁  ス パ ン 69ｍ ）  

 ・ 仮 橋 設 置 に 使 用 し た 1200ｔ 級 大 型 ク レ ー ン  

 ・ 消 波 ブ ロ ッ ク （ 盛 土 を 安 定 さ せ る た め に 使 用 ）  

 ・ ICT 施 工 （ 3D デ ー タ に よ る 無 丁 張 で の 施 工 ）  

 ・ ス マ ー ト フ ォ ン （ ガ ラ パ ゴ ス 携 帯 で 電 波 が 届 か な か っ た た め ）  

 ・ 資 材 （ 砕 石 等 ）  

 ・ バ ッ ク ホ ウ （ 無 人 機 含 む ）  

 ・ 移 動 手 段 （ 自 転 車 ）  
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3 . 2 .今後の災害対応であるとよい技術 ・ 対 策  

 

＜ 国 土 交 通 省  北 海 道 開 発 局 ＞  ＜ 日 本 建 設 業 連 合 会  北 海 道 支 部 ＞  

 

・ 遠 隔 操 作 の 重 機 （ 無 人 化 重 機 施 工 ）  

・ 遠 隔 臨 場 の た め の 衛 星 通 信 （ 衛 星 通 信 車 含 む ）  

・ 分 解 組 立 バ ッ ク ホ ウ  

・ ラ ジ コ ン ヘ リ コ プ タ ー  

・ ICT 施 工 （ 汎 用 性 が 高 く 、 オ ペ レ ー タ ー 技 術 に 依 存 し な い こ と ）  

・ プ レ キ ャ ス ト 製 品 （ 現 地 状 況 に 合 わ せ る こ と が 容 易 な も の ）  

・ 流 木 処 理 技 術 （ 啓 開 作 業 の た め に 先 行 し て 行 う ）  

 

 

＜ 清 水 建 設 ㈱  北 海 道 支 店 ＞  ＜ 宮 坂 建 設 工 業 ㈱ ＞  

 

・ 遠 隔 操 作 の 重 機 （ 無 人 化 重 機 施 工 ）  

・ ド ロ ー ン  

・ 3D ス キ ャ ナ ー  

・ 遠 隔 臨 場 の た め の 衛 星 通 信 （ 衛 星 通 信 車 含 む ）  

・ 分 解 組 立 バ ッ ク ホ ウ  

・ WEB カ メ ラ （ ネ ッ ト 通 信 ）  

 

3 . 3 .今後の災害対応での検討事項  

 

・ 初 動 時 、 コ ン サ ル タ ン ツ 会 社 を 要 請 し 、 早 急 の 対 応 設 計 が 必 要 で あ る  

・ 日 建 連 に 緊 急 依 頼 が 来 た 時 の 緊 急 連 絡 網 と 訓 練 実 施  

・ 緊 急 時 に 対 す る 作 業 員 ・ 機 械 ・ 資 材 の 確 保 （ 先 行 確 保 が 難 し い ）  

・ 上 記 の 保 有 を ど こ で 管 理 し た 方 が よ い か 決 め る 必 要 が あ る  
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４ .国土交通省  北海道開発局の災害対応 と災害対策用機械  

4 . 1 .国土交通省  北海道開発局の災害対応  

4 . 1 . 1 .緊急災害対策派遣隊 （ TEC-F ORCE） の活動  

（ 1） TEC-FORCE の 概 要  

平 成 20 年 に「 緊 急 災 害 対 策 派 遣 隊 」（ 通

称 ： TEC- FORCE） と し て 発 足 。 被 災 地 方 公

共 団 体 等 が 行 う 災 害 応 急 対 策 に 対 す る 技

術 的 支 援 を 円 滑 か つ 迅 速 に 行 う も の と 定

義 さ れ て い る 。  

平 成 28 年 の 台 風 8 号 で も 北 海 道 開 発 局

は 被 災 し た 市 町 村 が 早 期 に 被 災 状 況 を 把

握 し 復 旧 を 行 え る よ う 、TEC-FORC E（ 緊 急 災

害 対 策 派 遣 隊 ）を 派 遣 し 支 援 し た 。北 海 道

外 の 地 方 整 備 局（ 関 東 、中 国 、四 国 ）の 隊

員 が 派 遣 さ れ た の は 初 め て で 、 24 時 間 体 制 で 対 応 し た 。  

 

（ 2） TEC-FORCE の 支 援 内 容  

支 援 メ ニ ュ ー は 主 に 以 下 の よ う な 内 容 と な っ て い る 。  

・ 被 災 地 方 公 共 団 体 等 と 北 海 道 開 発 局 と の 間 の 連 絡 調 整 を 「 リ エ ゾ ン 」 と 呼 ば れ

る 隊 員 が 担 う 。  

・ 災 害 復 旧 に 向 け 国 に 提 出 す る 第 1 報 、 最 終 報 等 の 被 害 報 告 表 作 成 を 支 援 す る 。  

・ 被 害 の 発 生 や 拡 大 を 防 止 す る た め 災 害 復 旧 用 資 材 を 貸 与 す る 。  

・ 災 害 対 策 用 機 械 等 の 被 害 の 発 生 や 拡 大 を 防 止 す る た め の 貸 付 （ 災 害 時 の 機 械 経

費 は 無 償 、 人 件 費 ・ 燃 料 費 は 要 請 者 負 担 ） 災 害 復 旧 機 能 確 保 の た め の 派 遣 を 行

う 。  

 

（ 3） TEC-FORCE の 最 新 技 術 の 活 用 事 例  

 被 災 直 後 に 人 が 近 づ け な い エ リ ア

に お け る 迅 速 な 調 査 手 法 と し て 北 海

道 開 発 局 で は TEC-FORCE ド ロ ー ン 隊 を

設 置 し 、 操 縦 者 の 育 成 と 必 要 な 知 識 ・

技 能 の 習 得 を 開 始 し て い る（写真 4-2）。 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4-2  ドローン操作状況  

（ 提 供 ： 北 海道開発局 ）  

 

写真 4-1  TEC-FORCE  

（ 提 供 ： 北 海道開発局 ）  
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支 援 ニ ー ズ を 把 握 す る た め に 被 災 箇

所 状 況 を リ ア ル タ イ ム で 視 覚 化 す る た

め 、災 害 対 策 用 ヘ リ コ プ タ ー 、小 型 衛 星

画 像 伝 送 装 置（ Ku-SATⅡ ）、5G Hz 帯 域 無

線 ア ク セ ス シ ス テ ム （ i-RA S） 等 の 設 備

を 導 入 し て い る （写真 4-3）。  

 

 

 

 

 

 

4 . 2  国土交通省  北海道開発局の災害対策用機械  

4 . 2 . 1  豪雨応急対策 に有効な機械  

（ 1） 排 水 ポ ン プ 車  

洪 水 災 害 時 に お い て 排 水 作 業 を 行 う 機 械 で 、 排 水 ポ ン プ ・ 発 動 発 電 機 ・ 照 明 装

置 ・ ク レ ー ン 装 置 等 を 搭 載 し 、 ポ ン プ 設 置 か ら 排 水 作 業 ま で の 作 業 を １ 台 で 行 う

（写真 4-4）。 出 水 期 に 出 動 要 請 が 多 い 。  

 

● 車 両 の 規 格 （ 例 ）  

全   長   ７ .８ m  

全   幅   ２ .５ m  

全   高   ３ .２ m  

車 両 重 量   １ ０ .７ t  

排 水 能 力   ３ ０ ～ ６ ０ m 3 /分  

 

 

  

写真 4-4  排水ポンプ車稼働 状況   

（ 提 供 ： 北 海道開発局 ）  

 

写真 4-3  Ku- SATⅡによる画像伝送状況  

（ 提 供 ： 北 海道開発局 ）  
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（ 2） 土 の う 造 成 機  

洪 水 時 に 堤 防 の 漏 水 な ど を 防 ぐ 土 の う 積 工 法 に 使 用 す る 土 の う を 迅 速 且 つ 大 量

に 作 成 す る（写真 4-5）。特 別 な 技 能 を 要 さ な い 簡 単 な 操 作 で 土 の う を 連 続 供 給 で

き 、 現 場 に お け る 土 の う 造 成 作 業 で の 負 担 軽 減 を 図 る 。 粘 土 質 以 外 の 土 質 に 対 応

し 、 ペ ダ ル ス イ ッ チ 一 つ の 簡 単 な 操 作 で 迅 速 に 土 の う を 作 成 可 能 。  

 

● 機 械 の 主 要 諸 元 （ 例 ）  

全   長   ７ .３ m  

全   幅   ２ .５ m  

全   高   ２ .５ m  

機 械 重 量   １ ２ .５ t  

作 業 能 力   ７ ２ ０ 袋 / h  

 

 

（ 3） 応 急 組 立 橋  

橋 梁 が 流 出 又 は 損 傷 し て 通 行 不 能 と な っ た 場 合 に 、 短 期 間 で 応 急 的 に 組 立 ・ 架

設 し て 道 路 機 能 を 確 保 す る（写真 4-6）。平 成 28 年 の 台 風 で 被 災 し た R273 高 原 大

橋 の 迂 回 路 の 2 車 線 仮 橋 と し て 約 2 年 間 に わ た り 設 置 さ れ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

● 機 械 の 主 要 諸 元  

延 長  鋼 製 ５ ０ ｍ  

幅 員   ７ .５ ｍ  

写真 4-5  土のう造成機  

（ 提 供 ： 北 海道開発局 ）  

 

写真 4-6  応急組立橋  

（ 提 供 ： 北 海道開発局 ）  
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4 . 2 . 2 .その他の機械例  

北 海 道 開 発 局 事 業 振 興 部 防 災 課 で は 平 成 27 年 度 よ り 「 北 海 道 開 発 局 の 災 害 用

対 策 機 械 」と し て 保 有 す る 機 械 の リ ス ト を 公 開 し て い る 。4 . 2 . 1 .で 紹 介 し た 豪 雨 応

急 対 策 以 外 の 主 な 機 械 を 紹 介 す る 。  

 

（ 1） 照 明 車 （ ブ ー ム 式 、 ポ ー ル 式 ）  

照 明 車 は 、 発 動 発 電 機 ・ 照 明 装 置 を 搭 載 し て お り 、 各 種 災 害 に お け る 夜 間 の 復

旧 作 業 お よ び 監 視 な ど で 出 動 。 搭 載 し て い る 照 明 は 約 400m 先 で も 資 料 が 読 め る

明 る さ を 有 し て い る （ 写真 4-7）。  

 

● 機 械 の 主 要 諸 元 （ 例 ）  

全   長   ５ .９ m  

全   幅   ２ .２ m  

全   高   ３ .４ m  

機 械 重 量   ６ .９ t  

装 備 ラ ン プ   ２ Ｋ Ｗ ×６ 灯  

 

 

 

 

（ 2） 多 目 的 支 援 車 （ 履 帯 式 ）  

ゴ ム 製 無 限 軌 道 （ 履 帯 ） 装 着 に よ り 沼 地 ・ 雪 上 な ど の 不 整 路 面 の 走 行 が 可 能 。

立 入 が 容 易 で は な い 箇 所 で の 現 地 調 査 や 人 員 ・ 災 害 復 旧 資 機 材 の 輸 送 な ど 多 目 的

で の 使 用 が 可 能 （写真 4-8）。  

 

● 機 械 の 主 要 諸 元  

全 長  ５ .０ ｍ  走 行 速 度 （ 舗 装 路 面 ）  4 0 k m / h  

全 幅  
２ .３ ｍ  最 大 登 坂 能 力  未 舗 装 /雪 上 圧 雪 面  2 0

度  

全 高  ３ .１ ｍ  最 大 接 地 圧  1 9 . 6 k P a ( 0 . 2 k g / c m 2 )  

重 量  ５ .０ ｔ  最 大 渡 河 水 深 （ 静 水 に て ） 4 0 c m  

最 高 渡 河 速 度 （ 静 水 に て ） 1 0 k m / h  

最 小 回 転 半 径  1 0 k m / h  

乗 車 定 員  運 転 室 ２ 名  客 室 ８ 名  

 

  

写真 4-7  照明車  

（ 提 供 ： 北 海道開発局 ）  

 

写真 4-8  多目的支援車  

（ 提 供 ： 北 海道開発局 ）  
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（ 3） 分 解 組 立 型 バ ッ ク ホ ウ  

災 害 等 で 通 行 経 路 寸 断 に よ り 被 災 現 場 に 機 材 が 投 入 で き な い 場 合 に 空 輸 で 運 搬

対 応 可 能 な 分 解 組 立 式 の 機 械 （写真 4-9）。  

平 成 28 年 8 月 に 羅 臼 町 で 発 生 し た 地 滑 り 災 害 対 応 や 平 成 30 年 9 月 の 胆 振 東 部

地 震 で 生 じ た 河 道 閉 塞 土 砂 の 撤 去 作 業 で 派 遣 さ れ た 。 ま た 、 ラ ジ コ ン 操 作 で 安 全

な 場 所 か ら 遠 隔 操 縦 が 行 え る 仕 様 で あ る 。  

 

● 車 両 の 主 要 諸 元  

バ ケ ッ ト 容 量   １ .０ ㎥ （ 山 積 ）  

全   長   １ ０ .１ m  

全   幅   ３ .０ m  

全   高   ３ .３ m  

車 両 総 重 量   ２ ６ t  

アタッチメント：油圧ブレーカ、グラップル  

無 線 方 式 ： 特 定 小 電 力 無 線  

 

 

（ 4） 簡 易 遠 隔 操 縦 装 置 （ ロ ボ Ｑ Ｓ ）  

土 砂 災 害 等 で 有 人 操 縦 が 危 険 な 現 場 に お い て 、 バ ッ ク ホ ウ の 座 席 に 装 置 を 設 置

す る こ と で 無 人 化 施 工 に よ る 応 急 復 旧 作 業 を 可 能 と す る も の （ 写真 4-10）。  

複 数 の バ ッ ク ホ ウ の メ ー カ ー や 機 種 に 汎 用 性 が あ る 。  

 

● 装 置 の 主 要 諸 元  

搭 載 対

象  
 0 . 2 8～ 0 . 8 ㎥ 級 バ ッ ク ホ ウ  

動 力 源    D C 2 4 V , 1 5 A (重 機 バ ッ テ リ ー )  

通 信 距

離  
 障 害 物 が な い 場 合  約 1 5 0 m  

装 着 方 法 ： 操 縦 席 の 運 転 席 に 取 付  

運 搬 方 法 ： ワ ン ボ ッ ク ス １ 台 で 運 搬 可 能  

 

  

写真 4-9  分解組立型バックホウ  

（ 提 供 ： 北 海道開発局 ）  

 

写真 4-10  簡易遠隔操縦装置  

（ 提 供 ： 北 海道開発局 ）  
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（ 5） 災 害 対 策 用 ヘ リ コ プ タ ー 「 ほ っ か い 」  

映 像 撮 影 装 置 （ カ メ ラ ） な ど 各 種 情 報 収 集 機 器 を 搭 載 し 、 ① 災 害 時 の 被 災 状 況

及 び 応 急 復 旧 作 業 に 必 要 な 情 報 の 収 集 ・ 伝 達 、 ② 防 災 訓 練 等 の 防 災 関 連 業 務 で の

利 用 、 ③ 当 局 所 掌 事 業 の 実 施 に 必 要 な 情 報 取 得 の た め の 調 査 な ど を 目 的 と し て 導

入 さ れ た ヘ リ コ プ タ ー （写真 4-11）。  

 

● ヘ リ コ プ タ ー の 主 要 諸 元  

全 長 ×全 幅 ×全 高  １ ７ .１ m×２ .８ m×４ .６ m  

機 体 重 量   
３ .８ t  最 大 離 陸 重 量 ： 約 ５

t  

搭 乗 者 数   ８ 名 （ 乗 務 員 ３ 名 除 く )  

巡 航 速 度 1 7 0 k m / h  

道 内 は 丘 珠 ヘ リ ポ ー ト よ り ２ 時 間 圏 内  

 

 

 

（ 6） 衛 星 通 信 車  

衛 星 通 信 設 備 を 搭 載 し 、 通 信 確 保 及 び 車 載 カ メ ラ に よ る 情 報 収 集 等 、 発 災 現 場

の 情 報 通 信 の 中 心 と な る 機 械 （写真 4 -12）。 衛 星 通 信 設 備 の 利 用 に よ り 不 感 地 帯

が ほ と ん ど 無 く 、 開 発 局 ・ 各 開 発 建 設 部 及 び 地 方 自 治 体 等 の 衛 星 受 信 設 備 を 持 つ

施 設 に 送 信 す る こ と が 可 能 。  

 

● 機 械 の 主 要 諸 元 （ 例 ）  

全   長   ６ .２ ｍ  

全   幅   ２ .２ ｍ  

全   高   ３ .０ ｍ  

重   量   ６ .４ ｔ  

 

 

  

写真 4-11 災害対策用ヘリコプター 

（提供：北海道開発局）  

 

写真 4-12  衛星通信車  

（ 提 供 ： 北 海道開発局 ）  
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（ 7） 移 動 型 衛 星 通 信 設 備 「 Car-SAT」  

災 害 等 の 状 況 を 移 動 中 の カ メ ラ で 撮 影 し た 映 像 を 通 信 衛 星 経 由 で リ ア ル タ イ ム

に 基 地 局 へ 伝 送 す る シ ス テ ム （写真 4 -13）。 令 和 元 年 度 に シ ス テ ム を 配 備 し 、 令

和 ２ 年 度 に シ ス テ ム を 専 用 車 両 へ 搭 載 し て 運 用 。  

 

● 設 備 の 主 要 諸 元  

映 像 伝 送 速 度   1～ 3 M b p s  

映 像 合 成 部   ４ 分 割  

 

 

 

 

 

  

写真 4-13  移動型衛星通信設備 「 Ca r -SAT 」  

（ 提 供 ： 北 海道開発局 ）  
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4 . 2 . 3 .開発建設部別災害対策用機械配置  

令 和 5 年 4 月 1 日 現 在 の 北 海 道 開 発 局 公 表 の 災 害 対 策 用 機 械 の 保 有 台 数 は 全 91

台 と な っ て お り 、 道 央 、 道 南 、 道 北 、 道 東 の 4 ブ ロ ッ ク の 本 部 を 中 心 に 全 道 に 配

備 さ れ て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1  開発建設部別災害対策 用機械配置 図  

（ 提 供 ： 北 海道開発局 ）  

 

4 . 2 . 4 .今後の展望における日建連 ・ 日 建連企業への要望  

以 下 の よ う な 分 野 で 、 今 後 、 日 建 連 企 業 の 協 力 が 期 待 さ れ て い る 。  

危 険 な 場 所 で の 作 業 に 対 し て 無 人 機 械 の 有 効 性 が 確 認 さ れ て い る 。 遠 隔 操 縦 機

械 は レ ン タ ル 機 と し て 調 達 も 可 能 と な っ て い る が 、 道 内 に は 経 験 オ ペ レ ー タ が 少

な い た め 育 成 が 必 要 で あ る 。 そ の 育 成 を 施 策 と し て い く う え で 、 経 験 の あ る 日 建

連 企 業 と の 連 携 が 望 ま れ る 。  

北 海 道 の 地 域 特 性 と し て 、 冬 場 の 災 害 で は 現 場 で コ ン ク リ ー ト を 用 い た 復 旧 が

困 難 に な る 問 題 が あ る 。 応 急 対 策 ・ 復 旧 に お け る 構 造 物 の プ レ キ ャ ス ト 化 が 有 効

と 考 え ら れ 、 今 後 導 入 を 行 な っ て い く う え で 経 験 の あ る 日 建 連 企 業 の ノ ウ ハ ウ が

必 要 で あ る 。  
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発 局  室 蘭 開 発 建 設 部  日 高 工 事 事 務 所  佐 藤 友 祐 ）  

・ 報 道 発 表 ： 開 発 局 TEC-FORCE チ ー ム に ド ロ ー ン 隊 を 設 置 （ 北 海 道 開 発 局  R4 年

2 月 22 日 ）  

https://www.hkd.mlit. go.jp/ky/relea se /slo5pa00000050th.htm l  

 

 

  

https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/ki/renkei/splaat000000r8q0.html
http://rirs.or.jp/report/National_Highway/NH_81.pdf
https://thesis.ceri.go.jp/db/files/8016816275b3b0d24cc6ac.pdf
https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/release/slo5pa00000050th.html
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Ⅱ-４  平成 28 年熊本地震  

 
１ .平成 28 年 4 月熊本地震により発生 した大規模災害の概要  

1 . 1 .地震の状況  

平 成 28 年 4 月 14 日 (木 )21 時 26 分 、 熊 本 県 熊 本 地 方 を 中 心 に マ グ ニ チ ュ ー ド

6.5 の 地 震 が 発 生 し た 。 さ ら に 2 8 時 間 後 の 4 月 16 日 (土 )01 時 25 分 に 同 地 方 を

中 心 に マ グ ニ チ ュ ー ド 7.3 の 地 震 が 発 生 し 、 い ず れ に お い て も 熊 本 県 内 で 震 度 ７

が 観 測 さ れ た 。 こ れ だ け 短 期 間 に 同 じ 地 域 で 震 度 7 の 地 震 が 発 生 し た の は 、 気 象

庁 の 観 測 史 上 初 め て の こ と で あ っ た 。気 象 庁 は こ れ ら 一 連 の 火 山 活 動 を「 平 成 28

年 (2016 年 )熊 本 地 震 」と 命 名 し 、 4 月 14 日 に 発 生 し た 地 震 を「 前 震 」、 4 月 16 日

に 発 生 し た 地 震 を 「 本 震 」 と 称 し た (図 1- 1)。  

 

 

図 1-1  熊本地震の震度分布  

(出典 ： 九 州地方整備局 、気 象庁発表資料引 用 )  

 

本 震 の 発 生 後 、 大 分 県 中 部 や 熊 本 県 阿 蘇 地 方 で  M6 弱 の 地 震 が 発 生 す る な ど 、

地 震 活 動 域 は 熊 本 県 熊 本 地 方 か ら 阿 蘇 地 方 、 さ ら に 大 分 県 中 部 に ま で 帯 状 に 広 が

り 、長 さ は 約 150km に 及 ん だ (図 1-2)。熊 本 地 震 の 特 徴 は 余 震 回 数 の 多 さ に あ り 、

2016 年 11 月 30 日 ま で に お い て 最 大 震 度 1 以 上 の 体 感 地 震 は 4, 165 回 も 発 生 し 、

最 大 震 度 4 以 上 の 余 震 は 140 回 発 生 し て い る (図 1-3)。  
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図 1-2  震央分布図  

(出典 ： 気 象庁発表資料 )  

 

 

図 1-3  震度 4 以上の地震発生回数の推移 （ 4/14～ 11/30 まで）  

(出典 ： 九 州地方整備局 )  
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1 . 2 .被害の状況  

2 回 の 震 度 7 と そ の 後 の 地 震 活 動 に よ り 、震 源 地 に 近 い 熊 本 市 、益 城 町 (上 益 城

管 内 )、西 原 村 、南 阿 蘇 村 (阿 蘇 管 内 )を 中 心 に 各 地 で 甚 大 な 被 害 が 発 生 し た (表 1-

1)。 住 宅 の 全 壊 が 8 千 棟 以 上 、 半 壊 ・ 一 部 破 損 が 約 19 万 棟 に 達 し た (写 真 1-1、

1-2)。  

 

表 1-1  平成 28 年熊本地震に関する被害状 況について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1-1  益城町 （ H28 . 4 . 2 3 ）  

(出典 ： 九 州地方整備局 )  

 

市 町 村 名  
人 的 被 害 (人 )  住 家 被 害 (棟 )  

死 者  重 症  軽 傷  全 壊  半 壊  一 部 破 損  

熊 本 市  86 772 943 2,456 15,219 105,086 

宇 城 管 内 計  25 77 114 674 4,427 10,757 

玉 名 管 内 計  0 0 23 26 276 2,180 

鹿 本 管 内 計  0 0 4 0 19 563 

菊 池 管 内 計  21 87 137 274 3,590 18,962 

阿 蘇 管 内 計  63 64 264 1,332 2,797 4,483 

上益城管内計 66 174 43 3,825 7,428 9,408 

八 代 管 内 計  7 12 20 55 625 3,475 

芦 北 管 内 計  0 0 0 0 7 46 

球 磨 管 内 計  0 0 2 0 0 64 

天 草 管 内 計  0 0 0 0 1 206 

合 計  268 1,186 1,550 8,642 34,389 155,230 
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写真 1-2  益城町 （ H28 . 5 . 1 4 )  

(出典 ： 九 州地方整備局 )  

 

ま た 、 熊 本 県 を 代 表 す る 観 光 地 の 熊 本 城 や 日 本 三 大 楼 門 の 一 つ を 有 す る 阿 蘇 神

社 な ど 、 多 く の 文 化 的 建 築 物 が 甚 大 な 被 害 を 受 け た (写真 1-3、 1-4)。  

 

 

写真 1-3  阿蘇神社 （ H28 . 5 . 8）  

(出典 ： 九 州地方整備局 、九 州運輸局提供 )  
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写真 1-4  熊本城 （ H28 . 4 . 1 5 ）  

(出典 ： 九 州地方整備局 )  

 

南 阿 蘇 村 阿 蘇 大 橋 地 区 で は 、 大 規 模 な 斜 面 崩 壊 が 発 生 し 、 大 量 の 土 砂 が 黒 川 に

流 入 し た (写真 1-5)。 ま た 、 熊 本 市 外 か ら 南 阿 蘇 村 へ の 主 要 ル ー ト で あ っ た 国 道

325 号 の 阿 蘇 大 橋 が 落 橋 し た (写真 1-6)。  

 

 

写真 1-5  〈 斜 面 崩壊 〉 阿 蘇大橋 地区  

(出典 ： 九 州地方整備局 )  
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写真 1-6  〈 落 橋 〉 阿 蘇大橋  

(出典 ： 九 州地方整備局 )  

 

 九 州 自 動 車 道 の 広 い 範 囲 に わ た り 、 甚 大 な 被 害 が 発 生 し た 。 益 城 バ ス ス ト ッ プ

付 近 で は 路 面 陥 没 が 発 生 し (写真 1-7)、秋 津 川 橋 北 側 で は 盛 土 が 崩 壊 し た (写真 1-

8)。 ま た 、 木 山 川 橋 で は 橋 台 に 段 差 が 発 生 し (写真 1-9)、 府 領 跨 道 橋 は 落 橋 し た

(写真 1-10)。  

 次章より、被災状況と応急復旧対応、応急復旧に役立つ技術・対策について述べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1-7  〈 路 面 陥没 〉 九 州自動 車道  

(出典 ： 九 州地方整備局 )   

落橋前  

落橋後  
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写真 1-8  〈 盛 土 崩壊 〉 九 州自動 車道秋津川 橋北側  

(出典 ： 西 日本高速道路 （ 株 ） )  

 

 

写真 1-9  〈 橋 台 部段差 〉 九 州自 動車道木山 川橋  

(出典 ： 西 日本高速道路 （ 株 ） )  
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写真 1-10  〈 跨 道 橋の落橋 〉 九 州 自動車道 府領跨道橋  

(出典 ： 西 日本高速道路 （ 株 ） )  
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２ .阿蘇大橋の落橋および大規模土砂崩落 に関する被災 と復旧  

2 . 1 .調査の背景 と目的  

熊 本 地 震 で 甚 大 な 被 害 が あ っ た 阿 蘇 大 橋 地 区 の 大 規 模 斜 面 崩 壊 で は 、 応 急 復 旧

に あ た り 当 時 最 先 端 の ICT 技 術 が 採 用 さ れ た 。自 然 災 害 の 応 急 復 旧 に あ た り 、役

に 立 っ た 技 術 を 調 査 す る こ と で 将 来 に 発 生 が 予 想 さ れ る 災 害 に 対 し て 備 え て お く

べ き 技 術 を 研 究 す る こ と を 目 的 と す る 。  

 

2 . 2 .被災状況  

南 阿 蘇 村 阿 蘇 大 橋 地 区 で は 、 ４ 月 16 日 の 本 震 で 長 さ 約 700ｍ 、 幅 約 200ｍ 、 崩

壊 土 砂 量 約 50 万 ㎥ の 大 規 模 な 斜 面 崩 壊 が 発 生 し 、 大 量 の 土 砂 が 黒 川 に 流 入 し た

（写真 2-1、 2-2）。  

崩 壊 土 砂 に よ り 熊 本 と 大 分 を 結 ぶ 主 要 な 交 通・物 流 ル ー ト で あ る 国 道 57 号 、Ｊ

Ｒ 豊 肥 本 線 が 寸 断 さ れ 、 熊 本 市 外 か ら 南 阿 蘇 村 へ の 主 要 ル ー ト で あ っ た 国 道 3 25

号 の 阿 蘇 大 橋 が 落 橋 し た （図 2-1、写真 2 -3）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  2 - 1  阿蘇大橋地区主 要道路網  

(出典 ： 九 州地方整備局 )   
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写真 2-1  斜面崩壊直後  

（ 出 典 ： 九 州地方整備 局 ）  

 

 

写真 2-2  本震により斜面崩壊発生  

（ 出 典 ： 九 州地方整備 局 ）  
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写真 2-3  阿蘇大橋落橋  

（ 出 典 ： 九 州地方整備 局 ）  

 

2 . 3 .応急復旧 ・ 本復旧 までの概要  

平 成 28 年 4 月 14 日 21 時 26 分 、 最 大 震 度 7 の 地 震 （ 前 震 ） 発 生 直 後 、 九 州 地

方 整 備 局 災 害 対 策 本 部 は 非 常 体 制 を 発 令 し 、 4 月 15 日 1 時 25 分 に 緊 急 災 害 対 策

派 遣 隊（ TEC-FORCE）と し て 、九 州 TEC 先 遣 隊 、災 害 対 策 機 械 等 を 益 城 町 へ 派 遣 し

た 。近 畿・中 国・四 国 地 方 整 備 局 へ も TEC- FORCE の 派 遣 命 令 が な さ れ 15 日 に 到 着

し た 。  

4 月 16 日 1 時 25 分 頃 、 再 度 、 最 大 震 度 7 の 地 震 （ 本 震 ） が 発 生 し 、 北 海 道 開

発 局 か ら 沖 縄 総 合 事 務 所 ま で の 全 国 の 整 備 局 等 の TEC-FORCE に 派 遣 命 令 が な さ れ

た 。  

地 震 に よ り 阿 蘇 地 域 へ の 主 要 交 通 網 が 寸 断 さ れ て い る た め 、 ロ ー ラ ー 式 で 情 報

収 集 を 行 い 「 通 れ る マ ッ プ 」 を 作 成 し た （図 2-2）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2  阿蘇地域のインフラ被災状況  

（ 出 典 ： 九 州地方整備 局 ）   
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被 害 状 況 の 把 握 に は 、 ド ロ ー ン に よ る 「 鳥 の 目 調 査 」 を 併 用 し た （ 写真 2-4）。

鳥 の 目 調 査 で は 、 TEC- FORCE の ド ロ ー ン 調 査 隊 の 職 員 が ド ロ ー ン を 操 縦 し 、 映 像

や 静 止 画 を 南 阿 蘇 村 や 関 係 機 関 に 提 供 し た 。ド ロ ー ン で の 映 像 撮 影 技 術 の 投 入 は 、

震 災 前 か ら 職 員 が 直 営 で 飛 ば す こ と を 行 っ て い た の で 、 支 障 な く 実 施 で き た 。 道

路 啓 開 は TEC-FORCE が 地 元 工 事 業 者 を 率 い て 復 旧 し な が ら 進 入 路 を 確 保 し た 。  

 

 

写真 2-4  ドローンを活用 した被災 状況調査  

（ 出 典 ： 九 州地方整備 局 ）  

 

阿 蘇 大 橋 地 区 の 崩 壊 斜 面 の 復 旧 は 、 応 急 復 旧 と し て ア プ ロ ー チ 道 路 の 取 付 、 土

留 め 盛 土 の 整 備 、 不 安 定 土 砂 の 除 去 、 土 質 調 査 、 恒 久 復 旧 準 備 の 順 で 施 工 し 、 そ

の 後 斜 面 の 本 復 旧 を 実 施 し た (図 2-3)。  

 

 

図 2-3  崩壊斜面応急復旧の施工 ステップ  

（ 出 典 ： 九 州地方整備 局  平成 30 年 9 月 ）  
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崩 壊 し た 斜 面 は 、 余 震 、 降 雨 等 に よ り 再 び 土 砂 が 崩 落 す る 危 険 性 が 高 か っ た 。

応 急 復 旧 で は 、 崩 落 斜 面 へ の ア プ ロ ー チ 道 路 を 確 保 す る た め 、 進 入 路 の 整 備 を 行

っ た（ Step１ ）。Step１ で は 、土 砂 崩 落 に よ る 二 次 災 害 を 防 ぐ た め 無 人 化 施 工 が 採

用 さ れ た 。 無 人 化 施 工 の 技 術 は 、 雲 仙 普 賢 岳 の 災 害 復 旧 で 採 用 さ れ 、 国 土 交 通 省

九 州 地 方 整 備 局 （ 以 下 、 九 州 地 整 ） で は 実 績 が あ る 技 術 で あ る 。 九 州 地 整 で は 、

無 人 化 施 工 専 用 機 を ４ 台 、 簡 易 遠 隔 操 作 機 を 9 台 保 有 し て い る 。  

斜 面 崩 壊 部 か ら の 落 石 に 備 え 土 留 盛 土 を 2 列 整 備 し た （ Step２ ）。 Step２ で も 、

Step１ 同 様 無 人 化 施 工 が 採 用 さ れ た 。  

山 頂 部 に は 不 安 定 な 土 砂 が 露 出 し て い た た め 、 頭 部 不 安 定 土 砂 の 除 去 と し て ラ

ウ ン デ ィ ン グ を 実 施 し た（ Step３ ）。St ep３ で は 、小 型 バ ッ ク ホ ウ 3 台 を ワ イ ヤ ー

ロ ー プ で 吊 り 下 げ る セ ー フ テ ィ ク ラ イ マ ー 工 法 が 採 用 さ れ た 。 小 型 バ ッ ク ホ ウ は

分 解 し 、 山 頂 へ は ヘ リ コ プ タ ー で 空 輸 し 、 カ ニ ク レ ー ン で 組 み 立 て た 。 バ ッ ク ホ

ウ の 操 作 者 は 、山 頂 部 の 安 全 な 位 置 か ら 目 視 し 、無 線 操 作 で 無 人 化 施 工 を 行 っ た 。  

山 頂 部 に ガ リ ー 侵 食 が 観 ら れ 、 岩 塊 を 除 去 し た （ Step４ ）。  

無 人 化 施 工 に よ り 危 険 要 因 の 除 去 を 実 施 し た の ち 、 斜 面 下 部 で の 有 人 施 工 に よ

る 地 質 試 験 、 崩 壊 土 砂 の 除 去 を 行 い （ Ste p５ ） 応 急 復 旧 が 終 了 し 、 斜 面 の 恒 久 復

旧 を 開 始 し た （ Step６ ）。  

 

斜 面 の 恒 久 復 旧 は 、急 斜 面 部 と 緩 斜

面 部 で 各 々 対 策 工 を 実 施 し た 。急 斜 面

部 で は ア ン カ ー 工 に よ る 緩 み 土 砂 の

縫 付 け 、鉄 筋 挿 入 工 に よ る 表 層 の 崩 壊

抑 制 、 高 強 度 ネ ッ ト 工 に よ る 落 石 防

止 、植 生 マ ッ ト 工 に よ る 侵 食・風 化 防

止 と 植 生 回 復 等 を 実 施 し た 。  

緩 斜 面 部 は 鋼 製 土 留 工 で 落 石 防 護

を 実 施 し た （写真 2-5）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真 2-5  崩壊斜面の恒久復旧  

 （ 出 典 ： 九 州地方整備 局 ）  
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地 震 か ら 恒 久 復 旧 完 了 ま で の 経 過 は 下 記 の と お り で あ る 。  

・ 平 成 28 年 4 月 16 日  熊 本 地 震 本 震  

・ 平 成 28 年 5 月 5 日   緊 急 対 策 工 事 着 手  

・ 平 成 29 年 7 月 24 日  恒 久 対 策 工 事 着 手  

・ 令 和 2 年 3 月 31 日   斜 面 対 策 工 事 概 成  

・ 令 和 2 年 8 月 6 日    斜 面 対 策 工 事 完 成 （写真 2-6）  

 

 
写真 2-6  斜面対策工事完成  

（ 出 典 ： 九 州地方整備 局 ）  
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写真 2-7  数
す

鹿
が

流崩
る く ず

れ（ 斜 面崩壊 ） の現状  

（ 令 和 5 . 6 . 2 3 撮影 ）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

  

写真 2-8  数
す

鹿
が

流崩
る く ず れ

之碑  写真 2-9  日建連土木賞記 念碑  
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2 . 4 .応急復旧の対応プロセス  

（ 九 州地方整備局 ・ 日 建連九州支部 による災害協定に基づく）  

（ 一 社 ）日 本 建 設 業 連 合 会 九 州 支 部（ 以 下 、日 建 連 九 州 支 部 ）は 、平 成 25 年 10

月 1 日 に 九 州 地 整 と の 災 害 協 定 を 見 直 し 新 た に 締 結 し て い る 。 こ れ は 東 日 本 大 震

災 の 教 訓 を 生 か し 、 よ り 実 効 性 の あ る 災 害 協 定 に す べ く 、 業 務 範 囲 、 派 遣 要 請 、

資 機 材 調 達 要 請 、 工 事 箇 所 情 報 の 共 有 な ど 、 災 害 協 定 に 基 づ く 迅 速 か つ 的 確 な 要

請 と 対 応 を は か る こ と を 目 的 と し て い る 。  

災 害 協 定 に 基 づ く 業 務 範 囲 は 、九 州 地 整 所 管 施 設 か ら 九 州 地 整 管 内 に 拡 大 し た 。

ま た 九 州 地 整 本 部 長 の 判 断 に よ り 、 他 の 地 方 整 備 局 管 内 へ の 派 遣 要 請 を 可 能 と し

た 。 地 方 公 共 団 体 等 か ら の 資 機 材 等 の 調 達 要 請 が あ っ た 場 合 に は 、 九 州 地 整 本 部

長 が 日 建 連 九 州 支 部 へ の 支 援 要 請 を 可 能 と し た 。  

日 建 連 九 州 支 部 の ホ ー ム ペ ー ジ を 通 し て 九 州 管 内 の 工 事 情 報 を 、「 工 事 箇 所 登

録 シ ス テ ム 」 に 一 定 規 模 以 上 の 土 木 工 事 （ 地 方 公 共 団 体 、 民 間 工 事 含 む ） 情 報 を

シ ス テ ム 登 録 し 、 九 州 地 整 防 災 室 と の 情 報 共 有 を は か っ て い る 。 こ れ に よ り 、 被

災 地 に 近 い 場 所 で 工 事 を 行 っ て い る 日 建 連 加 盟 企 業 に 対 し 、 よ り 迅 速 な 要 請 を 可

能 と し て い る 。  

 

2 . 5 .九州地方整備局 による応急復旧対応  

当 時 の 応 急 復 旧 状 況 や 震 災 時 に 有 用 な 技 術 等 に 関 し て 、 九 州 地 方 整 備 局 に ヒ ア

リ ン グ し た 結 果 を 以 下 に 示 す 。  

 

2 . 5 . 1 .熊本地震の被害概要  

阿 蘇 地 方 で の 地 震 に よ る 主 な 被 害 は 、国 道 57 号 の 欠 損 、大 規 模 斜 面 崩 壊 、地 滑

り 、 国 道 325 号 阿 蘇 大 橋 崩 落 、 阿 蘇 長 陽 大 橋 破 損 、 県 道 俵 山 ト ン ネ ル 破 損 な ど 広

範 囲 に わ た り 、 主 要 交 通 網 が 寸 断 さ れ た （図 2-4）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  2 - 4  熊本地震による阿 蘇地方の被害状 況  

（ 出 典 ： 九 州地方整備 局 ）  



-189- 

 

2 . 5 . 2 .応急復旧時に役立 った技術 ・ 対 策  

斜 面 崩 壊 の 応 急 復 旧 に あ た り 、 調 査 ・ 設 計 ・ 施 工 ・ 管 理 の 一 連 の プ ロ セ ス で 最

新 技 術 に よ る 総 合 的 な i-Const ruction を 取 り 入 れ た 。UAV 等 に よ り 崩 壊 斜 面 の ３

次 元 デ ー タ を 取 得 し 、 ３ 次 元 モ デ ル に よ る 対 策 工 の 計 画 ・ 設 計 を 実 施 し た 。 応 急

復 旧 で は 、 ICT 建 機 に よ る 無 人 化 施 工 を 実 施 し た 。  

無 人 化 施 工 で は 、 遠 隔 操 作 室 を 現 場 か ら 約 1km 離 れ た 二 次 災 害 を 受 け に く い 場

所 に 設 置 し た 。 ま た 段 階 的 な 伝 送 シ ス テ ム を 採 用 し た 。 超 遠 隔 操 作 室 か ら 700ｍ

間 は 光 フ ァ イ バ ー ケ ー ブ ル を 敷 設 し 、そ の 先 の ケ ー ブ ル 敷 設 が 困 難 な 区 間 は 、150  

Mbps の 伝 送 量 の あ る 25GHz 高 速 ア ク セ ス シ ス テ ム を 2 系 統 設 置 し て 無 線 中 継 局 ま

で 伝 送 し た 。 無 線 中 継 局 か ら 各 無 線 局 ま で は 有 線 LAN お よ び 25GHz 高 速 ア ク セ ス

シ ス テ ム で 伝 送 し 、 各 無 線 局 か ら 建 設 機 械 ま で は 、 5GHz の 無 線 LAN を 使 用 し た 。

こ の よ う な 段 階 的 な 伝 送 容 量 を も つ シ ス テ ム を 採 用 し た こ と に よ り 、 安 定 的 に 超

遠 隔 操 作 室 か ら 現 場 建 設 機 械 間 1km の デ ー タ 伝 送 が 可 能 と な っ た （図 2-5）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  2 - 5  高度な技術の活用  

（ 出 典 ： 九 州地方整備 局 ）  
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崩 壊 斜 面 の 動 態 観 測 で は 、GB-SAR 解 析 技 術 が 有 効 で あ っ た（図 2-6、2-7）。GB-

SAR 解 析 で は 、 人 工 衛 星 で は な く 固 定 し た レ ー ル 上 を 測 定 器 が 走 行 し 、 ノ ン タ ー

ゲ ッ ト で 斜 面 の 変 位 を 観 測 し 、 測 定 デ ー タ は 大 学 に 送 り 解 析 を 行 っ た 。 こ の 技 術

は 雲 仙 普 賢 岳 の 溶 岩 ド ー ム 解 析 で 実 績 が あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図  2 - 6  観測領域 （ RO I） 位 置 図  

（ 出 典 ： 九 州地方整備 局 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  2 - 7  2 4 時間変位 （ R2 . 7 . 7～ 7 . 8）  

（ 出 典 ： 九 州地方整備 局 ）  
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2 . 5 . 3 .応急復旧時にあればよかった技術 ・ 対 策  

有 人 施 工 が で き な い 作 業 環 境 で の 無 人 化 施 工 に あ た り 、 建 設 機 械 の 施 工 地 盤 強

度 を 確 保 す る た め に 改 良 材 に よ る 浅 層 混 合 処 理 を 実 施 し た 。 浅 層 混 合 処 理 で は 、

安 全 性 を 考 慮 す る と 改 良 材 添 加 量 が 多 く な っ て し ま う た め 、 無 人 化 施 工 に よ る 品

質 管 理 が で き れ ば よ か っ た 。 ま た 、 無 人 化 施 工 に よ る 自 動 運 転 技 術 の 開 発 、 発 展

も 期 待 す る 。  

 

2 . 5 . 4 .将来の大規模地震 に対する日 建連会員企業に求められる体制 ・ 仕 組み  

九 州 地 整 で は 、 災 害 発 生 時 の 復 旧 ま で の 時 間 を 優 先 す る 。 ゼ ネ コ ン 、 コ ン サ ル

の 設 計 部 隊 等 の 専 門 家 の 協 力 が 得 ら れ る と 復 旧 対 応 に 役 立 つ 。 ま た 、 災 害 時 は 大

型 車 両 の 通 行 が で き な い 場 合 も あ り 、日 建 連 加 盟 企 業 が 資 機 材 等 の 調 達 に 協 力 し 、

メ ー カ ー 等 と 直 接 搬 入 手 配 や 現 地 の 確 認 を 含 め て 調 達 に 協 力 す る 体 制 が 効 果 的 で

あ る 。  

日 建 連 加 盟 企 業 と し て 、 九 州 地 整 の 要 請 に 対 し い か に 迅 速 に 対 応 で き る か 、 緊

急 要 請 資 材 を 被 災 さ れ た 住 民 の 方 々 へ い か に 早 急 に 届 け る か 等 が 期 待 さ れ て い る 。 

 

2 . 6 .日建連九州支部 における応急復旧対応  

平 成 28 年 熊 本 地 震 で は 、 前 震 発 生 約 90 分 後 に 日 建 連 九 州 支 部 事 務 局 に 災 害 対

策 本 部 を 立 ち 上 げ た 。 災 害 対 策 本 部 は 、 正 副 支 部 長 ・ 委 員 長 会 社 10 社 で 構 成 し 、

24 時 間 ３ 班 交 代 体 制 で 災 害 対 策 本 部 の 業 務 に あ た っ た 。 24 時 間 体 制 は 地 震 発 生

後 １ 週 間 継 続 さ れ た 。  

連 絡 体 制 は 、日 建 連 加 盟 企 業 59 社 に 正 副 連 絡 担 当 者 の 会 社・携 帯 電 話 、メ ー ル

ア ド レ ス を 登 録 さ せ 、 複 数 の 手 段 で 連 絡 が 取 れ る 体 制 を 構 築 し た 。  

阿 蘇 大 橋 地 区 で は 、 九 州 地 整 か ら の 現 地 調 査 の 派 遣 要 請 、 現 地 調 査 、 意 見 交 換

を 経 て 、崩 壊 土 砂 撤 去 の 協 力 要 請 を 受 け て い る 。建 設 無 人 化 施 工 協 会 加 盟 会 社 11

社 か ら 災 害 応 急 対 策 協 力 調 書 を 受 理 し 提 出 し た 。 そ の 他 の 要 請 と し て 、 宇 土 市 役

所 解 体 方 法 に つ い て 専 門 技 術 者 の 派 遣 、 緑 川 堤 防 亀 裂 対 策 打 ち 合 わ せ 要 請 、 地 下

埋 設 物 探 査 技 術 情 報 収 集 依 頼 、 熊 本 髙 森 線 俵 山 ト ン ネ ル 外 復 旧 工 事 の 災 害 応 急 対

策 協 力 調 書 提 出 な ど の 対 応 を 行 っ た 。 資 機 材 調 達 で は 、 ブ ル ー シ ー ト 6,430 枚 、

土 の う 袋 110,100 袋 、 PP ロ ー プ 170 巻 等 の 支 援 要 請 に 対 応 し た 。  

 

2 . 7 .日建連九州支部会員企業による応 急復旧対応  

2 . 7 . 1 .阿蘇大橋地区斜面防災対策工事 （ ㈱熊谷組 ）  

本 工 事 を 施 工 し た （ 株 ） 熊 谷 組 に ヒ ア リ ン グ し た 内 容 を 以 下 に 示 す 。  

〔 工 事 概要 〕  

工 事 場 所 ： 熊 本 県 阿 蘇 郡 南 阿 蘇 村  
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工 期 ： 平 成 28 年 ５ 月 ～ 平 成 29 年 11 月  

施 工 概 要 ：  

 ・ 土 留 盛 土 工 （ 上 下 二 段 、 無 人 化 施 工 ）・ 頭 部 不 安 定 排 土 工 （ 無 人 化 施 工 ）  

  ・ 斜 面 中 腹 崩 壊 土 除 去  ・ ガ リ ー 侵 食 対 策 工  ・ 頭 部 工 事 用 道 路 の 整 備  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2-10  工事の概要  

（ 出 典 ： 日 建連 H . P .  日建連表彰土木賞  受 賞 プロジェクト）  

 

〔 災 害 応急対応の概要 〕  

阿 蘇 大 橋 地 区 に お い て 、 斜 面 上 部 に 残 る 多 量 の 不 安 定 土 砂 が さ ら に 崩 壊 す る 恐

れ が あ り 、 土 砂 崩 壊 に よ る 二 次 災 害 を 防 ぎ 、 国 道 を は じ め と し た イ ン フ ラ の 復 旧
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を 安 全 に 行 う た め 、 崩 壊 現 場 で 土 砂 堰 堤 を 築 造 す る と 同 時 に 、 斜 面 頭 部 不 安 定 土

砂 を 除 去 す る 緊 急 的 な 対 策 工 事 を 実 施 し た 。  

 

〔 災 害 応急対応に至 った経緯 〕  

無 人 化 施 工 マ ネ ジ メ ン ト に 関 す る 災 害 協 定 を 九 州 地 整 と 結 ん で お り 、 遠 隔 操 作

建 設 機 械 (分 解 組 立 BH 8 台 )に よ る 行 方 不 明 者 の 捜 索 活 動 か ら 着 手 し た 。 国 交 省 、

有 識 者 を 交 え て 協 議 し 防 災 対 策 工 事 を 行 っ た 。  

 

〔 災 害 応急対応にあたり、苦 労 した点 、工 夫 した点 〕  

・ 高 機 能 移 動 式 操 作 室 を 設 置 し 、 工 事 用 道 路 作 成 に 着 手 し た 。 こ れ に よ り 、 着 手    

  ま で 3 日 の 早 期 対 応 が 可 能 と な っ た 。  

・ヘ リ で 小 型 BH、改 良 材 を 運 搬 し 、頂 上 に ヘ リ ポ ー ト を 作 成 し た 。そ こ へ カ ニ ク  

  レ ー ン 、分 解 式 BH の 部 品 を 運 搬 し て 組 み 立 て た 。ヘ リ の ス ケ ジ ュ ー ル 、ヘ リ ポ  

  ー ト を 現 地 近 く に 確 保 す る の に 苦 労 し た 。  

・ ア ク セ ス ル ー ト 作 成 は 地 権 者 確 認 に 時 間 を 要 し た た め 、 ヘ リ に よ る 施 工 を 優 先  

  し た 。  

・ ヘ リ コ プ タ ー に よ る 分 解 式 重 機 の 運 搬 は 、 燃 料 を 極 力 減 ら し て 飛 行 す る 必 要 が  

  あ る た め 、 ヘ リ ポ ー ト の 位 置 が 非 常 に 重 要 で あ っ た 。  

 

〔 災 害 応急対応にあたり、役 に立 った技術 〕  

・ ド ロ ー ン 、 MC（ マ シ ン コ ン ト ロ ー ル ）、 MG（ マ シ ン ガ イ ダ ン ス ）、 通 信 技 術 が 有  

  効 で あ っ た と 実 感 し た 。  

・ 雲 仙 普 賢 岳 で 長 年 に 亘 る 無 人 化 施 工 技 術 の 蓄 積 が あ っ た こ と が 役 立 っ た 。 排 土  

  板 高 さ の マ シ ン ガ イ ダ ン ス に よ り 丁 張 り レ ス の 施 工 が 可 能 と な っ た（写真 2-11、 

  2-12）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2-11  無人化施工の概要  

（ 出 典 ： （ 株 ） 熊 谷組 H . P .  工事実績 ）  
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写真  2 - 12  無人化施工重 機 と遠隔操作 室  

（ 出 典 ： （ 株 ） 熊 谷組 H . P .  阿蘇地区斜面防 災対策工事特設サイト）  

 

〔 近 年の激甚化する自 然災害への応急対応 に役立つ技術 、役立つと思われる技術 〕  

・ GNSS 測 量 は 有 効 だ が 、谷 間 や ト ン ネ ル の 中 で は 使 用 で き な い 。そ う い っ た 環 境  

  下 で も 測 量 可 能 な 技 術 が 必 要 。  

・ ICT 技 術 、 通 信 技 術 、 衛 星 技 術 、 画 像 転 送 、 AI 等 の 技 術 の 進 歩 が 期 待 さ れ る 。  

・ AI を 使 用 し て ダ ン プ ト ラ ッ ク の 自 動 走 行・運 行 管 理 が で き る よ う に な れ ば 、無  

  人 化 施 工 機 械 を 操 縦 す る オ ペ レ ー タ ー 不 足 が 解 消 さ れ る 。  

 

〔 災 害 応急対応 での官民協 働について、官 側へ期待すること〕  

・九 州 地 整 と 毎 週 会 議 を 開 い て 問 題 を 解 決 し て い っ た 。よ く 対 応 を し て も ら っ た 。 

・ 雲 仙 普 賢 岳 の よ う な 技 術 開 発 の 場 を 今 後 ど う 確 保 し て い く か 。  

・ 技 術 開 発 は モ チ ベ ー シ ョ ン が 保 ち に く い 。 開 発 し た 技 術 が 有 効 に 活 用 さ れ る 機  

  会 を 増 や す こ と で モ チ ベ ー シ ョ ン が 保 た れ る よ う な 施 策 を 期 待 す る 。  

・ 災 害 に 同 じ パ タ ー ン は 無 い 。  

 

2 . 7 . 2 .熊本 325 号災害復旧阿蘇大橋地区工事用道路 （ 大津工区 ） 工事 （ ㈱フジタ）  

 本 工 事 を 施 工 し た （ 株 ） フ ジ タ に ヒ ア リ ン グ し た 内 容 を 以 下 に 示 す 。  

〔 工 事 概要 〕  

 工 事 場 所 ： 熊 本 県 阿 蘇 郡 南 阿 蘇 村  

  工 期 ： 平 成 28 年 10 月 ～ 平 成 29 年 10 月  

  施 工 概 要  

  ・道路土工（掘削工※一部無人化施工、路体盛土工）  ・地盤改良工  ・法面工  

  ・カルバート工  ・排水構造物工  ・構造部撤去工  ・仮設工  

 

  



-195- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔 災 害応急対応の概要 〕  

 新 阿 蘇 大 橋 の 右 岸 側 下 部 工 施 工 箇 所 に お い て 、 地 震 で 緩 ん だ 地 山 の 不 安 定 土 塊

を 取 り 除 く 工 事 を 行 っ た 。 概 略 設 計 で の 発 注 で あ り 、 の り 面 の 詳 細 設 計 か ら 施 工

ま で を 実 施 し た 。  

 

〔 災 害応急対応に至 った経緯 〕  

 国 土 交 通 省 か ら 受 注 し た 土 木 工 事 の 中 で 対 応 に あ た っ た 。  

着 手 前  

完 成 時  

写真  2 - 13  工事の概要  

（ 資 料 提供 ： （ 株 ） フジタ）  
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〔 災 害 応急対応にあたり、苦 労 した点 、工 夫 した点 〕  

・ 早 期 復 興 が 大 命 題 で あ り 、 新 阿 蘇 大 橋 の 早 期 完 成 に 向 け 、 い か に 工 程 を 短 縮 す

る か と い う こ と に 苦 労 し た 。  

・ 緊 急 工 事 で あ る た め 、 調 査 不 足 に よ る 計 画 変 更 は 避 け ら れ ず 、 手 探 り の 状 態 で

工 事 を 進 め る こ と に 苦 労 し た 。  

・ 昼 夜 間 の 工 事 で 、 人 員 確 保 に つ い て も 苦 労 し た 。  

・ 被 災 状 況 の 早 期 把 握 と 情 報 共 有 、 業 者 選 定 の 迅 速 化 が 肝 要 で あ っ た 。  

 

〔 災 害 応急対応にあたり、役 に立 った技術 〕  

・ 工 事 着 手 に 当 た り 、 3 次 元 測 量 を 実 施 し 、 3D モ デ ル を 作 成 し た 。 こ れ に よ り 、

用 地 境 界 を 侵 さ ず 、 地 質 性 状 に 適 し た 安 定 勾 配 を 確 保 し た 掘 削 法 面 の 計 画 が で

き た （図 2-8）。  

・ 急 峻 な パ イ ロ ッ ト 道 路 の 計 画 に お い て も 3D モ デ ル を 作 成 す る こ と で 安 全 に 道

路 を 取 り 付 け る こ と が で き た 。  

・マ シ ン ガ イ ダ ン ス を 利 用 す る こ と で 、危 険 な 崖 上 で の 人 力 測 量 が 不 要 と な っ た 。 

・ 柱 状 節 理 が 発 達 し た 崖 上 の 掘 削 作 業 に お い て は 、 安 全 性 確 保 の た め 無 人 化 施 工

機 械 を 使 用 し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  2-8 航空レーザー測量による 3D モデルを活用した掘削形状の変更  

（資料提供：（株）フジタ）   
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〔近年の激甚化する自然災害への応急対応に役立つ技術、役立つと思われる技術〕  

・災害地域は予測不能な危険が含まれているため、無人化施工が非常に有効であると感じる。 

  ドローン等による空撮技術も発達しており、地上からは確認できないところを無人カメラで   

  確認し、外部操作できる機械で作業することが 2 次災害を防ぐ有効な手段と考える。 

・水害、土砂災害の被害状況早期把握に向けて、長時間飛行ドローン、グリーンレーザー、全天  

  候型ドローンなどの技術の積極的な活用に期待する。 

・土砂災害や水害で堆積した泥質土に対する無機系土質改質材による吸水改質技術はあらゆる 

  場面で有効と考えられるので積極的に活用いただきたい。 

 

〔災害応急対応での官民協働について、官側に期待すること〕  

・早期復興を実現するためには、手戻りを最小化するための調査や計画の時間確保の重要性を 

  共有する必要があると考える。 

・CIM の技術が発達した今日、事前にモデルを作成する時間さえ確保できれば、安全かつ迅速に 

  工事は進むと考える。 

・災害査定業務の ICT 化を官民連携により推進していただき、出来るだけ早い段階から応急対  

  策～詳細調査・設計～恒久対策に着手できることを期待する。 

・気候変動に伴い豪雨災害の頻度が増しているので、被害状況を早期に把握するために、天候 

  に左右されず状況把握が可能な衛星 SAR 画像の臨時撮影を積極的に行っていただき、広く情  

  報公開することを期待する。  
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３ .九州自動車道の被災 と復旧  

3 . 1 .調査の背景 と目的  

熊 本 地 震 に よ り 九 州 自 動 車 道 は 甚 大 な 被 害 を 受 け 、 大 規 模 な 区 間 が 通 行 止 め と

な っ た が 、 応 急 復 旧 に よ る 道 路 開 放 か ら 恒 久 復 旧 に 至 る ま で の 対 応 に 、 日 建 連 加

盟 企 業 が 参 画 し て い た 。 今 後 の 震 災 被 害 等 へ の 準 備 に 資 す る こ と を 目 的 と し て 、

NEXCO 西 日 本 へ の ヒ ア リ ン グ 調 査 を 中 心 に 、 当 時 の 被 災 状 況 や 対 応 か ら 、 今 後 期

待 さ れ る 技 術 や 平 時 か ら 整 備 し て お く べ き 体 制 等 に 関 し て 調 査 を 行 っ た 。  

 

3 . 2 .被災状況  

平 成 28 年 4 月 14 日 21 時 26 分 に 発 生 し た 震 度 7 の 前 震 や 、 そ の 約 2 時 間 30

分 後 の 4 月 15 日 0 時 3 分 に 発 生 し た 震 度 6 強 の 地 震 、4 月 16 日 1 時 25 分 に 発 生

し た 震 度 7 の 地 震 に よ り 、 3 路 線 152km（ 九 州 自 動 車 道  南 関 IC～ え び の IC、 南

九 州 自 動 車 道  八 代 JC T～ 日 奈 久 IC、 九 州 中 央 自 動 車 道  嘉 島 JCT～ 益 城 本 線 料

金 所 （ TB）） が 通 行 止 め と な っ た （図 3-1）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1  九州自動車道の被災状況  

（ 出 典 ： 西 日本高速道 路 （ 株 ） ）  
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九 州 自 動 車 道 の 広 い 範 囲 に わ た り 、 路 面 の 段 差 や 土 砂 崩 落 、 橋 梁 の 損 傷 等 が 発

生 し た 。 東 原 橋 で は 橋 脚 の 傾 斜 、 落 橋 防 止 装 置 の 破 損 が 生 じ 、 木 山 川 橋 で は 桁 の

ズ レ に よ る 支 承 の 損 傷 、 桁 間 の 開 き や 段 差 が 生 じ て い た （ 写真 3-1）。  

 

 

 

写真 3-1  東原橋および木山川 橋の損傷状況  

（ 出 典 ： 西 日本高速道 路 （ 株 ） ）  

 

3 . 3 .応急復旧 ・ 本復旧 までの概要  

地 震 発 生 直 後 か ら 、災 害 対 策 本 部 を 立 ち 上 げ 、通 行 止 め 解 除 に 向 け て 、 24 時 間

体 制 で 点 検 、 応 急 復 旧 作 業 が 実 施 さ れ た 。 被 災 箇 所 の 通 行 止 め 解 除 は 、 地 域 の 被

災 者 支 援 の た め の 緊 急 輸 送 路 の 要 請 、 お よ び 高 速 道 路 の 被 災 状 況 等 を 勘 案 し て 、

各 路 線 ま た は 区 間 ご と に 、 順 次 前 倒 し し て 交 通 開 放 が 進 め ら れ た 。  

そ の 後 、 点 検 お よ び 損 傷 状 況 を 確 認 し て 、 順 次 交 通 開 放 す る こ と で 4 月 15 日

22 時 30 分 時 点 で は 2 路 線 20km ま で 通 行 止 め 区 間 を 縮 小 す る こ と が で き た が 、前

震 か ら 約 28 時 間 後 に 発 生 し た 4 月 16 日 1 時 25 分 に は 、 再 び 震 度 7 の 本 震 の 発

生 に よ り 、 九 州 自 動 車 道 を は じ め と し た 9 路 線 、 延 長 507km で 通 行 止 め を 余 儀 な

く さ れ た 。  

被 災 箇 所 の 早 期 復 旧 に 向 け 、余 震 が 続 く 状 況 の 中 、24 時 間 体 制 で 復 旧 作 業 が 展

開 さ れ 、 5 月 9 日 に す べ て の 高 速 道 路 の 通 行 止 め が 解 除 さ れ た 。  

そ の 後 の 本 復 旧 工 事 で は 、 ロ ッ キ ン グ 橋 脚 の ラ ー メ ン 橋 脚 化 な ど の 耐 震 補 強 工
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事 が 実 施 さ れ た 。ロ ッ キ ン グ 橋 脚 の 対 策 は 震 災 前 か ら 技 術 開 発 が 行 わ れ て い た が 、

熊 本 地 震 が 対 策 を 進 め る き っ か け と な り 、 ロ ッ キ ン グ 橋 脚 の 耐 震 安 全 性 が 向 上 し

た 。  

 

3 . 4 .応急復旧の対応プロセス  

NEXCO 西 日 本 と 日 建 連 九 州 支 部 は 、 災 害 時 の 緊 急 的 な 災 害 応 急 対 策 業 務 の 実 施

に 関 す る 協 定 を 結 ん で お り 、 地 震 発 生 後 、 こ の 災 害 協 定 に 基 づ き NEXCO 西 日 本 九

州 支 社 長 か ら 日 建 連 に 支 援 依 頼 が な さ れ た 。 ト ッ プ ダ ウ ン に よ る 迅 速 な 支 援 依 頼

が 行 わ れ た こ と に よ り 、 そ の 後 の 日 建 連 の 対 応 が 円 滑 に 進 め ら れ た 。  

 

3 . 5 .NEXCO 西日本における応急復旧対応  

当 時 の 応 急 復 旧 状 況 や 震 災 時 に 有 用 な 技 術 等 に 関 し て 、 NEXCO 西 日 本 に ヒ ア リ

ン グ し た 結 果 を 以 下 に 示 す 。  

 

3 . 5 . 1 .熊本地震の被害概要  

平 成 28 年 4 月 14 日 お よ び 4 月 16 日 に 発 生 し た 熊 本 地 震 で は 、史 上 初 の 震 度 7 

を 2 回（ 前 震 •本 震 ）記 録 し 、九 州 自 動 車 道 や 大 分 自 動 車 道 で は 、本 線 盛 土 や 切 土

の り 面 崩 落 、 木 山 川 橋 や 秋 津 川 橋 、 並 柳 橋 を 代 表 と す る 橋 梁 の 損 傷 、 本 線 舗 装 路

面 の う ね り や ひ び 割 れ な ど 、 甚 大 な 被 害 を 受 け た 。  

災 害 発 生 時 は 24 時 間 以 内 に 緊 急 通 行 車 両（ 自 衛 隊・警 察・消 防 等 ）の 通 行 帯 確

保 、3 日 以 内 に 災 害 派 遣 従 事 車 両 の 通 行 車 線 確 保 、1 週 間 以 内 に 一 般 車 両 の 通 行 確

保 を 会 社 方 針 と し て い る が 、熊 本 地 震 で は 被 害 規 模 が 大 き く て 達 成 で き て い な い 。

高 速 道 路 の 橋 梁 の 復 旧 に も 時 間 が か か る が 、 高 速 道 路 上 の 跨 道 橋 の 落 橋 に 関 し て

も 、 撤 去 に 長 期 間 を 要 す る 。  

 

3 . 5 . 2 .応急復旧時に役立 った技術 ・ 対 策  

損 傷 の 激 し い 橋 梁 の 落 橋 防 止 の た め 、 仮 受 け 台 を 設 置 し 緊 急 補 強 を 行 い 、 約 2

週 間 程 度 で 対 面 通 行 を 可 能 と し た 。 そ の 後 20km/h 規 制 お よ び 重 量 車 両 の 制 限 解

除 に 向 け 基 礎 杭 お よ び 仮 設 の 柱（ 中 間 ベ ン ト ）を 設 置 し 橋 梁 の 補 修 を 行 っ て お り 、

橋 梁 の 交 通 開 放 の た め に は 、 こ の よ う な 仮 受 け を 構 築 す る こ と は 必 須 と 考 え ら れ

る 。  

設 計 コ ン サ ル タ ン ト は 会 社 数 も 多 く 、 災 害 時 の 応 急 対 応 の 依 頼 先 を 選 定 し に く

い が 、 日 建 連 加 盟 企 業 に つ い て は 、 過 去 や 施 工 中 の 工 事 で コ ネ ク シ ョ ン が あ る こ

と が 多 く 、 迅 速 に 連 絡 す る こ と が で き る 。 日 建 連 加 盟 企 業 に 一 括 し て 復 旧 業 務 を

委 託 し て 、 設 計 業 務 が 必 要 な 場 合 に は そ こ か ら 設 計 コ ン サ ル タ ン ト に 業 務 発 注 し

て も ら う 方 法 の 方 が 発 注 者 側 と し て は 窓 口 が 減 る た め 望 ま し い 。  

ド ロ ー ン に よ る 測 量 は 被 災 状 況 の 把 握 に 有 用 な 技 術 な の で 、 有 事 に 迅 速 に 使 え

る よ う に 、 ド ロ ー ン 測 量 を 実 施 で き る 団 体 と の 連 携 を 平 時 か ら 作 っ て お き た い 。  

木 山 川 橋 の よ う な 連 続 高 架 橋 は ベ ン ト の 必 要 数 量 が 多 く 手 配 に 苦 労 し た た め 、
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他 地 域 の NEXCO 工 事 か ら 優 先 的 に 資 材 を 取 り 寄 せ た こ と も あ っ た 。 ま た 、 ベ ン ト

の 組 立 作 業 は 余 震 の た び に 施 工 を 中 断 し て 退 避 す る 必 要 が あ っ た た め 、 作 業 効 率

が 落 ち て 進 捗 確 保 に 苦 労 し た 。  

資 材 の 確 保 に 関 し て は 、 有 事 の た め に 資 材 を 平 時 か ら 保 管 し て お く こ と も 考 え

ら れ る が 、 高 架 下 な ど の ヤ ー ド は あ る も の の 、 盗 難 対 策 が 困 難 な た め 簡 単 で は な

く 、 地 方 整 備 局 や メ ー カ ー と 資 材 在 庫 の 情 報 共 有 を し て お く 方 が 有 効 と 考 え て い

る 。 仮 設 ガ ー ド レ ー ル な ど NEXCO 西 日 本 が 保 有 し て い る 資 材 も あ り 、 こ の よ う な

資 材 に つ い て は 本 社 が 在 庫 情 報 を 持 っ て い る 。  

仮 設 土 留 め に 関 し て は 、 硬 質 地 盤 で は 鋼 矢 板 の 貫 入 が 困 難 で 、 ダ ウ ン ザ ホ ー ル

ハ ン マ が 必 要 に な る こ と も あ り 、 施 工 可 能 な 土 留 め 工 法 の 選 定 が 難 し か っ た 。  

労 務 確 保 に つ い て は 、 地 元 建 設 会 社 と の コ ネ ク シ ョ ン が 弱 く 、 協 定 が な い 中 で

特 定 の 地 元 企 業 に 業 務 発 注 す る こ と も で き な い 。 初 動 は NEXCO の メ ン テ ナ ン ス 会

社 で 対 応 可 能 だ が 、 規 制 や 補 修 は で き る も の の 、 本 格 的 な 応 急 復 旧 工 事 に 対 応 す

る こ と は 難 し い 。 そ の た め 、 近 隣 で 施 工 中 の 日 建 連 加 盟 企 業 の 工 事 を 一 時 中 止 し

て 応 急 復 旧 対 応 に あ た っ て も ら う の が 現 実 的 な 方 法 と 考 え ら れ る 。  

 

3 . 5 . 3 .応急復旧時にあればよかった技術 ・ 対 策  

熊 本 地 震 の 時 点 で は 現 在 ほ ど ド ロ ー ン は 普 及 し て い な か っ た が 、 ド ロ ー ン に よ

る 橋 梁 点 検 は 損 傷 状 況 を 広 範 囲 に 確 認 で き る た め 、 初 期 の 状 況 把 握 に 効 果 的 だ っ

た 。ま た 、関 係 団 体 の 多 く の 技 術 者 が 参 加 し て 専 門 家 と の 合 同 損 傷 調 査 を 実 施 し 、

詳 細 な 損 傷 状 況 を 把 握 し て 応 急 復 旧 に 向 け た 検 討 が な さ れ た 。 こ の よ う な 関 係 団

体 の 技 術 者 と の 連 携 体 制 を こ れ ま で 以 上 に 平 時 か ら 構 築 し て お く こ と が 必 要 と 考

え ら れ る 。  

 

3 . 5 . 4 .将来の大規模地震 に対する日 建連会員企業に求められる体制 ・ 仕 組み  

ド ロ ー ン で の 調 査 の よ う に 、 通 信 機 器 ツ ー ル を 活 用 し た 安 全 か つ 広 範 囲 に 被 害

状 況 を 調 査 で き る 手 法 の 開 発 と 運 用 体 制 の 確 保 が 望 ま れ る 。 ま た 、 働 き 方 改 革 や

労 働 者 不 足 の 状 況 も 踏 ま え た 上 で 、 緊 急 時 に 24 時 間 技 術 者 を 配 置 で き る 体 制 の

構 築 も 期 待 さ れ る 。 こ れ ら に 関 し て 、 他 災 害 の 応 急 復 旧 で の 好 事 例 の 情 報 共 有 も

有 用 と 考 え ら れ る 。  

コ ロ ナ 禍 の た め 、 近 年 は 協 定 書 に 係 る 代 表 者 の 変 更 通 知 を 書 面 に て や り と り す

る の み で あ っ た が 、 今 後 は 年 1 回 程 度 体 制 確 認 を 含 め た 意 見 交 換 会 の 実 施 が 望 ま

し い と 考 え て お り 、 日 建 連 九 州 支 部 側 と し て も 、 災 害 対 策 体 制 を 年 1 回 見 直 す よ

い 機 会 に も な る と 考 え ら れ る 。  

日 建 連 九 州 支 部 と し て の 建 設 機 械 ・ 資 材 保 有 数 量 お よ び 作 業 員 数 な ど を 、 支 部

全 体 で は な く 各 県 単 位 で ま と め た 一 覧 表 が あ る と よ い 。 毎 年 出 水 期 前 に 保 有 状 況

を 確 認 す る こ と で 、 台 風 被 害 等 に 対 す る よ り 的 確 な 体 制 構 築 が で き る と 考 え ら れ

る 。  

そ の 他 で は 、 無 人 化 施 工 シ ス テ ム も 有 用 で 、 無 人 バ ッ ク ホ ウ は 熊 本 地 震 以 後 の

災 害 で も 時 折 使 用 し て い る が 、 日 建 連 加 盟 企 業 に は こ れ に 関 す る 技 術 や 機 械 の 保
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持 を 期 待 し た い 。  

災 害 時 に は NEXCO 西 日 本 本 社 と 現 地 の 映 像 を 共 有 す る 必 要 が あ る た め 、 通 信 環

境 が 必 要 に な る 。 こ れ を 構 築 す る た め の 通 信 事 業 者 の 車 両 も 緊 急 車 両 と し て 通 行

で き る よ う に し た 方 が よ い 。  

NEXCO は 担 当 者 が 定 期 的 に 転 勤 す る シ ス テ ム な の で 、 最 近 は コ ロ ナ 禍 で や り に

く い 状 況 も あ っ た が 、 協 会 と の 意 見 交 換 、 体 制 確 認 等 は 書 面 の み で は な く 対 面 で

実 施 し て 、 関 係 者 の 顔 が 見 え る よ う に し て お き た い 。 NEXCO 西 日 本 で は 県 に 参 加

し て も ら い 防 災 訓 練 を 実 施 し 、 資 機 材 調 達 の 連 絡 な ど の 訓 練 を 行 っ て い る の で 、

こ れ に 日 建 連 加 盟 企 業 も 参 加 し て も ら え な い か と 考 え て い る 。 ま た 、 日 建 連 九 州

支 部 と 九 州 地 整 に は 工 事 情 報 を 共 有 す る シ ス テ ム が あ る と の こ と だ が 、 可 能 で あ

れ ば こ れ に NEXCO も 入 れ な い か と 考 え て い る 。  

災 害 対 応 は 担 当 者 個 人 の 能 力 に よ る 部 分 も 大 き い の で 、 教 育 訓 練 に は 力 を 入 れ

て い る 。 地 震 は 稀 に し か 発 生 し な い の で 訓 練 し に く い が 、 豪 雨 災 害 な ど し ば し ば

発 生 し た 場 合 に は 、 若 年 社 員 も 災 害 対 策 室 の メ ン バ ー に 入 れ て 災 害 時 の 対 応 を 経

験 さ せ た り 、 社 内 の 防 災 訓 練 に 参 加 さ せ て 訓 練 を し て い る 。  

ト ラ ス 橋 な ど の 特 殊 橋 の 対 応 は 特 に 難 し い 。 補 強 し て 供 用 す る の が 難 し い の で

仮 橋 を 構 築 す る こ と も あ り 得 る 。 自 衛 隊 で は 仮 橋 を 組 み 立 て る 訓 練 も し て い る 。  

ド ロ ー ン は 熊 本 地 震 で は 概 要 把 握 が 目 的 で 、 詳 細 は 結 局 近 接 目 視 に よ る た め 、

写 真 整 理 も 膨 大 で 課 題 だ っ た 。 現 在 は 平 時 の 目 視 点 検 に 目 視 の 補 完 と し て ド ロ ー

ン を 使 っ て い る が 、 災 害 時 に ド ロ ー ン の オ ペ を 確 保 で き る か 、 と い っ た 課 題 も あ

る 。 NEXCO 西 日 本 内 部 や エ ン ジ 会 社 に ド ロ ー ン を 直 接 運 用 で き る 技 術 者 を 育 成 し

て 増 や し て い こ う と い う 考 え も あ る が 、 転 勤 シ ス テ ム の 問 題 が あ り 、 そ の よ う な

社 員 を 特 定 の 部 署 に 固 定 す る の が 難 し い 。 ス マ ー ト フ ォ ン は 全 社 員 に 支 給 し て い

る の で 、 Web 会 議 な ど で ド ロ ー ン の 映 像 を 迅 速 に 共 有 す る こ と が で き る 。 ま た 、

DX 化 も 進 め て い る の で 日 建 連 お よ び 加 盟 企 業 と は こ れ に 関 し て も 意 見 交 換 し た

い 。  

 

3 . 6 .日建連九州支部 における応急復旧対応  

日 建 連 九 州 支 部 で は 、 NEXCO 西 日 本 か ら の 要 請 で 、 下 記 の 応 急 復 旧 対 応 を 実 施

し て い る 。  

4 月 16 日  大 分 自 動 車 道 由 布 岳 Ｐ Ａ 付 近 で の 法 面 崩 壊 部 分 の 土 砂 撤 去  

18 日  九 州 道 3 か 所 （ 神 園 跨 道 橋 、 栗 原 橋 、 府 領 跨 道 橋 ）、 大 分 道 １ か 所  

（ 福 万 川 橋 ） 復 旧 工 事 着 手 （ 27 日 完 了 ）  

19 日  秋 津 川 橋 付 近 の 法 面 崩 壊 の 復 旧 工 事 の 作 業 開 始  

    熊 本 Ｉ Ｃ 料 金 所 ゲ ー ト の 天 井 板 撤 去 作 業  

22 日  九 州 道 の 跨 道 橋 （ 日 向 ２ 号 橋 ） に つ い て 撤 去 着 手 （ 27 日 完 了 ）  

26 日  九 州 道 熊 本 IC 付 近 PC 橋 サ ン ド ル 工 事 着 手 （ 27 日 完 了 ）  

 

日 建 連 九 州 支 部 で の ヒ ア リ ン グ 結 果 を 以 下 に 示 す 。  

・ NEXCO 西 日 本 か ら は 、 日 建 連 加 盟 企 業 の 担 当 者 （ 特 に 過 去 の 工 事 の 所 長 な ど ）
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に 直 接 連 絡 が 来 る こ と が 多 か っ た 。  

・ 高 速 道 路 を 早 期 開 通 し た い と い う 政 府 の 意 向 が あ り 、 打 合 せ と 応 急 復 旧 の 対 応

が 非 常 に タ イ ト な ス ケ ジ ュ ー ル で 実 施 さ れ た 。  
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Ⅱ-5  東北地方太平洋沖地震  （ 東日本大震災 ）  

 

１ .東日本大震災の概要  

1 . 1 .気象の状況／地震の状況  

① 地 震 の 概 要  

・発 震 時 刻：2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分  

・ 震 央 地 名 ： 三 陸 沖  

・ 規 模 （ マ グ ニ チ ュ ー ド ）： 9.0  

・ 各 地 の 震 度  

東 日 本 を 中 心 に 北 海 道 か ら 九 州 地 方 に

か け て の 広 い 範 囲 で の 揺 れ （ 震 度 6 弱 ～

1） を 観 測 。  

 震 度 7    宮 城 県 北 部  

 震 度 6 強  宮 城 県 南 部 ・ 中 部 、 福 島 県  

           中 通 り・浜 通 り 、茨 城 県 北 部・ 

         南 部 、 栃 木 県 北 部 ・ 南 部  

・ 余 震 活 動  

2021 年 2 月 11 日 ま で で M7.0 以 上 は 10

回 、 M6.0 以 上 は 130 回 、 震 度 1 以 上 は

14,590 回 に も の ぼ る 。  

  

 

②  津 波 の 概 要  

津 波 観 測 施 設 が 被 害 を 受 け た た め デ ー タ が 入 手 で き な い 期 間 が あ る も の の 、

最 大 潮 位 9.3m 以 上 の 大 規 模 な 津 波 が 観 測 さ れ た 。ま た 、土 木 学 会 海 岸 工 学 委 員

会 を 中 心 と し た 「 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 津 波 合 同 調 査 グ ル ー プ 」 に よ る と 、 三

陸 海 岸 で は 多 く の 地 域 で 浸 水 高 が 20m 以 上 で あ り 、 30m を 超 過 す る 地 域 も あ っ

た 。 岩 手 県 宮 古 市 で は 遡 上 高 さ が 40m を 超 過 し て い た 。  

          

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 1-1  東日本大震災における各地の震度  

（ 出 典 ： 国 土交通省 ）  

図 1-2 津波の被害状況  

（ 出 典 ： 国 土交通省 ）  

図 1-3 津波の観測結果

（ 出 典 ： 国 土交通省 ）  
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1 . 2 .被害の状況  

① 被 害 の 概 要  

・ 人 的 被 害 ： 死 者 19,747 人 、 行 方 不 明 者 2,556 人  

・ 住 家 被 害 ： 建 物 の 全 壊 半 壊 一 部 損 壊 が 合 わ せ て 1,154,893 棟  

・ 液 状 化  

東 北 か ら 関 東 に か け て の 広 範 囲 で 液 状 化 現 象 が 発 生 。 従 来 か ら 液 状 化 が 起 こ り

や す い 地 域 と し て 認 識 さ れ た 地 域 の み な ら ず 、 埼 玉 県 や 千 葉 県 の 内 陸 部 で も 被 害

が 発 生 。  

・ ス ト ッ ク （ 社 会 資 本 ・ 住 宅 ・ 民 間 企 業 設 備 ） へ の 直 接 的 被 害 額  

約 16.9 兆 円 と 推 計 さ れ て お り 、 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 （ 約 9.6 兆 円 ） の 1.7 倍 以

上 の 被 害 額  

・ 原 子 力 災 害 に よ る 被 害  

地 震 発 生 に よ り 、 東 北 地 方 の 太 平 洋 沿 岸 部 に 立 地 し 稼 働 中 で あ っ た 5 箇 所 11

基 の 原 子 力 発 電 所 が 緊 急 自 動 停 止 。  

東 京 電 力 (株 )福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 で は 、 大 津 波 に よ り 非 常 用 を 含 む 全 電 源 が

喪 失 し 、 原 子 炉 の 炉 心 冷 却 機 能 が 停 止 し た 。 ま た 、 1 号 機 か ら 4 号 機 ま で の 使 用

済 燃 料 プ ー ル の 冷 却 も 困 難 と な っ た 。3 月 12 日 午 後 に 1 号 機 、3 月 14 日 午 前 に 3

号 機 、 3 月 15 日 朝 に 4 号 機 に お い て 水 素 爆 発 と 思 わ れ る 爆 発 が 発 生 。 2 号 機 で は

3 月 15 日 朝 に 水 素 爆 発 と 思 わ れ る 衝 撃 音 が 確 認 さ れ 、 4 号 機 に お い て も 火 災 が 発

生 。汚 染 水 の 滞 留 、外 部 流 出 も 発 生 し て お り 、放 射 性 物 質 が 外 部 へ と 放 出 さ れ た 。

こ の 事 故 に よ り 、 国 際 原 子 力 ・ 放 射 線 事 象 評 価 尺 度 で 最 も 危 険 度 の 高 い レ ベ ル 7

に 至 っ た 。 こ れ ら の 事 象 を 受 け 、 住 民 へ の 避 難 指 示 や 「 警 戒 区 域 」 の 設 定 に よ る

立 ち 入 り 禁 止 措 置 が と ら れ た 。 ま た 、 事 故 に よ る 電 力 供 給 不 足 、 放 射 性 物 質 の 外

部 放 出 に よ る 農 水 産 物 被 害 、 風 評 被 害 な ど 国 内 に と ど ま ら ず 海 外 に も 影 響 を 与 え

た 。  

 

② 社 会 イ ン フ ラ の 被 害 の 概 要  

・ 道 路 の 被 害  

道 路 橋 の 流 出 や 法 面 崩 落 等 に よ り 、 高 速 道 路 15 路 線 、 直 轄 国 道 69 区 間 、 都 道

府 県 等 管 理 国 道 102 区 間 、 県 道 等 540 区 間 が 通 行 止 め と な っ た 。  

・ 鉄 道 の 被 害  

新 幹 線 に つ い て は 、 東 北 新 幹 線 で 高 架 橋 の 損 傷 、 電 柱 の 倒 壊 、 駅 天 井 の 落 下 等

の 被 害 が 発 生 し た ほ か 、 山 形 ・ 秋 田 新 幹 線 に つ い て も 軌 道 変 位 等 の 被 害 が 発 生 し

た が 、 高 架 橋 の 倒 壊 等 の 致 命 的 な 被 害 は 無 く 、 過 去 の 震 災 時 と 比 べ 、 被 害 規 模 は

相 対 的 に 小 さ か っ た 。  

JR 在 来 線 、 第 三 セ ク タ ー 鉄 道 、 貨 物 鉄 道 に つ い て は 、 茨 城 県 か ら 岩 手 県 に か

け て の 太 平 洋 沿 岸 部 の 多 く の 路 線 に お い て 、 津 波 に よ り 駅 舎 、 線 路 等 の 流 失 ・ 冠

水 被 害 が 発 生 。 内 陸 部 の 路 線 で も 、 路 盤 の 変 形 、 土 砂 崩 れ 等 の 極 め て 甚 大 な 被 害

が 発 生 。 合 計 25 事 業 者 、 85 路 線 が 被 災 。  

・ 空 港 の 被 害  
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仙 台 空 港 は 、 大 津 波 に よ り 湛 水 が 発 生 し 、 滑 走 路 、 誘 導 路 、 エ プ ロ ン 等 に 車 両

2,000 台 が 漂 着 し た ほ か 、 土 砂 や が れ き が 広 範 囲 に 広 が り 、 機 械 設 備 や 電 気 機 器

等 が 浸 水 す る な ど 甚 大 な 被 害 を 受 け た 。  

・ 河 川 の 被 害  

東 北 ・ 関 東 地 方 の 河 川 を 中 心 に 、 直 轄 河 川 8 水 系 2,115 箇 所 、 都 道 府 県 管 理 河

川 10 県 1,353 箇 所 で 堤 防 の 法 す べ り 、沈 下 等 が 発 生 。ま た 津 波 遡 上 に よ る 堤 防 越

水 、 そ れ に 伴 う 家 屋 流 出 等 、 河 口 部 に 近 い 沿 川 は 大 き な 被 害 と な っ た 。  

・ そ の 他 イ ン フ ラ 機 能 の 被 害  

上 下 水 道 、 電 気 、 ガ ス な ど の ラ イ フ ラ イ ン 等 に 甚 大 な 被 害 が 生 じ た 。  

・ 港 湾 の 被 害 と 被 災 状 況  

青 森 県 八 戸 港 か ら 茨 城 県 鹿 島 港 に 至 る 太 平 洋 側 す べ て の 港 湾 （ 国 際 拠 点 港 湾 お

よ び 重 要 港 湾 14 港 、 地 方 港 湾 17 港 ） が 被 災 し 、 防 波 堤 や 岸 壁 等 に 大 き な 被 害 が

生 じ 、 港 湾 機 能 が 全 面 的 に 停 止 。 被 災 の 特 徴 は 、 津 波 に よ る 防 波 堤 の 被 害 が 甚 大

な こ と で あ り 、 八 戸 港 、 釜 石 港 、 大 船 渡 港 、 相 馬 港 な ど で は 、 第 一 線 防 波 堤 が 全

壊 あ る い は 半 壊 し た 。 ま た 、 相 馬 港 、 小 名 浜 港 、 茨 城 港 （ 常 陸 那 珂 港 区 ） な ど で

は 、地 震 に よ り 岸 壁 背 後 の エ プ ロ ン や 荷 さ ば き 地 が 液 状 化 等 に よ り 沈 下 を 起 こ し 、

陥 没 や 岸 壁 と の 間 に 大 き な 段 差 を 生 じ た （図 1-5〜1-7）。  

ま た 、 港 湾 を 直 撃 し た 津 波 に よ り 埠 頭 用 地 に 保 管 さ れ て い た コ ン テ ナ や 木 材 等

が 多 数 散 乱 し 、 そ の 一 部 は 海 上 に 流 出 す る と と も に 、 港 周 辺 の 車 両 や 係 留 船 舶 、

建 築 物 な ど と 合 わ せ て 、航 路・泊 地 内 の 支 障 物 と な っ た 。航 路 啓 開 ※ 作 業 に よ る 揚

収 物 は 、 コ ン テ ナ や 車 両 、 船 舶 の 外 、 建 物 の 残 骸 や 漁 網 、 パ ル プ 原 材 料 な ど の 多

岐 に わ た り 、 揚 収 量 は 8 月 20 日 時 点 で コ ン テ ナ 約 380 台 、 車 両 230 台 、 小 型 船

340 隻 、 そ の 他 の 揚 収 物 25,000m 3 に 達 し て お り 、 そ の 多 く は 地 元 自 治 体 な ど の 協

力 に よ り 処 分 さ れ て い る 。  

 

※ 航 路 啓 開  

地 震 に よ っ て 津 波 が 発 生 す る と 、 港 内 外 に 大 量 の 貨 物 、 が れ き （ 木 材 、 漁 具 、 養 殖 い か

だ 、 船 舶 ） 等 が 流 出 し 航 路 を 塞 ぐ こ と で 、 緊 急 物 資 輸 送 船 を は じ め と す る 船 舶 の 航 行 が 困

難 と な る 。 そ の た め 、 復 旧 に 必 要 な 燃 料 や 物 資 の 補 給 の た め に 緊 急 物 資 輸 送 船 が 早 急 に 接

岸 で き る よ う に 、 航 路 の 確 保 が 必 要 と な り 、 対 象 範 囲 の 浮 遊 物 お よ び 水 没 物 を 撤 去 す る こ

と を 航 路 啓 開 と 呼 ぶ 。 航 路 啓 開 範 囲 は 、 緊 急 物 資 輸 送 船 の 船 型 に 基 づ き 優 先 啓 開 範 囲 を 設

定 し 、 暫 定 航 路 幅 、 暫 定 水 深 を 阻 害 す る 障 害 物 に つ い て 応 急 公 用 負 担 権 限 （ 非 常 災 害 が 発

生 し た 際 に 、 緊 急 の 危 険 を 防 止 す る た め 、 他 人 の 土 地 、 工 作 物 の 一 時 使 用 、 障 害 物 そ の 他

の 物 件 の 使 用 、 収 用 、 処 分 （ 公 用 負 担 ） を 行 う こ と が で き る 権 限 ） を 行 使 し て 迅 速 に 除 去

す る 。 ま た 、 接 岸 し た 緊 急 物 資 を 運 搬 す る た め に 道 路 啓 開 も 同 時 に 必 要 と な る 。  
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東 日 本 大 震 災 で は 、 港 湾 ご と の 管 理 者 や 海 上 保 安 部 等 と 調 整 し 、 耐 震 強 化 岸 壁 と そ の 航 行 ル ー ト

上 に あ る 航 路 や 泊 地 に 優 先 順 位 を 定 め 、 浮 遊 物 の 除 去 や 海 中 支 障 物 の 揚 収 、 除 去 後 の 暫 定 利 用 （ 運

用 水 深 ） に つ い て 協 議 を 実 施 。 水 中 部 の 支 障 物 揚 収 に あ た っ て は 、 水 没 車 両 の 中 に 取 り 残 さ れ て い

る 人 体 の 有 無 や コ ン テ ナ 内 部 か ら の 漏 出 物 の 確 認 も 必 要 で あ っ た こ と か ら 、 深 浅 測 量 な ら び に 潜 水

測 量 に よ る 慎 重 な 事 前 調 査 が 求 め ら れ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 1-4  応急公用負担権限行使の実 施対象 範囲の概念図  

（ 出 典 ： 国 土交通省 ）  

図 1-5  港湾施設の被災状況  

（ 出 典 ： 日 本 コンクリート工 学会 ）  
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図 1-6  釜石港湾口防波堤の被災状 況  

（ 出 典 ： 国 土交通省 ）  

 

図 1-7  茨城港日立港区の岸壁の被 災状況  

（ 出 典 ： 国 土交通省 ）  
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２ .東日本大震災の被災 と復旧  

2 . 1 .調査の背景 と目的  

東 日 本 大 震 災 で は 地 震 に よ る 被 害 の み な ら ず 、津 波 に よ る 被 害 も 発 生 し て お り 、

港 湾 へ の 被 害 は 甚 大 で あ っ た 。 こ れ に 加 え て 、 日 建 連  土 木 工 事 技 術 委 員 会  土 木

技 術 開 発 部 会  災 害 対 応 技 術 企 画 SWG に て 実 施 し た 日 建 連 会 員 企 業 へ の ア ン ケ ー

ト 調 査 の 結 果 、 東 日 本 大 震 災 に お い て は 航 路 啓 開 や 港 湾 施 設 の 応 急 復 旧 対 応 事 例

に 関 す る 回 答 が 多 く 見 ら れ た 。会 員 企 業 に は 日 建 連 に 加 え て 、（ 社 ）日 本 埋 立 浚 渫

協 会 の 会 員 と な っ て い る 企 業 が 多 い 。 そ こ で 、 道 路 事 業 に 携 わ る 企 業 に と っ て 、

港 湾 施 設 の 復 旧 事 例 は 、 新 た な 知 見 を 得 る 良 い 機 会 で あ る と 考 え 、 港 湾 の 応 急 復

旧 に 当 た る 航 路 啓 開 と 、 港 湾 施 設 の 防 波 堤 の 本 復 旧 に 着 目 し て 調 査 を 実 施 し た 。

ま た 日 建 連 企 業 ヒ ア リ ン グ に お い て 津 波 に よ り 被 災 し た 道 路 施 設 復 旧 に 関 し て も

知 見 を 得 る こ と が で き た の で 報 告 内 容 と し て ま と め た 。  

 

2 . 1 . 1 .調査対象 と事例  

東 北 地 方 整 備 局 は 、 震 災 直 後 の 初 動 と し て 、 被 災 地 の 復 旧 ・ 復 興 の た め の 緊 急

輸 送 道 路 網 を 確 保 す る 「 く し の 歯 」 作 戦 を 展 開 し 道 路 啓 開 を 行 う と と も に 、 海 上

輸 送 に よ る 大 量 の 救 援 物 資 の 受 け 入 れ を 行 う べ く 、 貨 物 船 を 接 岸 で き る よ う に す

る た め の 海 洋 浮 遊 物 除 去 、 航 路 内 の 支 障 物 を 揚 収 す る 航 路 啓 開 を 緊 急 復 旧 事 業 と

し て 実 施 し た 。 ま た 、 航 路 啓 開 と 併 せ て 、 岸 壁 や 防 波 堤 の 復 旧 を 実 施 し た 。  

 

2 . 2 .応急復旧 ・ 本復旧 までの概要 と対応プロセス  

2 . 2 . 1 .東北地方整備局の災害協定  

平 成 19 年 2 月 19 日 に 「 災 害 時 に お け る 応 急 対 策 業 務 に 関 す る 協 定 」 を 締 結 し

て い る 。 締 結 先 は 国 土 交 通 省 東 北 地 方 整 備 局 、 東 北 6 県 （ 青 森 県 、 岩 手 県 、 宮 城

県 、 秋 田 県 、 山 形 県 、 福 島 県 ） お よ び 仙 台 市 と 社 団 法 人  日 本 土 木 工 業 協 会  東 北

支 部 （ 現  一 般 社 団 法 人  日 本 建 設 業 連 合 会  東 北 支 部 ） で あ る 。  

 

2 . 2 . 2 .日建連東北支部の災害対応  

日 建 連 へ の 出 動 要 請 は 、 東 北 地 方 整 備 局 か ら で は な く 、 平 成 23 年 3 月 12 日 付

の 要 請 文 書 の と お り 、国 土 交 通 省 本 省 よ り 発 出 さ れ 、3 月 14 日 に 東 北 地 方 整 備 局

よ り 要 請 書 を 受 理 し た 。 災 害 対 応 状 況 の 例 と し て 、 東 北 地 方 整 備 局 災 害 対 策 本 部

が 3 月 13 日 22 時 に 発 表 し た 災 害 情 報 第 19 報 で は 、 建 設 業 協 会 連 合 会 と の 協 定

に 基 づ き 16 チ ー ム 、延 べ 79 人 、機 械 52 台（ 道 路 ： 15 チ ー ム 、延 べ 65 人 、機 械

47 台 、 河 川 ： 1 チ ー ム 、 延 べ 14 人 、 機 械 5 台 ） を 投 入 し て い る 旨 の 記 録 が あ っ

た 。 一 方 で 、 日 建 連 東 北 支 部 に 実 施 し た ヒ ア リ ン グ に よ る と 、 災 害 対 応 と し て は

資 機 材 の 手 配 が ほ と ん ど で あ り 、 役 務 を 伴 う 対 応 は 宮 城 県 よ り 要 請 の あ っ た 運 河

の が れ き ・ 支 障 木 等 の 処 理 な ど 数 例 と の こ と で あ っ た 。 平 成 23 年 11 月 に 日 建 連

東 北 支 部 が 会 員 企 業 に 実 施 し た ア ン ケ ー ト に お い て も 、 要 請 先 は 地 方 自 治 体 が

47%と 最 も 多 く 、次 い で 国 土 交 通 省 、電 力 関 係 が 14%と さ れ て お り 、対 応 と し て は
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資 機 材 の 手 配 が 最 も 多 い と の 回 答 で あ っ た 。  

以 下 に 地 震 発 生 か ら の 対 応 を 時 系 列 で 示 す 。  

 

・ 3 月 11 日 （ 金 ） 14： 46 

地 震 発 生  

・ 3 月 12 日 （ 土 ）  

日 建 連 の 支 部 長 会 社 に 仮 本 部 を 設 置  

・ 3 月 13 日 （ 日 ） 14： 00 

国 土 交 通 省 東 北 地 方 整 備 局 よ り 連 絡 。  

「 対 応 可 能 な 資 機 材 」を リ ス ト ア ッ プ し 、同 日 の 19 時 ま で に 提 出 す る こ と を 要

請 さ れ た 。  

⇒ 「 災 害 緊 急 連 絡 体 制 」 に 則 り グ ル ー プ 班 長 （ 16 社 ） ま で の ア ン ケ ー ト を 実 施 。 

・ 3 月 13 日 （ 日 ） 19： 00 

東 北 地 方 整 備 局 に 「 対 応 可 能 な 資 機 材 リ ス ト 」 を 説 明 。  

東 北 地 方 整 備 局 に て 3 月 14 日 の 朝 ま で に 、緊 急 度 に 基 づ き「 要 請 リ ス ト 」を 作

成 す る の で 、 3 月 14 日 7： 30 か ら 打 ち 合 わ せ を し た い と 要 請 が あ っ た 。  

・ 3 月 14 日 （ 月 ） 7： 30 

東 北 地 方 整 備 局 と 「 必 要 資 機 材 」 に つ い て 打 ち 合 わ せ 。  

東 北 地 方 整 備 局 か ら 救 援 機 器 物 資 等 の 調 達 リ ス ト の 提 示 を 受 け る 。  

最 重 要 機 器 物 資 は 「 テ ン ト 」「 仮 設 ハ ウ ス 」「 仮 設 ト イ レ 」「 照 明 」「 発 電 機 」 な

ど 。  

仮 設 ハ ウ ス 設 置 の た め の 敷 地 整 地 、 進 入 路 造 成 等 に 使 用 す る 重 機 の 確 保 ま で 、

作 業 は 日 建 連 側 の 自 己 完 結 型 を 要 望 さ れ た 。  

⇒ 東 北 地 方 整 備 局 に 対 し て 、 燃 料 確 保 が 困 難 な た め 燃 料 補 給 体 制 の 確 立 を 要 望 。  

・ 3 月 14 日 （ 月 ）  

東 北 支 部  正 ・ 副 支 部 長 会 議 を 開 催 （ 各 社 支 店 長 お よ び 土 木 部 長 ）。  

最 重 要 機 器 物 資 を 中 心 に 、 リ ー ス 業 者 別 で は な く 地 域 別 に 「 よ り 確 実 な 調 達 可

能 数 量 を 把 握 」す る こ と を 決 定 。集 計 表 は 18 日 に 東 北 地 方 整 備 局 に 提 出 す る こ と

と す る 。  

⇒ 調 達 可 能 数 量 を 把 握 す る た め に 、 エ リ ア を 北 海 道 ： 間 組 、 関 東 ： 鹿 島 建 設 、 北   

 陸 ： 西 松 建 設 、 中 部 ： 大 成 建 設 、 関 西 ： 大 成 建 設 、 中 国 ： 鉄 建 建 設 、 四 国 ： 鹿  

  島 建 設 、 九 州 ： 前 田 建 設 工 業 に 分 け て 、 そ れ ぞ れ 担 当 会 社 を 決 定 。  

⇒ 一 方 で 、 要 請 に 基 づ く 救 援 物 資 の 手 配 お よ び 送 付 を 開 始 。  

⇒ 燃 料 確 保 が 難 し い こ と か ら 、東 北 地 方 整 備 局 に 燃 料 補 給 体 制 の 整 備 を 再 度 要 請 。 

・ 3 月 16 日 （ 水 ）  

支 部 事 務 局 内 に 正 式 に 「 震 災 対 策 本 部 」 を 立 ち 上 げ る こ と を 前 提 に 、 正 ・ 副 支

部 長 会 社 ら に 社 員 の 派 遣 を 打 診 。  

⇒ 臨 時 電 話（ 10 本 ）、コ ピ ー 機 、パ ソ コ ン 、プ リ ン タ ー 等 の 手 配 。た だ し 、パ ソ コ  

  ン は 各 自 で 持 参 す る こ と を お 願 い す る 。  

・ 3 月 17 日 （ 木 ） 10： 00 
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「 本 ・ 支 部 合 同 震 災 対 策 会 議 」 開 催 。  

・ 3 月 17 日 （ 木 ） 14： 00 

震 災 対 策 本 部 を 構 成 す る 幹 事 社 を 8 社 体 制 と す る こ と を 確 認 し 、 対 策 本 部 の 活

動 方 針 を 打 ち 合 わ せ る 。  

・ 3 月 18 日 （ 金 ）  

「 震 災 対 策 本 部 」 を 日 建 連 東 北 支 部 内 に 正 式 に 立 ち 上 げ 、 資 機 材 ご と に 幹 事 社

の 調 達 分 担 を 決 め て 活 動 を 開 始 。  

・ 3 月 19 日 （ 土 ）  

以 降 《 要 請 に 基 づ く 救 援 物 資 の 手 配 、 搬 送 、 設 置 等 の 支 援 業 務 を 継 続 》  

・ 3 月 30 日 （ 水 ）  

東 北 地 方 整 備 局 よ り「 3 月 31 日 を も っ て 救 援 物 資 の 調 達 活 動 を 縮 小 す る 」旨 の

指 示 を 受 け る 。  

4 月 以 降 は 、 各 自 治 体 の 要 請 に 協 力 し て ほ し い 旨 の 要 請 。  

・ 4 月 1 日 （ 金 ）  

以 降 は 、東 北 地 方 整 備 局 経 由 で 要 請 を 受 け て い た 物 資 の 手 配 搬 送 の 残 務 を 継 続 。 

宮 城 県 各 自 治 体 か ら の 支 援 要 請 は 継 続 。  

日 本 建 設 業 団 体 連 合 会 、日 本 土 木 工 業 協 会 、建 築 業 協 会 の 3 団 体 が 合 併 し 、「 日

本 建 設 業 連 合 会 （ 日 建 連 ）」 と し て 新 た な 活 動 を 開 始 。  

・ 4 月 14 日 （ 木 ）  

宮 城 県 よ り 、 が れ き ・ 支 障 木 等 の 処 理 に つ い て 要 請 。  

貞 山 運 河  10 キ ロ  

東 名 運 河  3.2 キ ロ  

・ 5 月 9 日 （ 月 ）  

福 島 県 災 害 対 策 本 部 よ り 重 機 等 の 調 達 に つ い て 要 請 。  

※ そ の 後 は 、 各 自 治 体 か ら の 要 請 等 に 対 す る 支 援 を 継 続 実 施 。  
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2 . 3 .東北地方整備局 による港湾施設の応急復旧対応  

● 港 湾 に 関 す る 復 旧 ・ 復 興 に つ い て  

港 湾 に 関 す る 復 旧・復 興 の 流 れ は 、① 初 動（ 被 災 調 査 ）、② 航 路 啓 開（ 緊 急 物 資 ）

1 か 月 以 内 、③ 応 急 復 旧（ 企 業 活 動 再 開 ） 3 か 月 以 内 、④ 本 格 復 旧・復 興（ 地 域 経

済 復 旧 ・ 復 興 支 援 ） 5 年 以 内 を 目 安 に 進 め ら れ た 。図 2-1 に 地 震 発 生 直 後 か ら の

取 組 み を 示 し 、 以 下 に 対 応 に つ い て 示 す 。  

 

[発 生 直 後 の 初 動 ・ 応 急 復 旧 ]  

 

図 2-1  地震発生直後からの取組み  

（ 出 典 ： 日 本埋立浚渫 協会 ）  

 

①  初 動 対 応 （ 国 土 交 通 省 本 省 ）  

3 月 11 日 14： 46（ 震 災 直 後 ） 国 土 交 通 省 本 省 に 非 常 災 害 対 策 本 部 を 設 置  

3 月 11 日 15： 15（ 国土交通省緊急災害対策本部と港湾局緊急災害対策本部を設置  

3 月 12 日  本 省 緊 急 災 害 対 策 派 遣 隊（ TEC- FORCE）先 遣 隊 に よ る 防 災 ヘ リ か ら の  

         調 査 結 果 報 告  

3 月 13 日  津 波 警 報 ・ 注 意 報 解 除  

3 月 14 日 よ り 直 轄 港 湾 事 務 所 、港 湾 管 理 者 に よ る 港 湾 施 設 の 被 災 状 況 の 現 地 調  

          査 。緊 急 災 害 対 策 派 遣 隊（ TEC-F ORCE）が 派 遣 さ れ 、被 災 状 況 の 確 認 、    

          点 検 及 び 技 術 支 援 開 始 。  

 

②  災 害 応 急 対 応 協 定 の 執 行  

被 災 港 湾 に 緊 急 支 援 物 資 を 輸 送 す る 船 舶 の 入 港 が 困 難 と な っ た た め 、 東 北 地 方

整 備 局 は 3 月 12 日 に 災 害 応 急 対 策 協 定 に 基 づ き 、（ 社 ） 日 本 埋 立 浚 渫 協 会 等 に 緊
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急 物 資 輸 送 船 を 入 港 さ せ る た め に 早 急 に 航 路 啓 開 作 業 を 開 始 す る よ う 要 請 。  

③  啓 開 作 業 お よ び 港 湾 施 設 の 応 急 復 旧  

3 月 12 日 に 動 け る 船 が 4 船 団 あ る こ と を 確 認 。 協 議 の 結 果 、 宮 古 港 、 釜 石 港 、

仙 台 塩 釜 港 （ 仙 台 港 区 ） へ 入 港 。 宮 古 港 と 仙 台 塩 釜 港 （ 仙 台 港 区 ） は 背 後 地 の 浸

水 が ひ ど く 、 釜 石 港 は 東 北 道 が つ な が る 道 路 に 高 架 橋 が 多 く て 復 旧 が 遅 れ そ う で

あ っ た こ と か ら 、 緊 急 物 資 を 海 上 輸 送 す る 船 が 一 刻 も 早 く 入 港 で き る よ う に 優 先

的 に 行 わ れ た 。 津 波 警 報 ・ 注 意 報 が 解 除 さ れ た 3 月 14 日 か ら 、 主 要 港 （ 八 戸 港 、

久 慈 港 、宮 古 港 、釜 石 港 、大 船 渡 港 、石 巻 港 、仙 台 塩 釜 港（ 塩 釜 港 区 ）、仙 台 塩 釜

港（ 仙 台 港 区 ）、相 馬 港 、小 名 浜 港 ）に お い て 、東 北 地 方 整 備 局 及 び 港 湾 管 理 者 が

航 路 、 泊 地 等 の 障 害 物 を 取 り 除 い た 後 、 海 上 保 安 庁 等 が 緊 急 輸 送 路 の 確 保 の た め

の 水 路 測 量 を 行 う と い う 手 順 に よ り 、 啓 開 作 業 が 開 始 。 国 土 交 通 省 か ら 災 害 対 応

方 針 が 示 さ れ た の を 受 け 、16 日 か ら 各 港 の 啓 開 作 業 が 本 格 化 。表 2-1 に 災 害 協 定

に 基 づ く 航 路 啓 開 作 業 一 覧 を 示 す 。 基 幹 的 輸 送 を 担 う 施 設 （ 外 内 貿 コ ン テ ナ 、 フ

ェ リ ー 、 RORO 船 ）、 火 力 発 電 所 石 炭 や 石 油 精 製 用 原 油 の 取 扱 い 施 設 等 に つ い て 、

優 先 的 に 応 急 復 旧 が 実 施 さ れ た 。  

 

表 2-1  港湾施設の復旧について  

 

（ 出 典 ： 日 本埋立浚渫 協会 ）  

3月23日

（救援物資）

3月17日

（救援物資）

3月21日

（燃料）

3月20日

（急患搬送）

3月18日

（救援物資）

仙台塩釜港

（塩釜港区）

仙台塩釜港

（仙台港区）

第1船入港日

（貨物等）

3月19日

（救援物資）

3月26日

（救援物資）

3月16日

（救援物資）

3月16日

（発電機）

3月23日

（救援物資）

3月15日～起重機船6船団（29隻）八戸港

啓開作業着手日埋立浚渫協会船団構成港湾名

3月15日～起重機船4船団（13隻）宮古港

3月15日～起重機船4船団（15隻）久慈港

石巻港

3月19日～起重機船5船団（18隻）大船渡港

3月15日～起重機船3船団（10隻）釜石港

3月16日～起重機船8船団（21隻）

3月14日～起重機船4船団（13隻）

3月19日～起重機船3船団（12隻）

3月18日～起重機船4船団（14隻）小名浜港

3月27日～起重機船3船団（12隻）相馬港
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④ 漂 流 船 舶 の 確 認 、 除 去  

漂 流 船 舶 に つ い て 、海 上 保 安 庁 と 連 携 し 、生 存 者 の 有 無 の 確 認 を 最 優 先 に 実 施 。

発 見 し た 船 舶 506 隻 の う ち 、使 用 可 能 性 の あ る 85 隻 を 曳 航 救 助 し 、各 県 の 港 湾 に

確 保 し た 係 留 場 所 に 仮 係 留 し 所 有 者 に 引 き 渡 し た 。  

［ 応 急 復 旧 ］  

① （ 社 ） 日 本 埋 立 浚 渫 協 会 に 対 し て 、 防 波 堤 や 岸 壁 等 の 国 有 港 湾 施 設 全 般 に 対 し

応 急 復 旧 を 依 頼 。 被 災 状 況 に 合 わ せ て 被 災 現 場 ご と に 応 急 復 旧 方 法 な ど を 協 議

し た 。 啓 開 作 業 と 並 行 し て 被 害 状 況 調 査 や 緊 急 復 旧 ・ 応 急 復 旧 工 事 に 向 け た 活

動 が 開 始 。 3 月 27 日 に 仙 台 塩 釜 港（ 仙 台 港 区 ）で 被 害 状 況 調 査 と し て 岸 壁 エ プ

ロ ン 部 の 空 洞 化 調 査 や 潜 水 士 に よ る 岸 壁 の 構 造 変 状 調 査 が 行 わ れ た の を は じ め 、

他 港 で も 被 害 調 査 が 進 め ら れ た 。  

② 日 建 連 に 対 し て 、 コ ン テ ナ や フ ェ リ ー 、 石 炭 な ど の 輸 送 需 要 に 対 応 す る た め の

迅 速 な 災 害 復 旧 を 依 頼 。 被 災 状 況 に 合 わ せ て 被 災 現 場 ご と に 応 急 復 旧 方 法 な ど

を 協 議 し た 。  

［ 本 格 復 旧 ・ 復 興 ］  

岸 壁 や 防 波 堤 の 復 旧 ・ 復 興 工 事 に つ い て 、 震 災 1 年 後 の 2012 年 3 月 時 点 で は

86%の 岸 壁 が 利 用 可 能 と な っ た 。  

 

● 航 路 啓 開 に 関 す る ヒ ア リ ン グ 結 果  

[被 災 状 況 の 把 握 や 現 地 調 査 な ど で 苦 労 し た 点 、 工 夫 し た 点 ]  

 （ 苦 労 し た 点 ）  

 ① 通 信 手 段 が 限 定 的 な 状 況 に お け る 情 報 共 有  

  → 定 例 会 等 で 共 有 し て 対 応 し た 。  

   ② 燃 料 の 不 足  

 → 初 期 は ス ト ッ ク 分 で や り く り を 行 っ た 。  

（ 工 夫 し た 点 ）  

   ① 海 底 測 量 に ナ ロ ー マ ル チ ビ ー ム 測 量 を 活 用 し た こ と 。  

 → 課 題 と し て 、 当 該 技 術 を 扱 え る 職 員 の 育 成 が 挙 げ ら れ る 。  

  ② 直 轄 職 員 の 機 転 を 利 か せ た 判 断 で 津 波 か ら 港 湾 業 務 艇 を 守 っ た こ と 。  

  → そ の 後 の 現 地 調 査 等 で 活 用 で き た 。  

[航 路 啓 開 に 採 用 し た 技 術 を 選 定 し た 事 由 ] 

 ① 浮 遊 物 に 対 し て は 、 シ ル ト プ ロ テ ク タ ー を 展 張 し 集 約 さ せ て 起 重 機 船 等 で   

   回 収 し た 。  

  ② 海 底 に 沈 ん だ 障 害 物 に 関 し て 、 漁 網 や 家 屋 な ど は 起 重 機 船 の 大 型 オ レ ン ジ    

     バ ケ ッ ト で 揚 収 し た 。 コ ン テ ナ は 内 容 物 が 流 出 し な い よ う に 潜 水 士 に よ り    

     玉 掛 け を 行 い 揚 収 し た 。 コ ン テ ナ 揚 収 に つ い て は 、 重 量 が 不 明 な た め 余 裕  

     を 持 た せ た 大 き な ク レ ー ン で 吊 り 上 げ る 必 要 が あ り 、 危 険 物 が 積 ま れ て い  

     な い か を 代 理 店 に 確 認 し な が ら 慎 重 に 作 業 を 行 っ た 。  
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[役 立 っ た 技 術 ]  

ナ ロ ー マ ル チ ビ ー ム 測 量  

→ 単 素 子 に よ る 障 害 物 確 認 に 比 べ て 容 易 に 把 握 が 可 能 で あ っ た 。  

[効 果 的 で あ っ た 対 応 ]  

・ 災 害 協 定 と そ れ に 基 づ く 業 界 団 体 へ の 迅 速 な 協 力 要 請  

・ 優 先 啓 開 港 の 指 示  

・ 国 ・ 港 湾 管 理 者 、 港 長 （ 海 上 保 安 部 ） の 三 者 連 携 に よ る 速 や か な 岸 壁 供 用 再

開  

・ 道 路 啓 開 （ 通 行 可 能 道 路 ） と 航 路 啓 開 （ 供 用 可 能 岸 壁 ） を 統 合 し た 情 報 発 信  

[今 後 、 役 立 つ と 思 わ れ る 技 術 、 開 発 を 期 待 す る 技 術 ]  

・ ナ ロ ー マ ル チ ビ ー ム 測 量 の 成 果 を 迅 速 に 得 る た め の 画 像 解 析 等 の 技 術  

・ 濁 っ て い て も 海 水 中 の 津 波 漂 流 物 を 回 収 で き る 技 術 （ 作 業 者 の 安 全 確 保 ）  

 

● 港 湾 施 設 の 復 旧 に つ い て  

青 森 県 、 岩 手 県 が 津 波 に よ る 被 害 が 大 き か っ た 。 宮 城 県 は 津 波 も 地 震 も 被 害 が

あ っ た 。 福 島 県 は 相 馬 港 で は 地 震 に よ り 防 波 堤 の 倒 壊 も 津 波 の 被 害 も あ っ た が 、

小 名 浜 港 に 関 し て は 地 震 動 被 害 が 津 波 よ り 大 き か っ た と い う よ う な 全 体 的 な 傾 向

が あ る 。 想 定 以 上 の 外 力 を 受 け 、 湾 口 防 波 堤 （ 津 波 防 波 堤 ） が 倒 壊 し た こ と が 本

災 害 に お け る 港 湾 の 被 害 に お い て 、最 も 衝 撃 的 で あ っ た 。こ の 被 災 メ カ ニ ズ ム（ ケ

ー ソ ン の 滑 動 や 越 流 洗 掘 に よ る 滑 落 等 ） を 踏 ま え 、 粘 り 強 い 構 造 と い う 概 念 が 生

ま れ 、 復 旧 事 業 に 取 り 入 れ た 。  

図 2-2 の よ う に 八 戸 港 に 整 備 済 み だ っ た 港 湾 の 防 波 堤 が 崩 壊 し て な く な っ て い

た 。  

こ の ほ か 、 釜 石 港 や 大 船 渡 港 に お け る 湾 口 防 波 堤 や 各 港 の 防 波 堤 は 、 想 定 よ り

も 大 き な 津 波 に よ る 巨 大 な 水 平 力 や 洗 掘 な ど に よ り 崩 壊 し た 。具 体 的 に は 、図 2-

3 の と お り 、 津 波 が 押 し 寄 せ て 、 湾 口 防 波 堤 の 湾 港 の 港 外 側 と 港 内 側 で 最 大 水 位

差 約 8.2m が 発 生 し 、ケ ー ソ ン が 押 さ れ る こ と に よ り 滑 動 し た 。こ の よ う な 大 き な

水 位 差 で 港 内 側 に 水 が 流 れ 落 ち る た め に 、 基 礎 を 崩 し て 、 そ れ に よ っ て ケ ー ソ ン

が 滑 動 し て し ま っ た 。 さ ら に ケ ー ソ ン が 滑 落 し た 部 分 に 流 れ が 集 中 、 マ ウ ン ド の

洗 掘 が 両 側 に 進 行 し 、 マ ウ ン ド 上 に 残 っ た ケ ー ソ ン も 傾 斜 し た 。 東 北 地 方 整 備 局

で は 、 今 回 の 事 象 を 踏 ま え て 、 粘 り 強 い 効 果 を 発 揮 す る た め に 、 こ の よ う な 概 念

を 整 理 し た う え で 、 復 旧 時 の 設 計 を 行 っ た 。 具 体 的 に は 津 波 が ケ ー ソ ン を 流 れ 落

ち 、 基 礎 を 洗 掘 す る と い う こ と を 防 ぐ た め に 、 図 2-4 の よ う に 防 波 堤 基 礎 マ ウ ン

ド の 港 内 側 を か さ 上 げ し 、 ブ ロ ッ ク で 被 覆 す る な ど し て 、 ケ ー ソ ン の 滑 動 抵 抗 を

増 加 さ せ る と も に 、 基 礎 マ ウ ン ド の 洗 掘 を 防 止 す る と い っ た 粘 り 強 い 構 造 を 導 入

し た 設 計 を 行 っ た 。  
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図 2-2  八戸港の防波堤の被災 と復旧後  

（ 提 供 ： 東 北地方整備 局 ）  

 

 

図 2-3  釜石港  湾口防波堤の被 災 メカニズムの例  

（ 提 供 ： 東 北地方整備 局 ）  
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図 2-4  防波堤の被災 メカニズム（ 釜 石港  湾 口防波堤の例 ） と粘 り強 い構造のイメージ  

（ 提 供 ： 東 北地方整備 局 ）  

 

● 港 湾 施 設 の 復 旧 に 関 す る ヒ ア リ ン グ 結 果  

[被 災 状 況 の 把 握 や 現 地 調 査 な ど で 苦 労 し た 点 、 工 夫 し た 点 ]  

（ 苦 労 し た 点 ）  

  ① 地 盤 沈 下 し た 基 準 点 の 取 扱 い  

 → ま ず は 発 災 前 に 使 用 し た 基 準 点 等 に よ り 暫 定 的 に 測 量 を 実 施 し た 。  

 ② 燃 料 の 不 足  

 → 初 期 は ス ト ッ ク 分 で や り く り を 行 っ た 。  

 （ 工 夫 し た 点 ）  

 ナ ロ ー マ ル チ ビ ー ム 測 量 を 活 用 し て 防 波 堤 倒 壊 の 状 況 等 を 把 握 し た 。  

[港 湾 施 設 の 復 旧 に 採 用 し た 技 術 を 選 定 し た 事 由 ] 

 「 東 北 港 湾 に お け る 津 波 ・ 震 災 対 策 技 術 検 討 委 員 会 （ 委 員 長 ： 高 山 和 司 、 京  

  都 大 学 名 誉 教 授 ）」 や 各 港 に お け る 「 復 興 会 議 」 の 議 論 を 踏 ま え 、 各 港 湾 施 設  

  の 復 旧 内 容 に つ い て 決 定 し た 。 そ の 後 、 災 害 査 定 を 経 て 現 地 着 工 し た 。  

[役 立 っ た 技 術 ]  

 迅 速 な 復 旧 を 目 的 に 各 港 で 下 記 を 採 用 し た 。  

 ・ 釜 石 港 湾 口 防 波 堤 で ハ イ ブ リ ッ ド ケ ー ソ ン ※ 1・ 逆 T ブ ロ ッ ク  

 ・ 大 船 渡 港 で プ レ キ ャ ス ト 工 法 （ 鋼 セ ル 構 造 → 逆 T ブ ロ ッ ク ※ 2）  

 ・ 宮 古 港 で 大 型 起 重 機 船 や コ ン ク リ ー ト プ ラ ン ト 船  

   相 馬 港 は ケ ー ソ ン を FD・ ヤ ー ド な ど で 多 重 製 作 し た 。  

[効 果 的 で あ っ た 対 応 ]  
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・ 資 機 材 調 達 を 工 夫 し た 。  

 → 専 用 生 コ ン 工 場 建 設 、 コ ン ク リ ー ト プ ラ ン ト 船 、 震 災 廃 棄 物 の 活 用 な ど  

 ・ 釜 石 港 で は 一 定 の 作 業 ヤ ー ド （ 国 有 地 の 泉 作 業 基 地 ） が 確 保 で き た た め 、  

    復 旧 工 事 が ス ム ー ズ に 進 捗 し た 。  

[今 後 、 役 立 つ と 思 わ れ る 技 術 、 開 発 を 期 待 す る 技 術 ]  

 ・ 工 期 短 縮 を 目 的 と し た 気 象 海 象 条 件 に 左 右 さ れ に く い プ レ キ ャ ス ト 工 法  

・ GNSS 技 術 を 活 用 し た バ ー ス サ ー ベ イ ヤ ー  

 ・ 海 中 を 容 易 に 可 視 化 で き る 技 術  

 ・ 乱 れ た 基 礎 マ ウ ン ド の 成 形 な ど に お い て は 、 遠 隔 水 中 ブ ル ド ー ザ ー 等 の 有  

    効 活 用 も あ り 得 る 。  

 

● 本 災 害 を 踏 ま え て 、 災 害 時 に 日 建 連 へ 期 待 す る 事 項  

・ 大 規 模 災 害 時 に お け る 企 業 と し て の 機 能 継 続  

→ 災 害 時 に 「 動 け る 」 こ と に 期 待  

・ 陸 上 部 や 水 中 部 に お け る 現 地 把 握 や 現 地 作 業 が 可 能 な 遠 隔 技 術  

・ 港 湾 ・ 道 路 ・ 河 川 と い っ た 広 範 囲 の 被 災 時 に も 円 滑 か つ 途 切 れ な い 資 機 材 の  

  供 給 体 制  

 

※ 1 ハ イ ブ リ ッ ド ケ ー ソ ン （ H B ケ ー ソ ン ）  

図 2 - 5 に 示 す と お り 、鋼 殻 と コ ン ク リ ー ト を 一 体 化 し た 部 材 で 構 成 す る ケ ー ソ ン で あ り 、

一 般 的 な 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト ケ ー ソ ン （ R C ケ ー ソ ン ） よ り 高 強 度 の た め 、 長 大 化 が 可 能 。

釜 石 港 南 提 深 部 に 採 用 さ れ た H B ケ ー ソ ン は 、 千 葉 県 や 愛 知 県 、 三 重 県 で 製 作 さ れ た 。  

 

 

図 2-5  ハイブリッドケーソン（ 左 ． 完成形 、右 ．入港状況 ）  

（ 提 供 ： 東北地方整備局 ）  

 

※ 2 逆 T 型 ブ ロ ッ ク  

津 波 の 流 入 を 防 ぐ た め に 開 口 部（ 航 路 部 の 水 面 下 ）に 設 置 し て い る 潜 提 は 、被 災 前 は 鋼 セ

ル 構 造 を 採 用 し て い た が 、 今 回 の 復 旧 で は 図 2 - 6 に 示 し た 逆 T 型 ブ ロ ッ ク を 設 置 し て そ

の 上 に 石 材 を 投 入 す る 構 造 と し た 。ま た 、大 船 渡 港 で は 作 業 用 地 が 不 足 し て い た た め 、釜

石 港 で 製 作 し た 。  
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図 2-6  逆 T 型 ブロック（ 左 ． 製 作状況 、右 ． 据 付状況 ）  

（ 提 供 ： 東 北地方整備 局 ）  
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2 . 4 .日建連会員企業 による復旧工事  

次 の ２ 社 に ヒ ア リ ン グ を 実 施 し 、 航 路 啓 開 工 事 と 港 湾 施 設 復 旧 工 事 に つ い て 記

述 す る 。  

(1) 五 洋 建 設 株 式 会 社 （ 以 下 、 五 洋 建 設 ）  

 日 時 ： 2023 年 7 月 14 日 （ 金 ） 16： 00～ 17： 00 

 場 所 ： 五 洋 建 設 株 式 会 社 東 北 支 店  

(2) 東 亜 建 設 工 業 株 式 会 社 （ 以 下 、 東 亜 建 設 工 業 ）  

 日 時 ： 2023 年 8 月 8 日 （ 火 ） 16： 00～ 17： 00 

 場 所 ： 東 亜 建 設 工 業 株 式 会 社 東 北 支 店  

 

2 . 4 . 1 .航路啓開  

ヒ ア リ ン グ か ら 、 各 社 が 航 路 啓 開 を 対 応 し た 港 湾 は 以 下 と な る 。  

・ 五 洋 建 設 ： 仙 台 塩 釜 港 （ 仙 台 港 区 ）・ 相 馬 港  

・ 東 亜 建 設 工 業 ： 仙 台 塩 釜 港 （ 塩 釜 港 区 ）・ 大 船 渡 港  

 

 

図 2-7  港湾施設の被災状況  

（ 提 供 ： 東 北地方整備 局 ）  
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(1)五 洋 建 設 ヒ ア リ ン グ  

ヒ ア リ ン グ の 主 な 内 容 を 列 記 す る 。  

＜ 航 路 啓 開 に 関 し て ＞  

・ 航 路 啓 開 に 関 し て 日 本 埋 設 浚 渫 協 会 東 北 支 部 か ら 要 請 が あ り 、 復 旧 作 業 は す

べ て 東 北 地 方 整 備 局 発 注 の 入 札 に よ る 業 務 で あ っ た 。  

・ 航 路 啓 開 作 業 は 海 中 の 支 障 物 を ソ ナ ー で 確 認 し て 引 き 揚 げ 、 回 収 す る 作 業 と

な る 。 使 用 す る 作 業 船 は 起 重 機 船 を バ ケ ッ ト 仕 様 に し た も の に な る 。  

・ 航 路 啓 開 の 前 提 と し て 作 業 船 が 必 要 と な る が 、 在 場 の 作 業 船 は 被 災 を 受 け て

お り 稼 働 で き な い た め 、 全 国 ネ ッ ト で 船 の 調 達 を 行 っ た 。  

・ 東 北 地 方 整 備 局 で は 太 平 洋 側 で 被 災 し た 際 に 日 本 海 側 の 船 が 支 援 す る よ う な

災 害 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン や 防 災 訓 練 が 行 わ れ て い る と 聞 い て い る 。  

・ 海 中 か ら の 回 収 物 は 、 岸 壁 に 仮 置 き し た 。 漂 着 物 は 漂 着 し た 場 所 の 自 治 体 か

所 有 者 が 処 分 す る 。 所 有 者 が 破 棄 す れ ば 自 治 体 が 処 分 し た 。  

・ 航 路 啓 開 は 、 初 め て 経 験 し た 。  

 

＜ 航 路 啓 開 に 関 わ る 技 術 ＞  

・ ソ ナ ー と し て ナ ロ ー マ ル チ ビ ー ム 測 深 機 を 用 い た 。 こ の 技 術 の 現 状 は 当 時 と

比 べ て 数 は 増 え た が 、 精 度 と し て は 当 時 か ら 支 障 物 を 把 握 で き た の で 大 き な

進 歩 は な い 。 測 定 で は ノ イ ズ を 拾 う の で ノ イ ズ 除 去 の た め に 専 用 ソ フ ト を 使

用 す る 作 業 が 必 要 で あ り 、 リ ア ル タ イ ム に 確 認 で き る も の で は な か っ た 。 現

在 は ク ラ ウ ド 化 し て リ ア ル タ イ ム で の 処 理 が 可 能 に な っ た 。  

・ 潜 水 士 作 業 の ロ ボ ッ ト 化 と し て 、 玉 掛 け 玉 外 し が で き る も の は 試 さ れ て い る

が 、 実 用 化 に は 至 っ て い な い 。  

・ 潜 水 に よ る 水 中 確 認 を 映 像 等 で 可 能 に し た い が 、 油 で 覆 わ れ た 水 中 は 暗 く 、

濁 っ た 水 中 で は ラ イ ト が 乱 反 射 す る 等 ハ ー ド ル が 高 い 。 水 没 し た 車 の 名 部 確

認 等 が で き る 可 視 化 技 術 が あ る と 良 い 。  

・ 五 洋 建 設 で は 水 中 ４ D ソ ナ ー と い っ て リ ア ル タ イ ム で 確 認 で き る も の を 保 有

し て い て 、 グ ラ ブ 船 な ど 色 々 な 使 い 方 を し て い る 。  

 

<官 側 に 期 待 す る こ と >  

・ 作 業 船 を 必 要 と す る 港 湾 工 事 が 太 平 洋 、 日 本 海 側 で 偏 ら な い よ う に 発 注 さ れ  

  る と 防 災 上 は 良 い が 、 現 実 的 に 工 事 発 注 は 各 港 の 予 算 に よ る の で バ ラ ン ス を  

  と る の は 難 し い と 考 え ら れ る 。  

・ 東 日 本 大 震 災 の 仙 台 空 港 周 辺 の 被 災 状 況 を 見 て 、 盛 土 の 常 磐 自 動 車 道 の 海 側  

  と 陸 側 で 被 害 の 状 況 が 大 き く 分 か れ て い た 。 東 側 で は 船 が 流 さ れ 、 反 対 側 は  

  ほ と ん ど 影 響 が な か っ た 。 陸 上 の 構 造 物 で も 津 波 対 策 と し て 考 え ら れ る 。  

 

＜ 苦 労 し た 点 ＞  

・ 航 路 啓 開 の 作 業 で 苦 労 し た 点 は 、 コ ン テ ナ を 吊 っ て 引 き 上 げ よ う と し た が 、

中 身 が 吸 水 す る も の だ と そ の 重 量 で コ ン テ ナ が 折 れ て し ま う 。 そ の た め 、 バ
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ケ ッ ト で 掴 ん で 揚 重 す る と 今 度 は コ ン テ ナ か ら 中 身 が 漏 れ 海 中 に 残 っ て し

ま い 、 そ れ を バ ケ ッ ト で 回 収 す る と い う こ と を 繰 り 返 す こ と に な る 。 コ ン テ

ナ の 中 身 は 引 き 上 げ て か ら コ ン テ ナ の 番 号 に よ っ て 所 有 者 を 割 り 出 し 、 確 認

を 行 っ た 。  

・ 揚 重 の 玉 掛 け の た め に 潜 水 作 業 が 必 要 と な る が 、 被 災 で 油 の 流 出 が 多 く 、 一

面 に 油 の 浮 い た 海 に 潜 っ て 視 界 も ほ と ん ど な い 状 況 だ っ た の で 、 非 常 に 危 険

な 潜 水 作 業 と な っ た 。  

・ ま た 、 車 の 引 き 上 げ で は 人 が 乗 っ て い な い か の 確 認 を 潜 水 作 業 で 行 う が 、 心

理 的 に も 負 担 の 大 き な 作 業 で あ っ た 。  

・ ラ イ フ ラ イ ン が 被 災 し て い る た め 、 油 の 中 を 潜 水 し て も 風 呂 に 入 れ ず 、 衛 生

管 理 に 苦 慮 し た 。 そ の 他 作 業 員 に 関 し て も 被 災 地 な の で 施 設 が 不 十 分 で 住 環

境 の 確 保 が 大 変 だ っ た 。  

・ 被 災 直 後 は 、 こ の よ う な 状 態 で 誰 が 協 力 し て く れ る の か と い う 状 態 だ っ た 。

測 量 会 社 さ ん も 被 災 し て い る と 思 わ れ 、 電 話 連 絡 も は ば か ら れ る 状 況 だ っ た 。

ま ず は 安 否 確 認 が 最 優 先 だ っ た が 、 会 社 の 災 害 用 衛 星 電 話 が 1 本 だ け 通 っ て

い た が 、 ほ か は ひ た す ら 携 帯 電 話 を か け 続 け た 。 あ と は 燃 料 の 確 保 が 困 難 だ

っ た 。  

 

(2)東 亜 建 設 工 業 ヒ ア リ ン グ  

ヒ ア リ ン グ の 主 な 内 容 を 列 記 す る 。  

＜ 航 路 啓 開 に 関 し て ＞  

・震 災 直 後 、「 緊 急 支 援 物 資 を 積 ん だ 船 舶 が 入 港 で き る よ う に す る た め 、航 路 啓

開 が 急 務 で あ っ た 」 こ と か ら 、 東 北 地 方 整 備 局 か ら （ 社 ） 日 本 埋 立 浚 渫 協 会

東 北 支 部 に 災 害 対 策 協 定 に 基 づ く 対 応 の 要 請 が あ っ た 。 被 災 を 受 け た 東 北 の

港 湾 に は 航 路 啓 開 で き る 作 業 船 が な か っ た こ と か ら 、 全 国 規 模 で の 作 業 船 の

リ ス ト ア ッ プ を は じ め に 行 っ た 。  

・ 3 月 13 日 夕 刻 の 津 波 警 報 ・ 注 意 報 の 解 除 を 受 け 、 翌 14 日 早 朝 か ら 被 災 地 へ

の 支 援 を 第 一 に 、 宮 古 港 、 釜 石 港 、 仙 台 塩 釜 港 を 優 先 し て 航 路 啓 開 が 開 始 さ

れ た 。  

・ 航 路 啓 開 着 手 時 は 、 基 本 的 に 各 港 に 1 隻 の 作 業 船 配 置 で あ っ た 。  

・ 最 終 的 に は 、 東 北 地 方 整 備 局 管 轄 の 11 港 の 航 路 啓 開 は 、（ 社 ） 日 本 埋 立 浚 渫

協 会 東 北 支 部 の 各 社 が 担 当 し た 。  

・東 亜 建 設 工 業 は 、仙 台 塩 釜 港（ 塩 釜 港 区 ）、大 船 渡 港 、久 慈 港 の ３ 港 を 担 当 し

た 。① 仙 台 塩 釜 港（ 塩 釜 港 区 ）は 、東 亜・ り ん か い 日 産 JV で 作 業 船 １ 隻 、②

大 船 渡 港 は 、 東 亜 ・ 大 本 組 JV で 作 業 船 2 隻 、 ③ 久 慈 港 は 、 東 亜 ・ み ら い JV

で 作 業 船 １ 隻 に よ り 対 応 し た 。 ① 、 ② は 東 北 地 方 整 備 局 、 ③ は 岩 手 県 と の 契

約 で 実 施 し た 。  

・ 各 港 は 、 が れ き 、 家 屋 、 ガ ス 等 の 危 険 物 、 養 殖 い か だ 、 座 礁 し た 小 型 船 舶 等

の 浮 遊 物 が 海 面 に 散 乱 し て い る 状 況 で あ っ た た め 、 こ れ ら の 浮 遊 物 を は じ め

に 回 収 し た 。 そ の 後 、 海 中 や 海 底 に あ る 支 障 物 の 撤 去 を 行 っ た 。  
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・ 海 中 や 海 底 に あ る 支 障 物 は 、 先 行 し て 行 わ れ た 海 上 保 安 部 や 我 々 に よ る ナ ロ

ー マ ル チ ビ ー ム 測 深 の 結 果 か ら 概 ね 場 所 を 特 定 で き た 。  

・ 航 路 啓 開 の 目 的 は 、 船 が 入 港 す る た め の 航 路 幅 と 水 深 の 確 保 で あ る 。 ま た 、

船 が 着 く 岸 壁 前 面 や そ の 近 く は 重 要 な た め 、 ナ ロ ー マ ル チ ビ ー ム 測 深 技 術 に

よ り 車 等 の 支 障 物 の 位 置 を 細 か く 把 握 し な が ら 撤 去 を 行 っ た 。  

・ 海 中 に あ る 支 障 物 の 確 認 や 玉 掛 け は 、 潜 水 士 で 行 っ た 。 た だ し 、 潜 水 士 の 視

界 は 、 か な り 悪 い 状 況 で あ っ た 。  

・ 海 中 に い る 潜 水 士 の 位 置 や 進 行 方 向 は 、 海 上 に 浮 か ん で き た 気 泡 （ 潜 水 士 の

呼 吸 で 出 た 空 気 ） に よ り 把 握 で き る た め 、 船 上 か ら 潜 水 士 に 指 示 を 出 し た 。

潜 水 士 は 、 船 上 の 送 気 ホ ー ス か ら 送 り 込 ま れ た 空 気 を 吸 っ て 息 を す る 。 送 気

ホ ー ス に 通 信 ケ ー ブ ル も 這 わ せ て あ り 、 マ イ ク を 通 じ て 潜 水 士 と 船 上 の 連 絡

員 と が や り 取 り を す る 。  

・ 塩 釜 港 は 、 発 災 10 日 目 の 3 月 21 日 に 第 1 船 目 の 貨 物 船 を 入 港 さ せ る こ と が

で き た 。 た だ し 、 こ れ は 、 一 般 貨 物 船 入 港 の た め の 必 要 最 低 水 深 の 確 保 で あ

っ た 。 そ の 後 も 岸 壁 本 来 の 水 深 ま で 回 復 す る た め 、 よ り 深 い 水 深 の 航 路 啓 開

は 続 い た 。  

 

＜ 航 路 啓 開 に 関 わ る 技 術 ＞  

・ナ ロ ー マ ル チ ビ ー ム 測 深 技 術 は 、1990 年 代 に は 港 湾 事 業 に 使 わ れ 始 め て い た 。

た だ し 、 震 災 当 時 は 、 す べ て の 港 湾 工 事 に 用 い ら れ る ほ ど の 機 材 の 数 は な か

っ た 。 現 在 で は 、 ICT 施 工 の 推 進 も あ る た め 普 及 が 進 み 、 一 般 的 に 利 用 さ れ

て い る 。  

・ 東 亜 建 設 工 業 の ベ ル ー ガ ・ シ ス テ ム （ 水 中 施 工 管 理 シ ス テ ム ） は 、 広 範 囲 の

デ ー タ を 一 度 に 取 得 す る「 ナ ロ ー マ ル チ ビ ー ム 測 深 ソ ナ ー 」や「 GPS」等 の 最

新 の 測 量 機 器 を 効 率 的 に 組 み 合 わ せ 、 水 中 の 面 的 な 深 浅 測 量 を 高 精 度 か つ 迅

速 に 行 う オ リ ジ ナ ル シ ス テ ム で あ る 。 測 量 時 の 船 の 揺 れ 等 よ る 補 正 も 行 う 。

同 様 な 技 術 は 、 各 社 が 保 有 し て い る 状 況 で あ る 。  

・ 地 震 に よ り 大 き な 地 殻 変 動 に よ り 震 災 前 の 座 標 値 は 使 用 で き な か っ た た め 、

RTK-GNSS に て 座 標 値 を 定 め た 。そ の 精 度 は 、航 路 啓 開 を 行 う 上 で 全 く 問 題 な

い レ ベ ル で あ っ た 。  

 

＜ 苦 労 し た 点 ＞  

・ 地 元 の 業 者 は 、 作 業 員 自 身 が 被 災 者 で あ る 方 も 多 く 、 船 は あ る が 船 員 が 集 ま

ら な い と い う 状 況 で あ っ た た め 、 全 国 か ら 作 業 船 、 作 業 員 が 各 被 災 地 に 入 っ

た 。  

・ 航 路 啓 開 に あ た っ て 、 通 信 手 段 が 一 番 必 要 で あ っ た 。 会 社 か ら 非 常 用 衛 星 電

話 を 支 給 さ れ た が 、 高 価 な わ り に 通 話 機 能 し か な か っ た 。 ま た 、 場 所 に よ っ

て は 衛 星 か ら の 電 波 受 信 が 悪 い と こ ろ も あ り 、 十 分 な 活 用 は 難 し い 状 況 だ っ

た 。 今 で は 、 衛 星 通 信 の ス タ ー リ ン ク で 、 イ ン タ ー ネ ッ ト と つ な が る こ と が

で き る た め 、 非 常 時 の 通 信 手 段 確 保 に 活 用 で き る と 考 え る 。  
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・ 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 事 故 に よ る 近 隣 海 域 へ の 立 入 禁 止 措 置 が 出 た た め 、 作

業 船 の 航 行 時 に 、 か な り 外 洋 ま で 出 な い と （ 大 き く 迂 回 し な い と ） い け な い

状 況 が あ っ た 。当 然 の こ と な が ら 、時 間 が か か る う え 、燃 料 を 多 く 消 費 し た 。  

・ 作 業 着 手 当 初 は パ ソ コ ン も な い 状 況 だ っ た の で 、 作 業 前 に 潜 水 士 で 水 中 の 支

障 物 を 確 認 し 、 岸 壁 に マ ー ク す る 等 の ア ナ ロ グ な 方 法 で 位 置 を 確 認 し て い た 。 

・ 水 没 し た 車 が 見 つ か っ た 場 合 は 、 ご 遺 体 の 存 在 確 認 を 潜 水 士 で 行 っ た 。 ご 遺

体 を 発 見 し た 場 合 は 、 警 察 、 海 上 保 安 部 へ の 確 認 が 必 要 と な る 。 そ の 間 、 航

路 啓 開 を 止 め る こ と に な る 。撤 去 し て よ い 車 は 、オ レ ン ジ バ ケ ッ ト を 用 い て 、

起 重 機 船 で 引 き 揚 げ た 。大 き い 支 障 物 は 、玉 掛 け し て 起 重 機 船 で 吊 り 上 げ た 。 

・ 海 底 に 沈 ん だ 小 型 船 舶 に つ い て 、 漁 業 組 合 か ら 「 状 態 を 保 持 し た ま ま で （ 損

傷 が な い 様 に 、 玉 掛 け し て 吊 り 上 げ て ） 回 収 し て ほ し い 」 と い う 要 望 が 最 初

は あ っ た 。 た だ し 、 数 が あ ま り に も 多 く 航 路 啓 開 の 工 程 遅 延 が 生 じ る こ と か

ら 、 双 方 合 意 の 上 で 、 最 終 的 に は グ ラ ブ バ ケ ッ ト で 掴 ん で 回 収 し た 。  

・ 啓 開 作 業 の 問 題 点 は 、 第 一 に 給 油 、 次 に 漂 流 船 や 車 等 持 ち 主 が あ る も の の 取

り 扱 い で あ る 。 持 ち 主 が あ る も の は 、 回 収 方 法 に 注 意 を 払 う だ け で な く 、 回

収 で き た 後 に 持 ち 主 が 確 認 で き る よ う に 、 岸 壁 に き れ い に 並 べ る 等 の 対 応 に

労 力 を 割 か れ た 。 応 急 復 旧 と い う 時 間 の な い 作 業 と は い え 非 常 に 手 間 が か か

っ た 。  

 

＜ そ の 他 ＞  

・ 被 災 地 域 に は 燃 料 供 給 で き る 場 所 が な か っ た た め 、 作 業 船 は 、 帰 り の 燃 料 を 考

慮 し た 上 で 補 給 地 に 移 動 す る 必 要 が あ っ た 。補 給 地 は 、千 葉 県 、北 海 道 等 の 津

波 の 影 響 が ほ と ん ど な い 港 湾 が 選 ば れ た 。  

・ 港 湾 工 事 の 主 要 資 材 で あ る 基 礎 マ ウ ン ド 用 の 石 材 が 地 元 調 達 分 で は 圧 倒 的 に 不

足 し て い た 。石 材 は 自 身 の 影 響 が 少 な か っ た 日 本 海 側 を は じ め 、北 海 道 か ら 関

西 地 区 ま で 範 囲 を 広 げ 調 達 し た 。ま た 、陸 上 の 生 コ ン プ ラ ン ト が 壊 滅 的 な 状 況

で あ っ た た め 、業 者 間（ ≒ 発 注 者 間 ）で 生 コ ン の 取 り 合 い に な っ た 。宮 古 港 で

は CP 船 （ コ ン ク リ ー ト ミ キ サ ー 船 ） を 配 置 し て 、 コ ン ク リ ー ト 製 造 を 行 い 、

港 湾 工 事 だ け で な く 市 内 工 事 用 の 生 コ ン を 供 給 し た 。  

・ 港 湾 の 場 合 は 、 航 路 啓 開 が 応 急 復 旧 に 該 当 し 、 岸 壁 が 壊 れ た 状 態 で あ っ て も 、

緊 急 支 援 物 資 を 積 ん だ 船 舶 が 入 港 し て 荷 揚 げ で き る よ う に な れ ば よ い（ 荷 揚 げ

で き る 岸 壁 が 航 路 啓 開 対 象 と し て 選 定 さ れ る ）。被 災 し た 港 湾 施 設 の 本 復 旧 は 、

コ ン サ ル タ ン ト が 設 計 し 直 し て か ら 発 注 （ 競 争 入 札 ） さ れ る 。  

・ 航 路 啓 開 に よ っ て 発 災 の 約 10 日 後 に 緊 急 支 援 物 資 を 積 ん だ 船 舶 が 着 岸 で き た

が 、 物 資 を 陸 地 に 運 ぶ た め の 道 路 啓 開 は 間 に 合 っ て い な か っ た 。  

・ 航 路 啓 開 は 、 1 隻 あ た り 社 員 、 船 員 合 わ せ て 10 人 弱 く ら い の 体 制 で あ っ た 。  

 

2 . 4 . 2 .港湾施設復旧 （ 湾 口防波堤 ）  

① 大 船 渡 港 湾 口 防 波 堤 復 旧 工 事  

〔 工 事 概 要 〕  
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工  事  名 ： 大 船 渡 港 湾 口 防 波 堤 復 旧 工 事  

施 工 場 所 ： 岩 手 県 大 船 渡 市 大 船 渡 港 港 内  

発  注  者 ： 国 土 交 通 省 東 北 地 方 整 備 局  

工 事 期 間 ： 平 成 24 年 7 月 ～ 平 成 29 年 3 月 （ 10 件 以 上 の 工 事 と し て 分 割 ）  

施  工  者 ： 東 亜 建 設 工 業 （ ヒ ア リ ン グ 先 ）  ほ か  

 

大 船 渡 港 湾 口 防 波 堤 は 、 昭 和 35 年 チ リ 地 震 の 津 波 被 害 が き っ か け と な り 、 昭

和 38 年 よ り 4 年 を か け て 建 設 さ れ た 。 東 日 本 大 震 災 津 波 に よ る 想 定 外 の 波 力 が

作 用 し た こ と に よ っ て 、湾 口 防 波 堤 は 、全 長 736m に わ た っ て 壊 滅 的 な 被 害 を 受 け

た 。 す べ て の 防 波 堤 ケ ー ソ ン が 捨 石 マ ウ ン ド か ら 滑 落 し 、 航 路 に な る 開 口 部 に 配

置 さ れ て い た 鋼 セ ル 式 潜 堤 も 全 壊 し た 。 捨 石 マ ウ ン ド の 天 端 も 5～ 15 m 程 度 低 く

な っ た 。  

復 旧 す る 防 波 堤 の 高 さ は 震 災 前 の 倍 以 上 と な る DL +11.3m、 堤 体 幅 は 約 2 倍 の

21.6m、 延 長 は 震 災 前 と 同 様 の 736m に 設 定 さ れ た 。  

す べ て の ケ ー ソ ン が 基 礎 マ ウ ン ド か ら 滑 落 し た た め 、ケ ー ソ ン 取 り 壊 し の 必 要

は な か っ た 。図 2-8 に 示 す 断 面 で 捨 石 マ ウ ン ド の 復 旧 と ケ ー ソ ン の 据 え 付 け が 計

画 さ れ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-8  復旧断面の概要  

（ 提 供 ： 東 亜建設工業 ）  

 

ケ ー ソ ン 式 防 波 堤 の 施 工 の 流 れ は 、 下 記 の と お り で あ る 。  

ⅰ ） ケ ー ソ ン 製 作 用 作 業 台 船 上 お よ び 陸 上 ヤ ー ド で ケ ー ソ ン を 製 作 し 、 進 水 ・ 仮   

   置 き を 行 う 。  

 ケ ー ソ ン 底 面 に 摩 擦 増 大 用 ア ス フ ァ ル ト マ ッ ト を 設 置 し た 。 摩 擦 増 大 用 ア ス  

 フ ァ ル ト マ ッ ト は 、ケ ー ソ ン の 滑 動 抵 抗 力 (摩 擦 抵 抗 力 )を 増 大 さ せ 、重 力 式 構  

 造 物 で あ る ケ ー ソ ン の 断 面 を 縮 小 さ せ る た め に 、 重 力 式 構 造 物 の 底 面 と 基 礎  

 捨 石（ マ ウ ン ド ）間 に 設 置 さ れ る も の で 、特 に ケ ー ソ ン の 滑 動 が 問 題 に な る 場  
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 所 で 使 わ れ る 。  

ⅱ ） 基 礎 捨 石 を 投 入 し 、 ケ ー ソ ン を 据 え 付 け る マ ウ ン ド を 形 成 す る 。  

 捨 石 投 入 後 は ケ ー ソ ン 据 え 付 け の た め 、捨 石 マ ウ ン ド 天 端 の 本 均 し (±5cm)を 行  

  う 必 要 が あ る 。 従 来 は 潜 水 士 に よ る 人 力 で の 本 均 し が 主 流 で あ っ た が 、 当 該 工  

  事 で は 水 深 −25m と 大 水 深 で あ る た め 、安 全 性・施 工 性 を 考 慮 し て 機 械 均 し で 施  

  工 し た （図 2-9）。  

 

 

図 2-9  基礎砕石均 しに用いた機械  

（ 出 典 ： 日 本建設業連 合会 ）  

 

ⅲ ） 捨 石 マ ウ ン ド 上 に 堤 体 と な る ケ ー ソ ン を 据 え 付 け 、 ケ ー ソ ン 内 に 中 詰 め 材 を

投 入 し 、 ケ ー ソ ン を 安 定 さ せ る 。  

ⅳ ） ケ ー ソ ン の 上 に 上 部 コ ン ク リ ー ト を 打 設 し 、 堤 体 の 高 さ を 確 保 す る 。  

ⅴ ） 開 口 部 の 水 深 確 保 と 港 内 へ の 津 波 の 流 入 を 最 小 限 に 抑 え る こ と を 目 的 で 、 逆

T 型 ブ ロ ッ ク を 海 中 に 据 え 付 け る （ 図 2-1 0）。 逆 T 型 ブ ロ ッ ク （ 650 t/基 ） は

釜 石 港 で 製 作 さ れ 、大 船 渡 港 へ 海 上 輸 送 し 1800 t 吊 旋 回 式 起 重 機 船 で 18 基 据

え 付 け ら れ た 。吊 り 治 具 に 改 良 を 加 え た オ ー ト リ リ ー ス フ ッ ク を 採 用 し た 。こ

れ に よ っ て 、 潜 水 士 は 安 全 ピ ン を 抜 く 作 業 の み で 玉 外 し が で き る よ う に な り 、

大 幅 な 潜 水 時 間 の 短 縮 に つ な が っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-10  逆 T 型 ブロック施工 イメージ図  

（ 出 典 ： 日 本建設業連 合会 ）  
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② 釜 石 港 湾 口 防 波 堤 復 旧 工 事  

〔 工 事 概 要 〕  

工  事  名 ： 釜 石 港 湾 口 防 波 堤 復 旧 工 事  

施 工 場 所 ： 岩 手 県 釜 石 市 釜 石 港 港 内  

発  注  者 ： 国 土 交 通 省 東 北 地 方 整 備 局  

工 事 期 間 ： 平 成 24 年 2 月 ～ 平 成 30 年 3 月 （ 20 件 以 上 の 工 事 と し て 分 割 ）  

施  工  者 ： 東 亜 建 設 工 業 （ ヒ ア リ ン グ 先 ）  ほ か  

 

釜 石 港 湾 口 防 波 堤 は 、 世 界 最 大 水 深 （ - 63  m） に 設 置 さ れ た 防 波 堤 で 、 昭 和 53

年 か ら 約 30 年 を か け て 整 備 さ れ た 。 東 日 本 大 震 災 に よ り 湾 口 防 波 堤 の 一 部 は 倒

壊 し 、 多 く は 大 き く 傾 き な が ら も 最 後 ま で マ ウ ン ド 上 に 留 ま り 、 津 波 を 抑 え 続 け

た 。  

湾 口 防 波 堤 の 復 旧 工 事 は 、南 堤 の お よ そ 半 分 に あ た る 370 m、北 堤 の 870 m、開

口 部 300 m に わ た っ て 行 わ れ た 。 被 災 状 況 は 、 ナ ロ ー マ ル チ ビ ー ム 測 量 等 に よ り

確 認 さ れ た 。 北 堤 は 、 ほ と ん ど が 捨 石 マ ウ ン ド 上 に ケ ー ソ ン が 大 き く 傾 い た 状 態

で 残 存 し て い た 。 開 口 部 と 南 堤 は 、 大 部 分 の ケ ー ソ ン が 捨 石 マ ウ ン ド 天 端 か ら 滑

落 し て い た 。  

湾 口 防 波 堤 の 復 旧 に 先 立 ち 、 専 用 の コ ン ク リ ー ト プ ラ ン ト が 泉 作 業 基 地 に 整 備

さ れ 、 資 機 材 置 き 場 、 ケ ー ソ ン 製 作 ヤ ー ド 、 コ ン ク リ ー ト 供 給 基 地 と し て 本 復 旧

事 業 の 拠 点 と し て 利 用 さ れ た 。  

本 工 事 の 主 な 流 れ は 、 下 記 の と お り で あ る 。  

ⅰ ） 捨 石 マ ウ ン ド 上 に 大 き く 傾 い た 被 災 ケ ー ソ ン を 撤 去 す る 。  

 図 2－ 11 に 示 す よ う に 被 災 し た ケ ー ソ ン の -19 m よ り も 上 部 を 取 り 壊 し て 撤  

去 し た 。 取 り 壊 し は 、 グ ラ ブ 浚 渫 船 に 装 着 し た 砕 岩 棒 (50 t)を 落 下 さ せ て ケ ー  

ソ ン を 破 砕 、 そ の 後 硬 土 盤 バ ケ ッ ト で 鉄 筋 を む し り 取 っ て 行 っ た 。  

 

 

図 2-11  被災ケーソン撤去範 囲  

（ 提 供 ： 東 亜建設工業 ）  
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ⅱ ） ケ ー ソ ン 製 作 用 台 船 上 お よ び 海 上 打 継 場 で ケ ー ソ ン を 製 作 し 、 進 水 ・ 仮 置 き  

 を 行 う 。  

湾 口 防 波 堤 に は 37 函 の ケ ー ソ ン が 必 要 で あ り 、 29 函 は 泉 作 業 基 地 内 の ケ ー ソ  

 ン 製 作 用 台 船 で 製 作 さ れ 、 残 り の 8 函 （ ハ イ ブ リ ッ ド ケ ー ソ ン 、 調 整 函 ） は 他  

 港 で 製 作 さ れ た 。 ケ ー ソ ン は 、 4 層 目 ま で フ ロ ー テ ィ ン グ ド ッ ク 上 で 製 作 し  

 た 。 そ の 後 、 製 作 す る ケ ー ソ ン の 高 さ に 合 わ せ た 第 1～ 4 ま で あ る 海 上 打 継 場 に  

 順 次 移 動 し な が ら 、 進 水 ・ 浮 上 ・ 仮 置 を 繰 り 返 し て 製 作 を 行 っ た 。  

ⅲ ） 基 礎 捨 石 を 投 入 し 、 ケ ー ソ ン を 据 え 付 け る マ ウ ン ド を 形 成 す る 。  

捨 石 投 入 後 は ケ ー ソ ン 据 え 付 け の た め 、 捨 石 マ ウ ン ド 天 端 の 本 均 し (±5cm)を  

 行 う 必 要 が あ る 。 従 来 は 潜 水 士 に よ る 人 力 で の 本 均 し が 主 流 で あ っ た が 、 本 工   

 事 で は 、 早 期 復 旧 を 目 的 と し て 重 錘 式 を 含 む 2 種 類 の 機 械 均 し 方 式 を 採 用 し  

 た 。 東 北 地 方 整 備 局 に よ る と 、 機 械 化 施 工 に よ っ て 、 大 規 模 か つ 急 速 施 工 が 可  

 能 と な り 、 約 55 日 の 工 期 短 縮 が 図 ら れ た と さ れ て い る 。  

ⅳ ） 堤 体 と な る ケ ー ソ ン を 据 え 付 け 、 ケ ー ソ ン 内 に 中 詰 材 を 投 入 し ケ ー ソ ン を 安  

 定 さ せ る 。  

 湾 口 防 波 堤 の 大 半 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 ケ ー ソ ン で あ る が 、 長 大 ハ イ ブ リ  

 ッ ド ケ ー ソ ン も 6 函 採 用 さ れ た 。 千 葉 県 、 愛 知 県 、 三 重 県 の ド ラ イ ド ッ ク で 製   

 作 さ れ た ハ イ ブ リ ッ ド ケ ー ソ ン を 釜 石 港 へ 回 航 し 、 起 重 機 船 を 使 用 し て 据 え 付  

 け を 行 っ た 。  

ⅴ ） ケ ー ソ ン の 上 に 上 部 コ ン ク リ ー ト を 打 設 し 、 堤 体 の 高 さ を 確 保 す る 。  

 北 堤 で は コ ン ク リ ー ト ミ キ サ ー 船 を 使 用 し 、 大 ス パ ン の コ ン ク リ ー ト 打 設 を  

 行 っ た 。  

ⅵ ） 開 口 部 の 水 深 確 保 と 港 内 へ の 津 波 の 流 入 を 最 小 限 に 抑 え る こ と を 目 的 と し て  

 逆 Ｔ 型 ブ ロ ッ ク を 海 中 に 据 え 付 け る 。  

防 波 堤 開 口 部 に 津 波 が 集 中 し て マ ウ ン ド が 崩 壊 す る の を 防 ぐ た め に 、 湾 口 防 波   

 堤 の 300 m の 開 口 部 （ 航 路 ） に は 、 粘 り 強 い 効 果 が 期 待 さ れ る 逆 T 型 ブ ロ ッ ク  

 式 潜 堤 を 設 置 し た 。 逆 T 型 ブ ロ ッ ク (L10  m×B16 m×H10 m)は 、 釜 石 港 平 田 作 業  

 基 地 で 製 作 さ れ 、 大 型 起 重 機 船 に よ り 湾 口 防 波 堤 開 口 部 の 水 深 - 29 m の 基 礎 捨  

 石 マ ウ ン ド に 据 え 付 け ら れ た 。 据 付 け 時 は 、 陸 上 、 海 中 そ れ ぞ れ か ら ソ ナ ー や  

 カ メ ラ 、 測 量 機 器 を 駆 使 し て 水 中 誘 導 を 行 っ た 。 こ の こ と に よ り 、 潜 水 士 に 頼  

 る 誘 導 が 不 要 と な り 、 安 全 か つ 迅 速 に 見 え な い 海 底 へ の 逆 T 型 ブ ロ ッ ク 据 付 け  

 を 精 度 良 く 行 っ た 。  

 

2 . 4 . 3 .道路施設復旧 （ 仮 橋設置 ）  

〔 工 事 概 要 〕  

工 事 名 ： 国 道 45 号  気 仙 大 橋 仮 橋 設 置 工 事  

発 注 者 ： 国 土 交 通 省  東 北 地 方 整 備 局  

施 工 場 所 ： 岩 手 県 陸 前 高 田 市 気 仙 町 字 的 場 ～ 木 場 （ 図 2-12）  

工 期 ：  平 成 23 年 3 月 26 日 ～ 平 成 23 年 7 月 29 日 (変 更 後 )  

施 工 者 ： 東 亜 建 設 工 業 株 式 会 社  
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図 2-12  国道 45 号気仙大橋位置図  

（ 出 典 ： 国 土交通省 ）  

 

〔 気 仙 大 橋 の 概 要 〕  

竣 工 ：  昭 和 57 年  

橋 長 ：  181.5m 

幅 員 ：  12.5m 

橋 梁 型 式 ： 3 径 間 ＋ 2 径 間 連 続 鋼 鈑 桁 橋  

 

〔 仮 橋 の 概 要 〕  

橋 長 ：  210.6m 

幅 員 ：  9.0m 

陸 上 架 設 （ 手 延 べ 方 式 ）： 2 径 間  

海 上 架 設 ： 5 径 間  

 

〔 要 請 と 作 業 状 況 （ 海 洋 土 木 技 術 を 活 か し 早 期 復 旧 を 実 現 ）〕  

2011 年 3 月 11 日 に 発 生 し た 東 日 本 大 地 震 と そ れ に と も な う 大 津 波 に よ り 、 岩

手 県 陸 前 高 田 市 内 を 流 れ る 気 仙 川 の 河 口 に か か る 気 仙 大 橋 は 、 橋 脚 を 残 し て 橋 桁

が す べ て 流 さ れ た 。  

以 来 、 救 援 物 資 を 運 ぶ ト ラ ッ ク や 被 災 地 復 旧 の た め の 建 設 機 械 、 一 般 車 両 の す

べ て が 最 長 70 km も の 迂 回 を 強 い ら れ 、 市 民 生 活 や 産 業 ・ 経 済 に 大 き な 障 害 と な

っ て お り 、 一 日 も 早 い 復 旧 が 望 ま れ た 。  

気 仙 大 橋 は 、 仙 台 市 と 青 森 市 を 結 ぶ 国 道 45 号 線 の 主 要 橋 梁 の ひ と つ で 、 橋 長

181.5ｍ 、 幅 員 12.5ｍ の 鋼 板 桁 橋 で 、 198 2 年 に 完 成 し た 。 当 時 、 下 部 工 を 担 当 し

た 東 亜 建 設 工 業 が 、現 地 の 状 況 を 熟 知 し て い る と し て 、仮 橋 設 置（ 図 2-13）の 緊

急 復 旧 要 請 が あ っ た 。  
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当 初 計 画 で は 仮 橋 設 置 箇 所 と 平 行 に 作 業 用 仮 設 桟 橋 を 架 設 し て か ら の 陸 上 施 工

で あ っ た 。し か し 、現 地 踏 査 を 行 っ た 結 果 、施 工 場 所 は 水 門 の な い 河 口 か ら 約 300

ｍ に 位 置 し 直 接 ク レ ー ン 付 台 船 に よ る 橋 桁 の 海 上 架 設 が 可 能 な 場 所 で あ っ た 。 一

日 も 早 い ル ー ト 回 復 を 願 う 地 元 の 方 々 の 思 い に 応 え る た め 、 当 初 計 画 さ れ た 作 業

用 仮 設 桟 橋 構 築 を 省 略 し 、 橋 桁 な ど の 大 型 工 事 資 材 の 海 上 運 搬 と ク レ ー ン 付 台 船

に よ る 橋 桁 架 設 な ど の 河 川 内 作 業 で ほ ぼ 完 結 す る 施 工 計 画 を 立 案 し た 。 海 洋 土 木

工 事 で 培 っ た 技 術 を 活 用 す る こ と に よ っ て 、 工 期 を 大 幅 に 短 縮 で き る 可 能 性 が 高

く な っ た 。  

 

 

図 2-13  仮橋  断面 ・ 平 面 ・ 側 面図   

（ 出 典 ： 国 土交通省 ）  

 

工 事 は 、 4 月 1 日 、 気 仙 川 の 深 浅 測 量 か ら ス タ ー ト 、 ク レ ー ン 付 台 船 に よ る 作

業 が 可 能 な 水 深 が 確 保 で き る か ど う か の 調 査 を 実 施 し た 。 幸 い に も 気 仙 川 の 川 底

に は 大 津 波 に よ る 大 き な ガ レ キ な ど の 障 害 物 は な く 、 同 16 日 か ら バ ッ ク ホ ウ 台

船 2 隻 に よ る 川 底 の 浚 渫 工 事 に 着 手 し た （図 2-14）。  
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図 2-14  バックホウ台船による川底の浚渫  

（ 出 典 ： 東 亜建設工業 ）  

 

さ ら に 、 工 期 短 縮 を 図 る た め に 、 橋 桁 づ く り も 並 行 し て 進 め 、 発 注 者 に よ る 建

設 ヤ ー ド の 確 保 の 支 援 を い た だ き 、 全 7 径 間 の う ち 5 径 間 の 橋 桁 を 岩 手 県 大 船 渡

港 に あ る 陸 上 の ヤ ー ド で 地 組 み し た （図 2 -15）。  

 

 
図 2-15  1 000 トン積 み台船による桁の運搬  

 （ 出 典 ： 東 亜建設工業 ）  

 

地 組 み し た 橋 桁 を 1000t 積 み 鋼 台 船 に よ っ て 約 30km 離 れ た 気 仙 大 橋 の 現 場 ま

で 海 上 輸 送 し 、 450t 吊 り ク レ ー ン 付 台 船 を 用 い て 架 設 し た （ 図 2-16）。 海 上 輸 送

に は 気 象 だ け で な く 波 浪 や 霧 な ど の 海 象 リ ス ク が 伴 う が 、 海 洋 技 術 を 活 用 し て 無

事 に 輸 送 す る こ と が で き た 。  
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図 2-16  4 50 t 吊 クレーン付台船による桁の架 設  

（ 仮 橋 の左側が被災 した気仙 大橋 ）  

（ 出 典 ： 東 亜建設工業 ）  

 

橋 桁 の 架 設 は 6 月 18 日 に 完 了 、 同 月 30 日 に 防 護 柵 を 含 む 付 帯 設 備 設 置 が 完 了

し た 。 そ の 後 、 隣 接 工 区 に よ る 舗 装 工 等 の 道 路 工 事 が 行 わ れ た 。 約 2.5 ヶ 月 の 工

期 短 縮 に よ っ て 、 当 初 予 定 の 9 月 末 を 大 幅 に 上 回 る 7 月 10 日 に 仮 橋 を 開 通 す る

こ と が で き た （図 2-17）。  

 

 
図 2-17  開通後の気仙大橋仮橋  

 （ 出 典 ： 東 亜建設工業 ）  
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〔 工 事 等 の 実 施 に 当 た っ て の 課 題 〕  

・ 工 期 短 縮 を 最 優 先 に 、 条 件 に あ っ た 大 型 作 業 船 等 を 全 国 レ ベ ル で 調 査 し た 。  

・ 職 員 、 作 業 員 の 確 保 お よ び 宿 舎 ・ 食 料 の 確 保 に 苦 労 し た （ 人 員 や 資 材 が 奇 跡 的

に 揃 っ た ）。  

・地 組 ヤ ー ド の 確 保（ プ レ ー ト ガ ー タ ー 橋 地 組 箇 所 ）。※ 岩 手 県 の 協 力 に よ り 大 船

渡 港 で 確 保 で き た 。  

・ 仮 橋 両 側 の ア プ ロ ー チ 盛 土 、 仮 橋 の 舗 装 工 事 は 別 件 工 事 で あ り 、 地 元 業 者 に よ

る 施 工 で あ っ た た め 日 々 の 工 程 調 整 に 苦 慮 し た 。  

・ 測 量 水 準 点 の す り 合 わ せ に 苦 労 し た 。 地 震 で 地 盤 高 が 1 m く ら い 動 い て お り 、

基 準 も な く 既 設 構 造 物 等 か ら 高 さ を も っ て き た と 記 憶 し て い る 。 さ ら に 、 日 々

地 盤 高 が 10cm レ ベ ル で 変 化 し て い た 。  

・緊 急 性 に 注 力 す る こ と か ら 、作 業 は 6 時 か ら 22 時 ま で 行 っ た 。現 場 は 苦 労 し た

が 、 被 災 者 の た め に も 早 く 開 通 す る こ と だ け を 考 え て い た 。  

 

〔 採 用 し た 技 術 に 対 す る 改 善 点 、 望 ま れ る 技 術 〕  

仮 設 の プ レ ー ト ガ ー タ ー 橋 は 、河 積 阻 害 率 の 確 保 の た め 、最 大 支 間 長 36  m と 大

型 に な っ た 。 仮 設 橋 梁 メ ー カ ー で も 過 去 3 0m が 最 大 で あ り 実 績 が な か っ た 。 本 工

事 で は 、 構 造 計 算 上 の 問 題 が 無 い こ と を 照 査 す る こ と に よ っ て 採 用 さ れ た 。 た だ

し 、 取 扱 い メ ー カ ー が 国 内 に 1 社 だ け で あ り 、 他 メ ー カ ー で も 取 り 扱 え る よ う に

な れ ば 、 汎 用 性 が 高 ま り 調 達 リ ス ク が 軽 減 さ れ る と 思 う 。  

 

〔 将 来 の 災 害 対 応 の 為 に 準 備 す べ き と 感 じ た 事 項 〕  

メ ー カ ー 間 の 仮 橋 仕 様 の 統 一 や 、 津 波 が 襲 来 す る 場 所 に 設 置 さ れ る 橋 梁 （ 特 に

上 部 工 ） は 、 重 要 度 を 踏 ま え 耐 震 性 能 の み で な く フ ェ ー ル セ ー フ 機 構 を 考 慮 し た

耐 津 波 性 能 に つ い て も 検 討 す べ き と 考 え る 。  
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2 . 5 .災害復旧で役立つ技術  

2 . 5 . 1 .応急復旧工事で役立 った技術  

（ 航 路 啓 開 ）  

・ ナ ロ ー マ ル チ ビ ー ム 測 量 は 、 単 素 子 に よ る 障 害 物 確 認 に 比 べ て 容 易 に 把 握 が 可

能 で あ っ た 。  

（ 港 湾 施 設 の 復 旧 ）  

・ 釜 石 港 湾 口 防 波 堤 で の 機 械 施 工 に よ る 本 均 し 工 、 逆 T ブ ロ ッ ク の 使 用 。  

・ 大 船 渡 港 で の プ レ キ ャ ス ト 工 法 （ 鋼 セ ル 構 造 か ら 逆 T ブ ロ ッ ク へ の 変 更 ） の 使

用 。  

・ 宮 古 港 で 大 型 起 重 機 船 や コ ン ク リ ー ト プ ラ ン ト 船 に よ る 復 旧 作 業 の 迅 速 化 。  

・ 相 馬 港 は ケ ー ソ ン を フ ロ ー テ ィ ン グ ド ッ ク ・ ヤ ー ド な ど で 多 重 製 作 し た 。  

・ 専 用 生 コ ン 工 場 建 設 、 コ ン ク リ ー ト プ ラ ン ト 船 、 震 災 廃 棄 物 の 活 用 な ど に よ る

資 機 材 調 達 の 工 夫 。  

・ケ ー ソ ン 底 盤 に 使 用 し た 摩 擦 増 大 用 ア ス フ ァ ル ト マ ッ ト の 使 用（ 粘 り 強 い 構 造 ）。 

・ 捨 石 マ ウ ン ド 天 端 の 本 均 し (±5cm)に 機 械 均 し に よ る 効 率 施 工 。  

・据 え 付 け 精 度 の 誘 導 管 理 に は GNSS と 水 中 測 位 装 置 を 使 用 し た「 水 中 位 置 検 測 シ

ス テ ム 」と 自 動 追 尾 ト ー タ ル ス テ ー シ ョ ン を 使 用 し た「 据 え 付 け 誘 導 シ ス テ ム 」

の 使 用 。  

・ 大 水 深 に お け る 吊 り 治 具 に 改 良 を 加 え た オ ー ト リ リ ー ス フ ッ ク の 使 用 。  

 

2 . 5 . 2 .今後の災害対応であるとよい技術  

（ 航 路 啓 開 ）  

・ ナ ロ ー マ ル チ ビ ー ム 測 量 の 成 果 を 迅 速 に 得 る た め の リ ア ル タ イ ム 画 像 解 析 等 の

技 術 。  

・ 濁 っ て い て も 海 水 中 の 津 波 漂 流 物 を 可 視 化 で き 、 回 収 で き る 技 術 （ 作 業 者 の 安

全 確 保 ）。  

・ 陸 上 部 や 水 中 部 に お け る 現 地 把 握 や 現 地 作 業 が 可 能 な 遠 隔 技 術 。  

・ 大 規 模 災 害 時 に も 利 用 で き る 通 信 手 段 ・ 技 術 。  

（ 港 湾 施 設 の 復 旧 ）  

・ 画 像 処 理 及 び 可 視 化 技 術 は 航 路 啓 開 と 同 様 。  

・ 工 期 短 縮 を 目 的 と し た 気 象 海 象 条 件 に 左 右 さ れ に く い プ レ キ ャ ス ト 工 法 。  

・ GNSS 技 術 と 超 音 波 セ ン サ ー を 組 み 合 わ せ 、バ ー ス の 位 置 や 水 深 を 効 率 的 に 測 定

す る バ ー ス サ ー ベ イ ヤ ー 。  

・ 乱 れ た 基 礎 マ ウ ン ド の 成 形 な ど に お い て は 、 遠 隔 水 中 ブ ル ド ー ザ ー 等 の 活 用 。  

 

2 . 6 .今後の災害対応 に対 して日建連企業に求められる事項  

・ 大 規 模 災 害 時 に お け る 確 実 な BCP に よ る 企 業 活 動 の 継 続 確 保 。  

・ 港 湾 ・ 道 路 ・ 河 川 と い っ た 広 範 囲 の 被 災 時 に も 円 滑 か つ 途 切 れ な い 資 機 材 の 供

給 体 制 の 確 保 。  
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2 . 7 .地方整備局や自治体への要望  

・ 東 日 本 大 震 災 の 仙 台 空 港 周 辺 の 被 災 状 況 を 見 て 、 盛 土 の 仙 台 東 部 道 路 及 び 常 磐

自 動 車 道 の 海 側 と 陸 側 で 被 害 の 状 況 が 大 き く 分 か れ て い た の で 、 港 湾 施 設 の み

で な く 陸 上 の 構 造 物 で の 津 波 被 害 低 減 対 策 を 考 慮 し た 社 会 資 本 整 備 。  

・ メ ー カ ー 間 の 仮 橋 仕 様 の 統 一 や 、 津 波 が 襲 来 す る 場 所 に 設 置 さ れ る 橋 梁 （ 特 に

上 部 工 ） は 、 重 要 度 を 踏 ま え 耐 震 性 能 の み で な く フ ェ ー ル セ ー フ 機 構 を 考 慮 し

た 耐 津 波 性 能 に つ い て も 検 討 を 望 む 。  

・ ラ イ フ ラ イ ン が 被 災 し て い る 中 で の 、 設 備 の 備 蓄 等 に よ る 作 業 員 の 住 環 境 お よ

び 燃 料 の 確 保 。  

・ 測 量 水 準 点 の す り 合 わ せ に 苦 労 し た の で 、 発 注 者 側 と し て 着 手 時 の 対 処 方 法 の

準 備 を 望 む 。  

・ 被 災 時 の ゴ ミ 、 倒 木 等 の 最 終 処 分 地 の 確 保 方 法 の 準 備 。  

・ 災 害 復 旧 工 事 に 関 し 、 新 技 術 （ 自 動 自 律 施 工 な ど ） の 導 入 や 活 用 を 推 進 す る 発

注 形 式 を 検 討 し て 頂 き た い 。  
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